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序章







　車のクラクションの音は遠く、立て付けの悪い木窓から吹く隙すき間ま風は肌に温ぬくい。

　静かな春の夜だった。

「今、人類は危機に瀕ひんしている！」

　その静寂を砕いたのは、熱気を帯びた男の声。それに続く怒号だ。

　暗くら闇やみに包まれた郊外、朽ちた礼拝堂の中に彼等らはいた。

　荒あれ果てて床板が腐り、信徒席が取とり除のぞかれた礼拝堂の奥で静かに月光を透過させるステンドグラスには、聖女の悲しげな微笑ほほえみが描かれている。

　その神秘的な視線の下で蠢うごめくのは、所属章のない迷彩服に身を包んだ十数人の男達たち。

　方々に設置された燭しよ台くだいや松明たいまつの灯あかりの中で、彼等が背負った旧式自動小銃や散弾銃が鈍く暴力的に輝いていた。

「かつて、この世界は異界からの侵略を受けた。奴やつ等は生まれながらにして恐るべき力を持ち、指先一つで人の命を奪う災厄の権化どもである！」

　中央に設置された演壇で熱弁を振るっているのは、禿とく頭とうの首しゆ魁かいだ。名は、ハイン。

「奴等は千二百年間、土地を盗み、資源を食らい、命を奪ってきた。しかし人類の多くは共存という耳触りの良い言葉に欺かれ、真実に目を向けようとしない。こんな欺ぎ瞞まんが、共存と言えるだろうか！」

「否いな！　否！　否！」

　ハインの叫びに男達たちが銃を掲げて呼応する。

　……まったく。主義者というのは、何な故ぜこんな身勝手な事を声高に叫べるのだろうか。

　熱狂する集団に紛まぎれ、彼等らと同じ迷彩服を纏まとった俺おれは白けた目でハインを眺めていた。

　小さく嘆たん息そくを漏らし、俺は腰に隠した無線のスイッチを入れる。

「こちら、ライル。聞こえているか？」

『マイクにカメラ、共に良好だ』

　金髪に隠した左耳の小型ウェアラブルカメラ内蔵インカムから、男の声で返答が届く。

「そっちの準備はどうだ？」

『よくねぇな。歩ほ哨しようが外を警戒している。包囲完了までもう少し時間が掛かりそうだ』

「なあ、大丈夫か？　一人も逃がさない事もそうだけど、俺の救助もだ。本当に頼むぞ？」

『潜入が初めてだから不安なのも分かるが、ビビり過ぎだ。お前も今年で三年目だろ？』

「銃持ち十五人に囲まれてヘラヘラできたら、そいつは頭がおかしいだけだろうが」

　思わず声を荒げてしまったが、俺の内緒話はハインの演説が掻かき消けしてくれていた。

「同胞よ、今こ宵よいこそ大いなる作戦に加わる時だ！」

　ここからが重要だ。俺は左耳のカメラ角度をチェックし、ハインの言葉を待つ。

　だが、事態は俺の予想と違う方向へと進み始めていた。

　ハインが顎で指示を出すと、奥の部屋から二人の主義者が何かを引っ張り出してくる。

「マジかよ……」

　主義者達が壇上へ連行してきたのは、まだ十歳ほどの少女だった。髪と同色の黒い瞳は恐怖に濡ぬれ、細い両腕はセラミック製の手錠によって封じられている。

「諸君、これこそが異界の侵略者だ！」

　ハインに乱暴に引き寄せられる少女。

　──その小さな背には、二枚の蝙蝠こうもり羽が生えていた。

「そう。我等人類の大敵、『魔物』である！」

　ハインの叫びに有翼の少女はびくりと震え、羽で我が身を守るように身体からだを包む。

　少女は、サキュバスの子だろう。

　千二百年前に異界よりこの世界に現れた『魔物』という生物の一種だ。

「この娘の身柄を利用してロザント市警の動きを封じ、我等は大いなる作戦を支援する。これは、人類の反撃の狼煙のろしとなるだろう！」

　主義者達は再び銃を掲げ、怒号を上げる。それに紛れ、俺は早口でインカムに告げた。

「緊急事態だ。魔物の子供が捕えられている。突入は待て。繰り返す、突入は待て」

『こちらも映像で確認した。お前の方で子供の安全を確保できるか？』

　相手は銃で武装した十五人。サキュバスの自力脱出は、先まず無理だ。魔物なら必ず一つは超常的な力を持っているが、子供にそれを求めるのも酷だろう。

　ついでに言うと、人間である俺おれが単身で武装組織を壊滅させる事はもっと無理だ。

「現状では難しいけど、奴やつ等らはあの子を使って市警と交渉するつもりらしい。すぐにどうにかされる事はなさそうだ」

『了解。こちらも位置を変える。状況の変化を待て。いいな』

　レアードの命令に頷うなずく。

　しかしすぐに、俺は最も大きな問題を思い出して背筋を冷やした。

「レアード、こっちの様子は見えているんだな？　アルミスは？　どこで何をしている？」

『あ？　あいつなら後方で待機しているはず──アルミス？　おい、応答しろアルミス！』

　無ければならない応答は……なかった。

「あの馬ば鹿か、無線切りやがったな……！　レアード、アルミスを拘束しろ。今すぐにだ」

　俺が呻うめき声ごえでそう告げた瞬間、俺達たちが待っていた状況の変化が起きた。

　残念ながら、かなり悪い方向へと。

　突然、サキュバスの少女が猛烈に暴れ出し、主義者達の手から逃れようとしたのだ。

　首根っこを押さえようとしたハインの手に、少女の鋭い牙が突き刺さる。

「ぬっ、この売女ばいたが！」

　ハインは噛かみ付つく少女を振り払い、その大きな掌てのひらで少女の頬ほおを思い切り打つ。悲鳴を上げて檀だん上じように転がる少女。その胸倉を掴つかんで引き起こし、ハインはもう一度手を振り上げた。

　舌打ちし、俺は行動に移ろうとする。

　その瞬間、頭上から盛大な破砕音が響いた。

　ステンドグラスが爆はぜ割れ、砕けた破片が燭しよ台くだいの灯あかりを拾って幻想的に煌きらめく。

　その美しい絵画のような景色の中に、純白の異形が存在していた。

　カツッと、蹄ひづめが壇上に着地する優雅な音。

　続いたのは、骨が砕ける二重音。異形の背後にいた二人の主義者が強烈な後ろ足蹴りで胸骨を砕かれ、壇上から弾はじき飛とばされる。

「な、な……」

　更に硬こう直ちよくしているハインの脇下に三日月型の角が差し込まれ、かちあげられる。ハインの身体からだは天井近くまで舞い上がり、騒々しい音を立てて主義者達の上に落下した。

　白い異形は前足を上げて棹さお立だちになり、澄んだ嘶いななき声を響かせる。

　躍動的な筋肉の線を描く純白の馬体。青い炎のようなたてがみ。そして、一メートルほどの長く重厚な金色の三日月角。

　檀上では、有角の白馬が少女の前に立ちはだかっていた。

「一角獣……魔物だ、魔物が出たぞ！」

　主義者達が悲鳴と怒声を交錯させる中、一角獣は蹄で足元を引ひっ掻かき、戦闘態勢を取る。

「私の前で乙女を害するとは、いい度胸ね」

　白馬の喉のど元もとから、氷のように冷たい女の声が届く。

「来なさい。乙女を苛いじめる愚か者共は生かして帰さないわ」

　一角獣アルミスは緑に燃える双そう眸ぼうで周囲を威圧し、曲刀の如ごとき角を振り上げた。

「と、取り押さえろ！」

　主義者が銃を構え、檀だん上じように殺到する。

　そして唖あ然ぜんとする俺おれの前で、魔物と人間の戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。




　この世界に魔物が現れたのは、今から千二百年ほど前の【邂かい逅こうの日ひ】と呼ばれる日だ。

　神の御み業わざか悪魔の悪戯いたずらか。今も理由は解明されていないが、数多あまたの異界とこの世界は一瞬だけ出現した門によって繋つながり、世界は魔物という新たなる住人を迎える事となった。

　それはドラゴンであり、妖狐であり、巨人であった。

　そして戦いが生まれた。魔王が生まれた。英雄が生まれた。人間と魔物は世界中で衝突し、それまで幻想でしかなかった戦いは物語から飛び出した。

　それから時が経たち、世界は変わった。建物は石造りの家々から高層ビルとなり、見上げるだけだった宇宙は無数の人工衛星が浮かぶ距離となった。

　そうして、生物たちが戦う理由もまた変わった。




　一角獣アルミスの乱入に、礼拝堂内は混乱に陥おちいった。

　アルミスと少女の位置はちょうど主義者達たちの中心だ。流れ弾による同士討ちを恐れた主義者達は、ナイフや拳こぶしを構えて四方八方から檀上へと殺到する。













　だが、一角獣はその見た目と裏腹に攻撃的な種族だ。主義者が檀だん上じように取りついても後ろ脚に蹴飛ばされ、角で突き倒され、その度たびに悲鳴と主義者の身体からだが宙を舞った。

「最悪だ！　レアード、突入しろ！　今すぐに！」

　混乱する主義者達たちを掻かき分わけて檀上を目指しつつ、俺おれはインカムに叫んでいた。

『無む茶ちや言うな、完全包囲まであと二分は掛かるぜ』

「畜生っ、そんなに待てるかよ！」

　ようやく最前列に出た瞬間、一人の主義者が小銃でアルミスを狙っているのが見えた。

　咄とつ嗟さに右足を動かし、その銃身を蹴り上げる。騒がしい発砲音と共に五・五六ミリライフル弾が連射され、朽ちた天井に更なる損傷を与えた。

　驚く主義者の手から小銃を奪いつつ、身体を旋回。大きく水平の円弧を描いた銃床は主義者の側頭部に激突し、そいつの意識を刈り取る。

　崩れ落ちる主義者を尻目に、俺は反転させた小銃を構えて辺りを見据えた。

「おら下がれ、下がるんだ！」

　俺の悲鳴じみた叫び声が、礼拝堂に静寂をもたらした。

　驚きよう愕がくする主義者達に囲まれながら、俺は忙しく銃口を動かしつつ叫ぶ。

「いいか、撃つなよ。撃ってきやがったら一人、二人は道連れにしてやるからな！」

　我ながら謙虚な脅しだったが、効果はあった。俺は円状に離れていく主義者達に銃を向けながら、自身も後あと退ずさりで演壇へと向かっていく。

　表面では冷静さを装っているものの、喉のどがひりついて痛い。魔物のアルミスはともかく、人間である俺を殺すには銃弾一発で足りるのだ。

　殺意の群れを抜けて檀上に上がると、アルミスが馬首を下げ、座り込んだサキュバスの少女へと角を向けていた。

「怖がらなくていいわ」

　一角獣の大きな角を向けられて怯おびえる少女を、アルミスは柔らかな声で安心させる。その角先に淡い青光が宿った。

　一角獣が得意とする治癒魔法だ。青光に照らされ、少女の頬ほおの腫れが急速に引いていく。

「よく頑張ったわね。私が来たからにはもう安心していいわ」

　周囲を牽けん制せいしつつ、俺も肩越しにサキュバスの少女の無事を確認した。

「……で、アルミス。この後はどうするつもりなんだよ？」

　俺が問うと、アルミスは首を持ち上げて王様のように辺りを睥へい睨げいする。

「少女を確保しろと言われたでしょう。なら目的は達成できている。何の問題も無いわ」

「そうだな、問題無いな。強いて言うなら俺達が蜂の巣になる寸前だという事ぐらいだ」

　俺の皮肉にカチンと来たのか、アルミスは警戒を放棄して角ごと俺に振り返った。

「では、乙女を見捨てるのが正解だったと？　それはそれは冷静な判断ね」

「誰だれが見捨てるなんて言った。他ほかにもっとスマートな方法があるって話だろうが！」

　戸惑う少女と主義者達に見守られる中、俺とアルミスの口論は白熱していく。

「おい、マジでいい加減にしろよ。事前準備に何週間もかけて結局は戦闘かよ。部長に怒られるのは俺おれなんだぞ？　また謹慎食らわせる気か」

「仕方ないわ。乙女を助けられるなら、作戦の失敗と貴方あなたのクビくらい安いものよ」

「勝手に俺の人生を売り払うな！　せめて俺自身の口で言わせろ！」

　永遠に続くかと思われた口くち喧げん嘩かだが、一発の発砲音がそれに終止符を打った。

　見れば、部下に身体からだを支えられたハインが硝煙を上げる拳銃を天井へと向けていた。アルミスに投げ飛ばされた時に鼻骨でも折ったのか、その顔は怒りと鼻血で真まっ赤かだ。

「貴様等ら！　この状況が分かっているのか！」

　拳銃を向け、ハインが罵声を叩たたき付つけてくる。それで主義者達たちも己の役目を思い出し、各おの々おの武器を構え始めた。

「警察ではないな。何者だ？　どうやってこの場所を知った。誰だれの指示だ？」

　俺は肩をすくめてアルミスを見ると、同僚も長い首を振る。

「何者って言っても、身分証とか置いてきちまったしな」

「答えたくなければそれでいい。貴様等の身体に訊きいてみよう」

「おい、よせよ。分かった、いま持ってこさせるからさ」

　俺の言葉の意味が理解できなかったのか、ハインは訝いぶかしげな顔をする。

　そして俺は──つい二分前に通信したインカムに叫んだ。

「少女を確保、突入しろ！」

　合図と同時に、轟ごう音おんと衝撃が礼拝堂全体を震しん撼かんさせた。

　礼拝堂左側面の壁がトラックにでも突っ込まれたかのように崩落し、傍そばにいた数名の主義者を瓦が礫れきと埃ほこりの中に巻き込んだ。

　突っ込んできたのが本当にトラックだったなら、主義者達はまだ安あん堵どできただろう。

　粉ふん塵じんから現れたのは、黒い羊毛で全身を包み、尾の代わりに凶暴な大蛇を揺らした体長五メートルの雌めす獅じ子し──キマイラだった。

　突然の巨獣の登場に主義者達は悲鳴を叫び、銃をやみくもに乱射する。

　キマイラに突き刺さる無数の銃弾。しかし金属の豪雨は硬質な羊毛と分厚い筋肉によって阻まれる。付近にいた主義者達は、却かえって巨大な雌獅子の爪に纏まとめて薙なぎ払はらわれた。

「撃て、撃ち続けろ！」

　遠くで別の主義者達が銃列を整えるも、礼拝堂内を奔はしった大蛇がそいつ等を纏めて拘束する。キマイラの尾お蛇へびに捕らわれた主義者達は悲鳴すら上げられず、引き絞られたトグロの中で仲良く泡を吹いた。

　キマイラの出現と同時に俺達も動いていた。俺は硬こう直ちよくしている少女の襟首を掴つかむと、彼女の悲鳴を無視してアルミスの背に投げ乗せる。

「行け、アルミス！」

　言うが早いか、少女を乗せたアルミスは壇上の端から一〇メートルほど跳躍し、そして五〇〇キロを超す体重で足元にいた二人の主義者を踏み潰つぶしつつ着地した。

「魔物のガキが逃げ──うわぁ！」

　アルミスの離脱に気付いた主義者を、頭上から白い濁流が襲った。

　濁流は強きよう靭じんな何条もの糸に変化し、一瞬で主義者を簀す巻まきにして空中へと吊つり上あげる。

　糸を追って頭上を見上げると、いつの間にか教会の天井に全長二メートルの虎柄蜘く蛛も──土つち蜘ぐ蛛もが張り付き、鋏はさみ状の顎で糸を掴つかんでいた。

　土蜘蛛は八つの目を煌きらめかせ、思い切り頭部を振る。鉄の五倍以上の張力を誇るタンパク糸で捕らえた主義者をクレーンのモンケンのように振り回し、顎で糸を断ち切る。猛烈な勢いで主義者は壁に叩たたき付つけられ、その粘液で磔たつ刑けいにされた。

「上だ、土蜘蛛もいるぞ！」

　主義者達たちが頭上に向かって銃撃しようとするが、その隙すきを突いてキマイラが襲い掛かる。そしてキマイラを避さけると、土蜘蛛が粘液糸で爆撃し、主義者達を白い塊かたまりに変えていく。

　それでも土蜘蛛に応おう射しやしようとしていた主義者に向かって、俺おれは自動小銃を発砲。発射されたライフル弾は俺の視線を辿たどって敵の右腕に着弾し、血をしぶかせた。

「後ろよ！」

　アルミスの警告に従って振り返ろうとするも、その途中で、自動小銃でしっかりと俺の頭を狙った敵の姿が見えてしまった。

「ちょっ、待──！」

　待てと言った所で待ってくれるはずがない。敵の指が引き金に掛かる。

　ドン！　という音に首が竦すくむ。しかし血ち飛沫しぶきを上げて倒れたのは、敵の方だった。

　刹せつ那な、銃痕が穿うがたれた木窓が外側から破られ、アサルトカービンと高重合度繊維ボディーアーマ─、そして防弾ヘルメットで武装した人間が乱入してきた。

　命の恩人の登場を皮切りに、玄関、窓、キマイラが開けた大穴などから次々と同じ武装をした兵士達が現れる。その数は、十六。

「動くな！　全員、武器を捨てて床に伏せろ！」

　退路を失った主義者達が狼狽うろたえ、武器を放棄していく。仲間達はそんな主義者達を乱暴に地面に叩き付けて制圧していった。

　最初に突入した仲間がヘルメットの遮しや光こうバイザーを跳ね上げて顔を見せる。

「よーう、ライル。顔が真まっ青さおだが、貧血か？」

　三十代前半の精せい悍かんな男は、余裕の笑みを顔に張り付けて檀だん上じようの俺を見上げた。

「遅いぞ、レアード！　危うく殉職するところだった！」

　脱力し、構えていた銃を下ろす。そこへ敵を倒し終えたキマイラがノシノシと近付いてきて、鋭い牙を見せて笑った。

「大丈夫だにゃ。撃たれても、優しい優しい衛生担当官に治してもらえるにゃー」

　太い喉のどからグルルという凶悪な唸うなり声ごえと間延びした女の声が零こぼれる。天井の土蜘蛛も、カチカチと鋏状の顎を鳴らして笑っている。俺達の会話が聞こえたのか、向こうで少女の手錠を角で切り払っていたアルミスがブスッとした様子で鼻息を洩もらした。

　手錠から解放され、サキュバスの少女はようやく人心地ついたのだろう。護衛についた仲間と一角獣に守られながら、羽を広げてわんわんと泣き出した。

　その姿を見て、俺おれ達たちは表情を崩す。

「ま、作戦はぐちゃぐちゃだったが、よくやった。とりあえず締めて来い」

「……ああ」

　レアードに頷うなずきながら、俺は預けておいたバッジを受け取って檀だん上じようを跳び下りる。

　辺りを見回し、床を這はって逃げようとしていたハインを見付けた。

「もう帰るのか？　まだ俺達の素性を訊きいてないだろう？」

　背を踏み付けてハインを振り向かせ、恐怖に染まったその横顔にタフな笑顔を見せる。

　そして、手に持っていたバッジを突き付けた。

「俺達のボスは、ここクリアト連邦共和国の大統領。そして人魔合わせて二億五千万の善良なる国民だ」

　バッジの金属板に彫られたのは、中世期に人間と魔物の共存に尽力した聖女──聖フランチェスカの微笑。

「司法省所属、人魔調停局だ。人類至上主義団体【鉄てつ剣けん連れん合ごう】の頭目ハイン・オゴット。お前を扇動罪、並びに誘拐罪と殺人罪、その他た諸もろ々もろの容疑で逮捕する」

　俺の宣言に、犯罪者はがっくりと項うな垂だれた。













一章







『朝のニュースです。昨夜の午前一時ごろ、ロコン州ロザントで人類至上主義団体【鉄てつ剣けん連れん合ごう】のメンバーが調停局によって逮捕されました。この【鉄剣連合】は一月に発生した殺人事件にも関与している疑いがあり──』

　いつもの軽食屋【ブラックドッグ】のカウンター席に座り、俺おれはいつも通りの朝食とテレビニュースの確認をしていた。

　ジーンズに深い赤のカットソー。その上にテーラードジャケット。俺の恰かつ好こうはラフな私服で、首に提げた調停局バッジと左腋わきに隠した九ミリ半自動拳銃【グロス一七】が無ければ暇な学生に見えるだろう。しかし、今日もこれから出勤だ。

「ライルさん、コーヒーのお代わりはいかがです？」

「ああ、頼む」

　少し年下の黒髪のウェイトレスが微笑ほほえみ、カウンター越しにコーヒーをカップに注いでくれる。ブラックが飲めない俺の為ために砂糖を二つ添えてくれる気配りが嬉うれしい。

　その大きな目は好奇心に光り、俺の調停局バッジを見詰めていた。

「今朝、このニュースを見てびっくりしました。もしかして……あの組織を逮捕したのってライルさんですか？」

　上うわ擦ずった声は期待……そして非日常に住む者への憧れが込められている。

「いや、うん、な。確かに、まー、俺もいたな」

「凄すごい。ライルさんは人間なのに、勇敢なんですね！」

　歯切れ悪く頷うなずくと、ウェイトレスは小さく歓声を上げた。

「私、学校の友達にも羨うらやましがられているんですよ。お店の常連さんに調停局員の──しかも三年前の【サンダーボウ】の元クリアト代表選手だったヒトがいるって」

「う、うーん。代表って言っても結果は十一位だったしな」

　そもそもこの【サンダーボウ】という競技がマイナーなのだ。誰だれかに自慢したくても、先まず『サンダーボウって何さ？』というところから説明しなければならないくらいに。

　おまけに弱冠十七歳で代表選出されたので世間の注目を浴びたかと思えば、そんな事はない。その年は他ほかに十六歳の女も選ばれていて、しかもそいつは優勝した。

　お陰様で、俺の名前は一瞬でメディアから消え去った。

「翌年からは代表にも選ばれなかったし、もう【サンダーボウ】も触ってない。あんまり羨ましがられる事でも無いと思うよ？」

「そんな事ないですよ。世界大会の動画を何度も見ましたけど、とても恰かつ好こう良よかったです」

　しかしウェイトレスは俺自身よりも意地になり、拳こぶしを握って力説してくれる。

「きっと、昨日もあんな顔で戦っていたんですよね。仕事をしているライルさんも、ちょっと見てみたいです……」

　高校生のウェイトレスは、少し大人おとなびた上目遣いを俺おれに向けてくる。

　……ビビっていた上に殺されかけていたなんて、とても言えない雰囲気だ。俺は真実を甘いコーヒーで飲み込み、好意を向けてくれる少女に笑って頷うなずいた。

「ありがとう、エマ。そう思ってくれるヒトが一人でもいるだけで支えになるよ」

　いよいよ興奮したのか、エマの頭頂からポンと二つの三角形が飛び出した。

　頭の上で犬の耳がぴょこぴょこ動いているが、当の本人は気付いてもいなかった。

「……調停局ってのは、朝からヒトの娘を誘惑するほど暇なのかい？」

　不満そうな中年男の声、すぐ左から。

　しかし左の席……というか、カウンター席全体を見ても俺以外の客はいない。

　音源は、俺と左の椅子の間に鎮座していた真っ黒な大型犬だった。

　大型犬は左の椅子に飛び乗り、長い鼻と目をエマへ向ける。

「エマ、早く食器を洗って来い。それと、耳が出てるぞ」

「えっ、やだ……！」

　エマは顔を真まっ赤かにしながら両手で獣耳を押さえ、奥の厨ちゆう房ぼうへと小走りで去っていった。

　エマの姿が消えた後、真っ黒な大型犬のような生物──【ブラックドッグ】の店主である黒妖犬ブラツクドツグエドウィンは鼻に皺しわを寄せて俺へと振り返った。

「ライル、娘は純情だ。あいつの頭の中じゃ、お前は英雄になっちまっている」

「安心しろよ。彼女はもう高二だろう？　あと半年もすれば、俺なんかよりずっと良い魔物の男を見付けるさ──それより、こいつが何か分かるか？」

　俺が指した食べかけのクラブサンドを見て、エドウィンは小馬ば鹿かにしたように笑った。

「匂いを嗅かがなくたって分かる。そいつは俺が作ったからな」

「そう、俺の朝食だ。そしてアンタは毛玉だ。毛が入る前にどっか行くか、その姿を止やめろ。ロコン州では、不必要な人じん化か解除は条例違反らしいぞ？」

「毛ぐらいなんだ。黒妖犬は硫黄いおうも火も吐くが、毛には毒なんてないぞ？」

　鼻で笑う黒妖犬の全身に、複雑な文様が輝く。瞬間、犬の輪郭が崩れて黒い霧となった。

　黒霧は粘土をこねるように別の形を構成していき、数秒後には、エプロン姿の壮年の男が隣の席に座っていた。

　これは【人化術じゆつ】という人間形態へと変化する術──市民魔物なら誰だれでも扱える一般的な魔法だ。肉体とは別に、ある程度の質量を呪文に分解して保持する補助魔法が組み込まれているので、形態を切り替える度たびに着替えをしなくて済む優れ物である。

　……余談だが、年とし頃ごろの魔物の娘にとって意図しない人化解除は下着を覗のぞかれる気分らしい。それ故ゆえの、先ほどのエマのリアクションだ。

「善良な軽食屋にケチな罰金を要求する時間があるなら、世界を救ってほしいねえ」

　カウンターに頬ほお杖づえをつく人化状態のエドウィンが目を遣やったのは、壁際のモニター。ニュース番組は、外部魔物集落【紫し霧むの谷たに】が社会加入に反目し、状況は紛争に突入したと告げていた。そして次はお決まりの、クリアト連邦と隣のヘクト連合王国が三十四年も飽きる事無く続けている冷戦の続報。どうやらヘクトの同盟国リダンが、クリアトに対して地下資源の輸出を制限する動きを見せているらしい。

　世界は、未いまだ楽園から程遠い。

「調停局には調停局の仕事があるさ。出来る事からコツコツやるのが仕事の基本だろう？」

　腕時計に目を落とすと、そろそろ時間だ。既に朝一のお説教は確定しているし、更に遅刻すれば俺おれの首は文字通り部長にねじ切られてしまう。

　残りの朝食を口に押し込み、コーヒーで流し込んでから席を立つ。それからカウンターに六百ルリ分の紙幣を置き、俺はエドウィンに笑って見せた。

「俺達たちの仕事は、人間と魔物が仲良く暮らすこの世を守る事。アンタ達と楽しくお喋しやべりするのも仕事の一環だよ」

　呆あきれるエドウィンと、厨ちゆう房ぼうの出口からこっそり覗のぞいていたエマに手を振り、俺は【ブラックドッグ】を後にした。

　店を出ると、車のクラクション、雑ざつ踏とう、電車の音などが混ざった騒音が俺を包み込む。

　東から注ぐ朝日は高層ビルのガラス璧に反射し、余計に俺の網膜を焼いた。

　ロザントの朝もいつも通りだ。駅前通りなので渋滞気味の車列の脇を、バイクと並んで得意げにメール便のケンタウロスが駆け抜けていく。スーツ姿や制服姿の人々が急ぎ足で駅へと向かっていく歩道に視線を移すと、これから出張だろうか、スカートの下から伸ばしたトカゲの尻尾で旅行カートを引くＯＬが目に入った。

　今日も、いつも通りの朝だった。




　オウラ大陸を西方のヘクト連合王国と二分するクリアト連邦共和国。その最西端であるロコン州の、更に最西端のロザント市。州都であり、航空、宇宙、軍事、そして魔法技術などの産業に支えられた世界都市の一つである他ほか、貨物拠点や観光地としても有名だ。

　勿もち論ろん、ロザントの配属が決まった時は俺も喜んだが、理由は都市の豊かさだけではない。

　子供の頃ころに観みた英雄譚たんや映画の舞台に赴任したのだ。嬉うれしくないはずがないだろう。

　ロザントは、世界で初めて大規模な人魔共生社会を成立させた場所なのだ。

　異界より魔物が迷い込んだ【邂かい逅こうの日ひ】から三十年後の九四四年。クリアトがまだ封建国家で、ロザントが都市ではなく砦とりでだった頃の話だ。

　当時はまだ人類と魔物の戦いが世界各地で延々と続いていた。その中で最も大きな戦いは、ヘクトで起きた【黒くろ蛇へび戦せん争そう】だろう。

【黒蛇戦争】の首謀者である【黒蛇】は、異なる世界の魔物を統率し、人類を襲った。

　そして魔の軍勢は瞬く間にヘクト諸国の六分の一を壊滅させ、その毒牙は大陸東のクリアトにも及んだ。

　これに対し、クリアト国王は国境にあるロザント砦に布陣したのだが、当時の人類の武器は鉄槍や弓矢。一体どうして炎を吐き、爪で鉄を裂く魔物の軍勢に敵かなうだろう。

　しかし、唐突にクリアト国王の窮地を救う者達が現れた。

　それは【黒くろ蛇へび】に仕えていた魔物の長──後に魔候と呼ばれる大魔物達たち。

　彼等らは突然の離反に慌あわてる【黒蛇】の軍を内側から崩壊させ、国王を救ったのだ。

　そしてクリアト国軍と合流した魔候は人類に魔物への対抗策を伝授した。

　新たな友と武器を手にした人類と【黒蛇】の激闘は五年に及び、やがて戦争は人類の勝利によって終了した。

　国王は魔候の功績を讃たたえ、ロザント地方を彼等の土地として自治を認めた。それから魔候は同じく平和を望む魔物と人類を各地から集め、ロザントに一大都市を築いたのだ。

　その後も、ロザントは人魔関係の世界的な転機となった事件の舞台となっている。

　その一つが、光輪暦一二五一年。世界中で続く人魔間の確かく執しつを排除する事を使命とする自由騎士団──調停騎士団の結成だ。これが、調停局の前身である。

　それから時は流れ、調停騎士団はクリアト国司法省に取り込まれ、調停局となった。

　名前が変わっても、クリアトが王室を解体して連邦共和国になっても、仕事内容が少し変わっても、俺おれ達は調停騎士団の使命を忘れていない。

　例え、そんなロマンとは無縁のお説教が待っていても、出勤しなければならないのだ。




　ロザント市の市庁や市警本部などの重要施設が集中するハルメリア地区。その一角に、人魔調停局ロザント支局はある。

　敷地内には五階建て本庁舎の他ほかに運動場や訓練施設、研究施設、離着陸場などがある。

　このロザント支局を見ても分かるが、クリアト連邦は調停局にかなりの力と金を注いでいる。そこで働いている俺はエリートと言っても問題無いだろう。

　俺の名前はライル・アングレー。二十歳。今年で二十一。

　二年前にエスマル州陸軍士官学校の高等部を首席卒業した俺は、各陸軍組織と大学部の推薦を断って調停局に入った。

　そして件くだんの【サンダーボウ】の実績と数々の事件解決に貢献した事により、あっと言う間に四等実働官に昇進した、いわゆる期待の新人だ。

　まさに順風満帆といった所だが……実際はそうでもない。

　本庁舎の三階にある実働部オフィス。その奥にあるガラス壁に隔たれた部長室で、俺は延々と直立不動の姿勢をとらされていた。

　目の前の机に広げられた書類は報告書と始末書。そのどちらにも『ライル・アングレー』という見慣れた名前が署名されている。

　その机の向こうで、我等がオーロッド実働部長は革張り椅子に身体からだを沈めていた。

「ライル・アングレー四等実働官。これで何度目だね？」

　オーロッドは御年四十九歳の小柄な人間で、その顔は犯罪組織の首領のような悪相だ。

　事実、底意地が悪いし、俺を嫌っているだろう。

「私は覚えているぞ。私がベッドから叩たたき起おこされ、緊急会見の対策会議に出て、報告書を読んで、始末書を読んで、そこに突っ立っているお前を見るのはこれで六度目だ」

　深い皺しわを刻んだ顔は笑顔を浮かべているが、頬ほおは抑えきれない怒りに痙けい攣れんしている。

　それが大爆発の前兆であるという事を、俺おれは嫌というほど知っていた。

「ちょ、ちょっと待って下さいって。報告書に書いたでしょう？　最初に暴走したのはアルミスで、しかも【鉄てつ剣けん連れん合ごう】は子供を攫さらっていたんですよ！」

「それは聞いた。しかし先日の作戦を計画したのは？　アルミスを配置したのは？　【鉄剣連合】に二週間も潜入しておきながら、突入間際まで子供の存在を見落としていた愚か者で糞くそっ垂れで能無しの四等実働官は？」

「……あ、はい、すみません。それ全部、俺です」

　反論を瞬殺され、俺は黙り込む。

　静寂。ガラス壁越しに聞こえる同僚の騒ぎ声だけが、部長室を占める。しかし俺にはグツグツとオーロッドの血が沸騰していく音が聞こえた気がした。

「こんの大間抜けめ！」

　そして、ヒステリックな叫び声が鼓膜とガラスの仕切りを振動させた。

　目を血走らせたオーロッドが椅子を蹴って立ち上がる。

「この役立たずの糞ガキめ！　調停局の使命は何だ！　言ってみろ！」

「じ、人魔間の平和を維持する為ため、種族の軋あつ轢れきに繋つながる問題の予防、解決です」

「私に言わせれば、両種族にいる時代遅れの主義者共を一人残らず監獄にぶち込み、臭い飯を食わせる事だ！」

　叫びながらオーロッドは机を回り込み、横の壁際へと歩いていく。

　そこに安置されているのは、ロザント支局実働部の象徴。かつて調停騎士ユクエが凶悪な大魔物の討伐に使用したとされる古びた直剣だ。

　肝を冷やしたが、幸いにもオーロッドが掌てのひらを叩たたき付つけたのは、直剣の上の壁に飾られた聖女旗──調停局の紋章旗だった。

「聖フランチェスカが調停騎士団を設立して九百年！　当時は刃向かう人間と魔物をぶち殺せばよかったが、今は違う！　敵は犯罪者だけではない！　マスコミ！　市警！　連邦警察局！　市民の目！　それ等らを欺くには綿密な作戦と、情報の管理が必要なのだ！」

　市民には『知る権利』というとても重要な物があるが、それも場合によりけりだ。

　人魔の関係を無む闇やみに刺激しない為、調停局は人魔間の火種になりそうな事件を秘密裏に解決し、その後で慎重に公表するのが普通だ。

　つまり……先日のような戦闘は以もつての外ほかという事。

「マスコミ共はもう昨夜の騒ぎを嗅かぎ付けやがった。お陰で最近ロザントに大規模主義団体【血ちの尊そん厳げん社しや】が紛まぎれ込んだ事実も発表せねばならなくなった。これが原因で市民暴動でも起きてみろ。市長は誰だれに責任を求める？　マスコミか？　いいや調停局だ！」

「で、でも、昨夜の【鉄剣連合】の首謀者ハイン・オゴットは逮捕しました。取り調べれば、【血の尊厳社】のたくらみも分かるのでは？」

「ああ？　あの小物か。奴やつは昨日の戦闘で頭を打ったと主張して病院に搬送された。今いま頃ごろは必死に保釈金集めの時間を稼いでいるだろうよ。本来ならば、そんな時間稼ぎの口実を封じる為ために戦闘を避さけるはずだったのだがな！」

　椅子に戻ったオーロッドが、忌いま々いましげに歪ゆがめた口に煙草たばこを銜くわえて火を点つける。

　たっぷりと煙を吐き出して俺おれを咳せき込こませた所で、オーロッドはようやく怒りを収めた。

「……しかし、サキュバスの子供を救った事は評価してやる。あの子はロザント警察委員の一人娘だ。今回ばかりは、でしゃばり屋の市警も素直に事態の収拾に協力するだろう」

　ホッと胸を撫なで下おろすのも束つかの間ま、オーロッドの厳しい視線が俺を射抜いた。

「そんなお前に打って付けの仕事をくれてやる。銃撃戦の中から子供を救出したんだ。子守りならお手の物だろう？」

　そしてオーロッドは机の引き出しを開け、書類の束を俺に投げ寄よ越こしてくる。

　受け取った書類をざっと眺め、俺は驚きの声を上げた。

「ちょ、嘘うそでしょう。俺はいま組織犯罪対策チームに交ざっているんですよ？　そっちはどうするんですか！」

　問いには答えず、壁の直剣に目を遣やるオーロッドの横顔は真剣そのものだ。その目は、もちろんそっちもやれと語っている。しかし、絶対に一人では無理だ。

「あの、ならせめて実働官を一人付けてくれませんか？　さすがに一人ってのは──」

「ほう、能無しが一丁前に人手を欲しがるのかね？」

　これは意外と眉を持ち上げるオーロッド部長。またもや大音量の罵声が続くであろうと俺は身構えていたのだが、むしろオーロッドは優しい父親のような顔で頷うなずいた。

「仕方ない。洟はな垂たれ小僧でも大事な部下だ。無理を押し付けるわけにはいかんな」

「えっ、嘘！　やった！」

「ちょうど、お前と同罪の駄だ馬ばが五等実働官にいたな。あれを付けてやる」

　狂喜する俺の心は、そのオーロッドの言葉で即座に冷え切った。

「なんっ……嫌ですよ！　アルミスなんかと組むのなら一人の方がマシですって！」

「懇願しておいて、また嫌がる。これはお前なりの遅延作戦かね？　誰だれかのせいで忙しい私から更に時間を奪い、帰る時間を遅らせ、家庭を崩壊させるのが目的かね？」

　これ以上の反論を重ねれば、本格的に首をスッ飛ばされそうだ。

「一五分後に責任者のレアードから説明がある。では、さっさと私の視界から消えろ」

　オーロッドの眼光に圧され、俺はすごすごと部長室から退散するしかなかった。




　人魔調停局の使命は、人魔間の調和維持。

　具体的に言えば、種族の不和に繋つながりそうな重犯罪の捜査と予防、外部魔物集落の監視と分析だ。その中でも俺の所属する実働部は、文字通り現場活動を担当する部署である。

　あらゆる能力が求められる実働官の経歴に一貫性は無く、様々な機関や民間から引き抜かれた者が集まっている。そのせいかオフィスは協調性に欠け、毎日ひどく騒がしい。

「おーい、アガーテが貧血で倒れたから誰か迎えに行ってやってー。というか誰だよ、こんな晴れた日に吸血鬼を聞き込みに行かせた奴やつ」

「ぎゃあ、最後のストッキングなのに伝線した！　もー、何だって人じん化か状態の足ってこんなに面倒臭いのよ！　もう一日中ヒレでいたい！」

「こないだの旧リぺリアル空港の不審者目撃情報、あれは演習中の軍の部隊だとよー」

　広いオフィスを所狭しと騒ぎ回る実働官は、年齢も種族もまちまち。魔物局員も人化状態で仕事をしているものの、全員が私服なので視覚的にも纏まとまりがない。

　ロザント市の人口比は人間四：魔物一であり、クリアト最大の市民魔物率だ。お陰でロザント支局は常に仕事に追われている。

　数十名の同僚が織り成す喧けん噪そうとデスクの間を通っていると、正面から猛然と駆けてくる白い虎の姿が見えた。

「いっ……！」

　驚き通路の端に寄るが、すれ違い様に尻尾が俺おれの手に接触し、書類束をぶちまけられた。

「おい、ホウメイ！　人化解除してうろつくなよ、危ねえな！」

「うっさい、こっちは緊急通報があって急いでんの！」

　白虎の五等実働官はそう叫び返し、躊躇ためらう事なく三階の窓から跳び降りて行った。

「てめっ、戻ってきたら毛皮剥はいで絨じゆう毯たんにしてやるからな！　足拭き用だぞ！」

　白虎が消えた窓に叫び、俺は床に散乱した書類を集めていく。

　子供の頃ころに想像した調停局は、もっとクールでスタイリッシュな職場だと思っていたのだが……子供時代の理想は裏切られるのが世の常らしい。

「なーにイライラしてるのかにゃー？」

　沈み込みながら書類を拾っていると、間延びした女の声が聞こえた。床から視線を上げると、目の前に立っていたのは褐色肌の長身の女。

「上司には嫌われ、部下には舐なめられる。最高の職場だな、イルオレア」

「元を正せば全すべて自分のせいだと思うけどにゃー」

　波打った黒髪を揺らして笑うのはイルオレア三等実働官。昨日、壁をぶち壊して突入してきたキマイラだ。今年で二十九だが、人化状態の顔に子猫のような愛あい嬌きようを漂わせている。

「でも、部長に関してはあれはあれでライルに期待しているんじゃないかにゃー。本当に邪魔だと思っているのなら、怒る事すらしないはずだにゃー」

「アンタ、あれを見ても同じ事言えるか？」

　俺が集めた書類束で指し示したのは、オフィスの奥。

　ガラス璧の向こうに見えるのは、部長室からまだ俺を睨にらんでいたオーロッド部長。しかも両目に狂気を浮かべて何事かを高速で呟つぶやき続けている。ガラス越しなので内容は聞き取れなかったが、間違いなく俺の健康を害する呪じゆ詛そを呟いているに違いない。

「……あ、うん。あれは期待の裏返し、なのかにゃ？」

「俺に訊きくな。ともかく、一刻も早く仕事に行かないと部長に呪い殺されちまう──なあ、アルミスを見なかったか？」

　アルミスのデスクは俺おれのデスクと背中合わせの場所にあるのだが、その姿はない。

「アルミスなら研修生の子が足を捻ひねったから診てあげるって言って仮眠室に行ったけど」

「その研修生って、若い女？」

「え？　うん、そうだけど……あ、やばかったかにゃ？」

　舌打ちで迂う闊かつな先輩に別れを告げ、俺はオフィスの端にある仮眠室へと向かう。

　アルミス・テミスは治癒と解毒の魔法を操る二十四歳の一角獣で、昨年に民間の医療研究機関から引き抜かれた五等実働官だ。入局してまだ二年目の衛生担当官ではあるが、その腕前はあのオーロッドすら認めている。

　そんなアルミスだが、一つだけ大きな問題を抱えている。

　いや、病気と言った方が正確か。

　仮眠室の扉を開いて中に入ると、やはり居た。

　当直の実働官が利用する、ベッドが五つ並ぶ実働部の仮眠室。その内の一つのベッドの近くに置かれた椅子に、見慣れた女が座っていた。

　美女、と言っていいだろう。肩の辺りで無造作に切られた幻想的な藍色の髪に、触れるのも躊躇ためらわれる白肌。整った鼻筋と理知的な緑瞳は鋭利な刃物を連想させる。

　紺のスリムパンツと白の開襟シャツで無駄の無い身体からだのラインを強調した姿は、人じん化か状態でも一角獣の機能的な美しさを窺うかがわせた。

　……無駄が無さすぎて、美男子にも見えてしまうが。













　そんなアルミスと向き合う形でベッドの端に座っているのが、足を捻ひねったという新人だろう。研修バッジを胸元に付けたスーツ姿の若い娘がおずおずと口を開いた。

「あの、私は足を捻っただけなんですけど……」

「捻っただけ、というのは素人判断ね。今、貴女あなたの右足首では骨を繋つなぐ靭じん帯たいが僅わずかに損傷し、炎症を起こしているの」

　研修生の疑問に対し、アルミスは力強く首を振った。その間も、アルミスの手は這はい回まわる蜘く蛛ものように研修生の少し腫れた足首を撫なで続けている。

「足というのは常に体重が掛かる部分だから、怪け我がをすれば歩くだけで症状は悪化し、庇かばって歩けば残りの足も崩す。最悪、骨盤や背骨にも異常が伝わるわ。こうなってしまうと魔法での回復も難しくなる。だから初期医療を万全の態勢で行わなくてはならないの」

「は、はあ……」

　つらつらと冷静に並べられる説明を前に、研修生は頷うなずくしかないらしい。

　そしてアルミスはその緑眼で真まっ直すぐ研修生を見て……。

「だから私を信じ、服を脱いでベッドに横になりな──」

　丸めた書類束がアルミスの後頭部を引っぱたき、気味の良い音が妄言を遮断した。

　明らかに俺おれが正しいはずなのに、頭を手で押さえたアルミスが不快そうに振り返る。

「……ヒトの恋を邪魔する者は馬に蹴り殺されろとは、どこの異界の言葉だったかしら」

「一角獣は純潔の守護者って聞くけど、絶対に嘘うそだろう。お前自身が汚よごれじゃねえか」

　興が削そがれたとアルミスは吐息を漏らし、右手を研修生の足首に掲げる。暖かな青光を放はなって治癒魔法が発動し、腫れた右足が癒いやされていく。

　研修生の治療は一瞬で終了した。たった数秒の事だというのに、赤く腫れていた足首には傷跡一つ残っていなかった。

　治癒魔法に長けた一角獣に治せない外傷はほとんどないだろう。自分の頭くらいか？

「完全には治療しなかったから注意して。全すべての傷を魔法で癒していたら痛みに耐えられなくなってしまう。貴女が大人おとなになれば男には想像できない痛みに耐えなければならないから。そう、ナニをすれば痛いのよ。色々と」

「あ、ありがとうございました。すみません、私、用事があるので、これで」

　最後までセクハラを怠おこたらないアルミスに研修生は一応の礼を述べ、足早に仮眠室を出ていく。小さく俺にも礼を言った辺り、自分に危険が迫っていた事を理解したのだろう。

　研修生の姿がオフィスに消えたのを確認し、俺はアルミスを睨にらみ付つける。

「なあ、最近は公務員もセクハラ問題に敏感だぞ？」

「セクハラではないわ。清らかな乙女を想おもうのは一角獣の宿命よ」

　薄い胸を張り、傲ごう然ぜんと言う一角獣。

　これが実働官達たちの治療を担う衛生担当官なのだから、俺達の安全も怪しいものだった。




「今回のお前達の任務は『外部魔物集落の使者護衛』だ。はっ、堅っ苦しい名前だな」

　ファイルキャビネットと机に占領される第四作戦室。

　そこの大型モニターの前に立っているのは、人間の二等実働官レアード・スパイアーだ。

　気の良い男前といった感じの彼は経験豊富な元軍人であり、発達した太い左腕に彫られた鷲わしの鉤かぎ爪づめの刺青いれずみが、彼の出身が陸軍特殊空くう挺てい部ぶ隊たいという事を示している。

「で、先まずはおさらいだ。この世には魔物が二タイプいるな、ライル」

「勤勉な魔物と、そうでない魔物だろう？　アルミスはどっちかな」

　モニターと向き合う机から笑って答えるが、隣のアルミスから皮肉が返ってこない。代わりにレアードが退屈そうに肩をすくめただけだ。

「……冗談だよ。片方はいずれかの国家に属し、権利と義務を所有している市民魔物。クリアト総人口の六分の一がそうだし、現大統領もその一人だ。それで、もう片方は外部魔物。どの国家にも国権を認められていない、辺境で自治を保っている魔物達たちだ」

「正せー解かい」

　捜査会議や突入作戦の打ち合わせに利用される作戦室だが、こうやって書類にメモを入れながら一般常識を聞いていると、小学校の座学みたいだ。

　ついでに横から聞こえてくる安らかな寝息が、小学生気分に拍車を掛けてくる。

　隣の椅子を蹴り付けると、上体を机に突つっ伏ぷしていた女の肩がビクンと跳ね上がる。

　それから、アルミスが青髪を掻かき上あげながら気け怠だるそうに身体からだを起こした。

「なに、終わったの？」

「終わってねえよ、なんで開始数秒で居眠りに入ってんだよ。仕事をしろ、仕事を」

「私は衛生担当官よ。仕事をして欲しければ、血を流すか乙女を用意しなさい」

「流血と乙女を要求するな！　外部魔物より外部魔物してんじゃねえか！」

　俺おれの怒声にも、アルミスはそっぽを向いて欠伸あくびするだけ。この不真面目さで、どうやって魔法再生医学の博士号を取得したのだろうか。

「おーい、下っ端共。時間が迫ってるんだぜ？　ちゃんと上司の話を聞けよ」

「だったら要いらない話は省いて早く説明しなさい」

「レアード、それに関しては俺も同意見だ」

「……ったく、使者護衛任務は初めてだって言うから配慮してやってんのに」

　ぶつぶつと言いながらレアードが近くの端末を操作する。

　大型モニターに表示されたのは、百年前のロザント市周辺の情勢図。そして南のリペリアル平原と西側のヘクト連合との緩かん衝しよう地帯内に、合計百近い数の光点が浮かぶ。

　この光点全すべてが、外部魔物集落があった場所だ。

「国家に統治権を認められていない外部魔物集落は、国際法では不当に国土を占領している事になっている。だから彼等らは自身の自由と土地を守る為ために、国家は法に従わず国民に危害を加える彼等を排除する為に、時として衝突する」

　レアードが端末操作を続けると、情勢図が次第に現在へと近付いていく。それにつれ、光点はかなりの勢いで数を減らしていった。

　そして現代の情勢図を写した時には、リペリアル平原方面の光点の九割が消えていた。

　同じ魔物として思う所があったのか、アルミスが眠たげな顔のまま鼻息を漏らす。

　……光点の明滅だけで表現されると味あじ気けないが、光点があった所に住んでいた外部魔物が全すべて排除されたという事だ。

　排除とは、特別保留地への強制移住。保留地では一応の社会保障が受けられるものの、その実態は軍に監視された巨大な監獄だ。

　それを知っている外部魔物はもちろん排除に抵抗するが、世界最大のクリアト軍を敵に回して勝てるはずがない。西側の光点数にさほど変動が無かったのは、クリアトが険悪な関係にあるヘクトの近くで軍を展開できなかっただけだろう。

「残念ながら、この排除は毎年世界中で行われている。しかし外部魔物も徹底抗戦を挑む強硬派ばかりじゃなく、自ら社会への参加を望む事もある。ま、自発的な社会加入なら土地を追われないし、当然の判断と言えば当然の判断だな」

　緩かん衝しよう地帯内の山岳地にあった光点の一つがモニター内にクローズアップされる。

「そして今回、クリアトに社会加入を求めたのがこの【竜りゆう羽ばの里さと】だ」

「【竜羽の里】だって？　あの、巨竜レオアームのか？」

「おう、怖い怖いドラゴン様が統治する大規模外部魔物集落だ」

　驚く俺おれ達たちに、レアードは笑って頷うなずいた。

　魔物の中でもドラゴンは特別な存在、そして畏い怖ふすべき存在だ。

　しかもこの【竜羽の里】の現当主レオアームは、齢よわい三百歳を超えている。

　現在の魔物の平均寿命は百歳前後。異界では千歳二千歳が当たり前だったらしいが、この世界は異界と比べて魔力が希薄なのだそうだ。生命活動そのものすら魔法に頼っている魔物にとって、この世界は決して住みやすい場所ではなかった。

　そんな環境下でも長命を維持しているという事は、それだけ強大な魔物という事だ。

「……意外だな。レオアームはこの辺の強硬派の代表だと聞いていたけど」

「実際は五年前から水面下で交渉を進めていたそうだぜ。そんで、お前達の任務は社会加入計画の大詰めとしてロザントに来訪している【竜羽の里】の使者殿の護衛だ」

「護衛、ね……最強の生物を何から守ればいいんだか」

「この任務で予測される危険は大きく三つ」

　呆あきれるアルミスに向けてレアードが三本指を立て、その一つを曲げる。

「一つは復ふく讐しゆうだ。外部魔物が社会加入する際、それまでの犯罪は大幅に酌量されるが、過去に外部魔物に殺されたヒトの遺族からすれば到底納得できない結果だろう。自や棄けになった遺族や人類至上主義の襲撃も予想される──ってか、昔あった」

「まあ、確かに筋の通らない話だけど……人魔共存を標ひよう榜ぼうとするクリアトが外部魔物の社会加入を妨害するような復讐を許せるはずもないしな」

　外部魔物被害に遭った遺族の事を思うと胸が痛むが、復讐を認めれば世界中の外部魔物に更なる緊張を与え、国家は本気で彼等らを根絶するしかなくなってしまう。

「レオアームの過去の犯罪規模を考慮し、今回の社会加入は全すべての手続きが完了するまで高レベルの機密として扱われている。情報が外部に漏れる心配は無いが、注意しろよ」

「だから私達たちの資料にも使者の写真や名前すら無いわけね……で、次の危険は？」

　俺おれ達を脅かそうとしているのか、レアードはにやけ面で二本目の指を折り曲げる。

「二つ目は、使者本人の暴走だ。相手はまだ外部魔物で、倫理観も価値観も俺達とは違う。癇かん癪しやく一つで街を焼き払おうとする可能性もある」

「とは言っても、もうロザントに入れているんだろう？　だったら少なくとも使者は移民局の社会適合テストを通過しているんじゃないか？」

　外部魔物が社会加入する為ためには、様々な審査を通過しなければならない。

　社会適合性や知的レベル、攻撃性。そんな中で最も重要なのは、食しよく人じん性せい。

　つまり人間を食う文化が残っているか否いなかだ。

　視察が認められた段階なら、少なくとも人間を食う文化は遙はるか昔に消滅しているだろう。

　しかしレアードは憎たらしい笑みを深めてそれを否定した。

「そのテストが絶対なら国内のテロは半減しているぜ。何があっても武器は手放すなよ」

「俺達だけでドラゴンを止とめられるかよ。軍に対空ミサイルを要請すればいいのか？」

　実際、そのくらいしなければドラゴンを取り押さえられないだろう。

　国際軍事指導委員会が定めた種族別軍事能力評価で、ドラゴンは最高のランクⅦを付けられている。つまり軍事上、ドラゴンの兵士は戦闘機と同等の扱いなのだ。

「それで、あと一つは？」

　アルミスが立てられたままの人差し指を見詰めながら訊きく。

　そしてレアードは厳かな表情で頷うなずき、言った。

「それがな、分からん」

「おい……」「ちょっと……」

「ジョークじゃなくマジで言ってんだぜ？」

　俺達の抗議を浴びながら、レアードは渋い顔を作った。

「今回の社会加入は少々変則的なんだが、司法省が情報をくれねえんだよ。そのせいで【竜りゆう羽ばの里さと】の周辺の事情が分からず、危険も予測できねえ」

「なるほどな。市民による襲撃の可能性、ドラゴンの暴走の可能性、そして情報不足と……なあ、これは下級官の仕事じゃないだろう。部長は本気で俺を死なせるつもりか？」

　不ふ貞て腐くされながらペンを机に放るが、誰だれが俺の態度を責められるだろうか。

「ま、お前の意見は尤もつともだな。じゃあ担当を変えてやろうか？」

　レアードの提案は部下思いから来たものではない事は、彼の薄笑いを見れば分かる。

　益ます々ます不貞腐れて黙り込む俺と、そんな俺を不審そうに眺めるアルミス。その時、レアードの軍用腕時計がアラーム音を発してブリーフィングの終了を告げた。

「時間だな。じゃあ使者殿を迎えに行って来い。遅刻は無しだぜ？」

「……支局に預けている遺言状を更新する時間くらいあるんだろうな」

「貴方あなた、毎週更新していない？　人事部が迷惑がっていたわよ」

「毎週じゃない。月一だ」

　俺おれとアルミスは書類を纏まとめて席を立つ。その動作も重たく、レアードの苦笑を誘った。

「ビビるなよ、ライル。下級実働官に担当が回ったのにはきちんと理由があるぜ。それに重要な場面では俺が指揮するからよ」

「……散々脅かしといてよく言うよ」

　恨みがましい視線をレアードに残し、俺はアルミスと共に作戦室を後にした。

　レアードはあんな事を言っていたが、きっと碌ろくな仕事ではないのだろう。賭けてもいい。

　何な故ぜなら、あのオーロッドが俺に楽させるはずがないからだ。




　俺とアルミスが訪れたのは、【竜りゆう羽ばの里さと】の使者が待つというロザント市庁。

　ハルメリア地区中央にある市庁舎が建てられたのは光輪暦一六○○年ごろ。小城のような外観の建造物は今でも中世の典雅な空気を残し、今日も沢たく山さんの観光客が訪れている。

　入口の警備員にバッジを見せ、俺達たちはセキュリティゲートの前に並ぶ観光客を尻目に市庁舎の奥へと向かう。ゲートを通過した後で封魔術の腕輪を付けているのは市民魔物だ。

　人間と違い、魔物はその身一つでヒトを殺せる種族も多い。封魔術は体外で発動する魔法を阻害し、その威力を落とす効果がある──言わば安全装置だ。

　……実際、その封魔術も気休めでしかないのだが。

　市庁舎のロビーに出ると、そこは中世貴族屋敷のダンスホールのような絢けん爛らん豪ごう華かな空間だ。天井近くの壁際には、歴代市長と並んで初代魔候達の肖像画も飾られている。

「……いくら社会加入を控えているとはいえ、外部魔物の使者を市庁舎に招くのは意外ね。テロの危険は考えられていないのかしら」

「なんといっても、相手は竜種魔物だからな。蔑ないがしろにしたら後々面倒になる」

「力を持った竜種だからこそ、警戒するべきなのでは？」

「お前、本気で言っているのか？」

「どういう意味よ？」

　ムッとした顔で睨にらんでくるアルミス。どうやら彼女の脳みそは医学と乙女専用らしい。

「竜は強いだけの存在じゃない。例えば魔候の赤竜王と白竜妃が築いたペンドラゴン財閥は古くから科学・兵器産業、そして近年ではエネルギー産業の分野で成功を収め、現在はクリアト六大財閥に数えられている。その力を表す有名な話として、かつてペンドラゴン財閥が使用していた異界言語が古典クリアト語に強い影響を与え、今のクリアト語が生まれたという説があるくらいだ」

　俺が目を遣やったのは、壁に飾られた初代魔候肖像画群──その中の、紅ぐ蓮れんの髪と髭ひげをライオンの鬣たてがみのように広げた厳いかめしい男と、繊細な美び貌ぼうの白髪の女の姿だ。

　赤竜王と白竜妃。力と守護、そして気高さの象徴だ。

「他ほかにもこのペンドラゴン財閥は飛行技術協会、魔具工房検査協会、個人魔物航空協会等の組合も創立・運営していて、その影響力はあらゆる方面に──って、おい、聞けよ！」

　両手で耳を塞ふさいでいたアルミスが、閉じていた目をうざったそうに開く。

「貴方あなた、説明が長いのよ。要するに何が言いたいの？」

　訊きいておきながらこの言い草である。俺おれは握り締めた拳こぶしを開くのにだいぶ苦労した。

「……ペンドラゴン財閥が創設した団体に竜りゆう種しゆ啓けい蒙もう協きよう会かいっていう非営利団体がある。今回の使者殿も下手に扱えば、後々その協会からクレームが来る危険性があるって事だよ。もしかしたら、もう絡んでいるかもしれないけどな」

「へえ。で、その竜種啓蒙協会ってどんな組織なのかしら」

「主な活動内容は竜種魔物に対する無条件の学業・生活支援や職業斡あつ旋せん等の援助だな」

　すると、アルミスは柳眉を顰しかめて疑問を表した。

「援助って……竜種に生まれたのならどの国でも生活に困らないでしょうに。知り合いのワイバーンなんて成績不良でも警備会社や航空会社から引っ張りダコだったわよ？」

「そいつは──」

「それだけ、世界は困窮したドラゴンが犯罪に走るのを恐れているという事でしょうな」

　ふと横手から入ってきた柔らかな男の声が、俺の代弁をした。

　見ると、俺達たちの横には背広姿の老人が立っていた。歳としは七十ほどか、その深い皺しわが刻まれた顔は優しげだが、肩幅がある長ちよう躯くには衰えが感じられない。

　人魔社会で暮らしていれば、雰囲気だけで相手が人間か人じん化か状態の魔物か判断する事ができるようになる。この老人は魔物だろう。

「自分で言うのも何ですが、竜種は規格外に強過ぎるのです。良くも悪くもね。ですから誰だれかが監視し、正しい道を示さなければならない。それが竜種啓蒙協会なのですよ」

　老人は銀色の瞳を動かして俺達のバッジを見み遣やり、封魔術の腕輪が填はまった右手を差し出してきた。

「お待ちしておりました。私は【竜りゆう羽ばの里さと】の使者の目付け役で、リンドラントです」

「調停局実働官のライル・アングレーです。こっちはアルミス」

　手を握り返すと、リンドラントは人好きのする笑みを深める。彼は自分がドラゴンだと言ったが、その笑顔からは勇猛な竜を想像できなかった。

「使者──我等らが姫様は、四階のサロンでお待ちしております。こちらです」

　リンドラントは俺達を先導し、廊下を歩き始める。

　姫という慣れない単語に対してもそうだが、面食らった思いだ。

　何百年も社会から隔絶してきた外部魔物集落の者だというのに、リンドラントの物腰は柔らかく老紳士といった風情だ。借り物だろうが、ブランド物の背広も似合っている。

　しかし意外だったのは相手も同じだったようで、途中の廊下で老人は口を開いた。

「まさか調停局員の方がこれほどお若いとは。御お幾いくつでしょうか？　あ、いや──」

　そう言ってからリンドラントは口を噤つぐみ、アルミスを見ながら白髪頭を掻かいた。

「失礼。女性に年齢を訊くのはマナー違反でしたな。外と交流をしていないと、こういう礼儀に疎うとくなって困りますな」

　どこかひょうきんな老人だ。俺おれも笑いながら答えていた。

「俺は二十で、アルミスは二十四です。それとこいつは女扱いしなくても平気ですよ。中身は男──ではなく、只ただの変態ですから」

「二十のクソガキの方に不満があるのなら、今すぐにでも取り替えるわ」

　せせら笑うアルミスの逆襲に、俺は閉口する。

　しかし老人は、若い俺を邪険にはしなかった。

「いや、調停局は過酷な戦いの日々を送っているとお聞きしています。若くしてそんな戦いに身を投じたという事は、むしろ貴方あなたの意志の強さを証明しているのでしょう」

　……ああ、この言葉を、今まで俺を蔑ないがしろにしてきた奴やつ等らに聞かせてやりたい。

「お世辞くらい聞き分けなさい。ガキ」

　幸せな気分は、横のアルミスの一言で即時終了とされる。

　睨にらみ合あう俺達たちを見て、リンドラントは取り繕つくろうように微笑していた。

「しかし姫様も、歳としが近い方と一緒にいた方が安心されるでしょう」

「使者殿は若いのね？　乙女なのね？　美人なのね？」

「落ち着け、変態」

「いや、確かに見た目は美しい、というより愛らしいでしょう。しかし、その」

　リンドラントは難しい顔で言い淀よどむ。

　俺は詰め寄ろうとするアルミスの襟首を掴つかみながら次の言葉を待ったが……。

「いえ、お会いすれば分かるでしょう。さ、行きましょう」

　リンドラントは曖あい昧まいに笑って言葉を切り、エレベーターのボタンを押した。

　アルミスは乙女の事で頭が一いつ杯ぱいな様子だが、俺は早くも嫌な予感がしてきた。

　エレベーターは四階に到着し、リンドラントを先頭にして俺達は進む。そして警備員に守られたサロンの前に到着すると、リンドラントは扉を叩たたいた。

「姫様。調停局から実働官殿がご到着されました」

　室内からは返事が無い。訝いぶかしげな顔をしてリンドラントがサロンに入り、俺達も続く。

　偉大なる歴代のロザント市議会が談話の場として使ってきた、優雅な調度品に囲まれたサロン。しかし中央にあるテーブルにも、奥のテラスにも人影は見当たらない。

「はて、姫？　クーベルネ様？　……トイレでしょうか」

　しかし、リンドラントの呼びかけに対する返事は思わぬ形となって現れた。

　中央のテーブルの下から飛び出した、疾風となって。

「なっ……？」

　弾丸の如ごとく突進してくる小さな赤い影。アルミスは目を丸くしながらも横っ飛びで軌道から逃れ、俺も左腋わき下へと右手を伸ばすが──人間の反射速度では間に合わない！

「とりゃあ！」

　拳銃を引き抜く暇も無く、間抜けな掛け声と共に俺は腹に頭突きを食らった。

　俺おれの身長は一七九センチ、体重は七一キロ。それなりに鍛えた俺の肉体が、小柄な人物の突撃を支え切れず後ろに下がる。咄とつ嗟さに右足を下げて踏ん張ろうとしたが、襲撃者は細い足を俺の右足に絡ませてそれを阻止しやがった。

　視界がぐるりと天井へ跳ね上がり、俺は受け身も取れずに背中からスっ転ぶ。その際に後ろの扉に後頭部を打ち、一瞬だけ意識が霞かすんだ。

「っ痛いってえ……」

　呻うめく俺の上で、無む垢くな笑い声が弾はじけた。

「あっはっは！　音に聞こえた現代の調停騎士も、ドラゴンの前では形無しだな！」

　俺の上に馬乗りになって笑っていたのは、可か憐れんな少女だった。

　歳としの頃ころは十二、三くらいか。華きや奢しやな身体からだを包むのは、異民族風ふうの不思議な文様が施された純白のローブ。

　何より目を惹ひいたのは、腰まで垂らした炎のように鮮やかな赤髪だった。

　快活さを表現する青色の大きな目が、不思議そうに俺を見下ろす。

「だが、お前は妾わらわの護衛だろう？　この程度で倒れるとは少し頼りないな」

「姫！　何をしているのですか！　早くおどきなさい！」

「調停騎士の腕前を試してみたのだ。少し期待外れだったがなあ」

　リンドラントの叱責にも、少女に悪びれた様子は無い。

　ドラゴンとは、個体差こそあるが十トンを超える巨体で超音速飛行する天空の王だ。













　その鱗うろこは二〇ミリ砲弾を弾はじき、吐息は遥はるか彼方かなたの軍事拠点を焼き尽くすと言われている。

　そんなイメージとは裏腹に、目の前の生物は余りにも可か憐れんだった。

　透き通るような玉肌に、花弁の如ごとき小さな唇。

　非現実的なまでの美び貌ぼうだが、お人形みたいだ、という印象は受けない。

　その大きな青い瞳は、余りにも活気に満みち溢あふれていたからだ。

「失礼ですぞ、姫様！　貴女あなた様さまは【竜りゆう羽ばの里さと】と当主様の顔に泥を塗るおつもりですか！」

「む、確かにまだ挨あい拶さつをしていなかったな。人魔社会では礼儀こそが大事だと聞く」

　的外れな納得をした少女は俺おれの上で姿勢を正し、ぺこりと頭を下げた。

「妾わらわはクーベルネ。【竜羽の里】当主レオアームの娘だ。よろしく頼むぞ」

「ああ、どうも……ライルだ」

　朦もう朧ろうとした意識の中で、俺は差し出された小さな手を握り返す。リンドラントは顔を片手で覆い、もう言葉もなく嘆いていた。

　畜生、予想的中だ。あのオーロッドが俺に楽な仕事を回してくるはずないんだ。

　この非常識な子供のお守りをするくらいなら、犯罪者と銃撃戦をした方がまだマシだ！

「くっ、どうして避さけてしまったの。憎い、自分の反射神経が憎いわ……！」

　そしてクーベルネに乗っかられている俺を見て本気で悔しがっているアルミスが、早々に死ぬ事を祈っておいた。





二章







　翌日の昼、俺とアルミスはクーベルネを迎えに来ていた。

　彼女が泊まっているのはロザントでも有数の高級ホテルだ。外部魔物の使者のもてなしとしては過剰だったが、理由はクーベルネの今後の予定を確認してすぐに納得できた。

　この社会加入を主導しているのは、ロコン州選出のコウカ下院議員。明後日あさつてにクーベルネと会談予定の彼女は竜種魔物ミズチであり、竜りゆう種しゆ啓けい蒙もう協きよう会かいの理事でもある。

　やはり、この件にはペンドラゴン財閥が深く関かかわっているらしい。

「【竜羽の里】の位置はクリアト・ヘクト緩かん衝しよう地帯内の山岳。推定人口二千の集落だ」

　シャンデリアが美しいホテルロビーのソファに腰掛けた俺は、クーベルネを待ちながら携帯で【竜羽の里】の詳しい資料を調べていた。

「……なあ、【竜羽の里】は過去にロコン州軍と何度か衝突していたらしいぞ」

「へえ、何な故ぜかしら？」

　向かいのソファからアルミスがいかにも面倒臭そうな声で訊きいてくる。退屈になるとすぐに眠くなる性質の一角獣は、目も開いていなかった。

「【竜羽の里】はつい十七年前まで付近の人里を襲い、人間を食っていたそうだ」

　アルミスが重たげに瞼まぶたを持ち上げる。片目だけだったが。

　当時は苛か烈れつな立ち回りだったらしく、今までに近くの人里を三つも消滅させている。緊迫したクリアトとヘクトの事情を知った上での暴挙だろうし、レオアームもただの凶暴なドラゴンというわけではないようだ。

「人魔社会と【竜りゆう羽ばの里さと】の戦いの始まりは中世期まで遡さかのぼる。当初【竜羽の里】はロザント南部に位置していたのだけど、ロザントとの交渉が決裂して調停騎士団と衝突。敗北し、今の山岳にまで移動したらしい」

「敗北の歴史、か。誇り高いドラゴンには堪たえ難がたいものでしょうね」

　アルミスは細い顎に手を当てて考え込む。

「しかし疑問ね。今の緩かん衝しよう地帯内なら立地的にいつまでも籠ろう城じようできそうなものだけど、どうしてレオアームは急に方針転換したのかしら」

「おかしい所はまだある。食人文化を廃してまだたったの十七年だ。それなのに、どうしてこんな急速度で社会加入が進んでいるんだ？」

　外部魔物集落から食人文化を完全撤廃するには最低三十年は掛かると言われている。

　こいつは国家安全に関かかわる問題だ。さすがに【竜羽の里】の後ろ盾であるペンドラゴン財閥の力を以もつてしてもゴリ押しは不可能だろう。

　何か決定的な友好の証拠か、それとも、そうせざるをえない事情があるのか……。

　二人でしばらく黙考するが、答えなんて出るわけがない。俺おれは諦めて携帯をしまった。

「ま、あのクーベルネを見る限り、人魔社会に復ふく讐しゆうをしにきたようには思えないな」

「そうね、私達たちが警戒すべき事は別にあるわ」

　言いながらアルミスが目を向けたのは、俺の左手首。そこには、新緑色と深緑色の文様を表面に絡ませた銀色の腕輪が着けられていた。

　ホテルのロビーが少しだけ騒がしくなった。見ると、エレベーターの方からお供も連れずクーベルネが歩いてきた。服装は、あのローブのような衣装のままで。

「おう、ライルにアルミス。待たせたか？」

「いいや、気にしないでくれ……昨日の御ご老ろう人じん、リンドラント殿は一緒じゃないのか？」

　俺の崩した口調に気を悪くした様子もなく、クーベルネは小さな肩を上下させた。

「リンドラントは妾わらわの目付け役だが、この二週間の間は社会加入の手続きや確認の為ためにヒトと会う事になっているからな。しばらくは別行動だ」

「えっ？　君は同席しなくていいのか？」

「妾は姫だぞ。そんな退屈な事は臣しん下かに任すのが当然だろう？」

　クーベルネは笑顔の前で片手をパタパタ振りながら言う。

　なるほど。リンドラントこそが実質的な【竜羽の里】の使者なのか。

　まあ……リンドラントの護衛は調停局ではなく、司法省にとってより信頼性の高い特別司法警護官が担当しているという事なので、何となく察しはついていたのだが。

「それで、妾はこれからどうすればよいのだ？」

「今日と明日、君は自由にロザントを査察できる予定になっている」

　この自由査察こそ、外部魔物の使者の最大の目的と言っていい。伝聞ではなく、直じかに人魔社会に触れてその在り方を理解し、故郷の民に伝える事が社会加入の肝なのだ。

　ただ、外部魔物の使者を街に出歩かせる事は危険だ。特に魔物の象徴ともいえる竜種は、人類至上主義の標的にされやすい。

　そして何よりも怖いのが、人魔社会の常識が通用しないクーベルネの暴走。ちょっとした諍いさかいで、通行人を噛かみ砕くだく可能性が無いとは言い切れない。しかし、だからといって使者を危険物のように隔離する真ま似ねも難しい。使者に不信感を抱かせてしまう危険がある。

　何と言っても、まだ社会加入は成立していないのだ。

　無論、調停局も対策はしている。それが俺おれの腕輪だったり、アルミスのポーチの中にある魔物用鎮静剤だったりだ。

「ほう、自由に出歩いてよいのか！」

　俺の懸念に気付くはずもなく、クーベルネはもう待ち切れないと言わんばかりにぴょんぴょんとその場で跳ねていた。

「では行こう。クリアト連邦には色々面白い物があると聞くからな！　楽しみだ！」

　そして彼女は、真まっ赤かな長髪とローブの裾を揺らしながら一人玄関へ向かってしまう。

　周囲では、上流階級の宿泊客達たちが遠慮がちな視線を彼女に注いでいた。

「えっと、参ったな……」

「ええ、問題は彼女の服ね。いわゆる民族衣装だと思うけれど」

　同じ心配をしていたらしいアルミスが、クーベルネの背中を眺めていた。

　そして、拳こぶしを力強く握り締めて一角獣は言う。

「下着はどういうタイプなのかしら。まさか履いていないとか？」

「多くは望まない。頼むから、一回だけでいいから死んでくれ」

　竜の力より、人類至上主義より、隣の同僚を最も警戒しなければならない気がしてきた。




　観光業も盛んなロザントは多くの有名スポットがあるものの、ロザントに来たばかりのクーベルネは右も左も分からない。行き先は俺とアルミスで決めるしかない。

　初日という事で、俺達はロザント観光の鉄板であるハルメリア地区内の公園を選んだ。

　芝生や花々に彩られたこの大きな公園は、周囲を囲む森林によって高層ビル街と隔離されていて、市民の憩いの場となっている。

　俺達が歩いているのは、公園の中心部へと伸びる遊歩道の一つ。森林に囲まれ、木漏れ日が降り注ぐ光景は都会の騒々しさを忘れさせてくれる。

　都会の中の森林はクーベルネの興味を刺激したらしく、彼女は落ち着きなく辺りを見回している。辺りの人々も好奇の目で彼女を見ているが、本人は気にも留とめていなかった。

「なあなあ。アルミスもだが、ここの魔物は人じん化か状態で生活してて窮屈ではないのか？」

「許可を取っているヒトは本性状態で仕事をしているけど、基本的に市民魔物は寝る時も【人化術じゆつ】を使っているよ」

「へえ、何な故ぜだ？」

　これには市民魔物であるアルミスが答えた。

「効率の問題ね。ほとんどの魔物の本性状態は人間より大きく重量もあるし、それを維持するエネルギー量も莫ばく大だい。それでは電車も乗れないし、食費も大変よ」

「ふーん」

　表情を見る限り、クーベルネに他意は無さそうだ。しかし、やはり外部魔物からすれば違和感を覚えるシステムだろう。人魔社会は、人間を基準にしている部分が多々ある。

　……話題に上がってやっと思い出す辺り、俺おれ自身それが当然だと思っているのだろう。

　そんな話をしている内に左右の木々が晴れ、俺達たちは公園の広場に出た。

　広場中央の噴水の上では、法ほう衣い姿すがたの美しい乙女の像が広場の平穏を見下ろしていた。その胸元を飾るのは、世界最大宗教である光輪会のシンボル、光輪印。

　質素ながらも美しい石像に見み惚ほれるように、クーベルネが目を瞬まばたかせた。

「あれは誰だれだ？　どこかの姫か？」

「君の中では、綺き麗れいなヒトは皆お姫様かよ」

　幼い少女の反応に微笑ほほえみ、俺は説明してやる。

「彼女は光輪会の聖人──聖フランチェスカだよ。この公園の名前にもなっている」

「おおっ、過去に調停騎士団を作った、我等らの仇かたきか！　妾わらわも知っているぞ！」

　その巨大な暴言に、俺とアルミスの頬ほおが引ひき攣つる。自分の知識に引っ掛かった事が嬉うれしかったらしく、彼女の声は広場中に響く程だった。

「いやあ、どんな凶悪な顔をしているのかと思ったが、殺さつ戮りく者しやにしては美──むぐっ」

　大声で燥はしやぐクーベルネの口を、左右から伸びた俺達の手が封じる。

　高ぶった鼓動と少女の口を押さえながら、アルミスと一緒に慎重に辺りを確認する。

　幸い、周囲の耳には届かなかったらしい。俺は息を吐いて手元の少女を見下ろした。

「クーベルネ。往来で宗教批判は駄目、絶対。でないと殴られても文句言えません」

　クーベルネはモゴモゴと抗議するが、俺達の真に迫った顔を見てとりあえずいけない事だというのは理解したらしい。頷うなずいたのを確認し、俺達はクーベルネの口から手を離した。

「ぷはっ……社会というのは難儀だなあ」

「人魔共に沢たく山さんのヒトが住んでいるからな。宗教にしても、異界から伝わった十字教や精霊神教、リンネ教など様々だ。気を付けるに超した事はない」

　光輪会の大司教が創設した調停局に他教の者が混在している程度には宜よろしくやっているものの、信仰が争いの種になりうるという現実は何い時つまで経たっても変わらない。

「だけど、君も聖フランチェスカの事は知っていたんだな」

「リンドラントは妾の教育係でもあってな。あれに歴史や文字など色々と教え込まれた」

　素直な面もあるようで、クーベルネは両手で口を覆いながらヒソヒソ声で語る。なるほど、外部魔物といえども姫というからには教養があるらしい。

「聖フランチェスカは、えっと、あれだろう？　何年だったか……ともかくずっと昔にここで、ナントカカントカを演説して、コーキョーチョーと魔物を仲良くして……」

　前言撤回。印象通りの子供らしい。たどたどしい説明の向こう側に、四苦八苦して勉強を教えるリンドラントの苦悩が窺うかがえた。

「一二五一年にロザントで人魔共存論を説き、当時まだ反魔物派が主流だった光輪教皇庁や諸侯を説得した大司教だ。君が言ったように、調停騎士団を設立したヒトでもある」

　つまり、クーベルネの言う通り外部魔物の仇きゆう敵てき……と呼んでも間違いではないだろう。

「ふうむ。妾わらわの祖先は、あんな美人の手先に討たれたのかあ……」

　感慨深そうに石像を見上げるクーベルネを眺め、俺おれは一つ思い付く。

「ところで、聖フランチェスカの活躍は知っているようだけど、実は彼女は外部魔物だけでなく多くの人間に命を狙われていたという事を知っているか？」

「ほう、どういう事だ？」

　これも予想外の事だったらしく、クーベルネは目を丸くした。

「【黒くろ蛇へび戦せん争そう】から三百年経たっていたとはいえ、当時はまだまだ世界中で魔物と人間の争いが続いていた。だからロザントを異端視する人間が沢たく山さん居たんだよ。ロザントに肩入れするフランチェスカを狙う理由は腐るほどあったんだ」

　大陸中心という立地に加え、【黒蛇戦争】の功績によって国王から与えられた関税特権。この二つを以もつて、中世期からロザントは商業的な成功を収めていた。そんな即物的な面でも、諸侯たちの反感は集まった。

「人魔双方、フランチェスカの周りでは多くの血が流れた。だけど彼女は諦めなかった」

　自然、俺は右拳こぶしを心臓に当てる調停騎士流の敬礼をフランチェスカ像に向けていた。

　アルミスの呆あきれ顔がおに気付き、俺は気恥ずかしさを隠しつつクーベルネに振り返る。

「人魔社会は、そんな英雄達たちの血と努力によって成立したんだ」

「どうしてそこまでしたのだ？　同胞に命を狙われるなんて妾には考えられん」

「答えは、その辺に転がっているんじゃないかな？」

　困惑するクーベルネだったが、周囲を見て納得したようだ。

　親の怒声も聞かずに、噴水で人じん化か解除して水遊びをするローレライの子供。それと一緒にじゃれ合う人間の子供。ベンチでチェス板を囲んでいるのは、二人の老人。難局なのか、難しい顔をした老人の方は自分の額から牛の角が伸びている事に気付いてもいない。

　人間と魔物の間に笑顔がある。他た愛わいの無い会話がある。

　聖フランチェスカが夢見た光景、愛した光景。そして俺達が命を懸かけるべき光景だ。

「ふうむ、平和なのは良い事だと思うが、同胞に憎まれてまで目指す事かなあ」

　だが、ポリポリと頭を掻かくクーベルネにはピンと来なかったらしい。

　国家の庇ひ護ごになく、完全に独立している外部魔物集落は、それ故ゆえに同族や仲間との絆きずなを重視すると聞く。むしろ同族同士の殺し合いが珍しくないと言える俺達が異常なのだろう。

　その内、クーベルネは考える事を諦めたように笑顔を浮かべた。

「ま、フランチェスカにも人間の大司教としての生があったのだろうな。それを他者が理解するのも難しい話だろう」

　言いながら、トコトコと彼女は歩き出す。

「妾わらわにも竜りゆう姫きという生がある。これは誰だれにも、妾自身にも理解する事は不可能なのだろう」

　重たい言葉を呟つぶやきつつ、クーベルネは極めて自然に、まるであらかじめ今日の予定に組み込まれていたように噴水の縁に小さな尻を落とした。

　そして不思議がる俺おれ達たちを見上げ、一言。

「疲れた。お腹なかが空すいたし喉のども渇いた。食べ物と飲み物を持ってきてくれ。甘い物がいい」

　沈黙。周囲の平和な笑い声と、噴水の水がしぶく音だけが俺達の間に流れる。

「……はい？」

「ん？　クリアト語を間違えたか？　正しいよな？　もう疲れたのだ。何か食べたい」

　ああ、そうか。彼女の発音は正確だが、理解するのに時間が掛かった。

　俺はズキズキと痛み始めたこめかみに指を当てる。

「なあ、クーベルネ。俺達は護衛であって、使用人じゃない。分かるな？」

「しかし妾はドラゴンで姫だぞ？　ドラゴンは爪そう牙がを収める代わりに供物を要求する者であり、王族は民を庇ひ護ごする代わりに奉仕を要求する者だ。ほれ、早く」

　クーベルネは両手を俺達に差し出して催促してくる。

　権力に酔っているのならまだマシだったが、彼女はさも当然といった顔をしていた。

　何が嫌だって、このずれた常識観の修正が俺達の仕事の枠内だという事だ。

「あー、クーベルネ。先まずドラゴンの供物についてだけど、そいつは只ただの恐喝です。そしてお姫様への奉仕ですが、クリアトが封建社会だったのは遥はるか昔の話。現代で他者から奉仕を得るには対価──具体的にはお金が必要です」

「……駄目なのか？　妾はドラゴンで姫なのに？」

「駄目だ」

「やはり難儀だなあ」

　俺が毅き然ぜんと拒否を示すと、クーベルネは拗すねたように足をプラプラ揺らした。

「まあ食事くらいはご馳ち走そうするさ。君の接待費は上が持ってくれるし。この辺りは有名なカフェが多いから、どっかに入って休憩するか」

「おお、本当か！　うむ、ならば早く行こう！」

　良かった。彼女は高慢なのではなく、少し常識が足りないだけらしい。

　しかしクーベルネは一向に立ち上がろうとせず、再び俺達に両手を差し出してきた。

「では、運んでくれ。もう歩きたくない」

　今までのやり取りは何だったのだろうか。

　やるせなさに苛さいなまれる俺だったが、調停局員として、一人の大人おとなとして、クーベルネの細い腰に伸ばされる邪悪な手を掴つかんで止とめた。

　顔のすぐ傍そばで、アルミスが不思議そうな目を俺に向けてくる。

「どうして止めるのかしら？」

「むしろ、どうして止とめられないと思った？」

　ギリギリと腕力を拮きつ抗こうさせつつ、俺おれはクーベルネに視線を移す。

「俺が食い止めている内に早く立ち上がるんだ。さもないと汚けがされるぞ？」

「うむ。何だか分からんが、そうしよう」

　ドラゴンは第六感も鋭いらしい。クーベルネはゾッとした顔で噴水の縁から飛び降りる。

　そんな下らないやり取りを、聖フランチェスカ像は静かな笑みで見下ろしていた。




　その後、俺達たちは近くにあったオープンカフェで休憩する事にしたのだが、女の子が甘い物好きなのは万国共通らしい。テラス席に座ってメニューを開いた瞬間から、クーベルネのテンションは今日一番のものへとなっていた。

「うむ、どれも美う味まい！　クリアトは豊かな国と聞いていたが、料理も例外ではないな！」

　ウェイターが皿を下げ、新たなレアチーズケーキをクーベルネの前に置く。

　これでもう五つ目なのだが、クーベルネは休む事無くケーキに挑み、アイスココアで喉のどを潤している。見ているだけで胸焼けするが、クーベルネが喜んでいるのでよしとしよう。

　というか、喜んでくれないと困る。何せ、彼女がもりもり食べている小さなケーキは一切れ千二百ルリ、俺の手元のコーヒーですら一いつ杯ぱい八百ルリだ。

　……この領収書、果たして子供一人に対する接待費として信じて貰もらえるだろうか。

　不安がる俺の一方で、アルミスは食事を楽しむクーベルネを見て幸せそうだった。

「そういえばクーベルネ。君の里では普段、どういう物を食べているんだ？」

「ンん？　ンんン！」

「いや、口の中の物を飲み込んでからどうぞ」

「……ング。里で獲とれる獣や魚が中心だったなあ。それと妾わらわが生まれる少し前から農作を始めたから、その作物。あとは妾達を恐れる近隣の人里からの貢物もあったな」

　農作、か。時期的に考えて、恐らく社会加入を視野に入れて導入されたのだろう。

「それがどうしたのだ？」

「いや、ただの興味だよ。ドラゴンの食卓ってどんなのかなって思ってさ」

「うーん。【竜りゆう羽ばの里さと】といってもドラゴンの民はほんの一部で、大部分は別の魔物だからなあ。里にドラゴンの文化なんてほとんど残っていないぞ？」

「へえ、ドラゴンの他ほかにどんな魔物がいるんだ？」

「さあなあ。妾、里の者とは会わんし。妾が話すのはリンドラントだけだ」

　クーベルネは我慢できんと言わんばかりに、次なる標的のタルトに噛かみ付ついた。

　つまり彼女は箱入り娘か。護衛としては任務の危険要素を少しでも把握しておきたかったが、彼女からこの奇妙な社会加入の事情を引き出すのは難しそうだ。

　まあ、レオアームが入念に準備をしていた事が分かっただけでも収穫か。

　俺は案内の仕事に戻るべく、ロザント周辺の観光パンフレットをテーブルの上に開いた。

「さて、次はどこに行こうか」

「ロザント・ビーチに行って一泳ぎしましょう」

「ここ等らの海は寒流で今は四月。一人で凍え死ね──クーベルネ、どこに行きたい？」

　アルミスの意見を即却下し、パンフレットの向きをクーベルネに渡す。

　クーベルネはフォークを銜くわえながらパンフレットを読み進めていく。発音もそうだが、クリアト語の読み書きも達者なようだ。

　ひょっと、ページを捲めくる小さな手が止とまった。

「……ここは何だ？　城があるが、魔候の遺跡か？」

　彼女が開いたページには、電飾で煌きらびやかに装飾された古城と、住民である着ぐるみが踊っている様子が紹介されていた。

「確かに魔候の一族が経営しているけどな。そこはロザントの隣の市にあるロコン州最大のテーマパーク【ゴルゴン・ランド】だよ」

「てーま、ぱーくとな？」

　聞き覚えがなかったらしく、クーベルネは小首を傾かしげてみせる。

「えっと、広い敷地に大掛かりな遊具が敷き詰められていて、毎日お祭りをやっている場所だ。食べ物屋とかお菓子屋とかも一いつ杯ぱいあって、夜には花火とかダンスとかがあって……」

「そして大陸中からうら若き乙女達たちが集まってきてハメを外す酒池肉林よ」

「お前は夢の国に謝るか死ね。俺おれは後者を強く推す」

　アルミスの戯たわ言ごとはともかく【ゴルゴン・ランド】はクーベルネの好奇心に触れたらしい。青い瞳を爛らん々らんと輝かせ、彼女は玩具おもちやを見付けた猫みたいな顔をしている。

　しかし、俺は無情な事実を告げなければならなかった。

「でも、残念なお知らせがある。そこはロザント都市圏には入っているけれど、ロザント市外──つまり、君が散策できる範囲外だ」

　絶句するクーベルネの口元から、銜えていたフォークが落ちる。テーブルの皿とフォークが接触するカランという音が、子供の絶望を表現していた。

「そんな、何な故ぜなのだ？」

「あんなヒトの多い所に行かれたら俺達が困る」

「何故なのだ？」

「いや、安全面の問題もあるし、そもそも君の来訪はまだ秘密だしな？」

「何故なのだ？」

　……夢を砕かれた子供の哀願に何度も耐え切れる大人おとなは存在しないと思う。

　視線でアルミスに助けを乞うが、アルミスはアルミスで悲しみに暮れるクーベルネを眺めて震えていた。どうやら悲しむ乙女が可愛かわいすぎて死にそうらしい。

「ま、社会加入が決まったら行けるさ。なんたってクリアト国民になるんだからな」

　俺の慰めに、クーベルネは悲しみの表情から一転して真夏の太陽のように笑った。

「うむ、確かにそうだ！」

「……とはいえ、しばらくは無理そうだけどな。社会加入した後の集落は素晴らしく忙しくなる。外交官でもない限り、三年は里から出られないと思うよ」

　行政施設の設置や産業の導入に、そもそも住民の社会保障番号の登録から始めなくてはならない。当主の娘だからといっても、しばらくは里を離れられないだろう。

　しかし俺おれの説明に、クーベルネは赤い髪を揺らして首を横に振った。

「ん？　妾わらわは里に戻らないぞ？」

「どうしてだ？　まさか君が本当に里の代表として駐在するのか？」

　きょとんとするクーベルネ。

　それから彼女は呆あきれるように言った。

「だって妾は人質だ。人質がほいほい里に帰れたら、それは人質ではないではないか」

　その言葉に、俺とアルミスは凍り付いた。

　外部魔物集落が社会加入する際、その住処すみかや文化の維持は最大限配慮されるのが普通だ。

　なのに、こんな子供を人質にするだって？

「……どういう事だ？　クリアトがそう要求したのか？」

　既に興味をパンフレットに移していたクーベルネは、視線も上げずに応える。

「んー、人質の話か？　これは我が父レオアームが提案し、クリアトが承諾した事だ。お陰で多くの段階を飛ばして社会加入できるとそちらの役人が喜んでいたぞ」

　性た質ちの悪い冗談を言うなとは怒れなかった。

　何な故ぜなら、彼女の言う言葉を信じれば今回の社会加入の急速度を納得できてしまうから。

「君は、平気なのか？」

「うん。そりゃあお母様が眠る里に戻れぬ事は少し悲しいがな」

　頬ほおをポリポリと掻かきながら、クーベルネは仕方なさそうに微笑ほほえむ。

「妾はドラゴンだ。ドラゴンは崇拝する者を守り、孤高であるものだ」

　そう彼女は言った。

　時として、外部魔物は国家の力によって排除される。悲しいが、それは【邂かい逅こうの日ひ】から連綿と続いており、その戦いに調停局が参加する事も珍しくない。

　そんな現状でも、人質をとって交渉を進めているこの社会加入は異常だ。

　しかし、一番の異常は……そこではない。

　こんな幼い魔物の子が、家族と故郷から切り離されるという非情な決定に一切の疑問を抱いていない事だった。

「いや、だけど、おかしい。人質なんて……おかしいぞ。絶対に、そんなの。どんな理由だろうと、許される事じゃない。何かの勘違いじゃないのか？」

　慌あわてる俺に対し、当の本人は気楽だった。

「里の決定だしなあ。納得するしかないだろう」

「でも───」

「次は水族館なんてどう？　世界中の、色々な種類の魚が観みられるわ」

　俺の反はん駁ばくをさりげなく遮さえぎったのはアルミスだ。思わず睨にらむが、アルミスはパンフレットのページを捲めくってこちらに見向きもしない。

「おおっ。妾わらわ、海は一度しか見た事が無いのだ！　海の魚は川魚と違うらしいからな。どんな味なのか食べ比べたいぞ！」

　クーベルネが喜色を表し、アルミスも微笑ほほえむ。

　話はこれで終わり、というアルミスのメッセージだ。俺おれも言葉を仕し舞まうしかなかった。

　ただ一人、不幸なる少女だけが、理不尽に気付く事すらできずにはしゃいでいた。




　一日目の予定が終了した。

　クーベルネをホテルへ送った後、俺達たちは支局への帰路についていた。

　夕焼けに染め上げられた市街を、俺の愛車であるシルバーのＳＵＶが走っていく。支局には捜査車両もあるが、俺は去年に購入して以来こいつを使って仕事をしている。

　それほど気に入っているのだが、今ばかりは楽しく運転できるような気分ではなかった。

　俺の心境のようなエンジン音が占める車内で、助手席のアルミスがぽつりと呟つぶやいた。

「人質、ね。面白くない話だけど、納得はできるわ」

「ああ？」

「外部のドラゴンが権利を保って社会加入しようとすれば、それくらい必要という話よ」

　前を見据えるアルミスの緑眼は、意外なほど静かだった。

「成長したドラゴンの戦闘力は最新鋭マルチロール機に匹敵するわ。クリアトからしたら当主の子供を人質に取れたのは僥ぎよう倖こうだったでしょうね。そしてレオアームとしても、自分の完全な降伏を示すには子供を差し出すぐらいしか無かったのでしょう」

「原始的な考えだ。反へ吐どが出るね」

　間抜けな現実だ。星の反対側にいるヒトと会話できて、宇宙にヒトを送れるこの時代に、子供の身柄を使わなければ互いを信用する事も出来ないのか？

　網膜の裏で、一人の銀髪の少年の姿が蘇よみがえる。

　──俺達が出会った時、ちょうどあいつはクーベルネくらいの歳としだった。

　そしてあいつにもまた、種族の壁という困難が付き纏まとった。

「……貴方あなたは、外部魔物に対して特別な思い入れがあるみたいね」

　アルミスの静かな質問が、俺の意識を現代に引き戻す。だが、俺は口を閉ざして質問に答えなかった。

　個人的な感情は実働官に余計な敵意や同調を招く危険性があり、それが理由で関連する担当から外される事もある。そんなのは、ごめんだ。

　アルミスは失笑とも微笑ともつかぬ笑みを一瞬だけ見せ、話題を修正した。

「ドラゴンに限らず、魔物は人間と比較にならない程の力を持っていて、単体で社会を脅かせるわ。だから社会は──特に人類はいつだって魔物を警戒している」

　助手席で、アルミスは研究員時代の記憶を引き出すかのように目を細める。

「まず魔物と他ほかの生物の違いは何か。それは体内に呪文を宿し、魔法で生命を成立させている事よ」

　アルミスが右手を虚空に掲げると、掌てのひらの上に治癒魔法の青光が生まれて車内を照らす。

「こういう魔法だけではないわ。呼吸。鼓動。自重の維持──肉体に遺伝子の如ごとく刻まれた呪文によって、生命の条件全すべてが無意識に発動し続けている魔法に依存している。突き詰めれば魔物は生ける魔法で、魔力は第二の血液と言えるわ」

　魔力注入が断たれ、アミスの掌の上から光が消失した。

「故ゆえに魔物から魔法は切り離せない。それはいつでも、何ど処こでも人間を殺せるという事。しかも肉体一つで行えるので規制の方法がない。人類にとっては脅威でしょうね」

　確かに魔物の暴走は恐ろしい。一人の魔物が、他た愛わいない理由で大きな事件を起こす事だってある。幾ら魔力を封じる装置が開発されても、完全には断つ事は不可能だ。

　生まれ持ったその力が、人類との隔たりを作っているのだ。

「種族レベルで言えば、人類は魔物を信じきれていない。そして、魔物も人類を無二の友と認めていると断言すれば嘘うそになるわ」

「何の話だ？」

「人間が魔物を恐れるのは本能よ。そして魔物にも、本能はある。忌いむべき本能が」

「例えば職務も忘れて乙女に発情しちまったりか？　笑い話だね。本能なんて、自分の愚かさを正当化したいがための便利な言い訳わけさ。人魔どちらにしてもな」

「ええ。犯罪者が口にする『人間を殺す魔物の本能』はどの生物学・心理学の分野でも立証は出来ておらず、現代の裁判では何の効力も持たないわ」

　俺おれの嘲ちよう弄ろうめいた言葉にアルミスも鼻先で笑うが、どこか乾いた笑みだった。

「でもそう言う貴方あなたも、肌で感じた事があるはずよ」

　アルミスの静かで鋭い声は、俺の反発を奪った。

　俺も、魔物の犯罪者と戦った経験は何度かある。

　銃撃に怯ひるまない巨きよ躯くに接近され、鉄を捩ねじ切きる剛腕が身体からだを掠かすめ、人間のそれとは異なる双そう眸ぼうと睨にらみ合あう度たび、俺の背中に悪寒が憑とりついた。

　眉み間けんに銃を突き付けられる恐怖とは違う。もっと──根源的な恐怖。

「……それでも、認めるわけにはいかない。俺達たちも、国家も、世界も」

「そうね。認めていたら、今日のクリアトは存在しなかったでしょう」

　否定ではなく、自己欺ぎ瞞まんに近い言葉。俺達はそれきり口を閉ざした。

　車内の沈黙を、ダッシュボードの端末から鳴り響く受信音が立ち切った。アルミスが画面を操作し、受信内容を確認する。

「……ハイン・オゴットが黙秘を続けているから、取り調べを交代しろとのお達しよ」

「俺達がか？」

「元々は貴方が担当していたヤマだからね」

　先日に捕えた【鉄てつ剣けん連れん合ごう】の頭目ハインは制圧の際に頭を打ったと訴え、今はロザント中央病院で検査入院中だ。

「だけど急な話だな。すぐ調停局に身柄が移ってくるだろうに」

「【鉄てつ剣けん連れん合ごう】は大規模主義団体【血ちの尊そん厳げん社しや】と協働しようとしていたという情報もあるし、何より市警も動き始めている。時間が惜しいのでしょう」

「ああ……部長の悪い癖くせが出たな」

　人魔問題に繋つながりそうな事件に、情報管理が甘い市警の介入を許すのは良くない。

　しかしオーロッドの市警嫌いはそんな理由だけでは説明がつかない。多分、他ほかの組に自分のシマが荒あらされる犯罪組織と同じ心理なのだろう。なにせ調停局と市警、ついでに連邦警察局は日ひ頃ごろから事件の捜査権を取り合っている関係なのだから。

「いいさ。浮世を嘆くのも楽しいけど、その前に働かなきゃな」

「ええ。今は社会の掃除が私達たちの任務よ。あの子に見せても恥ずかしくないようにね」

　俺おれは不敵な笑みを浮かべてやり、アルミスも皮肉げな微笑を返してくる。

　赤から黒へと衣装を変えようとしている街の中を、車が駆けていく。




　ロザント中央病院に到着した時には、外はどっぷりと夜よる闇やみに浸つかっていた。

　病院の地下駐車場に車を停とめ、俺達はエレベーターに乗り込む。

「医者を呼んでくるわ。今日は私の姉がいるはずよ」

「ああ、ユリスがいるなら丁度良い」

　入院中の被疑者を取り調べる場合、医師の立ち合いが必要になる。アルミスの姉であるユリスなら、こちらに色々と便宜を図ってくれるだろう。

　一階でアルミスと別れ、俺の方はハインの病室がある五階まで上がる。

　五階は個室タイプの病室ばかりなので、廊下を歩くヒトは少ない。被疑者が入院しているという事は一部の関係者にしか知らせていないので、患者たちの様子は平和なものだ。

　ハインの病室である五○六号室へと廊下を歩きながら、俺は取り調べの準備を頭の中で整理していく。自白剤や催眠系の魔法を使用したいが、それ等らは国際的に禁じられている。使う道具は携帯の録音機能だけだ。

　しかし手荒な取り調べになるのは確実だろう。

　特に、今回の相手はクリアト二大問題の内の一つなのだから。

　魔物を異界からの侵略者であると敵視する人類至上主義。その根本はロザント創設時の中世期から存在していた。

　それは、人間と魔物の能率格差。体力に優れた魔物の労働能率は人間のそれと比ぶべくもなく、初期のロザントでは労働層の人間が失業や貧困に喘あえいでいた。経営者からすれば、僅わずかな休憩で人間の五倍以上働ける魔物の方を選ぶのは当然の判断だっただろう。変化はロザント外にも及び、例えば当時のロザントの行商や輸送業は機動力を持つ魔物に独占され、その影響で街道沿いでは多くの宿場町の経済が破綻したそうだ。

　そうした経緯で職と財産を失った人間達は決起し、似た境遇だった都市軍の人間も呼応。ロザント創設から僅か五十年後に【弱者の闘争】という人魔社会最初の内乱が勃発した。

　このような惨劇はロザントをモデルとした他ほかの人魔社会でも続発し、合計の犠牲者は【黒くろ蛇へび戦せん争そう】に匹敵したそうだ。

　この混乱が本格的な種族間戦争に発展しなかった理由は、単純に経済と技術が発達し、職業の多様化と人魔間の能率格差が狭まったお陰に過ぎない。その後、聖フランチェスカと魔候の活躍で対立は鎮まっていったが、人間と魔物の間では未いまだに火が燻いぶり続けている。

　現代でも、行き所の無い社会不満を取り込み、業火へと変貌する機会を待っているのだ。

　その種火を踏み消すのが、俺おれ達たちの使命だ。

　一段と使命感を燃やしながら、俺は廊下の突き当たりを曲がり──。

　目の前の異変に、足を止とめてしまった。

「アリスター？　メル？」

　ハインの監視兼取り調べを担当していたアリスター四等実働官と、メル五等実働官。

　病室の扉の前に立っているはずの二人は、壁にもたれかかるように倒れていた。

「おい、冗談だろう……！」

　すぐさま腋わき下ホルスターから九ミリ半自動拳銃【グロス一七】を引き抜き、初弾を装そう填てんしながら二人に接近する。

　力無く倒れる大柄な男と小柄な少女に怪け我がは無い。二人の首筋に指を当てるが、脈拍も呼吸も正常。不意打ちを食らったらしく、メルの愛剣は腰の鞘さやに収まり、アリスターも人じん化か状態のままだった。

　ハインがやったのか？　ありえない。アリスターは強力なジンの魔物だし、メルは人間だが異界の剣術流派の免許皆伝だ。

　その二人を戦闘態勢にすらさせず、一撃で落とした者がいるのだ。

　アリスター達を一ひと先まずそのままに置き、俺は拳銃を握り締めて立ち上がる。

　呼吸を整え、銃口と視線を揃そろえながらハインの病室の扉へと近付いていく。

　厚いスライドドア越しからは部屋の気配は分からない。ただ僅わずかに、濁った水音と隙すき間ま風のような音だけが聞こえた。

　一度だけ深呼吸し、左手でドアノブを掴つかむ。

　相手は複数か、それとも強大な魔物か。緊張が筋肉を強こわ張ばらせる。

　そしてドアを一気に引き、俺は拳銃から病室へと突入した。

「動くな、調停局だ！」

　侵入し、素早く銃口を巡らせて室内を調査する。

　犯罪者風情には勿もつ体たいない、清潔な個室に動く物は見当たらない。

　しかし水音と隙間風の音源を発見した時、俺は硬こう直ちよくを禁じ得なかった。

　音源は、ベッドで仰あお向むけに寝そべるハイン・オゴット。

　その鮮血に塗まみれた喉のど元もとだった。

「ああ、くそっ、畜生！」

　大きく抉えぐられたハインの喉から弱々しい呼気、そして間かん欠けつ泉せんの如ごとく血潮が溢あふれていた。恐怖に固まった顔は酸欠と失血で変色し、傷口を押さえようともせず痙けい攣れんするばかりだ。

　俺おれは拳銃をしまってハインの喉のどを押さえるが、とても止血できる傷ではない。

　それでも俺は左手でハインの止血を続け、右手で枕元のナースコールを連打した。

「五○六号室の患者が重傷を負っている！　早く来てくれ！」

　応答の声が来る前に叫び、腰のポーチの中で応急処置用の止血パッドを探る。

　その時、俺が突入した扉の上部近くから、ミシという小さな音が落ちた。

　悪寒が背筋を走る。

　俺は振り向き様に左腕を掲げて背後からの跳び蹴りを防御するが、骨を軋きしませる威力に背中からハインの上へと倒されてしまった。

　天井と二枚の壁が作る三角コーナーに四肢を突っ張らせて潜ひそんでいたそいつは、俺を蹴り付けた勢いでバック宙を決めて着地する。

　襲撃者の恰かつ好こうは、常軌を逸いつしていた。春だというのに長ちよう躯くを黒コートで包み、フードを目深に被かぶっている。手には黒の手袋を嵌はめ、顔を怒れる獣を模した鉄仮面で隠していた。

　俺よりも上背のある体格からして、男だろうか。性別すらも正確に判断できない。

　ただ、人じん化か状態の魔物だという事だけは理解できた。

　ギチリと、襲撃者が拳こぶしを握り締める。

　しかし襲撃者が攻撃してくる直前、廊下の方が騒がしくなった。騒ぎを聞き付けた医者達たちが倒れているアリスター達を見付けたのだろう。

「これは、何事だね──うわっ！」

　病室へ駆け込んできた医者とナースを突き飛ばし、襲撃者が廊下へ逃げる。

「野郎っ！」

　痺しびれる左腕を一振りして拳銃を抜き、俺も医者達の間を通って廊下へと飛び出した。

　襲撃者はコートを翻ひるがえし、廊下を疾駆していく。追走する俺はその足を拳銃で狙うが、発砲する前に廊下を左に曲がりやがった。

　すぐに俺も角を曲がると、襲撃者が患者とぶつかって点滴スタンドごと転倒させ、エレベーターの方向へと消えていく様子が見えた。

「ど、どうしたんですか！　その血は！」

　俺がナースセンターを通り過ぎた所で、事務処理をしていたナースが驚きの声を上げた。それも当然だ。今の俺は、ハインの血で斑まだらに染まっている。

「調停局だ！　病院の扉を今すぐ封鎖してくれ！　それと警報と通報！」

　それだけ言い残し、俺はエレベーターホールに飛び込んだ。

　ホールに襲撃者の姿は無い。二つのエレベーターは七階と一階で止とまっている。端にあった非常階段の扉が開かれていて、堅い靴音が階段を駆け下りていく音が聞こえた。

　続いて俺も非常階段へ駆け込み、手すりから上体を乗り出して拳銃を下方に突き付ける。一階分下の階段の踊り場に、襲撃者の姿！

「止まれ！」

　しかし襲撃者は止とまらず、更に階段を下りて俺おれの視界から消えた。

　悪態を吐き、三段飛ばしで階段を駆け下りながら左耳のインカムに叫ぶ。

「アルミス、ハインがやられた！　犯人は非常階段を下りている！　相手は魔物で種族は不明、黒コートに仮面姿の変態だ！」

『メル達たちは？』

「おねんねしているよ！　畜生っ、ぶっ叩たたいてでも起こせばよかった！」

『了解したわ、私も支局に連絡してから合流する。逃がさないで』

　通信を切り、階段を跳び下りて終点の地下一階に着地。

　そして俺は、閉まったばかりの地下駐車場への扉を蹴り開けた。




　まばらに止まった車と支柱に視界を遮さえぎられた、大型駐車場。

　先ほどのナースが対応してくれたのだろう。天井では幾つもの警報装置が赤い回転灯を光らせ、地上への唯一の出入口では重厚な網型鋼製ゲートが下りていた。

「アルミス、犯人を地下駐車場に追い詰めた」

　インカムに告げて、俺は隙すきなく身構えながら駐車場の中を進んでいく。

　応援が到着するまで最短でも一〇分は掛かる。それまで足止めをしなければならない。

　二人の腕利き実働官を一瞬で昏こん倒とうさせた相手を、だ。

　汗ばんだ掌てのひらで【グロス一七】のグリップを握り直し、慎重に歩を進めていく。回転灯が赤く明滅させる駐車場内に動体は無く、俺は進む度たびに車や支柱の陰に銃口を向けていく。

「主義者を狙う魔物、か。どうやってハインの居場所を知ったのか、それだけ教えてくれないか。監獄にぶち込まれても差し入れくらいはしてやるぞ？」

　頭上からの風切り音。

　目で確認する愚は犯さず、横の床に身を投げる。ワゴン車の上から空襲してきた襲撃者の蹴りが、一瞬前まで俺が立っていた床に直撃。コンクリ床に蜘く蛛もの巣状の亀裂を生んだ。

　肩から着地して回転し、俺は下がりながら【グロス一七】の引き金を絞った。

　銃口から放はなたれた、秒速約三五○メートルで疾走する重量八グラムの死神。そいつは襲撃者の膝ひざを食い破って侵入し、窪くぼみのある弾頭を開花。靭じん帯たいと骨を内側から切り刻む。

　──はずだった。

　現実は、襲撃者の膝で火花が散っただけだ。弾丸は悔しげな悲鳴を残して跳ちよう弾だんしていた。

「勘弁しろよ……！」

　恐怖を奥歯で噛かみ潰つぶし、【グロス一七】を連射する。弾丸の群れは肩、腹、左胸に着弾するものの、やはり火花が咲き乱れるだけで襲撃者の接近を止められない。

　例え衣服が防弾繊維だとしても、跳弾なんて絶対に起きるはずがない。しかし現に襲撃者は弾丸をその身で弾はじき、何事もなかったように俺へと歩みを進めてくる。

　要するに、肉体自体が馬ば鹿かみたいに硬いのだ。

　魔物にそんな奴やつはザラだ。だが、それは本性状態の話。

　この男は能力を大幅に抑える【人じん化か術じゆつ】を使いながら、なおも超硬度を誇っているのだ！

　そして銃火を浴びながら、襲撃者が歩みを疾走に変えた。

　襲撃者の右腕が横よこ薙なぎで俺おれの側頭部を襲う。俺は構えていた両腕を上に折り曲げ、ついでに上体を逸そらして一文字の一撃をやり過ごす。

　しかし襲撃者の腕が鼻先を通過した瞬間、俺の右腕で鮮血が散った。右腕で発生した灼しやく熱ねつ感が脳を突き、手から落ちた拳銃が床を滑っていく。

　俺の右腕を裂いたのは、襲撃者の右手の先で鈍く輝く五つの刃。ナイフほどの長さの、巨大な獣の鉤かぎ爪づめだ。

　畜生っ、【人化術】の部分解除で間合いを伸ばしやがった。しかもこの魔法実行速度。こいつは間違いなく軍事的な訓練を受けている！

　俺は傷を押さえながら後退するが、黒手袋に包まれた左手に喉のどを掌握される。左手一本で俺を持ち上げた襲撃者はそのまま突進し、救急車の後部ドアに俺の背を叩たたき付つけた。

　喉を締め上げられ、俺を見上げる襲撃者の姿が急速に暗く霞かすんでいく。

　途切れかけた意識を集中。両手で喉を締める襲撃者の左手首を掴つかみ、膝ひざ蹴りで襲撃者の肘を打ち上げて脱出。息を吸う時間も惜しく、俺はがら空きになった襲撃者の鳩尾みぞおちに左掌打を撃ち込んだ。

　襲撃者の肉体は魔法的に強化されていて、鋼の手応えに俺の手首の方が壊れそうになる。

　だが、今は光輪暦二一二二年。いつまでも魔法が魔物の専売特許だと思うなよ！

　俺の肉体に宿る魔力が左手の腕輪に注入され、腕輪内に施された呪文によって命令と属性を与えられていく。

「吹き飛びやがれっ！」

　俺の雄お叫たけびを引き金とし、銀の腕輪から緑色と黒色の奔流が噴出した。

　二色の奔流は捻ねじり合わさって大蛇となり、襲撃者の身体からだに食らい付いて遥はるか後方へと吹き飛ばす。襲撃者は己を食らう巨大な顎を蹴り付けて脱出し、後転して距離を取った。

　鎌首をもたげて襲撃者を見下ろすのは、巨大な蔓つると木枝で構成された大蛇だった。

　魔物ドライアドの模も倣ほうを可能とする腕輪【樹じゆ龍りゆう輪りん】が生み出した植物の蛇。

　かつて【黒くろ蛇へび戦せん争そう】時に魔候が伝えた、魔物の体内呪文を抽出して技術化する人類の牙──魔具の力だ。

　樹木の竜がその身を五本に分解し、コンクリ床の上に垂れる。そして俺が左手を振るうと、垂れた五本の蔦つたが意思を持ったように蠢うごめき、打撃の壁となって襲撃者に襲い掛かった。

　その一本一本は女の手首ほどの太さだが、表面に黒こく檀たんの樹皮を再現し、更に魔法で分子間結合エネルギーを高めている。当たれば、魔物といえども軽傷では済まない。

　しかし鞭むちの津波を前に、襲撃者は正面から突撃してきた。

　襲撃者の右腕が霞み、破砕音が天井から響く。降り注いだのは砕けたコンクリ片と、切断された一本の蔦だった。

　驚きよう愕がくを飲み込み、俺は残り四本の蔦で同時攻撃を実行。

　面の攻撃となって殺到する鞭むちの中へと、襲撃者が自ら突入する。蔦つたの群れの中で銀光が閃ひらめく度たびに、斬り飛ばされた蔦が周囲の車や支柱に激突し、轟ごう音おんを立てていく。

　同時多方向から高速で襲いかかる四本の鞭を、右腕一本で凌しのぐのかよっ！

　足を止とめる事なく鞭の防御陣を突破してくる襲撃者。俺おれは樹蛇を消滅させ、立て続けに【樹じゆ龍りゆう輪りん】を発動。尖せん鋭えい化かさせた木の根の槍を射出する。

　魔力の一点集中により音速近くまで加速した木の穂先は鉄仮面の縁を掠かすめて火花を散らし、虚むなしく過ぎ去る。懐に踏み込んだ襲撃者が俺の左手を掴つかみ、射出方向をずらしたのだ。

　襲撃者の手が、万力のような力で俺の左腕をミシミシと締め上げる。

　鍔つば迫ぜり合う刃のように重なる二本の腕の向こうで、鉄仮面の眼がん窩かから縦長の瞳孔が俺を見据えていた。

「ライル！」

　絶望に塗り潰つぶされる中で、聞き慣れた声が鮮明に響いた。

　非常階段から現れたアルミスが、襲撃者へと走る。

　新たな敵に反応した襲撃者は、俺を掴んだままその場で横に回転した。

「おわあっ！」

　左手一本で横にぶん回され、俺は競技用ハンマーのようにアルミスへと投とう擲てきされる。

　しかし同僚は俺を受け止めずに跳躍して飛び越え、そのまま襲撃者へと突撃しやがった。

　一〇メートル以上も投げ飛ばされ、俺は両腕で頭を保護しながら床を転がる。所々を擦すり切り、打撲し、右腕の傷口から嫌な音がした。

　悶もん絶ぜつする俺に見向きもせずアルミスは駆け、その全身から青い光を解き放はなつ。

　青の輝きをぶち抜いて現れたのは、勇ましくも美しい一角獣の姿だ。

　馬ば蹄ていの音を掻かき鳴ならし、コンクリ床を砕いて一角獣が走る。その長大な三日月角を、襲撃者は右手を人じん化か状態に戻して悠然と待ち受けていた。

　衝突は、パアンという高い破裂音を生んだ。

　否いな、それは破裂音ではなかった。

　一角獣の最高時速は二〇〇キロメートルに達し、本性状態の体重は六〇〇キロ程度。その突進力を鋭利な角に込めた一撃は、装甲車すら両断する。

　しかし襲撃者は一角獣の突進を、両掌てのひらで角を挟む事によって止めたのだ。

　アルミスは構わず押し切ろうとするが、襲撃者の靴の両爪先から飛び出した獣爪がコンクリ床を掴む。鉤かぎ爪づめで床を耕しながら後退し、やがて二人は完全停止した。

　襲撃者は両腕を捻ひねり、一角獣の生命線である角を折りに掛かる。アルミスは【人化術じゆつ】を行使して角を消失、人間の姿になって逃れた。その美び貌ぼうに向けて鉤爪を有した蹴りが放たれ、アルミスは転がって更に回避。

　その頃ころ、俺は床に落ちた【グロス一七】に跳び付いていた。

　マガジンキャッチを押して銃じゆう把はの下から弾倉を抜き取る。

　代わりに突っ込んだのは、特殊弾が詰まった予備弾倉だ。スライドを引いて通常弾を排出し、薬室に特殊弾を送る。

　人じん化か状態のまま回避を続けるアルミスの横顔に焦りが浮かぶ。一角獣の突進は強力だが、十分に加速できる距離が無ければ効果は薄い。

　俺おれが動きを止とめるしかない。アルミスもそう結論付け、脆ぜい弱じやくながらも小回りの利く人化状態で襲撃者の攻撃を避さけ続けているのだ。

　しかし九ミリ拳銃弾では貫通力に乏しく、威力も足りない。左手の攻撃魔具【樹じゆ龍りゆう輪りん】による攻撃もまた同じだ。本物のドライアドならばダメージを与えられるだろうが、魔具は出力限界においてオリジナルに劣るし、人間と魔物ではそもそもの魔力量が桁違いだ。

　その代わり、人間には技術がある。魔物との差を埋める為ために研けん鑽さんされた技術が。

　血ち塗まみれの右腕を酷使して【グロス一七】を構える。銃じゆう把はを握る右手を【樹龍輪】を装着した左手でしっかりと包む。

　目を閉じて、意識を集中させる。脳裏に浮かんだのは、複雑に絡んだ幾何学的な文様だ。

　今、その半分の文様が俺の魔力を通して明るい緑に煌きらめいている。俺は眉み間けんに熱が生じる程に集中力を高め、光を放はなっていない文様部分にも魔力を伝達させる。

　意識の闇やみで新たに発光したのは、深く黒ずんだ、毒々しい緑だった。

　意識内の魔力操作が左手の【樹龍輪】にも反映。腕輪の表面に刻まれた新緑と深緑の呪文が発光し、【グロス一七】の薬室内にある弾丸に呪文と魔力を刻み込んでいく。

　入局前から格闘術を学んでいたアルミスの力量は、かなりの物だ。しかし襲撃者の体術と身体能力はその遥はるか上にあった。

　アルミスは下段蹴りを飛とび退のいて躱かわすが、目測を誤って足の爪にふくらはぎを斬られる。裂けた右足で踏み止まろうとするが失敗し、アルミスは片かた膝ひざをついた。

　歯を食い縛るアルミスの前で、襲撃者は再び爪を発生させた右腕を振り上げる。

　その爪がアルミスを引き裂くより早く、俺の魔法は完成していた。

　通常の銃撃が効かないのは分かった。だったら──。

「こいつに耐えられるかっ！」

　叫び、俺は【グロス一七】の引き金を絞った。

　発射された特殊弾の弾頭は、純銀製。

　通常弾頭を構成する鉛と比べて銀は比重が小さく、威力が乗らない。

　だが銀には魔力を貯蔵し、魔法への変換を加速させる魔法触しよく媒ばいの特性がある。銀の弾丸は、それそのものが魔具なのだ。

　その効果は、魔法の充じゆう填てん。

　魔法が込められた銀弾は空間を焼き、腕を振り上げていた襲撃者の右肩に着弾。しかし通常弾のように弾はじかれたりはせず、襲撃者の右肩に根を張るように吸い付いていた。

　そう、まさしく根を張ったのだ。

　自身の右肩に目を遣やる襲撃者の眼前で、弾丸から緑の蔦つたが爆発的に噴出する。

　すぐさま襲撃者が左腕を振るって蔦を切り払うが、斬られた断面から新たに二本の蔦が発生し、数を増やしてその身を封じていく。

　魔具【樹じゆ龍りゆう輪りん】に込められた呪文は一つだけではなく、魔具の本領は単なる魔物の模も倣ほうではない。

　ドライアド呪文を強化する為ために込められたのは、多頭竜ヒドラの呪文だ。

　ヒドラ呪文によって再生力を強化された蔦つたは斬られる度たびにその数を増やし、やがて蔦の群れは襲撃者の首や四肢に巻き付ついた後、床に突き刺さってその動きを封じた。

　そして、ヒドラ呪文が強化しているのは再生力の他ほかにもう一つある。

　襲撃者を拘束した蔦が上向きに枝を付け、銀弾に込めた魔法が完全発動。枝先から薄桃色の花々、ドクウツギが咲き乱れた。

　愛らしい花々が生成した猛毒が、蔦の棘とげから襲撃者への肉体へと注入。ヒドラ呪文の補助によって量と反応速度を強化したアルカロイド系神経毒が襲撃者の中枢神経を攻撃し、筋肉への命令伝達を妨害する。

　蔦と毒の二重束縛で襲撃者の動きが止とまる。その隙すきを、アルミスが見逃すはずなかった。

「ァァァアアッ！」

　アルミスが全身から青霧を放はなつ。一瞬で人じん化か解除した一角獣の黄金角が水平の半月を描き、蔦の束縛ごと襲撃者の胸板を切り裂いた。

　そして鮮血を零こぼす襲撃者の胸に、一角獣の後ろ両足が叩たたき込こまれる。骨が砕ける音が響き、血ち飛沫しぶきと花弁を撒まき散ちらしながら襲撃者が吹き飛ばされた。

　緩い放物線を描いて宙を舞った長ちよう躯くは、背後に止まっていた車のボンネットに叩たたき付つけられ、フロントガラスを粉砕する。

　そして、そのまま立ち上がる事は無かった。

　息を吐き、拳銃を下ろす。緊張感が抜けていくのに反し、右腕の激痛が蘇よみがえってきた。

　血が滲にじんだジャケットの袖を捲めくって見れば──見なきゃよかったと後悔したが──三本の平行線が刻まれた右腕の傷口はぱっくりと開き、白い物までうっすら見えていた。

　右腕を抱えて跪ひざまずいていると、傷口からブツブツと小さな音が生まれ始めた。それがまた焼けた鉄を突っ込んだような激痛を生み、俺おれに情けない悲鳴を上げさせる。

　涙目で見上げると、人化状態のアルミスが治癒魔法の青火を俺に向けていた。

「痛かったら右手を上げなさい」

「痛くて上げられねえよ！」

　アルミスの治癒魔法に俺の細胞が反応し、傷口の周囲から菌糸のように新たな肉を伸ばして穴を埋めていく。続いて筋肉や血管も発生し、最後に皮膚が再構成された。

　最高級である一角獣の治癒魔法でも血液や体力はすぐに補充とはいかず、俺は失血でぐらつく身体からだを慎重に立たせる。俺の回復を確認し、アルミスも自分の治療を始めた。

「あいつ、何者なんだ」

「誰だれだか分からないけれど、恐ろしい相手だったわね。プロの暗殺者かしら」

　アルミスのポケットで携帯が鳴る。メールを確認したアルミスが舌打ちを漏らした。

「姉からよ。今、ハインの死亡が確認されたわ」

「ああ、マジかよ……」

　取り調べ中の被疑者が殺されるなんて最悪の不祥事だ。先ほどの追跡劇を医師や患者に見られてしまったし、明日の朝にはニュースで大々的に取り上げられてしまうだろう。

　その時、密閉された地下駐車場で強い風が俺おれ達たちの髪や衣服を揺さぶった。

　風はやがて逆巻き、荒あれ狂い、熱いくらいの熱を帯びる。

　埃ほこりや紙クズが舞い上がる風の中央で、回転灯の赤よりも赤い輝きが生まれつつあった。

　車の上で立ち上がっていた、襲撃者の左手の上で。

「畜生っ。あれだけ食らえば死ぬだろう、普通！」

　夢や幻ではなく、確かにアルミスの必殺の連撃は直撃していた。その証拠に襲撃者の胸部の衣服は裂け、恐ろしい量の鮮血に濡ぬれている。俺の魔法にしても、魔法を解除した事で体内の毒素は消えているだろうが、毒に蝕むしばまれた体組織までは元に戻らない。

　それなのに、屹きつ然ぜんと立つ襲撃者からは苦痛など微み塵じんも感じられなかった。

「不死の魔物は実在しないというのが常識だけど……初めて疑いたくなったわ」

　アルミスの軽口も掠かすれていた。その理由は、襲撃者の生命力や防御力のせいではない。

　魔力注入だけで大気が乱れるほどの大魔法が、襲撃者の左手で完成しつつあったからだ。

「伏せろ！」

　横からアルミスを押し倒し、二人で床にへばり付く。

　一瞬後、襲撃者は紅ぐ蓮れんに輝く左手を俺達へと差し出した。

　襲撃者掌から発射されたのは、一抱えほどの炎塊だ。それは発射衝撃だけで周辺の車窓を一斉に砕き、水平の流星となって駐車場を驀ばく進しんする。

　伏せた俺達の上を通過した流星は後ろの車列に着弾し、雷鳴のような音をぶち撒まけた。

　車や床材の破片が俺達に降り注ぎ、燃え盛る音だけでなく煮にえ滾たぎった音までも聞こえる。

　背後を見ると、呼吸が止とまる思いだった。

　隕いん石せきの直撃を受けた車は骨組みだけを残して融とけ、コンクリ床だった液体と混ざり合っていたのだ。

「なんだ、この威力」

　溶岩が噴き出す蒸気と黒煙で天井のスプリンクラーが作動し、消火剤と水の雨を降らせる。水と溶岩が衝突し、駐車場内に白煙と黒煙が入り乱れた。

　人工の雨の向こうに先ほどの紅蓮の輝きが再発生。

　人じん化か状態で猛毒と一角獣の攻撃に耐え、更に火力は戦車並み。そんな奴やつに勝てるはずがない。溶岩の熱気に嬲なぶられているというのに、俺の背筋は死の気配に冷えていく。

　恐怖に縫い止められた俺の視線と、雨の帳とばりの向こうに輝く双そう眸ぼうがぶつかる。左手で燃え盛る炎とは対照的に、極寒の地におかれた鋼鉄のような瞳だった。

　襲撃者が視線を切り、左手を出入り口のシャッターへと向けた。

　二度目の爆音が地下駐車場を揺るがす。隕石が炸さく裂れつしたシャッターは一瞬で融解し、地獄の入り口の如ごとく燃え盛って開門した。

　身を翻ひるがえして車の上から飛び降り、焼け溶けたシャッターへと襲撃者が走る。

「なっ……待ちやがれ！」

　俺おれとアルミスが追跡しようとするが、背後のマグマに炙あぶられた車の燃料が爆発。後ろから衝撃波と鉄片に打たれ、二人して前の床に倒れ込んだ。

　遅れて黒煙の津波が後ろから押し寄せ、俺達たちを咳せき込こませる。

　煙が晴れた時には、駐車場に襲撃者の姿は無かった。

「くそっ、追うぞ！」

「無意味よ。現状の戦力では絶対に勝てない。外であれと戦えば、周囲を巻き込むだけよ」

　消火剤の泡と煤すすに塗まみれた青髪を掻かき揚あげ、アルミスはあくまで冷静に言った。

　アルミスの言う通りだろう。あれを止とめるには軍隊並みの戦力が必要だ。

「あいつ、どうして逃げたんだ？　あれほどの力なら肉弾戦だけでも俺を殺せたはずだ」

「さあね。ともかく、攻撃魔法を使わせただけでも私達の役目は果たしたわ」

　慰めの言葉に頷うなずき、俺は【グロス一七】の安全装置を作動させてホルスターに戻す。

　生き延びる事だけはできたが、それだけだ。苦く、不可解な生存だった。

　眼前では赤熱したシャッターがついに崩れ落ち、赤い霧を舞い上げた。





三章







　騒々しい電子音がぼやけた意識を揺さぶり、俺は手探りで携帯のアラームを切る。

　鉛のような身体からだを苦労して起こすと、そこは俺の家では無かった。

　俺が寝ていたのは、テーブルをＵ字に囲むビニール張りのベンチ。右手にある窓からはオフィス街が見渡せ、左手方向のガラスドアの向こうには長い廊下が続いていた。

　そこまで確認し、俺達は支局二階の隅にある休憩室で仮眠を取っていた事を思い出す。仮眠室が当直で埋まっていた為ため、こんな所に追いやられたのだ。

　うっすらと髭ひげが生えた顎を手で擦こすりながらボーッとしていると、テーブルの向こうのベンチで毛布が蠢うごめいた。毛布を身体に巻いて眠るアルミスも疲れ切っている様子だ。

　右手の腕時計を見ると午前十一時。二時間程度しか眠れなかった頭は重く、鈍い。

　あの病院での戦いの後、駆け付けた応援に保護された俺達は支局に連れて行かれ、各部門のトップの前で口頭報告をする事となった。

　その後は延々と事務作業だ。報告書と反省文に、分析部に送る戦闘情報のデータ化。そして今日の任務に使う申請書。その全すべてをアルミスと徹夜でこなしていたのだが、終わったのは二時間前。それでこれからクーベルネの護衛任務なのだから、恐ろしい職場だ。

「ライル。お前の車、病院から運んでおいたぜー」

　陽気な声に振り向くと、紙袋を抱えたレアードが休憩室に入ってくる所だった。

「中で煙草たばこ吸ったりしてないだろうな」

「はいはい、ご命令通り吸ってませんよ。ったく、お礼も無しかよ。消火剤で真っ白だったから途中で洗車場まで寄ってやったんだぜ？　おまけに昼飯までパシらせやがって」

　俺おれに車のキーを投げ渡し、レアードは嘆かわしそうに首を振りながらファストフード屋の紙袋をテーブルに置いた。

　昨日の戦闘と事務作業の疲れ、更に寝不足で食欲なんて一切無かったが、思えば昨日の昼から何も食べていない。無理にでも胃に何か詰めておいた方がいいだろう。

　しかし紙袋を開くと濃厚な油と肉の匂いが鼻を刺激し、胃が拒否するように縮んだ。

「レアード、勘弁してくれよ。こっちのコンディション考えろって」

「あれ？　お前、嫌いだったっけか？」

　嫌いではない。嫌いではないが、この状況でまさか肉汁満載のハンバーガーと油ぎっとりのポテトを買ってこられるとは思わなかった。それも大量に。

「……ああ、最っ低ね」

　同じく匂いにやられたのか、毛布の中から口元を押さえたアルミスがのそのそと出てきた。化粧を落として少々素朴になった顔は、全面で不機嫌をアピールしている。

　じっとりとした部下二人の視線を浴び、レアードが眉を八の字にした。

「おーい、上司をパシらせた上にそれか？　感謝の言葉はどうした」

「ありがとう、レアード。お陰で今日からハンバーガーが嫌いになれそうだ」

「私は元々ジャンクフードが苦手なのだけど」

　それでも俺とアルミスは緩慢な動きで紙袋に群がり、食べられそうな物を慎重に選んでいく。勿もち論ろん、胃に重たそうな物は押し付け合いだ。

「ったく。そのふてぶてしさが生き残る秘ひ訣けつなのかねえ……」

　紙袋から一番ボリュームのあるハンバーガーを手に取り、レアードが不満そうな顔でベンチに座る。そして一口で三分の一ほど囓かじったハンバーガーで俺達たちを指した。

「地下駐車場の現場検証に参加したがな。正直な話、マジで生きているだけ幸運だぜ？」

　元陸軍少尉として多くの実戦経験を持つレアードがそう言うのだから、昨夜の襲撃者の強さは本物だ。

「昨日のあいつ、何か手掛かりは掴つかめたか？」

「目撃情報無し。周辺の監視カメラに姿無し。近隣の病院にも当たっているが、お前達の攻撃痕に合致する負傷者の来院記録はない。つまり……消えちまったよ」

　俺とアルミスが顔を顰しかめる。犯人は土地勘があるか、他ほかに協力者がいるかもしれない。後者だとしたら、俺達は人類至上主義と一緒に別組織を相手にする事になってしまう。

「問題はまだあるわ。あの暗殺者が、どうやってハインの入院先を掴んだかよ」

　情報漏ろう洩せつの経緯を幾つか想像すると、どれも本格的にヤバそうな物ばかりで頭が痛くなる。今後、仲間に対して取り調べをする必要性すら出てくるかもしれなかった。

「ま、それも犯人を捕まえればすぐに分かるだろうよ。お前達たちはよくやったさ」

　食事を続けながらあっけらかんと言うレアードだが、彼が楽観的な訳わけではない。

　攻撃魔法を使えば、周囲の物質や空気中に存在する魔力に必ず痕跡を残す。それを解析すれば使用した魔法の系統、上う手まくいけば種族も分かる。

　魔物にとって種族が割れるという事は、免許証を覗のぞかれるようなものだ。捜査は一気に加速するし、次の戦闘も大幅に楽になるだろう。

「俺おれ達がいま考えなきゃいけない事は、ハインの喪失だ。何せ、奴やつは大物主義団体【血ちの尊そん厳げん社しや】へ続く唯一の手掛かりだったんだからな──おっと、ちょっと外すぜ」

　着信音が鳴り、レアードが携帯を耳に当てながら休憩室を出て行く。

　何かの支払い督促だったのか、ガラスドアの向こうで口論を始めたレアードを眺めつつ、俺はチキンナゲットを口に放り込んだ。

「人類至上主義と敵対する魔物組織だったら、候補は山のように上がっちまうな」

「でも刺客が強過ぎた事を考えると、真っ先に上がってくる名前があるわ」

「……【本能派】か」

　忌いまわしい言葉は、休憩室の中で不吉に響く。

　反社会的な魔物の集団である【本能派】を人類至上主義の魔物版だと考えるヒトも多いが、その認識は少し間違いだ。




　人類至上主義の起因は社会的背景だが、【本能派】には目的も主張もない。

　人間を食らい、社会を脅かし、秩序を乱す。【邂かい逅こうの日ひ】前の異界時代の魔物の生に従い、この世を混こん沌とんに陥れる事こそが奴等らの存在意義。その教義は外部魔物とも似ているが、【本能派】はあまりにも攻撃的すぎる。

　三十六年前の小国アメルテアで国連を巻き込んだ戦争を演出し、クリアト軍を含む多国籍軍に逮捕された【本能派】の魔物パズズのヌアイマーンは、法廷でこう語った。

『我等の破壊に理由を求めるのは愚かだ。それは何な故ぜ燃えるのかと炎に訊きくようなものだ』

　……昨日、アルミスが言った通り、魔物の遺伝子に社会と人間を破滅させろという情報が刻まれているという説は、とっくの昔に科学的に否定されている。

　それでも、本能という単語は人魔に暗い影を落とし続けているのが事実だ。

「だけど、もし本当に【本能派】の徒ならチャンスでもあるな。どの機関も実態を把握できていない【本能派】を逮捕できれば、最新のテロ計画の情報を引き出せるかもしれない」

　俺がそう言うと、アルミスは食べていた生ハムサンドが腐っていたような顔をした。

「あれを生け捕りにするつもり？　むしろこっちに手心を加えて欲しいくらいよ」

「最悪、あの襲撃者と同程度の力を持った集団が相手でも、都市に身を潜ひそめられる程度の人数じゃ調停局や州軍に太刀打ちできない。つまり身元と居場所さえ掴つかめば俺達の勝ちだ」

「……だと良かったんだがな。どうやら敵はそいつだけじゃなかったらしいぜ」




　声に疲労を乗せ、携帯を弄もてあそびながらレアードが戻ってきた。

「珍客が来ているぜ、ライル」

「何だよ、昨日の奴やつが出頭でもしてきたか？」

「インパクト的には同じくらいだな」

　レアードは大仰に肩をすくめる。

　そして隠し切れぬ苛いら立だちを込めて言った。

「情報総局だ。クリアトの影共が、お前に会いたいだとよ」




「やあ、お待ちしてました。私は情報総局の特別捜査官ロイヤーと申します」

　支局の応接室で、わざわざ席を立って俺おれを迎えたのは黒髪の男だった。

　仕立ての良いスーツは高級品で、革靴も一級の物。四十代ぐらいに見えるが、サングラスで目を覆っているので正確には掴つかめない。確かなのは、魔物だという事ぐらいか。

「情報総局、か。実物は初めて見るけど、噂うわさ通りの胡う散さん臭くささだな」

　無遠慮な言葉にも、ロイヤーは作り物めいた笑顔を崩さない。

　情報総局とは国内外の諜ちよう報ほう・工作活動を主とする、大統領府直ちよつ轄かつの諜報機関。

　クリアトの暗部、ともいえる組織だ。

「やはり、若くして調停局の最前線に立つヒトは少し違いますね。英雄の相と言うのでしょうか。私なんて貴方あなたぐらいの頃ころはまだまだ──」













「俺おれ達たちから仕事を奪いやがったな」

　敵意を磨すり潰つぶしたような俺の声に、ロイヤーは微笑ほほえみながら言葉を引っ込める。

　今、支局はこの緩そうな男の部下達に、ハイン暗殺事件と人類至上主義団体に関する資料の一切を回収されて大騒ぎになっている。

　つまり【鉄てつ剣けん連れん合ごう】を取り巻く一切の捜査権を、情報総局に奪取されたのだ。

「落ち着いて下さい。その件は司法省も承諾してくれました。それにハイン・オゴットを殺したあの男は、前々から情報総局が追跡していた者なのですよ」

　そしてロイヤーは姿勢を正し、俺に軽く頭を下げた。

「アングレー君。貴方あなたの活躍のお陰で、我々はあの者の足取りを掴つかめました。情報総局を代表して感謝を申し上げます」

「礼を言っといて、調停局を蚊か帳やの外に追いやるってのか」

「私も情報を共有できない事を心苦しく思っていますが、この件は国防省より機密扱いとされてしまっていて……」

　国防省だと？　皮肉を紡ごうとした俺の舌が、予想外の単語に固まった。

　俺を騙だます為ために適当な事を言っている──のではない。クリアトの国防長官は、情報総局の局長経験者から選ばれる事が通例になっている。情報総局の内緒事を軍事機密として保護するくらいの協力関係を結んでいても、不思議ではなかった。

「大丈夫ですよ、アングレー君。あのハイン暗殺事件と【血ちの尊そん厳げん社しや】の件は、私達が責任をもってやり遂げますので」

「責任だと？　利益の為なら暗殺だって厭いとわないアンタ達がか？　笑わせるなよ」

　吐き捨てるように言うが、何な故ぜかロイヤーは嬉うれしそうに微笑んでいた。

「その熱血ぶり。昔と変わりませんね」

「何だと？」

　虚を突かれ、俺はロイヤーのサングラスを睨にらみ付つける。

「私は貴方の事を前から知っていたのですよ、ライル・アングレー君。こうしてお会いできた事を嬉しく思います」

　俺の知り合いに情報局員はいない。しかしロイヤーの顔には、確かに慕したわしい者を見るような色があった。

　無言で次の言葉を待つ俺に、ロイヤーは僅わずかな興奮を声に乗せた。

「ええ、今でも覚えていますよ。三年前の魔具競技【サンダーボウ】の世界大会。並み居る軍人選手を破って未成年出場を果たした貴方とアニータさんは、情報総局一同も我が子のように応援したものです。当時はマイナーだった【サンダーボウ】の地位向上は、『ライ・アニ』の感動的な試合があってこそだと私は日ひ頃ごろから主張していて──」

　早口で捲まくし立たてるロイヤーを余よ所そに、俺はがっくりと脱力していた。しかしそんな事はお構いなしに、ロイヤーは懐から一枚のブロマイドとペンを取り出す。

「あのー、それで、もし宜よろしければこれにサインなぞを頂ければと思いまして」

「おい、まさか俺おれを呼んだ理由って」

「こんなお願いを部下に知られたら何を言われるか想像もできないので。ええ」

　……このオッサン、どこまで本気なのだろうか。

　しかもそのブロマイドは世界大会の頃ころの物だったのだが、よりによって敗退して号泣している俺が年下のアニータに慰められている屈辱の場面だった。

　これは、情報総局の新手の心理攻撃なのだろうか。だとすれば、あまりにも効果的だ。俺は毒どく気けを抜かれた思いで、荒っぽくブロマイドにサインしてやった。

「そういえばアングレー君は今【竜りゆう羽ばの里さと】のお姫様を接待しているとか」

　雑なサイン入りとなったブロマイドをほくほく顔で眺めながら、ロイヤーは何なに気げなしにそんな事を言った。

「……そっちは何一つ教えない癖くせに、司法省の秘密には興味津々か？」

「外部魔物との融和も、先進国であるクリアトにとって重要な案件です。しかし愛らしい子供とはいえ外部魔物は外部魔物、どうかお気を付け下さい」

　言葉と声色こそは、励ましのようなものだ。

　だが、俺の頬ほおを怒りで引ひき攣つらせるには十分過ぎる皮肉だった。

「では、部下を待たせているのでこれで。サイン、ありがとうございました」

　そして俺がぶん殴ろうと決意する前に、ロイヤーは部屋から出て行った。

『はっ、情報総局に国防省か。昨日の奴やつは、ただのチンピラじゃなさそうだ』

　ロイヤーが立ち去った扉を睨にらんでいると、インカムからレアードの嘲笑が届く。レアードは、オフィスから俺のインカム情報をモニターしていたのだ。

「……今の話、どう思う？」

『胡う散さん臭くさい話だが、奴等らの権限は本物だぜ。調停局にそれを侵す力は無い』

　下手に突っ掛かれば、後ろ盾の国防省から国家反逆罪に問われるという事か。

『しっかし、情報総局の野郎。徹底的に俺達たちと協力するつもりはないらしいぜ。関連するこちらのバックアップデータも全すべて始末していきやがった』

「あの腹黒そうな連中が人魔問題を扱うってのか。部長がブチ切れそうだな」

　俺達も、口でこそ手柄の執着を叫んでいるオーロッドも、命懸がけの情報と手柄を他組織に掠かすめ取とられても、正しく事件解決できるなら我慢できる。

　俺達が我慢できないのは、調停局の使命を舐なめられる事。その一点だけ。

　……このまま引き下がるつもりなんて、微み塵じんもありはしなかった。




　クーベルネと会う時間までまだ余裕があったので、俺は整備室でアルミスと合流した。

　装備部の第一整備室があるのは、支局の地下一階。隣接する地下駐車場から装甲車などを乗り入れて整備をする部屋でもあるので、広く造られている。今も、作業着姿の整備官達が俺達の前を忙しく駆け回り、公用車や装備の整備点検を行っていた。

「情報総局とは、また大それた組織が動いているわね」

　俺おれの説明を聞き終えたアルミスは、工具が吊つるされた壁に背を預けながらそんな感心を漏らした。手早く化粧をしてきたらしいその顔は、まだ眠たそうだ。

「でも、やはり手際が良いわ」

　アルミスが携帯で開いたニュースサイトでは『ロザント中央病院の地下駐車場で救急酸素ボンベが爆発。怪け我が人にんは無く、市警は事故の方針を固めて捜査』と報道されていた。

　情報総局はあの襲撃者を正式に立件するつもりはないらしく、事実を捻ねじ曲まげて公表した。ハインの死も、自殺か病死として処理されるはずだ。

　調停局も事件を隠すが、あくまで公表を遅らせるか、しないだけだ。黙るか一部を語らないだけで、市民に嘘うそは吐かないし圧力も掛けない。だが情報総局は昨夜の目撃者に対して国家機密をちらつかせて黙らせたか、禁止されている記憶操作魔法を施したのだろう。

「【鉄てつ剣けん連れん合ごう】の捜査権が奪われたという事は、対策チームの方は解散かしら？」

「表向きはな。でも今後の動きに対応できるよう、実働官の武装レベルが一つ上げられた」

　実働官の装備は拳銃や散弾銃、低威力魔具が基本となっているが、中には重機関銃や携行レールガンといった軍用品まで揃そろっている。しかしそれ等らは高価だし、使用機会を見誤ると過剰火力として逆に訴えられる危険もある。そんな理由で、実働官の武装レベルは部長や支局長によって厳しく管理されているのだ。

　捜査権を奪われたとはいえ支局長も事態を重く見ているらしく、現在の武装レベルは中程度に引き上げられている。

　俺も新しい銃器を支給されたものの、それだけでは不安だったので朝一に申請しておいた武器を取りにここへ来たのだ。

「はーいお待ちー！」

　大衆食堂を思い出させる軽いノリで、タタラ副主任がプラスチックケースを抱えて奥からやってきた。

　茶色いショートヘアの小柄な人間の女性で、他ほかの整備官と同じく味あじ気けない作業着姿。しかしその顔は、オイルや煤すすで汚よごれてもなお初々しい若さを放はなっていた。

　各分野のエリートが集まる調停局では、未成年で入局する者も珍しくない。俺も十八で拾われている。だが、そんな中でもこのタタラ・イツキは異常だろう。

　彼女は十六歳でクリアト最高峰の工科大学を卒業し、機械工学と魔法工学の博士号を取得した天才中の天才だ。現在は十七歳でロザント支局装備部の副主任に就き、攻撃魔具企業組合のアドバイザーとしても活躍。分析部からも頼られるというオマケ付きだ。

　本物の天才を前にすると、生きていてごめんなさいと謝りたくなってくる。

「よう、タタラ。相変わらずちっさいな」

　実際に俺の口から出たのは、いつも通りの憎まれ口だったが。

「何だよ、ヒトがせっかく優先して仕事してあげたってのにさ！」

　唇を尖とがらせるタタラの顔は子供っぽい。そしてやはり、そんなタタラを見てアルミスは幸せそうだった。

「ちょっと、ほら！　整備が終わったんならさっさと片付ける！」

　だが子供っぽくても副主任に変わりはなく、タタラの怒声に背筋を伸ばした整備官達たちがすぐさま近くの作業台を綺き麗れいにしていく。一瞬で片付けられた作業台の上にケースを乗せ、タタラが手招きで俺おれを呼んだ。

「これが今朝ライルが申請した魔具【霧む氷ひよう掌しよう】ね」

　ケースの中で緩かん衝しよう材に埋もれていたのは、片方だけの黒いグローブだ。俺が手首に付けた【樹じゆ龍りゆう輪りん】と同様に、その表面に白と青の幾何学模様が施されている。

「これは雪女呪文とケルピー呪文を融合させた魔具だよ。効果は魔力を水に変換する魔法と、対象の熱エネルギーを奪う魔法。発動までが速く、防御や反撃向きかな」

　右手で銃器を扱う為ため、俺は【樹龍輪】と同じく左手に【霧氷掌】を装着する。

　そして、さりげなくタタラにすり寄っていたアルミスの背中へと魔法を向けた。

「タタラ、私の魔具も見み繕つくろって欲しいのだけど──ひぁ！」

　素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げて跳び上がり、アルミスが自分のシャツの後ろ裾を掴つかんでバタバタと揺する。すると、彼女のシャツの背中から拳こぶしほどの氷塊が落下した。

「なるほど。確かに速いな」

　背中を押さえるアルミスの視線を無視し、魔法を解除して氷塊を消滅させる。タタラは、苦笑いしながら一角獣から離れていた。

「ごめんね、アルミス。どんな魔物でも扱える魔具の開発は技術者にとっても大きな課題なんだけど、操作が複雑な戦闘用魔具はまだまだ難しいよ」













　鬼など特別な一部を除き、魔物は魔具と相性が悪い。魔物にとって、物に魔力を伝達させる技術は進化させる必要が無かったからだ。道具を使う技術は、非力な人間の分野だ。

　そして異なる魔法や機械技術の融合が可能な魔具で弱点を突けば、理論上、人間は単身で大魔物すら倒せる。その可能性は、人魔社会を成立させている一因でもあるだろう。

　魔具の調子を確かめていると、タタラが感心したような顔を向けてきた。

「だけど、初めて触る魔具を一回で発動させるなんて、やっぱりライルの魔具技術の高さは異常だね。さすがは元クリアト代表」

「『ライ・アニのアニじゃない方』という肩書きは、伊達ではないわね」

「なあ、それ肩書きか？　ただの悪口じゃないのか？」

　賞賛を装ったアルミスの復ふく讐しゆうに、怒るよりも落ち込んでしまう。肩を落とす俺おれを、タタラが無駄にフォローしてくれていた。

「いやいや、十七歳で【サンダーボウ】の代表なんてそれだけで凄すごい話だよ。ライルは狙撃技術が最悪だっただけで、魔具の制御と発動速度は最高だって言われていたしさ」

「狙撃技術が最悪って、実戦では役立たずと同義よね」

「うるさいな。いいんだよ、【サンダーボウ】なんて調停局に入る為ためだけにやっていたんだから。それに、狙撃だってあれからかなり上達したんだ」

　そう言ってみたものの、反論すれば反論するほど負け惜しみに聞こえてしまう。

　しかし、この装備であの黒コートの男に勝てるだろうか。

　人じん化か状態の時ですら俺達たちを圧倒した、あの男に。

「なあタタラ。【樹じゆ龍りゆう輪りん】もそうだけどさ、もう少し魔具の威力を上げられないか？」

「この辺りが一番効率良いと思うよ？　これ以上出力限界上げたり効果を付加したりすると魔具の寿命が減るし、ライルの魔力もすぐ尽きちゃうから。それに魔法発動時のストレス反動もあるし、無む茶ちやをすれば命だって危ないよ？」

　専門家に言われれば諦めるしかない。

「でもさ、魔具の改造以外に威力を上げる方法はあるよ。これ、きっと必要になるでしょ？」

　残念がる俺を元気付けるように、タタラはゴソゴソとズボンから小さな箱を取り出す。

　箱を受け取ると、中では一発の九ミリ拳銃弾が偉そうに鎮座していた。

「白金弾頭か」

　弾丸を摘つまみ上あげながら訊きくと、タタラはにっこりと笑った。

「そうそう。銀弾だと威力不足だったって聞いたからさ。用意しといたんだよ」

　現代社会を支える魔法技術には、魔力を貯蔵して魔法に変換する中核触しよく媒ばいが不可欠だ。もちろん、俺の魔具にも内蔵されている。

　中核触媒となる物は、銀やカルシウム、水銀など。

　そんな中核触媒で造られた弾丸には、昨日のように魔具の魔法を充じゆう填てんする事ができる。魔法は距離や時間で減衰するから、着弾部から発動させれば最高の効果を望めるのだ。

　そして白金の触しよく媒ばいとしての能力は、数ある触媒材の中でも群を抜いている。その価値は白金を利用した発電がクリアトの総電力の四〇％を占めている事、主力空母や潜水艦の動力源に採用されている事を見れば一目瞭然だろう。

　つまりこの一発の弾丸は、条件次第で軍用爆弾よりも物騒な代物に成り得るのだ。

「だけど一発か。ケチケチせずに弾倉ごとくれよ。どうせ経費だろう？」

「なっ、何を寝言言ってんの！　九ミリ白金拳銃弾なんて趣味の品はもうほとんどの企業が生産してないし、それ一発で幾らすると思ってるのさ！」

　ドカンとタタラが作業台を叩たたき、遠巻きに様子を眺めていた部下達たちを震え上がらせる。

「それに、今は大産出国のリダンが輸出規制しようしているせいで白金が値上がりしまくってるんだよ！　ただでさえ魔具関係の消費で装備部は上から目を付けられてるってのに実働官はバカスカ装備を壊すし、その上──」

「ああ、悪かった。冗談だって」

　……何にせよ、俺おれの魔力量ではせいぜい一発が二発が限界だろう。

　野犬のように唸うなるタタラだったが、急に力を抜いて茶髪を左右に振った。

「いや、うん、そうだね。昨夜の戦闘状況を分析して、最適な装備を用意したつもりだけど……やっぱりこれでも準備不足だよ、実際」

　そしてタタラは気まずそうに整備室の壁端を見み遣やる。

「でも、ライルの装備を改良するにも時間がないんだよ。上から特殊部隊用の外骨格アーマーの調整を優先するように言われちゃっててさ」

　タタラが困り顔で見たのは、壁端の作業台に座らされた漆黒の全身甲かつ冑ちゆう──魔法式外骨格アーマー。軍からの中古品ではあるが、現代の人間歩兵の最高装備といえる兵器だ。

「……上があれの整備を急ぐって事は、かなり危険な敵だよね。ここだけの話、あれを使っても昨日の敵とは戦闘して欲しくないんだけど。なんだか複雑な事情もあるらしいし」

　昨日の敵をある程度分析したのだろう。タタラの表情は暗い。

　技術者として、昨日の敵に勝利する俺達を想像できないらしい。

「安心しろよ。あれの捜査は打ち切られているから。魔具の申請は用心の為ため。それに本当にあいつと再戦するような事があっても、俺達だけで戦ったりしないさ」

「今の私達には乙女のエスコートという任務もあるしね」

「そっか──うん、そうだね。アタシ達は戦う事が使命じゃないんだものね」

　そして明るく笑ったタタラと別れ、俺達は整備室を後にする。

　エレベーター目指して地下廊下を歩く途中、アルミスが口を開いた。

「それで？　本当にハイン暗殺の件から手を引くの？」

「まさか」

　やっぱり、とアルミスは額に片手を当てる。

「支局は情報総局に監視されているはずよ。それに私達にはクーベルネの護衛もあるわ」

「クーベルネの方は俺一人で十分だ。お前はこれから別行動な」

「は？」

　アルミスが足を止とめて吹雪のような視線を向けてくるが、俺おれも引き下がらない。

「中央病院へ行き、昨日の襲撃者の手掛かりを探せ。お前、連邦警察局の分析部に知り合いが居ただろう。そいつを頼れ」

「情報総局に牽けん制せいされ、対策チームは解散したのでしょう？」

「表向きはって言っただろう。連邦警察局にまでは情報総局の目も届いていないはずだけど、それも時間の問題だと思う。急いだ方がいい」

　苦しそうな顔で沈黙するアルミスの中では、クーベルネと一緒にいたいという欲望と、調停局員としての使命感が天てん秤びんの上で重量を競っている事だろう。

　やがて彼女は、弱々しい上目遣いで口を開いた。

「……じゃあ、貴方あなたが行けばいいでしょう。その子、紹介してあげるわ」

「お前、俺が四等で自分が五等実働官って事を忘れてないか？」

「私も来月に昇格が内定しているわ。階級差なんて有って無いようなものよ」

　そして俺達たちは互いに言葉を仕し舞まい、視線を衝突させた。

　ああ、初めから分かっていた。この一角獣が俺の命令にすんなり従うはずがないと。

　ならば、やる事は一つだ。

　拳こぶしを固く握る俺に応え、アルミスも右手で握り拳を構える。俺達のあまりの真剣さに、廊下を歩く局員が何事かと視線を向けてくる。

　そして俺達は同時に叫び、拳を振るった。

「じゃんけん、ぽん！」

　結果は、正義の大勝利だ。




　昨日と同じハイクラスホテルに一人到着すると、俺はロビーカウンターに居たホテルマンにバッジを見せて訊きいた。

「調停局だ。クーベルネはまだ降りてきていないか？」

「クーベルネ様ですね？　少々お待ちを」

　ホテルマンはカウンターのＰＣを操作し、クーベルネのカードキーの履歴を調べていく。ハイクラスのホテルだけあって、その警備は強固。カードキーが無ければ上階に上がる事すら不可能だ。ここにいる限り、一いち々いち彼女に護衛を付けなくても平気というわけだ。

「クーベルネ様は屋上にいらっしゃいます」

　ホテルマンからカードキーを受け取り、俺は礼を言ってカウンターから離れる。

　奥のエレベーターに乗り込みながら、俺は憂ゆう鬱うつな気分を払拭できないでいた。

　天てん真しん爛らん漫まんに振る舞うクーベルネだが、その本心は傷付き萎しおれているのではなかろうか。もしかしたら人目を忍んで泣いているかもしれない。むしろ、そっちの方が自然だろう。政治の為ために、十三歳の若さで親と故郷から切り離されたのだから。

　そんな少女にどんな言葉を掛けられるだろうか。難題を解く時間も無く、エレベーターは屋上部に到着してしまった。

　溜ため息いきを一つ吐き、俺おれは顔を上げてエレベーターから降りる。そして室内通路の先にあるガラス扉にカードキーを差し込み、屋上へと出た。

　屋上は野外プール付きバーとなっていたが、春先なので客の姿は無く、バーもまだ開いていない。プールに満たされた温水が寂しげに揺らめいているだけだ。

　ただ一人、クーベルネは赤い髪と衣装を風に揺らし、ぽつんとプールの縁に佇たたずんでいた。

　広く近い青空を見上げるその目に、涙は無い。むしろ青空の中に潜ひそむ敵を探すように、鋭く細められていた。

「よし」

　短く呟つぶやき、クーベルネは目を閉じる。

　その小さな背から、バサリと音を立てて一対の翼が広がった。

　半人じん化か状態となったクーベルネは碧へき眼がんを見開き、翼に文様を輝かせる。そして両足を撓ため、跳躍すると同時に翼で風を叩たたいてその短たん躯くを空に飛ばした。

　まさか、逃げる気か！

「クーベルネ！」

「……お？　おお？」

　俺が駆け寄る前に、床から五メートルほど飛び上がったクーベルネの身体からだがぐらつく。俺の目から明らかに分かるぐらいに、左右の翼で輝く呪文の明度には差があった。

　その結果は……。

「おおおおおっ？」

　よろよろと、不安定な凧たこのようにクーベルネの身体は屋上の風に流され、かなりの勢いで斜めに落下していく。

　最悪な事に、プールの縁から屋上の欄干の向こう側へと。

「おいおいおいおいっ！　なにやってんだ！」

　最初とは違う理由で慌あわて、俺は彼女の方へと走りながら魔力注入した左手を掲げた。

　左手首に嵌はめた【樹じゆ龍りゆう輪りん】から縒よった蔦つたを射出。植物の蛇はクーベルネの左手首に絡まり、彼女の身体を止とめた。

「あ、あぶねえ……」

　だが安心するのも束つかの間ま、予想以上の重さに歯を食い縛り、両手で蔦を掴つかむ事となった。

　ようやく俺に気付いたクーベルネが、風に流されながらも目を丸くする。

「おお、ライルではないか。この草は魔法か、凄すごいな！」

「君はっ、何してんだよ……！」

「いやな、久し振りに空を飛びたいなと」

　呑のん気きに喋しやべるクーベルネに対して、俺はこめかみに汗を垂らしながら背筋と【樹龍輪】の巻き上げ力を全開にしていた。それでも、スニーカーの底が床を擦こする。

「いいから、早く来い！　っていうか、なんか、自ら地獄の方向に進んでないか！」

「妾わらわも戻りたいのは山々だが……えーと、少し待て」

　右手を顎に添えて、他ひ人と事ごとのように言うクーベルネ。その間も大きな翼は高層の強風を受けているし、何のつもりか翼自体が俺おれと逆方向へ推進しようと風を噴射している。

「とにかく、とにかくその翼を仕し舞まえ！　早く！」

「おお、それだ」

　ポンと手を打ったクーベルネが、合図も無く翼を消失させた。

　途端、俺を引っ張っていた力が消滅。後転しそうになり、俺は慌あわてて体勢を整える。

　そこに【樹じゆ龍りゆう輪りん】に引き寄せられたクーベルネが弾丸となって俺の腹部に突撃。

　今度は耐えられず、俺達たちは一緒になって背後のプールへと落下した。




「ったく、リンドラントの爺じいさんは、どんな教育をしているんだ……」

　ホテルの屋外駐車場で、俺は濡ぬれたジャケットを憤ふん懣まんと一緒にＳＵＶの後部座席に放り投げる。全身びしょ濡れで、腋わき下ホルスターの拳銃を晒さらしている俺はかなりの異常者だろう。通報されていないのが奇跡的だ。

「ライルー、言われた通り着替えたぞー」

　そんな声に振り返ると、生まれ変わったクーベルネがホテルの玄関から現れた。

　儀式的なローブから一転、地味なジャージ姿になったクーベルネ。

　服はあのローブ一着しかないと言うのでホテルショップで買ってやったのだが、どうもしっくりいかないらしく、クーベルネは妙な顔で自分の恰かつ好こうを見下ろしていた。

「ううむ。なんだか威厳に欠ける恰好だなあ」

「いいんだよ、威厳なんかなくて」

　元々無かっただろう？　という言葉はそっと胸にしまっておく。

「それにしても、いったい何をしていたんだ？　寿命縮んだぞ」

「だから飛んでたと言ったではないか。知らんのか？　ドラゴンは空を飛べるのだ」

「いや、どう見ても自殺の練習にしか見えなかったけど」

「あれは……久し振りだったから調子が出なかったのだ」

　頬ほおを膨らませ、ぷいとクーベルネが横を向く。初めて見る彼女の不機嫌顔だった。

　飛行系魔物の中でも早い子は十歳ぐらいで空を飛ぶが、高校に入った辺りで空を飛び始めるのが平均だ。飛行免許を取得できるのも十六歳からなので、十三歳のクーベルネが飛べない事を恥じる必要はないと思うが。ドラゴンとしてのプライド、なのかもしれない。

「とにかく、一人で飛ぶのは無しだ。本当は飛行免許が無いと違反なんだぞ？　練習するにしても、免許を持っているヒトが近くで見ている所でなきゃ駄目なんだ」

「む、む。注意しよう」

　こちらは素直に了解した。安心し、俺は車のロックを外す。

「よし、じゃあ出発するか。問題がなければ、今日は俺達の職場──調停局の中を案内しようと思うんだけど」

「入ってもよいのか！」

　先ほどの不機嫌はどこへやら、クーベルネは喜色満面で飛び上がった。

　クーベルネを公共の場で遊ばせるよりずっと危険が少ないだろうし、部外者にとって支局内はそこそこ面白い場所でもあるはずだ。

　喜び跳ねるクーベルネは後部座席に乗り込み、俺おれも運転席につく。後部座席でもポンポンと尻を弾ませていたクーベルネだったが、何か思い出したようでピタリと止とまった。

「ん？　でも本当に良いのか？　調停局は多くの秘密を扱っているから色々と訊きくと迷惑になるとリンドラントに教えられたのだが」

「許可は取ってあるし、君がスパイ活動できるとも思っていないよ……あ、でも、リンドラントさんは駄目だった。悪いな」

「んーん。奴やつは朝からヒトと会いに出てるし、今日はホテルに帰ってこないそうだ」

「へえ、今日は誰だれと会っているんだろうな」

「えーとな、明日に妾わらわと会談するコウカ議員というヒトと、竜種ケーモー協会のヒト。それとー……何だったかな。とにかく沢たく山さんのヒトだ」

　ふと、キーを回そうとしていた俺の手が止まった。

　そうだった。この社会加入は、竜りゆう種しゆ啓けい蒙もう協きよう会かい理事のコウカ議員が主導しているのだ。

　竜種魔物を保護・支援する竜種啓蒙協会が、どうして人質なんてものを認める？

　そして、あの優しそうな老人リンドラント。彼は、クーベルネの扱いをどう思っているのだろうか。

　まさか人質というのは、クーベルネの勘違いか？　違う。人質という手段があってこその、この社会加入の異常速度だ。

「なあなあ。ライル、早く行こう。日が暮れてしまうぞ」

　後ろから座席のヘッドレストをバンバン叩たたかれ、俺の思考は断ち切られた。

「あー、はいはい。分かったよ。だからちゃんとシートベルト締めろ。それと、運転中は座席叩くなよ。事故に遭うぞ」

　今は目先の任務に集中しよう。俺も、早く支局に戻って着替えたい。

　クーベルネに急せかされ、俺は車を発進させた。




　支局に戻ると、とりあえず俺はクーベルネをオフィスに待たせてロッカールームに直行した。濡ぬれた服からジャージに着替えてロッカールームを出ると、廊下でイルオレアとばったり出会った。

「おう、イルオレア──って、どうした？」

「どうしたもこうしたもない、にゃー……」

　ゾンビのようによろよろと廊下を歩いていたイルオレアからは気力が失うせ、顔は汗に濡れている。そして彼女は、何な故ぜか突入用のアーマーベスト姿だった。背と肩には調停局の紋章と、Ｓ・Ａ・Ｕという文字が刺し繍しゆうされている。

「Ｓ・Ａ・Ｕの訓練だったのか。突然だな」

「ブラボーチームだけだにゃ。昨夜のライルのデータを元に隊長が訓練を設定したんだけど……ハイン暗殺の捜査権が奪われたんでしょ？　完全に無駄骨だったにゃー……」

　身体からだを引きずってオフィスへ向かうイルオレアに並び、俺おれは胸に広がる羨せん望ぼうを押し殺す。

　Ｓ・Ａ・Ｕは調停局の特殊部隊であり、イルオレアも所属している。

　いつか俺も入るつもりだが、道程は長い。少なくともヘリの免許などの特殊技能の複数取得に、苦手な射撃と体術の向上、その上オーロッドに気に入られなければならないのだ。

　……特に、俺にとっては最後の課題が一番難しい。

「でもタタラがＳ・Ａ・Ｕの外骨格アーマーの整備を急いでいたぞ。支局長は諦めるつもりなんかなさそうだけど」

「かもにゃー。レアードも動いているみたいだし、部長も情報総局に抗議しに行ったにゃ」

　隠いん蔽ぺいの仕方から考えても、情報総局に真っ当な手段で事件解決するつもりはない。

　そんな奴やつ等らに己の使命を委ねる奴など、この支局のどこを探しても存在しないだろう。

「ライルはどうして支局に？　例の子は？」

「クーベルネに支局を案内しようと思ってさ。先に実働部オフィスに行かせてるよ」

「……大丈夫かにゃあ。ウチの連中、午前の件で気が立っているはずだし。子供と喧けん嘩かする事はないけど、邪険に扱ったりしているんじゃ──」

　イルオレアがそんな心配を洩もらした瞬間、オフィスの方向から甲かん高だかい悲鳴が届いた。

　顔を見合わせた俺とイルオレアは、足早に実働部オフィスへと向かった。

　まさか本当にクーベルネが問題を起こしちまったか？

　ぞっとしながらオフィスに入ると、俺のデスクの周辺にヒトが集まっているのを見て更に体温が下がる。言わずもがな、その中心で俺の椅子に座っていたのはクーベルネだ。

　しかし、先ほどの悲鳴は彼女の物ではなかったらしい。

「きゃーん、可愛かわいいですわぁ！　こんな子ならわたくしが担当になれば良かった！」

　ポテトチップスをもりもり食べているクーベルネの頭を撫なでながら身み悶もだえするのは、ゴージャスな金色のロールヘアの女。

「何を言ってんだい。この子に人魔社会を説明する任務が、世間知らずのアンタに務まるはずないだろ？」

　サバサバした黒髪の女の呆あきれ声に、ロールヘアの女がピシリと青筋を立てる。青筋を立てるが、化粧の濃い顔は笑顔を保っていた。

　……ああ、さっきの悲鳴はこいつ等か。げんなりした俺とイルオレアが観察する中で、ヒポグリフのドリッシアと烏からす天てん狗ぐのカエデが睨にらみ合あう。

「あらぁ、同じ高貴な血筋だから通じる物もありますわよ？　まあ、幼少の頃ころから苦労を続けていた烏天狗さんには分からないハイソな領域ですけどぉ？」

「言ってくれるね。その身体真まっ二ぷたつにして、どこからが鳥で、どこからが馬か分かり易やすくしてやろうかい？」

　カエデが腰に差した刀の鍔つばを親指で押し上げ、ドリッシアが右手に猛もう禽きんの爪を生やす。

　これで二人とも俺おれより年上なのだから、年功序列というシステムは信じ難がたい。

　殺気を剥むき出だしにする烏からす天てん狗ぐとヒポグリフだが、周りにいる局員達たちはいつもの事なので誰だれも気に留とめていない。クーベルネだけ、誰からか貰もらったポテトチップスの袋を抱え、それを頬ほお張ばりながらポカンとした顔で観賞していた。

　何でもいいけど、ヒトのデスクの下にポロポロと食べカスを零こぼすのは遠慮してほしい。

　黒髪と金髪の女が衝突する寸前、イルオレアが両手をパンと打って二人を止とめた。

「はーいはい、みんな散りなさーい。元気が有り余っているカエデとドリッシアは、市警が飛行系の警けい邏ら人員を欲しがっているらしいので協力してきて下さいにゃー」

「げっ……！」

　イルオレアの一声で、カエデ達が仲良く短く悲鳴を上げる。

「ちょ、イルオレアさん。そんな新米の仕事を、どうしてわたくし達が……」

「そうだよ！　こいつはともかく、何だってアタシまで！」

「余談ですが、私は今の今まで厳しい訓練をしていたのでとっても不機嫌ですにゃ」

　イルオレアは笑顔だが、その猛獣の目だけはこれっぽっちも笑っていなかった。

「……貴女あなたのせいですわよ、貧民ガラス」

「成金鳥とり馬うまのせいだろ。大体、中学校の時からアンタは──」

　ぶつぶつと嫌いや味みを交わしながら二人がオフィスを出て行くのを皮切りに、巻き添えを恐れた他ほかの者達も自分達の持ち場へと戻っていく。その様は、ライオンに狩場を追われる小動物のようだった。

「……ん、もう終わりか？」

　残されたクーベルネは観劇気分だったらしく、何だか残念そうだった。

「待たせたな、クーベルネ」

「おう、ライル……なあ、ここは調停騎士達の詰所だよな？」

「そ、そう言っただろう？　ここは調停局の中でも、現場活動を担当する実働部のオフィス。つまり戦闘員の詰所だ」

　ポリポリとポテトチップスを齧かじりながら、クーベルネは疑い深い目で辺りを見回す。がっかりした少女の顔を見て、俺は慌あわてて説明を続ける。

「ロザント支局の実働官は八十七名。ロザント都市圏の各所にいる駐在官や他の組織に出向中の連絡官を含めると、合計は百人を超える。そのどれもがエリートだ」

「ほう……」

　クーベルネの視線の先では、携帯ゲームに熱中する中年の男や、死んだように昼寝を決める女。無駄話している大多数。

　捜査権を奪われて行動出来なくなっているのは分かるが、どうして今日に限ってこんなに暇なんだ！　普段は連日不眠不休だってザラなのに！

「何か、妾わらわの想像と違うな。調停騎士は勇者の集まりだと聞いていたのだが」

　いかん、クーベルネの目が大人おとなを信じない目になっている。ついでに俺おれのデスクに飾られたミニカーやアイドルのブロマイドが更に信頼を欠いていた。

「まあまあ、今日は特別ダレているんだにゃ。部長も外に出ているし。ほら、リーダーが居なくなれば獣の群れは乱れるでしょ？　それと同じにゃ」

「む……誰だれだ？」

　助け船を出してくれたイルオレアを見上げ、クーベルネが首を傾かしげる。

「私はライルの上司でイルオレア。よろしくね、ドラゴンちゃん」

　にっこりと笑うイルオレアと握手しながら、クーベルネは目をぱちくりとさせた。

「イルオレアは強い魔物だな。匂いで分かるぞ」

「そりゃな。この御お方かたは麻薬取締局出身のキマイラで、今は調停局の精鋭部隊に所属している。おまけに身長一七三センチ、二十九歳にして語尾に『にゃ』を付けるイタイ──強い精神の持ち主だ」

「にゃははは、ライルも警けい邏ら協力に参加しにいきたいのかにゃあ？」

　笑顔で殺気を放はなつイルオレアは子供が見たら泣きそうな迫力だったが、そんなキマイラを見るクーベルネの目は憧れを浮かべていた。

「調停騎士の精鋭かあ。なあなあ、精鋭部隊には他ほかにどんな者がいるのだ？」

「うーん。会わせてあげたいけどみんな忙しそうだしにゃあ……」

　イルオレアは眉み間けんに人差し指を当てて考え込む。やがて、適任者が思い浮かんだらしい。

「そうそう、テカムシ一等官。あのヒトがもうすぐ航空訓練から戻ってくるはずだにゃ」

「ええっ！　あのヒト、市警に出向していたはずだろう！」

「だからブラボーの訓練の為ために一時帰宅したんだにゃ」

　……なんてこった。今この世で一番会いたくないヒトが戻ってきているなんて。

　イルオレアは嗜し虐ぎやく的てきな眼まな差ざしを俺に送った後、ニコニコ顔でクーベルネの前で屈かがんだ。

「ねえ、クーベルネちゃんはサンダーバードに会いたいよねー？　テカムシはロザント実働部の中でも最古参の百戦錬磨だよー。とんでもなく強いよー？」

　年の功か、イルオレアはすぐにクーベルネの扱い方を理解したらしい。強い、という単語にクーベルネは顔を輝かせ、何度も頷うなずいた。

「おう、会いたい会いたい！」

「うんうん。よし、じゃあお姉さんが連絡しといてあげるから、そこのライルと一緒に外の離着陸場で待っててね」

「おお、やった！　本物の勇者に会えるのか！」

　万歳で喜びを表現するクーベルネ。菓子袋を持ったままだったので中身のポテトチップスがばらばらと散ったが、俺にそれを怒る余裕は無い。

「いや、イルオレア。俺は急用を思い出したから、代わりにアンタが……」

「だーめ。この子の担当はライルだにゃ。ほら、急がないとテカムシ帰っちゃうよ？」

「むっ、それはいかん。ライル、急ぐぞ！　離着陸場とはどこにあるのだ！」

　俺おれの恐怖心など知りもせず、椅子から飛び上がったクーベルネは俺の手を引っ張ってオフィスの出口へと向かっていく。

「畜生、覚えていろよイルオレア。それとそこの菓子屑くず、アンタが片付けておけよ！」

　クーベルネに連行されながら涙声で叫ぶ俺に、女上司はほくそ笑みつつ手を振っていた。




　本庁舎の北側にある、ヘリ格納庫を側に置いた離着陸場。

　広く取られたアスファルト面に黄色のペンキで大きくＨと書かれたヘリポートの隅で、俺とクーベルネはテカムシの帰還を待っていた。

　ウキウキと期待に胸を膨らませるクーベルネの横で、俺は溜ため息いきを吐いてみる。それは、自分の肺にこれほど空気が詰まっていたのかと感心するほど長く続いた。

　テカムシは、俺が調停局の入局試験を受けた時の面接官で、研修時代には俺の教官だった男だ。そして【鉄てつ剣けん連れん合ごう】への潜入捜査官として俺を推薦した人物でもある。

　推薦した結果は、あの乱戦。挙句の果てにハインを死なせ、殺人犯も取り逃がした。

　……いくら考えても、怒られない要素が見当たらない。

「なあなあ、ライル。その精鋭部隊って、どんなのだ？」

「ん？　説明してなかったか。【聖女の斧おの】──通称Ｓ・Ａ・Ｕっていう部隊なんだけど、緊急事態の際に各部署や提携している民間組織の実力者で編成される特殊部隊だ」

「どんな魔物がいるのだ？　やっぱり凄すごい種族が一いつ杯ぱいいるのか？」

「種族だけでは入れないけど……そうだな、有名な種族では鵺ぬえとか、ベルセルク、窮奇──君と同じ竜種で、魔侯ケートーの血を引くヒトなんかもいる」

「ほう、ほう！　やはり凄い顔触れだな！　強いのだろうなあ」

　空を仰ぐクーベルネの頬ほおは興奮に染まっている。まるで昔の自分を見ているようで、俺は喉のどの奥で笑った。

「そりゃあ強いに決まってる。俺も早く彼等らに並べるよう頑張らなきゃな」

「えー、ライルがかー？」

　途端、クーベルネは盛大に顔を顰しかめた。

「……何だ、その失礼極まる反応は」

「だってなー、ライルは人間ではないか」

「ここのＳ・Ａ・Ｕも半分は人間の局員で構成されているんだぞ。レアードって奴やつも人間だけど選ばれている」

「でもなー、ライルは弱いしー。ケートーなんかと一緒に戦場に出て、ライルの仕事があるのかー？　魔法の巻き添えになるのがオチなのではー？」

「なっ、失敬な奴だな。現場にはな、人間にしかできない妙技ってのがあるんだよ」

「へえー」

「いや本当だって。俺だってあと五年もすればな？」

「そっかー」

　意地悪い笑みを浮かべながら明後日あさつてを向くクーベルネ。その態度は、中学生になってもスーパーヒーローを目指す男子を馬ば鹿かにした女子生徒と酷こく似じしていた。

　……く、悔しい。どうして十近く離れた子供にこんな顔をされなければならないのか。

　俺おれは自尊心を取り戻す為ために説教を口にしようとした時──。

　上空から猛烈な風が吹ふき荒すさび、俺達たちの髪や衣服を掻かき乱みだした。

　そして、俺の心臓を凍らせた。

「あ……」

　俺と同時に頭上を見上げたクーベルネが、言葉にならない言葉を漏らす。その顔に、巨大な影が差し掛かった。

　青空を占めたのは、翼開長一四メートルの巨大すぎる漆黒の翼。

　それを広げる、具現化した夜のような大おお鷲わしだった。

　大鷲は広げた翼に文様を輝かせ、とてつもない風量を放出し、ゆっくりと離着陸場の中央に降り立つ。そして鋭く大きい嘴くちばしの向こうから、雷の如ごとき双そう眸ぼうが俺達を見下ろした。

「三ヶ月振りか、ライル」

「え、ええ……多分、そのくらいかと」

　冷たく重厚な声に、俺の返答も竦すくむ。クーベルネにいたっては魂たましいが抜けたように目と口を開きっぱなしにしていた。

　俺達を睥へい睨げいするサンダーバードの巨体が、黒い霧に変じて輪郭を失う。サンダーバードだった黒霧が一瞬で中心に集束し、一人の男のシルエットを作り出した。

　人じん化か状態になっても、その身長は二メートルと巨大だ。軍用ブーツに包まれた足が一歩踏み出すだけで、地が揺れるような錯覚を抱く。

　無数の蛇のようにのたうつ黒い長髪。それに囲まれた赤ら顔は彫りが深く、顎などは人化状態でも鉄を噛かみ砕くだけそうなほど太い。何よりもＳ・Ａ・Ｕアーマーベストを内側から膨らませる程の筋肉が、見る者を圧倒していた。

　これが五十歳を超えた肉体だと、誰だれが信じる？

　魔物サンダーバードのテカムシ・カーティス一等実働官。Ｓ・Ａ・ＵブラボーではＥＭＰ攻撃と近接航空支援、時には人化状態でポイントマンも担当する生粋の戦士だ。その力を買われ、連絡官兼戦闘指南役として三ヶ月前から市警に出向している。

　ロザント支部実働部の最古参であり、俺の先生ともいうべきヒトだ。

「……オーロッドから【鉄てつ剣けん連れん合ごう】の事を聞いた。テカムシの見込み違いだったか？」

　感情が窺うかがえない低い声に、俺の背骨が震え上がる。

「いえ、その、あれは不測の事態というか──」

「テカムシはお前に言い訳わけを教えたか？」

　舌を失ったように黙り込む俺の額には、早くも冷や汗が浮かんでいた。

　……感情を出さないのでどれほど怒っているか分からない分、部長より怖い。

　士官学校時代以上の真剣さで気を付けの体勢を維持する俺から、テカムシは石化したように固まったクーベルネへと視線を移動させる。

「イルオレアが通信で言っていたのはこの子か？」

「はい。彼女が【竜りゆう羽ばの里さと】当主レオアームの息女、クーベルネです」

　早口で説明するが、俺おれの声なんてそっちのけで、テカムシは金色の目を上下させてクーベルネを品定めしていた。

　テカムシを見上げながら、クーベルネが一歩後ろに下がる。そして思わず知らずといった風ふうに、右手できゅっと俺のジャージの裾を握り締めた。

　俺とテカムシの視線で、自分の仕草に気付いたらしい。クーベルネは熱い物を触ったように俺の服を手放し、一歩進んで元に位置に戻った。

　そんな彼女を見て、テカムシが無表情のまま言う。

「安心していい。サンダーバードが海竜を食ったという異界記録はあるが、テカムシの腹は空すいていない」

「テカムシ、フォローになってません。余計に怖がらせて──いえ、何でもないです」

「妾わらわは怖くないぞ？　ドラゴンが恐れるものなどない」

　一いち瞥べつだけで沈黙した俺とは逆に、我に返ったクーベルネは軽い調子で答えてしまった。

　それがテカムシの気分を害したのか、サンダーバードの視線が稲妻のようにクーベルネを射抜く。しかし言葉通り、それとも鈍感なだけか、クーベルネはぼんやり首を傾かしげるだけでその視線を浴び続けていた。













　俺おれの心臓だけが酷ひどく痛む沈黙。

　しばらくしてから、テカムシは重々しく頷うなずいた。

「なるほど、強い子だ。アメルテア戦争でかのヌアイマーンを捕えた特殊部隊【スパルトイ】も、ドラゴンの部隊だったと聞く。テカムシは君を尊敬する」

「ありがとうな。お前もとても強そうだ」

　幻聴だと思いたいクーベルネの応答だったが、テカムシの固く厚い唇がほんの少しだけ緩んだ……気がした。

「君は外部魔物だったな。外部魔物ならばそろそろ都市が窮屈に感じてくる頃ころだろう。ここで人じん化か解除し、飛んでいくか？」

「あ、いや、テカムシ。彼女は──」

「彼女に飛行免許は無くとも、テカムシには飛行教官資格がある。敷地内ならば平気だ」

　厳格なテカムシから想像できないような提案だったが、俺が言いたいのはそこではない。

　そしてやはり、クーベルネはとてつもなく難しい表情を浮かべていた。

　本当は飛べないのだが、ドラゴンとしてそれは悟られたくない。しかし上う手まい回避の言葉が思いつかない。何だか、一目見ただけで何を考えてるか丸わかりな顔だ。

　口を噤つぐんだクーベルネの前で、沈黙して答えを待つテカムシ。俺は彼にだけ見えるように身体からだで隠した右手を駆使して、彼女、飛行、不可、まだ、とハンドシグナルを送った。

　横目で俺のメッセージを拾ったテカムシは、クーベルネの態度と合わせて彼女の煩はん悶もんを理解したらしい。

「……しばらく人化解除していない身で飛行魔法は危険だな。半人化解除で、基礎の反復だけにしておこう。忘れている所はテカムシが教えるし、それでも気分は晴れるはずだ」

「お、おお！　妾わらわ、それでもいいぞ。それやろう！」

　クーベルネにとって思わぬ幸運だっただろう。面目も保てるし、何より調停局の一流飛行士の教えを受けられるのだから。

「では、まずそこの広場で柔軟だ。ドラゴンといえども、墜落したら怪け我がをする」

「了解だ！」

　元気一いつ杯ぱいに応え、クーベルネはさっそく離着陸場の中央へと走っていった。

　意外というのは失礼かもしれないが、テカムシも子供には優しいらしい。

　……あれ？　中等部の頃、説明会で初めてテカムシと会った時に俺はかなり辛しん辣らつな言葉を浴びせられた覚えがあるのだが。何が生んだ差なのだろうか。

「すみません、テカムシ。忙しい所を」

「好きでやっている。それに今日の用事は既に終わった。あとは市警に戻るだけだ」

「用事って、Ｓ・Ａ・Ｕの訓練ですか？」

「それは只ただの口実に過ぎん。実際の目的は支局長への報告だ。通信は奴やつ等らに傍受されている可能性があったからな」

「奴等？」

　テカムシは懐からカーティス家相伝のパイプを抜き、火皿に煙草たばこの葉を押し込んでいく。

「市警では、三ヶ月前から幾つかの事件捜査が度たび々たび中止になっていた。その事件はどれも人類至上主義団体に通じる物ばかりだ。中止の理由は上からの指示だが、最初に命令した者の名前が出てこない。これは──」

「情報総局、ですか」

「恐らくな。情報総局の意志は、司法省上層部の誰だれかにも及んでいるのかもしれない」

　難しい状況の中でも、歴戦の戦士は紫煙をくゆらせながら淡々としていた。

　ロザントに集まりつつある人類至上主義団体。ハインを暗殺した謎なぞの魔物。それ等らから司法省の組織を遠ざけようとする、情報総局。

　この三つにどんな真実が隠されているか不明だ。分かっている事といえば、ようやく調停局に回ってきた人類至上主義団体のヤマを、俺おれのミスで失ったという事。

　今更犯したミスの重大さを理解して自責に駆られるが、ふと疑問が沸いた。

「あの、失敗した身でこんな事を訊きくのもアレですが、どうして俺なんかに潜入捜査を任せてくれたのですか？」

「オーロッドがあの子をお前に任せた理由と同じ。お前が馬ば鹿かだからだ」

「こ、これでも学生時代の学科試験は常にトップ五に入っていましたよ？」

「勤続三年目で七枚も始末書を書いている男は、馬鹿と呼ぶ以外に表現のしようがない。しかし馬鹿には馬鹿の役割、そして馬鹿だからこそ守れる物もあるだろう」

　パイプが指したのは、離着陸場の地面にへばりついてストレッチをするクーベルネ。

　準備体操が終わったらしい。彼女は早くも半人じん化か解除して背から竜翼を広げた。

「おおい、終わったぞー！　早く飛ぼう！」

　テカムシは無言で頷うなずき、パイプの灰を捨ててクーベルネの方へ歩いていく。

「ライル、格納庫からクッションマットを取ってこい。駆け足」

「は、はい！」

　飛び上がり、俺は猟犬顔負けの忠実さで格納庫へと駆けていく。

　……馬鹿の役割とは、何だ？　捨て駒？　雑用？

　それからしばらく、滞空に失敗して墜落し、また飛ぼうとするクーベルネの上下運動を眺めながら考えてみたのだが、結局答えは出なかった。




「いやあー、暫しばらく振りだったから調子が出なかったなあ」

　本庁舎一階廊下に、あっはっはとクーベルネの笑い声が響く。

　横を歩くクーベルネは擦すり傷だらけ。せっかく買ってやったジャージも埃ほこりだらけで所々がほつれてしまっていた。

「妾わらわはリンドラント以外と飛んだ事は無いが、ああして誰かと飛ぶのは一人よりずっと面白いな。今度はライルも飛ぼうな？」

「ああ、いつか。俺に羽根が生えたらな」

　格好はボロボロだったが、クーベルネは心底楽しそうだった。

　あれからテカムシが市警に戻るまでクーベルネの飛行訓練は続いたので、廊下の窓からはもう夕日が差し込んでいる。

「結局、ロクに案内も出来ずに訓練するだけになっちゃったな──ってあれ？」

　窓から視線を戻すと、横を歩いていたはずのクーベルネの姿が無い。彼女は近くの部屋の前に足を止とめ、灯あかりが落ちた室内を興味深げに覗のぞいていた。

「なあ、ライル。この部屋、変な物が沢たく山さんある」

「そこは展示室だよ」

　まだもう少しだけ時間はある。俺おれは展示室にクーベルネを呼び、中に招き入れた。

「おおー、なんだここは？」

　部屋の照明を点つけると、クーベルネが歓声を上げた。

　支部の展示室は無人だったが、その造りはかなり本格的だ。

　飾られているのは、調停局が扱った事件の記録や使用されている装備など。部屋の四方や中央に並べられたガラス台には写真や説明書きが整然と並ぶ、ジオラマまであった。

「ここは一般開放の日に、市民に調停局を知ってもらう為ための部屋なんだ」

　俺の説明を聞き流し、クーベルネはジオラマを囲むガラスケースに顔を張り付けてみたり、武器のレプリカが飾られた棚を調べたりと無作為に歩き回っている。

　ふと、何か気になる物を見付けたらしく、クーベルネの足が止まった。

　彼女の目に留とまったのは、元々は空港だった廃はい墟きよを写した数枚の航空写真だった。

「それはロザントの南にある、今は使われていない旧リぺリアル空港だな。そこの説明書きにある通り、ちょっと面倒な事件が起きた場所だ」

　元々、この空港は廃棄を待つ飛行機を一時保管する場所だったのだが、二十年前にヘクトの息が掛かったテロリストの潜伏地になっている事が判明し、調停局と連邦警察局の要請で州軍部隊が突入。テロリストは全員その場で殺された。

　その激戦で空港は大破したのだが、ヘクトへの非難の意味で修復せずに保管され、現在はそのままの状態で軍の演習や実験場として使われている。

　ヘクトは今もテロリストとの関与を否定し、クリアトは定期的にこの事件の事を糾弾している。外交的には大きな意味のある事件だが、【竜りゆう羽ばの里さと】と接点は無いはずだ。

　ちょっと怖くなり、俺はクーベルネに訊きいてみる。

「まさかこの事件と【竜羽の里】に何か関係が？」

「ううん、こんな事件は知らん。しかし、この平原は知っているぞ。昔、リンドラントの背に乗って見に行った事があるのだ」

　平然としたクーベルネの言葉に、俺はしばらく開いた口が塞ふさがらなかった。

「よ、よく撃ち落されなかったな。そんな危険を冒して、なんであんな所に？」

「ん？　竜羽の姫の妾わらわがここに興味を持つのがそんなに変か？」

　クーベルネは小首を傾かしげる。

「だってこの平原は、調停騎士に敗北する数百年前まで【竜りゆう羽ばの里さと】だったのだぞ？」

　そうだった。調停騎士に追われるまで【竜羽の里】はロザント南部にあったのだ。俺おれは、人魔社会と【竜羽の里】の軋あつ轢れきに無遠慮に触れてしまったらしい。

「んふふ、ライルは歴史を知らんなあ。よかろう、では妾わらわが教えてやる」

　しかしクーベルネは得意げに笑い、俺と向き合う形でガラスケースに腰掛けた。

「【邂かい逅こうの日ひ】にこの世界に迷い込んだ曽祖父は、ロザントの南方にある平原で同胞を集め、最初の【竜羽の里】を築いた。曽祖父は【黒くろ蛇へび】に従属せず、また魔候とも馴なれ合あわずに孤高を保った。誇りあるドラゴンとしてな」

　クーベルネの顔には遺恨や敵意はなく、むしろ知識を披露できる機会を喜んでいるようだ。戦いの歴史知識は別物なのか、その舌は滑らかだった。

「それから三百年後、調停騎士団は曽祖父に人間を食らう事を禁じ、ロザント加入を迫った。そして曽祖父が拒否し、戦争になった。調停騎士団は圧倒的に数で勝っていたが、曽祖父の力は、権力に依よらないはずの調停騎士団が魔候に援軍を要請したほどだった」

　結成当初から、調停騎士団は四千ほどの兵力を抱えていた。その全すべてを対【竜羽の里】に注いでいたわけではないだろうが、それでも竜の力が如い何かに馬ば鹿かげた物か分かる話だ。

「数名の魔候とその私兵の参戦により、戦況は逆転した。やがて曽祖父は調停騎士ユクエが振るう【グラム】によって首を刎はねられ、里は敗走した」

「グラム。魔剣【グラム】か？」

「おや、知っているのか？」

　話の腰を折るのも悪いので、俺は頷うなずくだけに留とどめておく。

　そうか。あのオッサン、巨竜をも殺せる代物で俺を脅していたのか……。

「そして一族は今の里に押し込められた。三百年間、守ってきた土地を奪われてな」

　クーベルネはやれやれと首を振り、知られざる昔話を仕し舞まいとした。

「……すまない。悪い事を訊きいたか」

「ん？　いやいや。謝られても困ってしまう。畏い怖ふされ、人間を食らい、戦いに果てる。ドラゴンとはそういう物だからな」

　照れ臭そうに笑うクーベルネだったが、可か憐れんな唇の隙すき間まから重苦しい吐息が漏れる。

「父上も、内心ではそう在りたいと思っているだろうがな。生憎あいにくとドラゴンには巣と宝を守るという宿命もある。そして妾も、ドラゴンだ」

「宿命、か。人間の俺には分からない感覚だな」

「あっはっは、そうだろう。竜種でなかった母上も、父上を理解する事に苦慮していた」

　子供らしく自慢げに笑うクーベルネだったが、その笑声はやがて萎しおれていった。

「……うん、そうだ。母上も大変そうだった」

　クーベルネの母親は、既に故人らしい。

　先日、クーベルネは母の眠る地に戻れないのは寂しいが仕方ない事と言ったが、そう割り切るまでにどれほど悩んだのだろうか。

　いや、本当に割り切れているのかすら、俺おれには分からない。

　しかしクーベルネに何かを選ぶ権利は無かった。外部魔物であり、竜の姫だったから。

　そこで俺の携帯が震えた。着信ではなくアラーム通知。クーベルネを送る時間だ。

　笑みの残ざん滓しを残した顔を俯うつむかせるクーベルネに声を掛けようとして、俺は考える。

　……今日、リンドラントは帰ってこないのだったな。

　仕方ない。少し手間が増える事を覚悟し、俺は溜ため息いきを吐きながら携帯を仕し舞まった。

「そろそろホテルに戻るか──と言いたいところだけど、問題発生だ」

「うん？　どうした？」

　俺を見上げる無む垢くな顔には、一片の寂しさも見当たらない。

　隠しているだけだろう。飛べない事と同じで、寂しがる様がドラゴンに似合わないから。

　クーベルネは、俺の思う以上に自分がドラゴンであるという事に固執しているらしい。

「すっかり忘れていたけどな、今日は【チャリオット】の開幕戦なんだ」

「ちゃりおっと？」

「そう、世界で一番熱いスポーツさ。本性状態の魔物が人間を乗せてスタジアムを走り、飛ぶ。人間はその上でボールを奪い合い、相手のゴールを狙うって奴やつだ」

「ほう、なんだか面白そうな遊びだな」

「遊びじゃないぞ？　なんたって【チャリオット】の起源は戦争だからな」

　こう言うと食い付くだろうと思ったが、やはりクーベルネの手は握り拳こぶしを作っていた。

「だけど、君をホテルに送る往復の時間を考えると、確実に前半を見逃す。だからといって試合が終わってから送れば時間が遅くなるので安全上まずい……さて、どうするかな」

　自分は俳優になれないなと感じつつ、思案に耽ふける振りをする。そんな俺を固唾かたずを呑のんで見守るクーベルネは、【チャリオット】とは違う期待に胸を膨らませているようだった。

　一拍の間を置いて、俺は力を抜いて笑った。

「仕方ない。クーベルネ、今日はここに泊まっていくか？　ここの警備はホテル以上だし、俺も今日は泊まる予定だ。もしそうするなら上とリンドラントには俺から連絡して──」

「泊まる！　妾わらわ、泊まっていくぞ！」

　その時のクーベルネの喜び方は、まるで極限まで膨らませた風船が割れて中の紙吹雪が舞い散ったようだった。

「そのちゃりおっと、というのが見たいしな！　仕方ないな！」

「ああ、仕方ないな。じゃあ、オフィスに戻るか。あそこにはでかいモニターがある」

　と、歩き出した俺の背中を衝撃が襲い、危うく前に倒れそうになった。

「なあなあ、ちゃりおっとというのはこういう感じか？」

「人間が魔物に乗るんだからな？　逆だからな？」

　言っても、俺に飛びついたクーベルネは笑うばかりで背中から降りようとしない。仕方なく、俺はクーベルネを背負ったまま歩き出す。

　背中に掛かる体重は、とても軽かった。




　午後十時を回ると支局からも人ひと気けが消え、廊下を歩く警備員や当直の足音がオフィスにまで届くほどの静けさに満ちている。

　照明を落とされたオフィスで煌こう々こうと輝くＰＣモニターには、明日のコウカ議員とクーベルネの会談の護衛計画が表示されていた。レアードが計画したものだが、さすが元軍人と言った所か。様々な緊急事態を想定し、各局員の対応が細かく設定されている。

　魔物局員の各特性と人間局員の得意技能、そして全員の性格すらも計算されているのだから、指揮能力に掛けてはレアードが支局一だろう。

　魔物のような戦闘能力が無い以上、同じ人間のレアードから俺おれが学ぶべきものは多い。なので、吸い取れそうな技術は吸い取ってしまおうと先ほどから一人分析していたのだ。

「むぅ」

　ようやく一区切り付いて寝不足と疲労で痛む両目を指で押さえていると、背後で小さな唸うなり声ごえが聞こえた。

　振り返ると、背せ凭もたれを倒した後ろの席で毛布を抱き抱えて眠るクーベルネの姿があった。

　一時間ほど前までは同僚と夕食を食べながら【チャリオット】に熱狂していたのだが、モニターの光に照らされるその寝顔は安らかだ。

　苦笑し、俺はクーベルネの腕の中からそっと毛布を取り上げ、身体からだの上に掛け直してやる。すると、彼女は寝顔に幸せそうな笑顔を乗せた。

「……お母様」

　その柔らかな寝言にドキリとし、そして俺の胸に重たい物が圧し掛かった。

　俺はクーベルネの寝顔を眺めたまま、自分の席に戻る。同情するにしても、人間の俺と彼女では立場は余りにかけ離れていてそれすらも上う手まくいかない。

　彼女が人間であれば、クリアト国民全すべてが魔物だったら、人質なんて必要無かった。

　人間がいなければ。魔物がいなければ。俺達たちが同じ生物であれば、この世の苦しみの大部分は存在しなかった。

　世界には【邂かい逅こうの日ひ】を憎む声がある。【黒くろ蛇へび】を裏切った魔候を恨む声がある。

　そんな無様な声にも一端の真実が紛まぎれている事は、この世の誰だれもが承知しているだろう。

　調停局員になった今でも、いや、調停局員になってから尚なお更さら、俺はその声を否定する言葉を見失っていた。

　口から溜ため息いきが漏れ、俺は胸元の調停局バッジから一枚の写真を取り出していた。

　写真に写るのは小さな金髪の少年と、兄貴風ふうを吹かせている銀髪の少年。その写真は、過ぎ去った記憶の笑い声を俺の耳に届かせた。

　不審の目に囲まれ、だからこそ力強く聞こえた笑い声。強く、俺を惹ひき付つけた背中。

　……最後の時、アンタは人魔社会を恨んだのか？

　それともやっぱり、いつもの通り苦境を笑い飛ばしていたのか？

　きっと、後者だろう。写真の中の銀髪の少年が浮かべる、むかつくくらい不敵な笑みが俺にそんな確信と満足感を与えた。

「アンタは折れないし、諦めないよな」

　揺らいだ芯が再び強くなっていくのを感じ、俺おれは眠る竜りゆう姫きに不敵な笑みを向けた。

「そうさ、俺達たちはヒーローだ。子供一人幸せにするくらいなんてことないよな、ウィル」

　写真の少年は、変わらぬ力強い笑みで俺に応えてくれていた。




　闇やみを払う、色彩豊かな人工光に包まれたロザントの夜。

　ハルメリア地区の煌きらびやかな夜景の中にそそり立つ高級ホテル、その最上階にある一室に情報総局のロイヤーはいた。

　彼のサングラスに映るのは、バーカウンターや十人掛けソファが優雅に飾るロイヤルスイート。中央のガラステーブルを共に囲む、身なりの良いスーツ姿の老人だった。

　卓上に晩ばん餐さんはない。代わりにあるのは、互いに対する不信感だけだった。

　やがて、老人は重々しい声で沈黙を破った。

「ロイヤー。今一度聞くが、我等らに協力する目的は何だ？」

「まだ疑うのですか？　心外ですねえ」

「我等は、情報総局も魔物も信用しない」

「目的はともかく、目指す結果は貴方あなた達【血ちの尊そん厳げん社しや】と同じですよ。サクリースさん」

　ロイヤーの言葉に、人類至上主義団体【血の尊厳社】ロザント支部長サクリースは不快げに両腕を組んだ。

　市民魔物の完全排除を目指す地下組織に対し、ロイヤーは大胆にも情報総局の名を出して接触しているが、気にも留とめず話を進めていく。

「サクリースさん。先日のハインさんは悲しい犠牲でした。ですが彼等が調停局や市警の目を引いてくれたお陰で、我々の計画は順調に進んでいます」

「惜しむ振りは要いらん。ハインも【鉄てつ剣けん連れん合ごう】も、さほど重要な物でもない」

　サクリースは頬ほおに凶暴な笑みを浮かべ、ヒトの命を切り捨てる。

「しかしハインの口封じの為ために、あの魔物が私の命令に忠実に応じたのは認めてやる。あれは愉快だった」

「それは良かった。では気分が良くなった所で本題に入りましょう」

　さっさと無駄話を打ち切り、ロイヤーは手元のアタッシェケースを開いて一枚の書類を指に挟む。サクリースは顔の不愉快を強めつつ、書類を受け取った。

「明日の会合場所を特定しました。目標は午後四時から六時までコウカ下院議員と密会します。こちらが目標の写真と、護衛の配置です」

　サクリースは受け取った書類を眺める。

「……襲撃はそちらの手勢か？」

「ええ。私の友人が快く人手を貸してくれました」

「【鉄剣連合】の騒動に隠れてこの都市に入った流れ者共の事か」

　サクリースが不審と嫌悪の目をロイヤーに向ける。

「あれは信条も何もない卑しい化ばけ物もの共だ。確実に操れるのか？」

「どうでしょう。まあ、基本的には暴れるだけですし、難しい要求をしているつもりはないので大丈夫だと思いますが……」

　サクリースは鼻で笑い、ライターで書類に火を点つけてテーブルの灰皿に投げ込む。

「だが迂う遠えんだな。ハインを殺したあれを投入すれば確実だろうに」

「あれは最後の手段です。ハインさんの暗殺に使った理由は命令通りに動くか動作確認したというだけですよ──そして何より、明日の成否はそれほど問題ではありません」

　席を立ち、夜景が広がるガラス璧へと向かいながらロイヤーは軽く言い放はなってサクリースを振り向かせる。

「何だと？」

「明日は、あくまでも司法省の動きを封じる一手に過ぎません。一応は助力しますが、上う手まくいけば儲もうけもの。それだけです。お膳立てが整い次第、私自身が動きましょう」

　ロイヤーの言葉を理解し、サクリースは頬ほおを皮肉に歪ゆがめて立ち上がった。

「では私は、最後の舞台で待っていよう。世界の在り方を正す生いけ贄にえを」

　冷徹な人間の目が見下ろすのは、灰皿の中で炎に包まれていく赤髪の少女の写真。

「我等ら【血ちの尊そん厳げん社しや】は、これ以上の魔物の横暴を許しはしない」

「情報総局としても、同感です。外部魔物の流入による治安悪化や保護費の肥大化は、クリアトにとっても頭の痛い問題ですから」

　憎悪が滴る声と乾いた声を交差させ、老人は部屋から出て行く。その姿を見送る事なく、ロイヤーはガラス璧から美しいロザントの夜景に溜ため息いきを投げ掛けた。

　一人になったロイヤーは僅わずかにサングラスを下げ、足元に広がる夜景を見み遣やる。

　一五階のホテルから見下ろすと、フランチェスカ公園の真ん中にライトアップされた聖人像の姿が見えた。

　……聖フランチェスカよ。貴女あなたは正しい。いや、正しかった。

　世界は変わってしまった。この世は、もはや美しい理想だけでは救えないのだ。

　言いながら、脳裏では聖女の理想を宿したような青年を思い出していた。

「この世界は、もう英雄を欲していないのですよ。そして求められぬ者は、世界の害となる。貴方あなたも、もうすぐ理解するでしょうがね」

　金こん色じきの両目が、優しく細められる。

「ですがその真理を善しとしないのであれば、そして貴方が生き残れるようであれば……私達たちは長い付き合いになるかもしれません」

　小さな呟つぶやきはガラス璧にぶつかり、誰だれの耳にも入らずに掻かき消きえた。





四章







　翌日、会合はオープンを数日後に控えた百貨店で始まった。

　密会場所としては奇抜だが、実際に護衛してみるとかなり有効な場所だと分かった。従業員もおらず、全階層に監視カメラがある。事前に綿密な打ち合わせをした事もあり、警備は万全といえるだろう。

　俺おれとレアードの担当場所は、八階のレストランの入口。

　閉じられたガラスドアから覗のぞけば、赤い絨じゆう毯たんが敷き詰められた店内で、白いローブ姿のクーベルネと食卓を囲んでいる中老の女性──コウカ下院議員が見えた。

　品の良いパンツスーツがビシッと決まった、出来る女といった感じか。彼女にとっては目元の皺しわも老化の証でなく貫録の象徴だ。

　彼女は竜りゆう種しゆ啓けい蒙もう協きよう会かい理事の他ほかに外部魔物の人権保護にも尽力している有能な人物だ。

　ガラスドアに映る自分の姿と見比べてみるが、俺の背広姿の方はあまり似合っていない。おまけに新しく追加した銃器を後ろ腰に隠しているのでズボンがずり落ちそうだ。変な生物を見る目でこっちを眺めるレアードも背広姿が様になっているのが憎たらしい。

「……なんか挙動不審だぜ、お前。警備担当として職務質問しておくべきか？」

「アンタの部下だよ、俺は。ほっといてくれ」

　更に軽口を重ねようと口を開いたら、代わりに大きな欠伸あくびが漏れた。寝不足が重なって本格的に痺しびれてきた脳を、左耳のインカムから不機嫌そうなアルミスの声が刺してくる。

『ねえ、どうして私は外の警備なのかしら？』

「一角獣は室内戦が苦手だから。不満なら責任者のレアードに言えよ」

　言いながら視線を遣やると、顔を顰しかめたレアードが首を振っていた。

「で、昨日の捜査結果はどんな物だった？」

『駐車場で襲撃者の物と思われる血液が取れたわ。連邦警察の友達にＤＮＡを採取させて種族解析を任せているけど、結果が出るにはまだ時間が掛かるわね』

　ＤＮＡ解析でも種族は分かるが、魔物は亜種混血を含めて何千何万種もいるので分析には時間が掛かる。その後に行うＤＮＡデータベースの検索も無数の犯罪者や要注意人物が登録されているので、魔力分析ほど特効性はない。

「やっぱり魔力分析が手っ取り早いか。あれなら半日で結果が分かる」

『床を一人で這はい回まわるくらいなら可能だけど、魔力分析の馬ば鹿かでかい機材を病院に搬入すれば情報総局に感付かれるわよ。長くてもあと三日で済むから、お行儀良く待ってなさい』

　軽く息を吐いて通信を終えると、レアードが笑いを噛かみ殺ころしていた。

「お前、やっぱり捜査してたのか。どう動くつもりだ？」

「どうもこうも、これから考えるさ。情報総局に目を付けられてるし、判事がすんなり令状を発行してくれる状況とも思えないしな。そっちはどうなんだ？　昨日は出ていたって聞いたけど、この件を探っていたんだろう？」

「ああ。一つだけ、気になる事があったんだが……」

　口籠ごもったレアードは、周囲を気にしながら俺おれの首に片腕を回して引き寄せる。

「ロザント基地の知り合いから聞いたんだけどな、六ヶ月前にあそこの基地司令と情報総局の工作担当次官が接触していたそうだ。今も綿密に連絡を取り合っているらしいぜ」

「基地司令と工作担当次官？」

「大学時代からの仲だが……きな臭い話だろ？」

　確かに、タイミング的に色々と想像を掻かき立たてる組み合わせだ。

「そうだな……例えばハインを殺害した男は軍人で、基地司令に軍の不祥事の抹消を頼まれた工作担当次官が秘密裏にそいつを暗殺しようとしている──とか？」

　最初にそんな考えが浮かんだが、レアードはすぐに否定した。

「可能性は低いな。いいか、工作担当次官ってのは国外組織や他国を相手とした対外的な工作活動の責任者だぜ？　幾ら基地司令と友人だからといって不祥事の揉もみ消けし程度に協力するとは思えないし、逆にこうして目立っている」

「国外組織や他国って言ったって、どの国だよ」

「ロザントには各国の領事館があるし、輸出入も盛んだ。現時点での推理は不可能だな」

　結局、手掛かりは無しか。溜ため息いきを吐く俺の肩を叩たたき、レアードは俺を解放した。

「ま、ここでする話じゃねえな。ドス黒い話は忘れて、今はお姫様の警備に集中しようぜ」

「……だな。とても社会加入を控えた魔物に聞かせられる話じゃないし」

　内緒話を終了した瞬間、背後でドアが開かれる音がして俺達たちの動どう悸きを跳ね上げた。

「おや、驚かせてしまいましたか？」

　振り返ると、【竜りゆう羽ばの里さと】の紳士リンドラントがレストランから出てきたところだった。

「ど、どうしたんですか？」

　まさか聞かれていたかと怯おびえたが、どうやら聞こえていなかったらしい。リンドラントは優しげな皺しわを深めて微笑ほほえんだ。

「私はこの後に別の会談の予定があるのですが、もうそろそろ先方のお迎えがここに到着するそうなので、一足先に失礼させていただきます」

　横目で見ると、レアードが俺に向けて顎を軽くしゃくった。

　頷うなずき、俺はリンドラントに向き直る。

「では、俺が玄関まで案内します」




　俺とリンドラントは無人の一階ホールまで移動したが、迎えの車はもうしばらく掛かるらしく、俺達は玄関近くの喫煙所で待つ事にした。

　俺は横にあった自販機でブラックコーヒーを買い、長椅子に座るリンドラントに手渡す。

「どうです？　社会加入の調整は上う手まくいっていますか？」

「いや、久しぶりに沢たく山さんの文字を読んだので目が疲れてしまいましたよ。相手の方が気を利かせてくれて、文書の文字を大きくしてくれたのが救いです」

「国家と交渉しているのですから。お察ししますよ」

　そして自分の分に砂糖入りのも買ってから、彼が外部魔物だという事を思い出した。

　缶の開け方を教えようと振り返ると、リンドラントは意識した素振りも見せずに缶を開け、コーヒーを一口飲んでいた。

「……ところでライル殿。先ほど姫様が、昨夜は貴方あなたの傍そばで寝たと仰おつしやっていたのですが」

　瞬間、俺おれの全身から血の気けが引いた。

「は？　いえ、それは誤解ですよ！　いや、近くで寝ていたのは事実ですが」

「あれでも我等らの姫なのです。傷物にされては、ドラゴンの誇りに懸かけて貴方に責任を取って頂くしかありませんな」

　リンドラントの銀眼が鋭く光る。

　いかん、このままでは二十歳にして婿養子にされてしまう。いや、それどころではない。俺は今、未成年者性暴行の容疑を掛けられているのだ！

　泣きそうになっている俺を見て、リンドラントは肩を震わせる。やがて堪こらえきれずと言った風ふうに、老いた竜は声を上げて笑った。

「はっはっは、冗談です。ライル殿がそんな男だとは思っていませんよ」

　この爺じいさんまで俺をからかうか。俺は歪ゆがむ口元をコーヒー缶で隠した。

「昨晩、姫様はとても楽しかったと仰っていました。本当にありがとうございます」

「いいえ、大した事ではありませんよ」

「それでも姫様は喜んでおられた。あんな姫様を、最後に見たのはいつだったか……」

　その呟つぶやきには、コーヒーの味が乗ったかのような微かすかな苦味があった。リンドラントは憂いを帯びた銀色の目で、どこか遠くを見据えている。

「議員殿とは幼い時にお会いしていたのですが、姫様はお忘れになっていたようですな」

「そんな昔から【竜りゆう羽ばの里さと】と議員は交流があったのですか？」

「ええ。同じ竜種という事もあり、当主様とは古くからの友人なのですよ。当主様の最後の奥方様──姫様の母君の葬儀にも参列していただきました」

　最後の奥方……離婚歴が？　と一瞬生臭い事情を勘ぐってしまったが、すぐに思い付いた。レオアームは齢よわい三百歳を超える大魔物だ。

　連れ添う相手や子供も同じく大魔物である可能性は低く、レオアームは何度も愛する家族の死を見届けてきたのだろう。だとすると、長命も良い事ばかりでない。

　俺の表情を読み取り、リンドラントが頷うなずいた。

「戦いを尊ぶ当主様も、数多あまたの近しい者の死に心を痛めました。今回の決定も、それが深く影響されているのでしょうな」

　リンドラントの言葉で、俺はようやく理解した。

「レオアーム殿は、クーベルネの為ためにこの社会加入を？」

「ええ。あの方は何よりも姫様を失う事を恐れていましたから」

　レオアームは我が身大事や里の為ためにクーベルネを人質にしたのではない。

　彼女の安全を確保できる一番の手段として、人質という形を選んだのだ。

　自分の命の為に、娘を差し出せる親など存在しない。人間にも、魔物にも。

「……見損ないましたかな？　巨竜レオアームも、一人の父である事に」

　優しさの中に薄い刃を隠した質問に、俺おれは首を振る。

「むしろ安心しました。憧れの存在であるドラゴンが、無慈悲な存在ではないと分かって」

　俺が視線で示したのは、壁に貼られた広告の数々だ。その中の最新映画の告知ポスターには、雄々しく翼を広げたドラゴンの姿が描かれている。

　今も昔も、竜種魔物は活劇に欠かせない存在だ。ある作品では巨悪を倒す主人公として、ある作品では巨悪そのものとして。

「ははは。ボタン一つで海の向こうを焦土に変えられる時代でも、ドラゴンの伝説は健在といった所でしょうか。年とし甲が斐いも無く嬉うれしく思ってしまいますな」

　ポスターを見て無邪気に喜ぶ老人に、俺も笑ってしまう。

「しかし【竜りゆう羽ばの里さと】と言っても、今は竜種魔物は私や姫様を含めても五人しかおりません。民のほとんどは居場所を失った魔物の流民か、その末まつ裔えいですよ」

「魔物の、流民……」

　それはつまり社会から追われた者達たちの事か。

　リンドラントの笑顔に影が差す。

「ご想像の通り、里には社会を敵視する者も多い。彼等らはレオアーム様の過去の戦いに共感し、里に流れ着いたのですから」

　てっきり里の者の大半が社会加入を支持していると思っていたが、どうやら逆らしい。

　……しかし、旧知の仲で竜りゆう種しゆ啓けい蒙もう協きよう会かい理事とはいえ、どうしてコウカ議員はそんな不安定な集落を扱おうとするだろうか。何か起きれば、彼女の政治生命が断たれるのは確実だ。

　コウカ議員とクリアトが欲しい何かが【竜羽の里】にあるのだ。リスクを冒してでも。

　下を向いて考えていると、リンドラントが視線を投げている事に気付いた。

「ライル殿は、今回の件に疑問を持っておられるようですな」

「あ、いや、すみません」

「当然の疑問です。口止どめをされているので私からは言えませんが……そうですね。ドラゴンは、宝を守ると言ったところでしょうか」

　楽しげにヒントを語る老人。俺はその優しさに少し乗っかってみる事にした。

「【竜羽の里】には財宝が眠っているという事ですか？」

「その程度ではここまで優遇してもらえないでしょう。もっと実用的な物ですね」

　言いながら、リンドラントは俺の手元に目を落とす。それに倣ならって俺も視線を動かすが、手にあるのはコーヒー缶だけ。

　困惑する俺の前でリンドラントは笑うが、その笑みもどこかくすんでいた。

「しかし価値ある物は我々に有利をもたらし、同時にリスクを与える。その危機が、姫様に振り掛からなければいいのですが……」

　銀の目は、再びドラゴンが描かれたポスターを見据えていた。

「……貴方あなたも過去に人魔社会に身を置いていた事が？」

「ええ。私も流民のクチで、クリアト連邦で半生を過ごしました」

　軽く答えてくれたが、やはり双そう眸ぼうには過去の痛みを懐かしむような色があった。

　どういう経緯があってこの老人が【竜りゆう羽ばの里さと】に亡命したか興味があったが、さすがにそれを訊きくほどデリカシーがないわけではない。しかしこれで、リンドラントの外部魔物らしからぬ振る舞いに説明がついた。そういう経歴があっての、使者の抜ばつ擢てきだろう。

「私は人魔社会の安全性と危険性を知っている。そしてドラゴンという強大な存在に集まる、この世界の呪いの恐ろしさも」

「呪い？」

　頷うなずいたリンドラントが説明しようとした時、外の方で車のクラクションが聞こえた。

　玄関口に公用車らしき黒い車が横付けし、その左右からスーツ姿の二人の男女が出てくる。特別司法警護官だろう。

「どうやら到着したようですね。この話は、次の機会にでも」

　リンドラントは残ったコーヒーを飲み干し、近くのゴミ箱に空き缶を入れてから立ち上がる。そしてドラゴンの老人は、警護官に守られながら車へと乗り込んだ。

　リンドラントの会談相手の物らしき公用車が走り去る姿を見送りながら、俺おれは右手で携帯を取り出していた。

『やあ、ライル君。どうしたんだい？』

　電話に出た相手は、実働部のサイバー担当官の男だ。

「今から車両番号を読み上げるから、持ち主を調べてくれ」

　そして俺は遠く離れていくナンバーを音読し、情報をメールで送信してもらう。

　すぐに情報を開くと、頭の中で散らばったパズルのピースの幾つかが嵌はまった感覚がした。

　それに伴ったのは、身震いするほどの重圧。

「クリアト連邦エネルギー省、か」

　これなら、クリアトが【竜羽の里】の社会加入を急いでいる理由も説明できる。

　……もしこの事が外部に漏れれば、国家間戦争が起きる可能性すらある。

　携帯を握り締めながら、俺は自分の左手を眺めていた。




　やがて会談は滞りなく終了し、クーベルネとコウカ議員がレストランから出てきた。

「クーベルネさん。何か困った事があったら遠慮なく私に言って下さいね？」

「おう！　コウカも、ドラゴンの力が必要なら妾わらわに言ってくれ！」

　使者にあるまじき態度と口調だったが、コウカ議員の笑みは崩れない。さすがと言った所か。そんな様子を眺めつつ、俺は無線でアルミスに連絡を入れた。

「終わったぞ、アルミス。車を西出口の前に回しといてくれ」

『了解したわ。ところで右がアクセル、左がブレーキよね？』

　余りの質問に言葉を失う。今回のパートナーなのでスペアキーを渡してあるが、そういえばアルミスが車を運転している所を今まで見た事がない気がする。

『冗談よ。というか、運転免許が無ければ実働官になれないでしょうが』

　続いた一言で俺おれは脱力し、すぐに怒りを込めて言い返した。

「絶対に、絶対に車を傷付けるなよ。丁重に、それこそ乙女のように扱え」

　通信を叩たたき切り、俺もエレベーターへ向かった一団の後を追う。

　しかし、エレベーターは既に到着していたのだが、何な故ぜか誰だれも乗ろうとはしていなかった。コウカ議員は困った様子で頬ほおに手を当て、レアード達たちも戸惑っている。

　その視線の中心にいるのは、やはりクーベルネだった。

「レアード、どうかしたのか？」

「ああ。お嬢ちゃんが、この百貨店内を見学したいと言い出してな」

「なー、少しくらいは良いだろう？　この塔全体が一つの店なのだろう？　見てみたい」

　そう言うクーベルネは、もう姫ではなく只ただの駄だ々だっ子こだった。

　俺は自分の左手首を見て、腕時計ではなく【樹じゆ龍りゆう輪りん】の腕輪を着けている事を思い出す。右手の腕時計を見直して時刻を確認すると、六時二分。

「護衛の撤収開始まであと一八分あるな。いいよ。俺が付き添うから、レアード達は議員を送ってくれ。警備室での監視は続いているんだろう？　なら大丈夫だ」

「分かった。だが時間は厳守しろよ。嬢ちゃんが出なきゃ、撤収を始められない」

「よし、決まったな。行くぞ、ライル！」

　話が纏まとまった瞬間、クーベルネは一人でエスカレーターの方へと駆け出してしまった。制止の声を掛けようとしたレアードに片手を振り、俺だけが彼女の後を追う。

　停止しているエスカレーターを降りるリズミカルな二つの足音が、広大な店内に響く。

「──おっ？」

　途中の五階でクーベルネが何かを見付け、エスカレーターから外れた。

　積み重なる段ボールに囲まれた廊下を通り、クーベルネが向かった先は玩具おもちや売り場だ。廊下沿いの陳列棚には、気の早いぬいぐるみ達が開店に向けて笑顔を振り撒まいていた。

「おお、見ろ。妾わらわがいるぞ！　面白いなあ！」

　クーベルネはその内から大きなトカゲのぬいぐるみを取り上げ、ケラケラ笑った。

　天井では、監視カメラが角度を変えて俺達を追っている。議員側の護衛が、警備室から見守ってくれているのだろう。

　照明に照らされた廊下の向こう。奥のガラス張りの壁からは夕暮れの赤光が差し込んでいる。開店すればヒトに埋もれるであろう百貨店も、無人だと一層の寂しさを醸かもしていた。

　そんな景色の中、クーベルネはドラゴンのぬいぐるみを抱きながら踊るように回転し、ローブの裾と赤髪を広げながら笑っていた。

　……彼女はぬいぐるみを手放しそうにないし、後で代金を置いていこう。

　俺おれは陳列棚に背を預けてネクタイを緩める。

「それで、会談はどうだった？」

「うむ、コウカによれば今月中には手続きが完了し、我等らはクリアト国民となるそうだ」

　吉報だったが、ローブが汚よごれる事も厭いとわず、クーベルネはぬいぐるみを抱いたままぺたりと床に座り込んでしまう。

　クーベルネの顔は、笑顔と困り顔を半分ずつ混ぜたような顔だった。

　当たり前だ。社会加入が正式に決定すれば、クーベルネは二度と【竜りゆう羽ばの里さと】に戻れなくなる。それが彼女自身の為ためであっても、辛つらい事だろう。

「……やっぱり、里が恋しいか？」

「ん？　いやいや。前に言っただろう？　里の友人はリンドラントぐらいしかおらん。ライル達たちと一緒に居られる方が楽しいぞ」

　明るく言うが、空色の瞳は悲しみに曇っていた。

「しかし社会加入が済めばもうライル達と会えんと思うと、やはり少しだけ寂しい。詮の無い事ではあるが、な」

「どうしてだ？　幾ら人質でも、監禁されるわけじゃないだろう」

「加入後、妾わらわは学校に通う事になっているが……」

　さすがにそこまでクリアトも冷酷ではなかったらしく、俺は安あん堵どする。

「だったら長期休みにでもロザントに来ればいい。どこの州に住むかは知らないけれど、飛行機を使えばどこからだってその日の内に来れるさ」

　二ヵ月前ぐらいに事前に言ってくれれば、きっと俺達も休みを合わせられる……と、思う。その辺りはでかい事件が起きない事を祈るしかできないが。

「だが、ライル達はもう妾と会う理由が無くなる」

「え？」

　言っている意味が分からず、俺は間抜けな声で訊きき返してしまう。

　俺と目を合わせる事なく、クーベルネは小さな顎を胸に抱いたぬいぐるみに乗せていた。

「社会加入が決定すれば、ライル達は求めている物を得られる。そうなってしまえば、妾にかしずく理由はなくなるではないか」

　細い腕が、ぎゅっとドラゴンのぬいぐるみを抱き締める。子供を抱く母のように──ではなく、子供が母の腰に抱き付くように。

「妾はそれが嫌というつもりはないぞ？　ドラゴンと他者を結ぶのはそんなものだ。妾の祖先は異界で人間の国を治めていたらしいが、結局は孤独だった。王族なら余計だろう」

　その言葉は俺に説明する為の物ではなく、自分に言い聞かせる為の言葉だった。

　思い出すのは、先ほどのリンドラントとの会話。

　もし俺の想像通り、流民だった【竜羽の里】の住民大半が人魔社会を憎み、この社会加入に反対しているならば、彼等の目にこのクーベルネという少女はどう映るだろうか。

　クーベルネは、里の者とは話さないし、友達もいないと語った。

　そしてレオアームが人質という形を取ってまで、急いでクーベルネをクリアトへ移した理由。里の者達たちとクーベルネの関係は、推して知るべしだろう。

　……クーベルネは、自分が竜りゆう姫きで特別である事を自身に言い聞かせているのだ。

　その理屈が『竜姫なのだから、孤独は当然』という心を守る盾になると信じて。

　しかしそれと引き換えに、俺おれ達とのやり取りが商取引の一手にしか見えなくなっている。

　クーベルネの世界に在るのは、父と、故人である母、同じ竜種のリンドラントくらいなのだろう。そして今、彼女はそれ等らからも切り離されようとしていた。

「前にも言ったけど、俺達は君の臣しん下かじゃないからな。かしずいているつもりはないぞ」

　極力、気楽な声に聞こえるよう努め、俺は背広の内ポケットからメモ帳とペンを取り出して白紙の紙に字を書いていく。

「それともう一つ。友達と会う理由なんて、特に要いらないだろう？」

　メモの一ページを破り、クーベルネに差し出す。彼女はぼんやりとした顔で受け取った。

「これは？」

「俺の住所と電話番号。何かあったら、いつでも電話するなり直接来いよ。用事は何でもいいぞ？　隣の席のあの子が気になるとか、食べ過ぎて一キロ太っちまったとか……でも、俺に金銭面の支援は期待するなよ。アルミスに言ってくれ」

「うむ、ありがとう」

　ぬいぐるみを抱きながらメモを受け取ったクーベルネは、まるで子供から玩具おもちやのお金を貰もらった大人おとなのような顔だった。

　何年も──社会加入の準備期間を考えると、彼女は生まれた時から孤独だったのだ。だから彼女は竜姫という特別の殻で、孤独と人質という無情な扱いから己を守ろうとした。

　それは、紙切れ一枚で簡単に変わるものではない。

　調停局に、俺に、何ができる？　何をしてやれる？

「クーベルネ──」

　その時、バツンという音が頭上で連続した。

　同時に天井にある照明が次々に電源を落とし、店内が暗くなっていく。

　時刻を確認するが、撤収まで残り七分はあった。

「おや？」

　クーベルネも薄暗くなった周囲を見回している。広い空間がここまで暗くなると少し怖い。こうなると奥のガラス璧から差し込む夕日が、余計に不気味だった。

　一ひと先まず会話を中断し、俺はインカムでレアードに抗議を入れる。

「時計見てないのかよ。まだ時間あるだろ？」

『だ──電源……？　……しろ……』

「おい、レアード？　おい！」

　酷ひどいノイズが紛まぎれ込んで聞こえない。故障かと思って腰に付けた無線機を弄いじるが、むしろ僅わずかに聞こえていたレアードの声が消えてしまった。

　不審に思い、通信手段を携帯電話に切り替える。しかし小さなモニターに目を落とした瞬間、自分の顔が強こわ張ばっていくのが分かった。

　……圏外？　馬ば鹿かな、こんな町まち中なかで？

　視線を天井に上げると、先ほどの監視カメラが無機質な目でジッと俺おれ達たちを睨にらんでいた。

　監視カメラを睨にらみ返かえしながら、俺は背広の中から【グロス一七】を抜き、トリガーガードに人差し指を這はわせる。無骨な武器の登場に、クーベルネは目を瞬まばたいた。

「さあ、立って。外に出よう」

「何かあったのか？」

「分からない。でも、嫌な予感がする」

「ライル、あれは……誰だれだ？」

　何かに気付き、クーベルネは青い目を薄うす闇やみへと向けていた。

　振り返ると、降りてきたエスカレーターの方向から人影が近付いてくるのが見えた。そいつ等らは無言のまま、足音も立てずにこちらへと向かってくる。

　レアードがまだ近くにいた護衛を呼んでくれたのか。

　目を凝らすと、先まずそいつ等が三人だと分かった。どの顔にも見覚えは無く、調停局員でも議員側の護衛でもない。

　そしてそいつ等が片手に構えている物を認識した瞬間、全身の毛が逆立った。

「ぅわあ！」

　クーベルネを左腕で抱き締め、俺は横の陳列棚に体当たりする勢いで跳んだ。

　その前後、男達が無造作に構えた三丁のサブマシンガンでフルオート射撃を開始。

　銃口に取り付けられたサプレッサーがホッチキスを留とめるような声で合唱し、四五口径自動拳銃弾の嵐が廊下に吹ふき荒あれる。

　陳列棚を左肩で押し倒しながら【グロス一七】を連続発射。ぶれた応おう射しやはあらぬ方向へ飛ぶが、その間に段ボール山の陰に隠れる。視界の端で、クーベルネが落としたぬいぐるみが空中で弾雨の凌りよう辱じよくに遭い、白い綿を零こぼしながら粉砕されていった。

　騒々しく倒れた陳列棚の上を転がり、床に着地。更にクーベルネを抱いたまま弾丸の下を這い、玩具おもちや売り場中央にあったレジカウンターの裏に隠れた。

「ライっ……」

「怪け我がは無いな？」

　突然の事に驚いている様子だが、怪我も怯おびえている様子も無い。むしろ俺の方がビビッているくらいだ。

「あいつ等はどこの誰だ。この警備の中で、どうやって入ってきやがったんだ！」

　──いや、それよりも戦況把握を優先しなければ。

　俺の発砲音は下のレアード達にも届いただろう。しかし応援を待つのは得策ではない。動かなければ、包囲されて殺される。

　息を潜ひそめて聴覚に集中し、段ボールの森林の向こうを探る。

　銃撃は止やんだが、リロードの音が無い。代わりに、銃を床に投げ捨てた音が聞こえた。

　続いたのは、三つの魔法気配。【人じん化か術じゆつ】の解除式の気配。

「畜生、最悪だ……！」

　呻うめきながら【グロス一七】の弾倉を確認し、すぐに銃じゆう把は内に戻す。

　時間が無い。そしてクーベルネだけを脱出させる事も不可能とくれば、やるしかない。

　複数の重たい足音がゆっくり近付いてくる。

「クーベルネ、そこにいろ！」

　足音が疾走音に変わり、同時に俺おれはカウンターの陰から飛び出した。

　段ボールや棚を蹴散らしながら突っ込んでくるのは、二足歩行の巨大な獣。

　前に突き出た鼻と顎。大きな口こう腔こうに並ぶ鋭い牙。眼がん窩かに収まった赤眼。筋骨隆々とした全身を包む獣毛。水牛よりも大きな狼おおかみが直立歩行を覚えたような姿は、ワーウルフだ！

　両手で構えた【グロス一七】を発砲。しかし弾丸は空を切る。ワーウルフはその図ずう体たいから想像できない速度で反応し、上空へ跳んでいた。

　巨体が鮮やかに縦回転し、天井に逆さまに着地。両足で天井を蹴って突撃してくるワーウルフを横っ飛びで回避するも、獣爪が左脇腹を掠かすめて背広とシャツを切り裂いた。

　種族別軍事能力評価の上では、ワーウルフの戦闘力はランクⅡに過ぎない。だが、それは歩兵の基本交戦距離が三○○メートルという広大な戦場での話だ。

　むしろ遠距離攻撃魔法を持っていないのにランクⅡに列せられている事が問題だ。獣の身体性能と応用力に富んだ人間的なフォルムを合わせた格闘は脅威的で、その拳打はＣＱＢなら小火器よりも強力だ！

　両者の間で【グロス一七】の銃火が連続し、獣毛に包まれた胸板や腕で血肉が弾はじける。ワーウルフは腕で顔と心臓を守りつつ、一足で一〇メートルもの距離を離れていった。

「ライル！」

　クーベルネの声に反応し、横に積まれていた段ボール山に向かって右手一本で射撃。左手では【樹じゆ龍りゆう輪りん】の準備を開始する。

　側面に穴が穿うがたれた段ボール山をぶち破り、急接近してくるワーウルフの姿。俺は踏み込みながら身体からだを旋回させ、左裏拳を狼の顔面に送り込む。しかし拳こぶしは足爪で急ブレーキを掛けたワーウルフの鼻先を掠めるだけ。左拳を振り切りながら続く右手の【グロス一七】で水平射撃するが、人狼は上体を沈めて火線を躱かわした。

　人狼の巨大な拳によるボディアッパーが、俺の腹部を下から突き上げる。腹筋を締め、更に身を折り曲げて衝撃を逃がすが、それでも俺は後方へと打ち上げられた。

　背中で段ボール山を崩しながら落下。俺は倒れたままなんとか弾倉に残った弾丸を吐き出して追撃してくるワーウルフを追い払う。

　頭上に影。見上げた時には、跳躍した三人目のワーウルフが俺の胸に落下していた。

　二〇〇キロの重量に全身が軋きしむが、上から俺の喉のど笛ぶえに迫る獣顔に左手を突き付け、【霧む氷ひよう掌しよう】の魔法を即時発動させる。

　発生した奪熱力場が空気中の水分を凍結させながら獣の顔面に激突。瞬時に着弾部の細胞が凍結し、ワーウルフが苦く悶もんの叫びを上げた。

　顔の左半分から白煙を上げながら後方跳躍するワーウルフ。その右目には、俺おれの異常な耐久力に対する驚きよう愕がくがあった。

　千切られた俺のワイシャツの下に覗のぞくのは、紺色の最新戦闘用インナー。

　アラミドを超える耐衝撃性を誇る高強度ポリエチレン繊維と、トラウマプレート内の高分子ダイラタント流体が俺の内臓破裂を防いだのだ。

　そして凍傷を負ったワーウルフが着地する寸前、【樹じゆ龍りゆう輪りん】の魔法が完成した。

「大人おとなしくしていろ！」

　発射された九条の土色の蔓つるは投網の如ごとく展開し、ワーウルフの全身を拘束する。【樹龍輪】の明暗の緑が輝きを増し、獲物を捕らえた蔓が見る見る内に太くなっていく。

　樹木蛇の群れに縛られたワーウルフは苦痛に仰のけ反ぞり、絶叫の代わりに血けつ塊かいを吐いた。

　イチヂク属の蔓は成長力に優れて肥大化しやすく、その際に発生する圧力は建物すら押し上げる。【樹龍輪】の拘束魔法は、完全発動すれば大型魔物すら封じられる。

　俺は拳銃を捨て、空いた右手を後ろ腰に回す。そこにあったグリップを掴つかんで引き抜き、拘束中のワーウルフをポイントした。

　こいつの弾速は秒速約七〇メートル。魔物の動体視力では簡単に見切られる。

　だが、その威力は絶大だ。防御すらできないその状態で耐えられるなら耐えてみせろ！

　右手の人差し指がトリガーを絞り、太い金属筒──ピストルグリップを装着した単発式グレネードランチャー【Ｇ六九】が野太い怒声を発した。

　俺の右手首から右肩に重い反動を残し、唸うなりを上げて四〇ミリグレネード弾が飛ひ翔しよう。束縛されたワーウルフに直撃した瞬間、着発信管が作動する。

　そして弾丸内部の高性能炸さく薬やくが爆発し、百貨店を震しん撼かんさせた。

　紅ぐ蓮れんの炎と黒煙を乗せた爆風が吹ふき荒すさび、俺の身体からだを強く叩たたく。

　黒煙と猛火が散った後、直撃を受けたワーウルフは痕跡すら残っていなかった。あるのは周囲に飛び散った小さな火の帯と、爆心地に広がる黒い跡だけだ。

　俺の装備の火力が予想以上だったらしい。残ったワーウルフ達たちの動きが一時停滞した。

「こっちに走れ！」

　俺の叫びで、楔くさびから解き放はなたれたようにクーベルネが走り出す。

　クーベルネを先に走らせ、俺も身を翻ひるがえす。走りながら【Ｇ六九】の銃身を根本で折り、空から薬やつ莢きようを排出。ベルトから抜いた新たな弾を装そう填てんし、折れた銃身を元に戻す。

　背後から迫る、二つの獣の足音。俺の武器が単発式だと理解したようで、左右に大きく分かれて追ってきている。

　俺達の逃げる先は、夕日が差し込むガラス璧だ。

「ライル！　こっち、道が無い！」

「今作る！」

　叫び、俺おれは正面に【Ｇ六九】を発射した。

　炸さく裂れつ弾の直撃で厚手のガラス璧は紙細工のように引き裂かれる。生まれた大穴からビル風の一部が吹き込んできた。

　ぎょっとしたクーベルネが腰を引いて停止した。

「ちょ、待て！　実はな、ライル、妾わらわは飛べ──わあ！」

　俺は足を止とめず、銃を仕し舞まった右手でクーベルネの身を小脇に抱える。そのまま左腕を近くにあった支柱へ向けて【樹じゆ龍りゆう輪りん】を発動。支柱に巻き付けた蔓つるを伸ばしつつ、俺は速度を緩めずに壁の穴から飛び降りた。

　夕焼けと、外気が俺達たちを包む。そして次に、非情な重力が俺達の身体からだを掴つかんだ。

「わぁああああああ！」

　抱き締めたクーベルネの悲鳴も、荒あれ狂う風に破られる。下には百貨店の入口前で包囲陣形を組んだ調停局の車。そして俺達を見上げるレアード達の唖あ然ぜんとした顔が見えた。

　石畳の歩道が急速接近してくる中で【樹龍輪】の伸長速度を低下させる。落下速度は落ちたが、振り子の動きで俺達は三階のガラス窓に叩たたき付つけられ、左肩が悲鳴を上げる。

　苦痛を堪こらえながらゆっくりと蔓を伸ばして降下しようとした時、左腕がグンと上に引っ張られ、俺達の身体が一気に一メートル以上も上昇した。

　ワーウルフ共が俺達を引き上げようとしているのだ！

　すぐに魔法を解除。五階の壁穴から垂れていた蔓は光の粒子となって霧散し、俺達の身体は再び落下する。同時に【霧む氷ひよう掌しよう】を下方に向けて即時発動！

　すぐ下の宙に直径一メートルの水球が生成され、一瞬後に俺達の身体を受け止める。しかし落下衝撃は水深一メートル程度では止められず、俺達は水球を貫いて更に落下。

　クーベルネを包むように身体を丸めた俺を次に受け止めたのは、玄関口の屋根。ガラス張りのそいつは容易たやすく砕け散り、最後に俺はガラス片と共に玄関の床に激突した。

「ら、ライル、平気か？」

　生成した水分が淡く輝きながら消滅していく中、呻うめく俺の胸の上でクーベルネが顔を上げる。ガラス片で頬ほおや額を薄く切ったらしいが、大した怪け我がはないようだ。

「君に、乗っかられるのは、三度目か。アルミスが嫉妬で死にそう──っ！」

　軽口が凍る。心配そうに俺を見下ろすクーベルネ。その向こうにあるガラス天井の穴から、急降下してくるワーウルフの姿が見えたのだ。

　クーベルネを庇かばおうとした瞬間、連なった重い銃声と共に三発の十二ケージスラグ弾が空中のワーウルフの顔面に食らい付き、着弾衝撃で落下軌道をずらす。顔面を肉塊に変えられた死体はすぐ横の床でバウンドし、俺達に血を浴びせながら転がった。

「ライル、嬢ちゃん、無事か！」

　車載装備の半自動散弾銃を構えたレアードが血相を変えて駆け付け、俺の身体を起こしてくれる。そしてすぐに俺の周囲を実働官達が固めてくれた。

「一体、何が起きたんだ？」

「襲撃だ。相手は魔物。最低でもあと一人いる。それと、警備室も押さえられている」

「ジョークだろ。あの警備の中、どうやって……」

　胸を押さえ、俺おれは唾つば混じりの血を吐き捨てる。

「コウカ議員は？」

「銃声が聞こえた時点で避難させた。俺達たちに任せて、お前等らもここから離れろ」

「分かった。クーベルネ、行こう」

「……うむ」

　クーベルネは頷うなずき、陣形の一部になっていた俺の車へと走っていく。その背に続こうとする俺を、レア─ドが呼び止とめた。

「ライル。今、全員の無線と携帯が使用不能になっていて応援を呼べない。辺りの公衆電話も全すべて断線している。こいつは偶然じゃねえよな？」

「俺に向けたオーロッド部長の呪いが成就したんじゃなければ、違うだろうな」

　俺とレアードの間に緊張と不安が走る。

「……通信可能な電話を探させているが、もうしばらくは掛かる。それでも俺達は目前の犯罪者を逃がすわけにはいかねえ」

　レアードは不安を裂くように、声に力を込めた。

「そっちにはバルトを同行させるから、真まっ直すぐに支局へ向かえ。いいか、油断するなよ」

「分かっている。これ以上、部長を怒らせたくないからな」

　拳こぶしを軽く合わせ、俺とレアードは逆方向に走る。

　通信不能の為ため、背後ではレアードが大声で突入を命令していた。




　夕焼けの中、ビルの谷間を伸びる片側四車線の通りを俺のＳＵＶが疾走していく。

　窓の外には、事件を聞き付けて観みに行こうとするヒトや、恐れて離れようとするヒト、いつも通りの生活を変えないヒトなどの姿が見えた。

　左手でハンドルを握り、治癒魔法を宿らせた右手を助手席の俺に向けるアルミスは、厳しい顔で前を走る調停局の捜査車両を睨にらんでいた。

　アルミスの診断だと三本の肋ろつ骨こつ骨折に胃の軽微損傷。そして背部の打撲。運転の片手間でも数十秒で治療が終わるらしいが、その数十秒が辛つらい。重傷に対する治癒魔法は、麻酔無しでは激しい疼とう痛つうを伴うのだ。

　後部座席のクーベルネは、全身の擦すり傷を痛がる様子も無く呆ぼう然ぜんと俺を眺めていた。

　アルミスは運転と治療を並行させながら、バックミラー越しにクーベルネを見み遣やる。

「クーベルネ、後で治してあげるから少しだけ我慢して。この泣き虫が煩うるさくて」

「まだ泣いてない──痛いってぇ……」

　俺の反論は、すぐに全身の痛みに阻まれる。しかし、我慢するしかなかった。

　衛生担当官であるアルミスは鎮痛剤を持っているが、使うわけにはいかない。麻酔で酔っ払った頭では、魔具の威力を著しく落とす事になってしまう。

　まだ、危機は去っていない。車内端末で通信状況を確認するアルミスの表情も硬かった。

「相変わらず通信不能ね。これは──」

「ジャミングだろう。それも、軍用の強力な奴やつだ」

　治療が終了し、痛みから解放された俺おれはボロボロの背広を脱ぎ捨てる。そしてコンソールボックスから予備の【グロス一七】と弾薬を取り出し、各それ々ぞれの武器に装そう填てんした。

「公衆電話まで止とめているとはな。これで終わるとは思えない」

　しかし大掛かりな舞台準備にしては、襲撃の仕方が雑過ぎる。多分、これは陽動だろう。

　俺達たちは調停局だ。例え胡う散さん臭くさくても、目の前の犯罪者を見過ごすわけにはいかない。敵はそこを突いているのだ。

「奴等ら、何者だ？　どこから会談の情報が漏れたんだ？」

「考えるのは、生きて支局に到着できてからね」

　先に降りていたコウカ議員が無事だった所を見る限り、敵の狙いはクーベルネだ。

　……ここから支局までの道程は約一二キロ。前のバルトの車とアルミスは前方車両を無理やり抜かして急いでいるが、果たして無事に到着できるだろうか。

「──クーベルネ、どうした？」

　後部座席に目を遣やると、クーベルネは右手の窓に張り付き、斜め上を見据えていた。その目は大きく見開かれ、何かを追っている。

　ドラゴンの鋭い感覚が、再び何かを捕捉したらしい。

　俺も彼女に倣ならって窓に張り付き、声を失った。

　右側のビル群の屋上が描く、複雑な起伏。

　その上を小さな影が軽やかに飛ひ翔しようし、俺達と併走していたのだ。

　そいつは、七十に達しているであろう老人だった。しわくちゃの顔に粘質的な笑顔を張り、俺達を見詰めながら猿のように屋上から屋上へと飛び移っている。

　老人は俺と目が合った事を知ると、にこりと笑みを深めた。

　そして俺から視線を切り、俺達より少し前方──バルトの車を見定める。

「バルト、四時方向上空！　狙われているぞ！」

　俺はインカムに手を当てて叫ぶが、ジャミング域から抜け出せていない！

　老人は笑顔のままビルの屋上の欄干を蹴り、道路へと跳び降りた。

　投身自殺の途中で老人の全身から黒い霧が噴き出し、瞬時に巨大な球状を形成する。

　黒い霧を破ってバルトの車のルーフを押し潰つぶしたのは、大きな獣の両前足だった。

　とてつもない重圧で捜査車両の防弾ガラスが砕け散る。スプリングが潰れ、アスファルトと接触した車体が派手に火花を散らして滑っていった。

　バルトの車を潰したのは、イルオレアの本性状態並みの巨きよ躯くの虎。

　ただし頭部だけは人じん化か状態から変貌せず、体格に合わせて肥大化した老人の狂相だった。

　咆ほう哮こうの代わりに気味の悪い笑い声を放はなち、異形の獣が長大な尾を振り上げる。強固な筋肉を捻ねじり合わせた尾の先にあるのは、岩石の如ごとき瘤こぶだ。

「マンティコアだ！」

　俺おれの悲鳴に合わせ、アルミスがハンドルを左に切って車線を一つ変える。

　ＳＵＶのすぐ右横にマンティコアの尾の瘤こぶが大鎚となって墜落し、アスファルトを粉砕。衝撃で大きな道路の破片を舞い上げた。

　横を走り抜ける俺達たちを追い、人面虎が反転する。

　周囲では悲鳴が沸き起こり、そこら中で車が走路を乱していた。

　通行人の中にも市民魔物はいるだろう。しかし魔物も人間と同じく──いや、人間以上に戦闘訓練を積んだ者と積んでいない者の力量差は激しい。

　ましてマンティコアは異界言語の一つで人食らいの意味を名とする魔物で、たった一人で軍隊を滅ぼしたという異界記録が残っている程だ。市民魔物も逃げるしかない。

　狂気の笑みを浮かべながら、そのマンティコアが俺達を追跡してくる。

「アルミス、加速しろ！」

「これ以上速度を上げたら、喰くわれる前に事故死するわよ！」

　アルミスは魔物の動体視力をフル稼働させ、前方の車を避さけつつも時速一二〇キロを維持している。それでも、後部ガラスから見える老人の笑顔はどんどん接近していた。

　老人の顎が開かれ、全すべてが犬歯となっている歯列を剥むき出だしにする。

「頭を下げろ！」

「わっ」

　クーベルネが頭を抱えて丸くなった瞬間、後部ガラスに向かって【グロス一七】を連射。ガラスが砕け、その向こうに見える老人の頬ほおと顎に赤い穴が穿うがたれる。

　後部ガラスを犠牲にしたというのに、致命傷には程遠い。マンティコアはニタニタ笑いながら距離を少しだけ離し、そして跳んだ。

　着地した先は、俺達の車のすぐ左側。手を伸ばせば届く距離だ！

「掴つかまりなさい！」

　叫びながら、アルミスが今度はハンドルを右に切って回避に移る。

　猛獣の巨体がＳＵＶに衝突し、砕けた左側の車窓が散弾となって車内に吹ふき荒すさぶ。

　衝撃に耐えながらもアルミスがハンドルを操作するが、右に押されたＳＵＶはガードレールをぶち破って歩道にまで乗り上げてしまう。

　前方には大おお慌あわてで左右に逃げる人々の姿。その隙すき間まを、外れかけた前方バンパーで地面を引ひっ掻かきながらＳＵＶが駆け抜けていく。

　考えようによっては、車の無い一直線の道だ。アルミスはこれ幸いとクラクションを鳴らしながら一気にアクセルを踏み込んで加速し、マンティコアと距離を離す。

「クーベルネ、シートベルト締めろ！　アルミス、絶対にヒトを轢ひくな！　それと、これ以上車を傷付けないで下さい！　本当に泣きそうです！」

「だったらあれを近づけないで！」

「分かってる──そこを右に曲がれ！　右だ！」

　歩道からそのまま十字路に飛び出て、ＳＵＶが後輪を滑らせながら右折する。通りから外れたそこは、運動場や建設中の建物が並ぶ二車線の狭い道だった。

　ここなら大した被害にならない。俺おれは右手の装備を【グロス一七】から【Ｇ六九】に変更し、窓から上体を外に出した。

　精密な射撃をする為ために【Ｇ六九】に内蔵された銃庄を引っ張り出し、右肩に付ける。

　突き立てた爪で地面を削りながら、マンティコアが直角に曲がって道に侵入してきた。

　俺が狙うのは、マンティコアのやや前の地面。これなら外しても周辺に被害はなく、また左右に躱かわされてもダメージを与えられる。

　放はなたれたグレネード弾が道路を疾駆し、マンティコアの足元で爆裂。

　軍用と比べて炸さく薬やく量を抑えているとはいえ、半径五メートルにある全すべてを砕く爆風だ。

　しかし、マンティコアは衝撃波と炎を軽々と飛び越えていた。そして地響きを鳴らして着地し、爆炎を後ろに残して笑顔の追跡を続行してくる。

「糞くそっ垂れ！」

　迫りくる巨面に左手で掴つかんだ【グロス一七】を連発する。九発目の弾丸がたまたま眼球の近くに当たり、マンティコアが煩わしそうに退避する。横にあったビルの壁面に爪を引っ掛けながら駆け上がり、哄こう笑しようを残して視界から消えていった。

　少々の時間を稼げたらしい。ただ出血していたものの、骨にも達していないだろう。

　上体を車内に戻し、リロードしながら荒々しく舌打ちする。

「畜生っ、弾速が足りない！」

　だからといって、あの巨体と速度だ。発動の遅い【樹じゆ龍りゆう輪りん】では捉とらえきれないし、【霧む氷ひよう掌しよう】では威力不足。牽けん制せいなら、通常射撃で弾幕を張った方がまだマシだろう。

　更に厄介な事に、俺達たちはどんどんと支局から離れていて、景色もビル群から郊外の工場地帯に変わろうとしていた。市民を巻き込まないように進路変更したが、代償は大きい。

　アルミスもＵターンする機会を探っているが、マンティコアがどこから現れるか分からず速度を落とせていなかった。

「クーベルネ、ちゃんとシートベルト締めてるか？」

　振り返ると、やはりクーベルネはシートベルトと格闘していた。俺は背せ凭もたれの間から身を乗り出し、彼女のシートベルトをきちんとセットしてやる。

「すまぬ」

　恥ずかしそうに笑う唇と声は、どこかぎこちない。

「ライル、前よ！」

　アルミスの声に向き直ると、マンティコアの姿は右前方にある工場の半筒型屋根の上にあった。あの憎たらしい笑顔を浮かべながら、頭上で長大な尾を振り回している。

　尾から聞こえる重厚な風切り音に、何万匹もの蜂が羽音を重ねたような音が追加される。

　音源は尾先の瘤こぶだったが、先ほど見た時と少し様子が違う。

　瘤は、まるで中世武器のモーニングスターのように無数の棘とげを生やしていたのだ。

「攻撃魔法を放はなつ気よ、阻止しなさい！」

　俺おれは再び窓から上体を外に出し、遠方のマンティコアへ向けて【Ｇ六九】を構える。

　俺が照準を調整する前に、マンティコアが魔法を発動した。

　赤い空を埋め尽くし、降り注ぐのは数千の棘とげの雨。アルミスが回避しようとするが、狭い道路では放射状に広がる魔法の効果範囲から抜け出せない！

　右手首の上に衝撃を感じた時には、既に【Ｇ六九】は宙を舞っていた。

「やべえ、落とした！」

「いいから中に！」

　愕がく然ぜんとする俺を、アルミスが右手で掴つかんで車の中へと引っ込める。瞬間、硬質な大雨が車体を乱打し、フロントガラスの全域に白いヒビを走らせて正面の視界を奪った。

「このっ……！」

　棘の蹂じゆう躙りんから逃れるべく、アルミスがハンドルを思い切り左に回転させる。車は横のフェンスを突き破り──そして浮遊感。

「身体からだを丸めろ！」

　俺の叫びは宙に浮いた車内装備と一緒に混ぜられ、視界が回転する。

　道路から二メートルほど低くなった急斜面へと飛び下りたＳＵＶは鼻先からどこかの敷地に接触。衝撃を殺せずそのままバウンドして半回転し、ルーフから叩たたき付つけられた。




　呻うめき声ごえが口から零こぼれ、それで俺は自分がまだ生きている事を知った。

　重たい瞼まぶたを持ち上げると、額が派手に割れたらしい。ダラダラと額から流れる血潮が目に入り、視界を真紅に染めた。

　数回の瞬まばたきで目から血液を追い出し、錆さび付ついたような動きで辺りを見回す。

　どうやら俺は、逆さまになった車の天井部に仰あお向むけで倒れているらしい。辺りは静かで、俺の身動きでガラス片が擦すれる音がやけに大きく聞こえた。

「アルミス？　クーベルネ？」

　逆さまになった車内に二人の姿はなく、ボンネットから流れる煙のせいで視界が悪い。

　前に見えるシートに捕まって起き上がろうと右腕を伸ばすと、ベチャと湿った音がした。

　赤黒く濡ぬれた布切れのようなそいつが落ちてきた方向へと、上に伸ばされた右腕へと視界が勝手に伝っていく。

　初め、俺はそれが自分の右腕だと理解できなかった。理解したくなかった。

　しかし、手の甲から肘にかけ、赤い筋組織が剥むき出だしになった人体模型のような腕は、紛まぎれもなく俺の右腕だった。

「ぉお……うおおおおおおっ！」

　激痛と恐怖が脳内で爆発し、俺の思考を細切れにする。その間も右腕の所々に空いた気泡のような空洞が徐々に拡大し、俺の肉体と血液は腐汁に変換されていた。

　手首の上に突き立った、矢尻のような棘によって。

　そいつは切っ先の逆に付いた、脈動する心臓のような器官から毒を送り込んでいたのだ。

　刺されたり撃たれたりするのとは違う。虫の大軍に食い荒あらされているような激痛だ。剥むき出だしになった筋肉は火に炙あぶられるような苦痛を与え、右腕を痙けい攣れんさせる。のたうち回ったせいで右腕から腐った肉が剥はがれ、更に損傷した。

　腐っていく恐怖に叫びながらも、俺おれは腕に刺さった棘とげを左手で引き抜き、投げ捨てる。

　その時、割れた窓ガラスから細い腕が差し込まれ、俺の襟首を掴つかんだ。そして一息に車内から俺の身体からだを引ひき摺ずり出だした。

「ライル、落ち着きなさい！」

　夕日に染まる、アルミスの美び貌ぼう。その顔は汗と血と埃ほこりで汚よごれている。隣のクーベルネは俺の右腕を見て息を飲んでいた。魔物の強度か、二人は細かな傷を負った程度だ。しかし、俺に二人の無事を喜べる余裕は無かった。

「奴やつが来る。ここでは治療できないわ。移動するから援護しなさい！　聞こえたわね！」

　言いながら、アルミスは俺の腐りつつある右手に何かを握らせる。

　見なくても感触で分かる。俺の【グロス一七】だ。

　アルミスの言葉を理解したのではなく、苦痛で収縮した右手の指が、勝手に銃じゆう把はを握り込む。アルミスはそれを確認すると俺の左腕を自分の首の後ろに回した。

「クーベルネ、こっちよ！」

　俺の身体を支えながら、アルミスが敷地内にある大きな建物へと急ぐ。一歩歩くごとに右腕から腐汁と血が零こぼれ、その度たびに俺おれは嗚お咽えつを漏らした。













　アルミスの前蹴りが従業員入口の扉をぶち破り、俺達たちは建物の中へと侵入する。

　そこは、港から荷揚げした貨物を保管分別する為ための倉庫だった。広々とした薄暗い空間に大型コンテナや木箱が高々と積み上げられ、迷宮のようになっている。

　既に終業時刻を回ったらしく、ヒトの気配はない。アルミスは近くの木箱の陰に俺を下ろすと、自分のスーツの袖を引き裂いて作った布切れで俺の上腕を縛った。

「ライル、血が沢たく山さん出てる」

「触っては駄目！」

　アルミスの鋭い声と、激痛が重なる。クーベルネが皮膚が溶解して出血する俺の右腕を軽く擦こすった瞬間、俺の喉のどが意思に関係なく絶叫を放はなった。

　声に押されるように下がるクーベルネの両手には、肉塊と血が張り付いていた。

「あ……」

　絶句する少女を押おし退のけるようにアルミスが割って入り、解毒魔法の緑の輝きを掌てのひらに宿す。

「まずいわね、相手はマンティコア。本性状態の私が貴方あなた達を乗せて走っても確実に追い付かれる。ここで救援を待つしかないわ」

　俺は食い縛った歯の間から荒い呼吸を繰り返す事しかできず、返答もできない。

「すまぬ」

　アルミスの背後で、クーベルネは両手に付いた血肉を見下ろしながらポツリと呟つぶやいた。

「大丈夫、この人間はそこそこ頑丈よ。これくらいでは死なないわ」

「しかし、妾わらわのせいで……」

　アルミスは俺の処置を続けている。衛生担当官は完全な解毒を諦め、右手で治癒魔法の準備に入った。

　緑の目には、迷い。彼女の左手は腰のポーチを探っていた。

　ポーチから引き抜いた左手に握られていたのは、鎮痛剤のアンプル。

　打てば戦闘不能になるが、俺はこれほどの重傷を麻酔無しで治療した経験が無い。人間である俺は、治癒魔法の痛みに耐え切れず発狂する可能性の方が高い。

　決意したアルミスがアンプルを打とうとした瞬間、背後で騒々しい破砕音が落下した。

　天井の残ざん骸がいと共に落下してきた人面虎が、奥のコンテナの上に降り立つ。

「この魔力の気配は一角獣ですか。いやはや、何とも相性の悪い相手だ」

　木箱の端から見ると、白眉に埋もれた老父の目は真まっ直すぐ俺達へと向けられていた。その尻では、これ見よがしに猛毒の尾が揺らされている。

「しかし、痛かったでしょう。私の毒は。人間の方が耐えられるものではありません」

　そして、マンティコアは孫をあやすように優しげな言葉を紡いだ。

「ドラゴンの子を渡しなさい。そうすれば見逃しましょう。私にとっても、徒いたずらに貴方達を殺して調停局全体を怒らせる事は都合が悪いのです」

　やはり、狙いはクーベルネか。

　名指しされたクーベルネは、さっぱりとした表情だった。

「うむ。仕方あるまい」

　気軽に呟つぶやき、クーベルネはまるで散歩にでも行くように木箱の陰から出ようとする。

「クー、ベルネ？　何をするつもり？」

「ドラゴンとして戦い、敵を薙なぎ払はらいたい所だが……どうやら妾わらわには無理らしい。おかしいな、ドラゴンなのに。変だ」

　困り顔でクーベルネが見下ろすのは、俺おれの血に汚よごれた両手。

　クーベルネの小さな手は、極寒に晒さらされたように震えていた。

「ドラゴンとして戦えぬなら、姫として振る舞う。よいのだ。姫は取引の為ためにその身を捧ささげる。これまでと、そしてこれからも変わらぬ」

　俺は荒い呼吸、アルミスには沈痛な沈黙しかない。

「──アルミス、すまぬ。何も言わないでくれ。お願いだ」

　それでもアルミスは止とめようとしたが、クーベルネは首を振って拒否した。

　震えた声。彼女は、もう恐れを隠せていなかった。

「幻想ではあるが、アルミス達たちが友達に思えてしまった。だから……お前達に言葉として捨てられると、少し辛つらい。自分の足で行かせてくれ。何も言わないでくれ。それなら、妾は誇り高きドラゴンとして友を守れた事になる」

　アルミスの顔が悲痛に歪ゆがむ。

　彼女は俺達に見捨てられるとしか考えておらず、せめて自分で行きたいのだと言う。

　それが、生まれた時から周囲に憎まれ、本人の意思に関係なく故郷を追われ、そして今、理由も解わからず命を狙われる少女の心を守る竜りゆう姫きという特別感。

　彼女なりの幼く、しかし凄せい絶ぜつな処世術だった。

「では、な」

　赤髪を振り、クーベルネがマンティコアの方へ向かう。

　その手を、俺の左手が掴つかんだ。

「む？」

　不思議がるクーベルネの身を引き寄せ、俺は自分の膝ひざの上にクーベルネを座らせる。衝撃が右腕に伝わり、喉のどが唸うなる。

　首を傾かしげるクーベルネの青瞳には、凄すさまじい形相の男が映っていた。

　言葉も無く睨にらみ付つけている俺を前に、クーベルネはポリポリと頬ほおを掻かきながら笑った。

「見上げた使命感だが、自分が死んでしまったら仕方ないぞ？　大丈夫だ。彼奴きやつが何者かは知らぬが、妾を捕えた所で里とクリアトがどうこうなるとは思え──」

「俺達は何者だ、クーベルネ？」

　湧き上がった怒りを中心に、千切れた思考が再構築されていく。

「俺達は任務に対して使命以上の献身なんてしない。政治なんて知った事か」

　低い俺おれの呟つぶやきに打ちのめされ、クーベルネが下を向いた。

　錯乱したと思ったのか、アルミスがアンプルを打とうとするが、俺は目でそれを止とめる。

　俺の左手が、腰ベルトに留とめた調停局バッジに──その中の一枚の写真に触れる。

　──ああ、分かっているさ。俺達たちは、こんな所で死ぬわけにはいかない。

　待ち飽きたマンティコアがコンテナから飛び降りたようだ。ズシンという音が右腕に響き、俺は銃じゆう把はを握り込む。

「だけど、俺達は調停局だ」

　今度は、苦痛に堪たえる為ためじゃない。

「その使命は人間と魔物が暮らすこの社会を守る事。人間と魔物、その両方の子供達が一緒に笑って暮らせる今を守る事だ」

　クーベルネが顔を上げる。

　透き通る青の瞳に見詰められながら、俺は血が飛び散る勢いで銃把を握る。

　撃つ為に、守る為に、強く強く握り締める。

　こんな幼い子供に、素直に助けを乞うという発想すら許さなかったその全すべてに対する義憤が、俺を駆り立てる。俺に力を与える。

　そして力は笑顔となり、俺は左手をクーベルネの頭に乗せた。

「大人おとなを頼れよ。それが子供ってものだろう？」

「ライル──」

「ほら、ちょっと退どいてろ」

　クーベルネを横に下ろし、俺は左手でネクタイを外す。

　折り畳んだネクタイを噛かみ締しめて右腕を差し出すと、俺の意図を汲くみ取とったアルミスは苦笑し、鎮痛剤無しで遠慮なく治癒魔法をぶち込んできた。

　肉体の変化に神経が絶叫し、食い縛った歯とネクタイの間から血泡が漏れる。感電したように右腕が跳び上がろうとするが、俺は渾こん身しんの力を拳こぶしに込めて耐え抜く。

　損傷が激しすぎてすぐには治せず、この短時間では筋肉と血管の再生で精せい一いつ杯ぱいだ。

「毒の残りに治癒効果を阻害されているわ。これ以上は無理ね」

「……じゅう、ぶん、だ」

　皮膚が溶けたままなので風に撫なでられただけで意識が飛びかけるが、戦いに支障はない。

　俺は歯を保護する為のネクタイを吐き捨て、弾倉内の銃弾を確認してから立ち上がる。

「後は、あれをブッ飛ばしてからだ」

　アルミスも治癒魔法を終了して立ち上がる。

　クーベルネは目を見開いて固まっていた。

　信じられない、何が起きているか分からないのだろう。

　今はまだ、それでいい。いつか彼女が気付くまで、俺達が示し続ければいいだけの話だ。

　この世は、彼女の思っているような物ではないという事を。

「行くぞ！」

　そして俺おれ達たちは、凶悪な敵との戦闘を開始した。




　木箱から飛び出し、俺達は敵に対して横方向に疾走する。その最中【グロス一七】で銃撃を行い、クーベルネから敵の意識を遠ざける。

　弾丸を額に受けながら、マンティコアが首を振って呆あきれを示した。

「……あくまで戦う気ですか。ならば腐り落ちるがいい！」

　掲げられた尾の先で針が微振動し、空気を震わせる。

　そして肉体を壊え死しさせる毒針の群れが展開、発射。俺達が盾に選んだプラスチックケースの陰に滑り込んだ瞬間、通ってきた道とケースの向こうに棘とげが突き立っていった。

「こうまでしてクーベルネが欲しいとはな！　あの爺じじいはお前の親戚じゃないだろうな！」

「私の家系にマンティコアはいないわ。それに、乙女を苛いじめる愚か者もね」

　アルミスは毒針の芝生となった床を冷静に見つめていた。

「この攻撃魔法、効率的に毒を送る為ためか貫通力が無いに等しいわ。発動までに時間が掛かるし、接近戦に持ち込めば容易に封じられる」

「だけどランクⅣの魔物か……こっちは人間とランクⅠの魔物。えらい戦力差だな」

「あのランクは魔物を軍事兵器と便宜的に比較する為の適当なものよ。個人資質も無視しているし、やってみなければ分からないわ」

　遮しや蔽へい物の向こうの敵を見据える緑瞳は、闘志に燃えていた。

　手元の【グロス一七】は銃内に残り十五発。特殊弾倉は一つ。白金弾頭が一発。

「そういえば、お前の意見を訊きいていなかったな。どうだ？　投降したいか？」

「ありえないわね」

「だよな。乙女を見捨てる一角獣なんて、詐欺もいいところだ」

「私も調停局員よ。護衛対象が男でも嫌々守るわ。それに……一角獣である以前に、アルミス・テミスとしてクーベルネを守らなければならない理由がある」

　アルミスの美び貌ぼうは、戦意と決意に彩られて更に美しく輝いていた。

　毒針の嵐が終了した。そろそろ打って出てくる頃ころだろう。

　俺も特殊弾倉をセットし、銀弾を装そう填てんして戦闘態勢に入る。

「毒針がある限り、白金弾頭の使用は難しい。先まずはあれをどうにかしよう」

「物理的な威力は低いし、奴やつの言った通り属性的には一角獣が有利。私が担当するわ」

　互いに意思を確認し合い、ケースの裏から左右に飛び出した。

「──始めるぞ！」

　雄お叫たけびを放はなち、俺は引き金を引く。発砲衝撃が右腕に伝わり血と苦痛が散るが、【霧む氷ひよう掌しよう】の魔法を充じゆう填てんした九ミリ銀弾は老ろう爺やの顎先に直撃。着弾部から凍結を開始する。

　マンティコアの笑顔を見る限り効いている様子はない。巨体で強い生命力を持つマンティコアに対して、低出力で手数と速さが売りの【霧氷掌】は相性最悪だ。

　そんな事はお構いなしに魔力を奪熱魔法に再変換。僅わずかに跳ねた照準を修正し、再度発射。その時間差を突かれ、次の銀弾は前足に阻まれた。

　お返しとばかりにマンティコアが毒針の魔法を起動。ひとまずの役目を終えた俺おれは身を翻ひるがえし、先ほどのケースの裏に飛び込んだ。

　アルミスは、俺の射撃に合わせて突撃していた。

　女の全身から青い輝きが放はなたれ、中から出現した一角の白馬が矢となって疾走する。マンティコアは嗤わらい、魔法の照準をアルミスへと変えた。

　一角獣を熱烈に迎える毒針の大軍。白い馬体に次々と毒針が刺さるが、毒系魔法に耐性を持つ一角獣は身震い一つで全身の針を振り払い、毒針の雲うん霞かを突破した。

　マンティコアの尻尾が鉄てつ槌ついとなってアルミスへと振り下ろされる。しかし尾び瘤りゆうが砕いたのはコンクリ床のみ。衝突より早く、アルミスは突撃軌道を斜めに修正して跳躍していた。

　空を走るアルミスの先には、マンティコアの横で二段積みされている大型コンテナの側面。更に尾瘤が唸うなりを上げて折り返し、アルミスを追撃する。

　金属の壁と尾瘤に醜く潰つぶされる寸前、一角獣の全身に呪文が浮かんだ。

　空中で【人じん化か術じゆつ】を行ったアルミスは身を捻ひねり、靴底からコンテナ側面に着地。突進の速度を活いかして九〇度の壁を駆ける。遅れてマンティコアの尾がコンテナを殴打し、強烈な金属音を奏でて壁面を陥没させるが、既にアルミスは壁を蹴っていた。

「ふっ！」

　鋭い呼気を放ち、アルミスが下方のマンティコアを急襲する。前宙と落下の力を合わせた踵かかと落としがマンティコアの顔に激突し、鉄板で補強したブーツを広い額にめり込ませた。

　かち割れた老夫の額から噴水のように血が飛び散る。アルミスは蹴り足を折り曲げてから、脚力を解放。マンティコアを飛び越して退避した。

　血に染まった老夫の顔から、笑みが消失していた。虎の身体からだに相応ふさわしい凶悪な表情で巨体を翻し、アルミスを追う。その動きを封じたのは植物の噴流だ。

　俺の左腕から発生し、猛虎の右前足に巻き付いたイチジク属の蔦つたが成長を開始。骨を圧へし折おろうとするが、魔法が完全発動する前にマンティコアは右前足を横に振り抜いた。

　蔦の逆端を掴つかんでいた俺は大きく真横に振り回され、木箱の山に頭から突っ込む。木片と中に詰まっていた緩かん衝しよう材、そして血潮が視界を染めた。

　すぐに蔦を解除し、転がって木箱の残ざん骸がいから脱出する。

「鬱うつ陶とうしいわ、小僧！」

　長大な尾が霞かすむ。間合い外で振り抜かれた尾先から、振動音と毒針が放たれた。

「何度も食らうか！」

　俺は左手を突き出して【霧む氷ひよう掌しよう】を発動する。

　眼前に緊急展開した厚さ一メートルの水壁が毒棘とげの群れを飲み込み、その身に留とめた。

　防御向けの【霧氷掌】の真骨頂だ。空気の五百倍以上の分子密度を誇る水中の抵抗は強烈で、一メートルも幅があれば五・五六ミリライフル弾すら威力を失う。

　水壁を解除し、魔法を全速力で読み込ませながら三発応おう射しや。突撃してきたマンティコアのこめかみ、右肩、左前足に着弾した銀弾から伸びた茎が、鮮やかな紫の花々を咲かせた。

　トリカブトが生む複数種の猛毒は、微量でも心停止を引き起こして生物を即死させる。

　しかし猛毒の浸食に遭ったはずなのに、マンティコアの速度は緩まない。

「畜生、毒魔法に対する耐性かっ！」

　俺おれは魔法を中断し、マンティコアの突進を側転で躱かわす。しかし肩甲骨を掠かすめた虎の爪は戦闘インナーごと俺の肉体を引き裂き、血を撒まいた。

　床に転がる俺へ、反転したマンティコアが追撃してくる。

　死を確信した時、衝撃と共に大顎が迫る光景は急速に右に流れた。横から突入してきたアルミスが角に俺の脇を引っ掛け、そのまま離脱。マンティコアの爪が俺の代わりに白馬の左肩から左後ろ太ふと腿ももまでを捉とらえ、布を裂くような音を立てた。バランスを崩したアルミスは人じん化か状態に切り替え、突進の慣性のままに俺と一緒くたになって床を転がる。

「おおおおっ！」

　床を滑りながら銀弾に奪熱魔法を込めて後方に連続発射。横跳びで躱されるが、それでマンティコアの追い討ちを断ち切った。

　銀弾を回避したマンティコアの巨きよ躯くが物陰に消え、そして足音すら消える。

　うず高く積み上がったコンテナや木箱が作る迷路の中心で、俺とアルミスは背中合わせで周囲を警戒する。あの形相だと、クーベルネを狙いにいったわけではないだろう。マンティコアが得意とする密林戦闘と同じく、奇襲作戦に切り替えたらしい。

「悪い、助かった」

「お互い様よ」

　片かた膝ひざをつくアルミスは肩と脇腹、太腿で大出血を起こしている。俺にしても、額の出血で左目が塞ふさがれ、背中は血で濡ぬれそぼっている。再生した右腕も床に擦こすられた時に表面の筋繊維が断線し、すだれのように垂れ下がっていた。

　回復したいが、マンティコアはその隙すきを待っているのだろう。

「早くも限界が近いわ。焦じれるわね」

「時間が無いのはあっちも一緒だ」

　次の攻撃で決着を付けに来るだろう。だからこそ一度姿を消したのだ。

　あちらにしても、時間を掛ければ俺達たちの増援が到着するリスクがある。

　だが、俺はいつ来るか分からない増援に賭けるつもりはない。

　俺の手札は頼りない物だ。低威力の通常射撃と【霧む氷ひよう掌しよう】は論外で、【樹じゆ龍りゆう輪りん】の毒属性は耐性で持ち堪こたえられる。アルミスも一度は近接戦闘を制したが、次は無いだろう。

　やはり、白金弾頭の容量限界まで【霧氷掌】の魔法を充じゆう填てんするしかない。

　しかし銀弾の容量ならばすぐに充填できるが、白金弾頭はそうはいかない。長い時間が必要だし、その間、俺は無防備になる。アルミスの援護すら出来ないだろう。

　何より、外せば俺の戦闘手段は完全に尽きる。待っているのは、嬲なぶり殺ごろしの最期だけ。

　……迷っている時間は無い。相手が距離を取った今こそ最後の好機だ。

　拳銃から弾倉を抜き取り、スライドを引いて薬室内の弾丸を弾はじき飛とばす。

　そして白金弾頭を排莢口から装そう填てんし、スライドを戻した。

「来るわ！」

　アルミスの警告に振り返ると、大きな影が俺おれ達たちの頭上にあった。コンテナの上で屹きつ立りつしていたのは、塔のように垂直に立てられた長大な尾。

　高速で振り下ろされた尾び瘤りゆうが左右に散った俺達を掠かすめて地面に激突。着弾点からばら撒まかれた細かいコンクリ片に全身を叩たたかれる中に、あの不吉な振動音が響いた。

　そして水壁を生成する暇もなく、尾瘤から全方位に毒針が解き放はなたれた。

　俺の背中を乱打した毒針は、インナーによって完全に防がれる。しかし左ひだり膝ひざの裏に軽い衝撃が走った瞬間、それはすぐに肉が溶ける感覚へと変化し、俺を絶叫させた。

　苦痛にのたうち回りながらも【霧む氷ひよう掌しよう】の準備を開始。

　しかしそれが精せい一いつ杯ぱいだ。間違いなく、俺はいま行動不能に陥おちいった。毒の量が多すぎる。

「アルミス！」

　俺の叫びに、アルミスは応える。

「今だ！」

　アルミスは俺の治療ではなく、人じん化か解除して地面にめりこんだマンティコアの尾瘤へと疾駆する。血の尾を引きながら疾走する白馬は角を一いつ閃せんし、尾瘤を尻尾から切断した。

　マンティコアがコンテナの上で苦痛の声を上げ、血を吐く尻尾を引き戻す。

　しかし奴やつにはまだ爪そう牙ががある。血色の目に怒りの炎を燃やし、地上に下りてきた。

　アルミスは馬首を返し、黄金角で地面を引ひっ掻かきながらマンティコアに肉薄する。

　時間がない。あと数分以内にマンティコアを倒して奴の魔法を解除しなければ、毒の腐食は全身に達し、俺は多臓器不全を起こして死ぬだろう。

　魔法が薬室内の白金弾頭に伝導し、【グロス一七】の銃身が内側から白く発光を始める。

　猛毒に加え、魔法負荷が俺を殺しに掛かってくる。鼻の奥で鉄の臭においとぬめりが生まれ、視界も真紅に染まる。負荷は容赦なく脳と全身を襲い、そこら中で毛細血管が弾けた。

　しかし止とめるわけにはいかない。前線では、アルミスが死闘を演じていた。

　地面を擦こすって火花を散らしていたアルミスの角が跳ね上がり、マンティコアの右前爪と切り結ぶ。火花を爆発させ、一角獣の角は合わさった四本の鉤かぎ爪づめを切り飛ばした。

　角を振り切って無防備になったアルミスの右脇腹に、左の虎爪が直撃。巨大な爪は白い脇腹に深々と食い込み、一角獣の身体からだをくの字に曲げながら薙なぎ払はらう。

　内臓に達する一撃を受けたアルミスは真横に吹き飛ばされながらも【人化術じゆつ】を実行して受け身を取る。そしてすぐさま人化解除を行おうとして──中断。顔の横に折り曲げた右腕を掲げ、左手で内側を支える防御体勢を取った。

　その上から、丸太のようなマンティコアの尾が唸うなりを上げて激突した。尾瘤を失ったとはいえ大質量の筋肉の塊かたまりだ。細い右腕、そして右肩が砕ける音が俺の耳まで届き、華きや奢しやなアルミスの身体が木の葉のようにぶっ飛ばされた。

　受け止とめたコンテナが大きく軋きしみ、アルミスの口から鮮血が零こぼれる。地面に左手をついて転倒を防ぐが、力無く垂れた右腕は完全破壊されていた。

　一角獣はその肉体構造上、四肢の一つでも破壊されれば戦闘不能だ。そして一対一の状況では、治癒魔法を使う隙すきは作れない。

　それでも、アルミスは血に彩られた唇で笑みを刻んでいた。

　アルミスに止とどめの一撃を送ろうとしていたマンティコアがその美しい笑みから危機を感じ取り、急いで振り返る。

　アルミスはやってくれた。俺おれも、全身の激痛を追い払うように笑みを返してやる。

　眩まばゆいばかりの白光に包まれた【グロス一七】の先には、己の失策にようやく気付いた間抜けな獲物の姿しかなかった。

　巨大容量の白金弾頭には、既に【霧む氷ひよう掌しよう】の奪熱魔法が三十発分注ぎこまれ、相乗効果を得ている。こいつは小さな拳銃弾の形をしているが、その実体はもはや砲弾だ。

　今のマンティコアに、俺の一撃を阻止する遠距離攻撃手段は存在しない。

「終わりだっ！」

　魔弾がバレルを駆け抜け、あらん限りの魔力を乗せて飛ひ翔しよう。

　マンティコアは砕けた右前足を盾として魔弾を受け止め、防御した──つもりだった。

　間抜けめ。この戦闘の続きなど在りはしない。お前が受け止めたのは、必殺の一撃だ。

　そして、魔法が解放。

　冷気がマンティコアの右前足で爆発し、渦巻き、白い竜巻となった。

　魔力の貯蔵・変換器として最高の素材である白金の弾頭を媒体として再現されたのは、魂たましいすら凍らすといわれる雪女の伝説だ。

　急速冷凍により、マンティコアの足元のコンクリ床が凍害を起こして爆はぜ割れる。

　マンティコアの肉体も同様だ。凍り付いていく細胞内で次々と氷晶が発生し、その膨張圧で細胞膜が破壊。強きよう靭じんな魔物の皮膚と肉が内側から引き裂け、爛ただれていく。マンティコアは喉のどを反らして絶叫するが、喉と肺すらも一瞬で焼け凍り、悲鳴すらも凍結する。

　やがて弾丸に込めた魔力が尽き、白銀の竜巻となった奪熱力場が消失。

　マンティコアの巨体は、極大の奪熱魔法によって完全に蹂じゆう躙りんされていた。肉が弾はじけ、凍り付き、露出した筋肉や内臓は壊え死しを起こして黒ずんでいる。

　それでも奴やつはまだ生きて、動いていた。

　マンティコアが完全凍結した右前足を持ち上げ、一歩を踏み出す。右前足の表面に亀裂が入り、数本の指がもげたが、血色の双そう眸ぼうは確かな殺意を持って俺を見据えた。

　白金弾頭を用いて全魔力を一撃に込めても、人間の魔力量では殺し切れなかったのだ。

「オオオォォオオオオォォオオオ！」

　野獣の咆ほう哮こうを放はなち、マンティコアが俺に突撃してくる。緩慢な速度だったが、重傷を負い、魔力と体力を失った俺を地獄の道連れにするには十分な勢いだ。

　疾走するマンティコアの左側面を、背後から白い風が駆け抜けた。

　金色の光を伴って。

　少し遅れて斬り飛ばされた猛虎の左前足が床に転がる。支えを失ったマンティコアが顎で地面を削りながら失速した。

　崩れ落ちたマンティコアを追い抜く一角獣の姿に、外傷は見当たらない。難しい他者回復すら即効で行うのだ。一角獣ならば、あの程度の自己回復など十数秒で完了させる。

　アルミスが方向転換し、馬首を下に傾けて最後の突進に入る。血に濡ぬれた角が狙うのは、呆ぼう然ぜんと左前足の断面を見詰める老ろう爺やの顔面だ。

　高らかな嘶いななき声を放はなち、一角獣が再び風となる。

　閃せん光こうと化した黄金角が、見開かれたマンティコアの双そう眸ぼうの間を貫き、脳髄までも貫通。

「死になさい」

　冷徹に言い放ち、アルミスが馬首を天へと振り抜く。脳内に埋まった黄金角はマンティコアの頭頂を切り裂いて飛び出し、砕けた脳のう漿しようを高々と舞い上げた。

　脳を破壊され、仰のけ反ぞったマンティコアの身体からだが横に傾いていく。

　そして重々しい音を鳴らし、凶悪な犯罪者は地面に倒れた。

　俺おれは【グロス一七】を慎重に下ろす。手を左ひだり膝ひざの裏に送ってみると、突き立っていたはずの毒針が消えている。マンティコアは、完全に死んだらしい。

「終わった、な……」

　冷え込んだ空気の中、吐いた息は白かった。

　その瞬間、世界が傾き、俺は右肩から自ら生んだ血ち溜だまりに倒れた。身体と床に挟まれた右腕から血の花弁が飛び散るも、苦痛も無く、悪寒だけが全身を包む。

　さすがに、肉体の限界が来たらしい。

　暗く狭まっていく視界で、【人じん化か術じゆつ】を使用したアルミスが駆け付けてくるのが見える。同僚はすぐに鎮痛剤を俺の太ふと腿ももに打ち込み、治癒魔法を開始した。

「馬ば鹿か、体内魔力のほとんどを消費したのね。治癒魔法は対象の魔力も使うのよ？」

「……死ぬのか？」

「いいえ、入院確定というだけ。もういいから眠っていなさい」

　苦笑するアルミスの言葉で安心し、鎮痛剤の効果と失血の眠ねむ気けに身を任せて瞼まぶたを下ろす。

　自分の魔法のせいなのだが、寒くて仕方がない。

　しかし、鎮痛剤で鈍くなった感覚が、左手を包む暖かな感触を拾った。

　うっすらと目を開くと、俺を見下ろす空色の目があった。

　感情がどこかに抜け落ちたかのような双眸。目の前の光景に、どんなリアクションをすればいいか分かりかねているような色だ。

　それでも、クーベルネはしっかりと俺の左手を両手で包み込んでいた。

　意識が闇やみに落ちていく。

　その間もずっと、小さな手は俺の手を温めてくれていた。





五章







　それから少しの間、俺おれはロザント中央病院に入院する事になった。

　退屈な入院生活だったが、支局から送られてきたメールの報告は俺を喜ばせた。

　最初に、マンティコアに車体ごと潰つぶされたバルトは無事だったらしい。彼もしばらく入院だそうだが、命に関かかわるような怪け我がではないそうだ。

　次に、クーベルネを守り通した功績が評価され、俺とアルミスに真しん鍮ちゆう円環章の授与が決定した。今回の社会加入の機密性もあって表彰式は延期となったが、先んじて与えられた褒賞金は大破したＳＵＶの残りのローンを支払った上でも新車が買えるほどだった。

　いや、本当に良かった。緊急時とはいえアルミスが運転していたし、任務中の事だ。保険が下りるかかなり微妙だったのだ。

　しかし、誰だれも見舞いに来る気配がないのが少し──いや、かなり寂しい。個室タイプの病室だったので寂しさ倍増だ。

　……アルミスの治療でほとんど回復していたので重体という訳わけでは無く、見舞いに行く必要すら無いという事は分かる。だが、職場の交友関係を改めたくなってきた。

　そして入院三日目で寂しさの限界に達し、退院を強行する事にした。

　寝間着を脱いで、ジーンズに足を通す。そしてＴシャツを手に取った時、点つけっぱなしだった病室のテレビのニュースが俺の興味を惹ひいた。

『三日前にロザントで起きた暴走事件の続報です。警官に射殺された指名手配中のマンティコア、ガンム容疑者の遺体からは大量の麻薬が検出された事をロザント市警が発表。それにより市警は酩めい酊ていによる衝動的な犯行と判断し、麻薬の入手経路を──』

「な……！」

　衝動的だと？　マンティコアの襲撃は、完全に計画されたものだった。

　しかもレアード達たちが制圧した百貨店のワーウルフ達の事が完全に無かった事にされている。そもそも、調停局の文字すらニュースには出てこなかった。

　この報道操作は、調停局のやり口ではない。これではまるで──。

「あら、もう退院なの？」

　硬こう直ちよくする俺の背後で、アルミスが入室してきた。ノックもせず、しかも見舞い品の一つも持ってきていない無礼者に、俺はテレビを指差して訊きく。

「アルミス、こいつはどういう事だ？」

「どうもこうも、そういう事よ」

　首を振り、アルミスは疲労感を吐息に変えた。

「その脚本を書いたのは、情報総局よ」

「どうしてまた情報総局が出てくるんだ。俺達が処理すれば良かっただろう」

「私達が動ければね。今、支局は完全に活動停止状態よ」

　アルミスは近くにあったパイプ椅子に腰掛ける。

「先日の襲撃の件でウチは情報漏ろう洩えいを疑われ、内部捜査中なの。それが済むまで、全すべての担当事件は他ほかの機関に分配されたわ」

「マジかよ……いや、そうか」

　仲間を疑いたくないが、俺おれは襲撃の計画性を体感している。簡単には否定できない。

「道理で誰だれも見舞いに来ないわけだ。それどころじゃないんだな」

「ちなみに私は貴方あなたと共に襲撃を止とめた事実があったから容疑から外されているけれど、それでも見舞いに来るつもりはなかったわ。今日来たのは、報告を命令されただけ」

「えっ、どうしてそれを自慢げに言うわけ？　喧けん嘩かを売っているの？」

　あのハイン・オゴットが殺された時も情報漏洩の気けがあった。

　今回の件と人類至上主義がどこかで繋つながっているのか。それとも単に、金銭目的で犯罪者に情報を売り渡している阿あ呆ほうが支局内にいるのか。

　謎なぞは深まるばかりだが、司法省の内部捜査官に任せるしかない。

　しかしそんな事より、俺は大事な事を思い出して顔を上げた。

「なあ、クーベルネはどうしている？　彼女の身柄も調停局から離れたのか？」

「それよ。その事を伝えにきたの」

　まさか社会加入まで凍結したのか？　そんな不安を、アルミスは首を振って否定した。

「安心しなさい。クーベルネはまだロザントにいる。彼女とリンドラント氏は今回の襲撃の件を黙殺し、社会加入に影響が出ないようにしてくれたわ」

　それを聞き、ほっとする。

　だが、アルミスの顔は晴れやかなものから程遠かった。

「だけど彼女とリンドラント氏の護衛は国防総省──クリアト国軍の管轄となったわ。今日の十八時から、彼女の警護は軍の担当に移される予定よ」

　悔しいが、それがクーベルネにとって一番安全だろう。

　情報総局が何をとち狂っているか知らないが、マンティコアはどこかの組織に雇われたと考えた方が自然な状況である。最悪、ヘクトの妨害工作という可能性もあった。

　俺達たちの警備よりも、本職に任せた方がよほど安全だろう。

「報告はこれで終了よ」

　そう簡単に区切り、アルミスは椅子を立った。

「そろそろ解析の結果が出る頃ころだから確認してくるわ。その後で各ＤＮＡデータベースと照合するけれど、期待せずに待っていなさい」

「解析って？」

「こないだ連邦警察に頼んでおいたやつよ。貴方が命じたのでしょうが」

　ジロリと緑色の視線に突かれ、俺は慌あわてて記憶を引っ張り出した。

「あ、ああ。ハインを殺した奴やつのだな。勿もち論ろん、覚えているさ。勿論だ」

　あちらは俺達が独自で捜査していたから、まだ続いたままだったらしい。笑顔で取り繕つくろったものの、アルミスは猛烈に不機嫌そうな顔をしていた。

「貴方あなたも、治ったのならさっさと退院しなさい。リンドラント氏がお礼を言いたいそうよ」

　そしてアルミスは病室から出て行った。

　ちょうど良かった。リンドラントに会えれば、クーベルネの様子を聞けるかもしれない。

　それに俺おれ達たちが何の為ために血を流したか、そろそろ答え合わせをしてもいい頃ころだろう。

　俺は握っていたＴシャツを着て、素早く身支度を整えた。




　リンドラントが再会の場所に指定したのは、最初に彼等らと会った市庁舎のサロンだった。

　二人の軍人に固められたサロンの入り口を潜ると、リンドラントは笑顔で俺を迎えた。

「ご無事で何よりです。そして姫様の事、里を代表して感謝申し上げます」

「いえ、それが俺達の仕事ですから」

「貴方達の活躍は姫様からお聞きしました。負傷し、姫様を差し出せと言われても、果敢に魔物に挑んだと」

　握手と挨あい拶さつを済ませると、リンドラントは部屋端の応接席に案内してくれる。その途中で少しおどけた風ふうに中央テーブルへと目を遣やった。

「ご安心下さい。今日は、あそこから飛び出しませんから」

「残念です。今度こそ躱かわしてやろうと身構えていたのに」

　微笑ほほえむリンドラントとテーブルを挟んで椅子に座りながら、後頭部の痛みを思い出して、ついでに左手に残った温度を思い出した。

「クーベルネの様子はどうですか？」

「元気なものですよ。ライルさんを心配して、早く会わせてくれと護衛の方に噛かみ付つこうとするくらいには。ライルさんが無事だと知ると落ち着きましたがね」

　何だかすんなりとその絵が想像できてしまい、俺は小さく笑ってしまう。

「ですが少し落ち着きすぎて、このところ上の空なのですよ」

「心的外傷、という奴やつですか？」

　心配になったが、リンドラントは小さく笑声を上げた。

「大丈夫ですよ。姫様は何か考え事があると、一日中ぼんやりするようになるのです。奥方様がお亡くなりになった時も、そうでした」

　何が大丈夫か不明だが、幼い頃から彼女の横にいた彼がそう言うのなら平気なのだろう。

　クーベルネの事をもっと聞きたかったが、それよりも言わなければならない事がある。

　俺は姿勢を正し、リンドラントに深々と頭を下げた。

「……すみません。今回は調停局の認識の甘さが、彼女を危険に晒さらしてしまいました」

「そんな事はありません。貴方達は最善を尽くして下さいました」

「それでも、もっと護衛を強化するべきでした。今回の社会加入の重要性を考えれば、あの倍以上の護衛が必要だった」

　顔を上げた俺の顔は、ミスをして悄しよう然ぜんとする公務員──ではなく、悪ガキの笑顔を浮かべていただろう。

「【竜りゆう羽ばの里さと】にある、白金鉱の存在を考えればね」

　どうやら、当たっていたらしい。

　リンドラントは、俺おれの顔を凝視していた。

「……その件は、クリアトの上層部、そしてペンドラゴン財閥しか知らないはずですが」

　それから老人は、困り切った様子で白髪を撫なでた。

「姫様ですか。あれほど秘密にするようにと言い聞かせておいたのに」

「彼女は何も。俺が勝手に推測したんです。銀などの別の資源の可能性もありましたが、先日に貴方あなたを迎えにきた車がエネルギー省の物だった事や、この時期にクリアトがこれほど社会加入を急いでいる事を合わせると、白金ぐらいしか考えられません」

　子供の悪戯いたずらにしてやられたように、リンドラントは自分の額を軽く打って苦笑した。

「調査によると、里の地下にはクリアトの年間消費量に換算して四十年分の白金があるそうです。過去の当主は、それを知った上で今の【竜羽の里】を築いたのかもしれませんね」

　クリアトが危険を冒してまで欲しがった物、それは現代魔法技術を支える資源──白金鉱脈だったのだ。

　クリアトがこれほどまでに社会加入を急いだ理由も頷うなずける。社会加入を言い分にし、国境が曖あい昧まいな緩かん衝しよう地帯内の【竜羽の里】を国土として採掘するつもりなのだろう。

　クリアトは消費している半分の白金を輸入に頼っていて、更に大口輸入先の一つであるリダン国は敵対しているヘクト寄りだ。そのリダン国が白金の輸出規制をちらつかせている今、クリアトは何としても【竜羽の里】の白金を得たいのだろう。

「価値ある物は有利とリスクをもたらす、か。もし突発的に白金鉱の存在が公おおやけに晒さらされてしまったら、【竜羽の里】を中心に国家間戦争が起きかねませんね」

「その通りです。里の民は白金鉱の存在をまだ知りませんが、準備もなく教えてしまえば、戦争を誘発させようという者も出てくるでしょう」

「……【竜羽の里】の人々は、それほどまでに社会を憎んでいるのですか？」

「ええ。悲しい話ですが」

　そこで一瞬、リンドラントは唇を迷わせた。

「そして、かつての私も同じ事を考えたでしょう」

　目の前の優しそうな老人は、厳かな声でそう言った。

「里に集まった流民は、魔物としての生を求める者達たちです。しかしその生き様は現代にそぐわないものであり、彼等らは人魔社会から排はい斥せきされ、あるいは自ら抜け出した。彼等の目から見れば、人魔社会は自然の摂理に反する悪行に見えるのですよ」

「その、自然の摂理とは──」

「魔物の本能です」

　ピシッと、俺の頭の中で不快な電気が走る。

「本能、か。アメルテア戦争のヌアイマーンを思い出しますね」

　うかつにも声に不愉快な気分が乗ってしまったが、リンドラントには気付かれなかったらしい。彼は過去を懐かしむように天井を見上げた。

「【本能派】のヌアイマーン。友軍を焼き払った奴やつの熱風は、今でも夢に見ます」

　何なに気げない老人の言葉に、俺おれは驚きよう愕がくする事となった。

「……まさか貴方あなたは、ヌアイマーンを捕らえたという特殊部隊【スパルトイ】の？」

「ええ。その一員でした」

　古き英雄は過去の武勇を誇るでもなく、微笑ほほえみに細かな痛みを散りばいた。

　かつてアメルテア戦争の切り札として、ペンドラゴン財閥の協力を下に編成されたドラゴン部隊、【スパルトイ】。

　三十五年前の戦争なので俺が生まれる前の事だが、彼の痛みの理由は想像できた。

　北方大陸のアメルテア戦争は、国連とクリアトにとって失敗だったと言われている。

　発端は四十年前。国連加盟国内でテロを行った【本能派】を、苛か烈れつな魔物政権のアメルテアが保護している事実が発覚した事だ。【本能派】の引き渡しを求めるも無視され、国連はクリアト軍中心の多国籍軍を編成し、平和維持を目的とした軍事作戦が開始された。

　初めは一年以内に終了すると思われた作戦だったが、市民を盾とする【本能派】とアメルテア軍のゲリラ戦に多国籍軍は対応できず、作戦は停滞。

　更に同様の魔物支配体制である周辺国にも戦争の火が及び、北方大陸問題は泥沼化した。

　それでも五年後にはヌアイマーンの捕縛に成功したが、混迷を極めた北方大陸はもう誰だれにも止とめられず、後に多国籍軍は撤退を余儀なくされた。

　アメルテア戦争を信管として爆発した北方大陸の混乱は今も続き、世界中のブラックマーケットを吸収して激化を続けている。

　国連とクリアトの見通しの甘さが招いた地獄だった。

「貴方がクリアトを離れた理由は、アメルテア戦争のせいですか？」

「クリアトの愚かな自尊心と懐を満たす為ためだけに起きた戦争は、私から多くの物を奪った。苦楽を共にした仲間達たち、現地で知り合った難民。私にとって、命より大切な物すらも」

「……そして貴方はクリアトに背を向け、当時は人魔社会に敵対していた【竜りゆう羽ばの里さと】に流れ着いた。クリアトに、復ふく讐しゆうする為に」

　クリアトは、国連に自身のリーダーシップを主張する為にあの戦争を先導した。しかも失敗し、己のミスで北方大陸を混こん沌とんに陥れてしまった。

　そんな下らない戦争で流血を強要された英雄を責める言葉など、俺にはない。

「しかし貴方に復讐の場を提供するはずのレオアームは、クーベルネの為に社会加入へと方針変更した……貴方は、納得できたのですか？」

　それでも俺は質問した。きっとこの老人なら、俺が期待する答えを返してくれるから。

　一拍の沈黙の後に流れた老人の声は、どこまでも優しかった。

「私は知っている。怒りも、過去も、本能すらも、守るべき物さえあれば簡単に超越できるという事を。それはこの世界で最も尊い偉業であり、だからこそ魔候達は【黒くろ蛇へび】を裏切り、人魔社会が繁栄したのだという事を」

　俺おれ達たちは、一緒に笑う。この世の困難を嘲ちよう弄ろうし、軽々と踏み越えようとする笑みだった。

　やがて扉を守っていた軍人が時間が来た事を告げ、俺達はもう一度握手を交わした。

「次に会う時はお互いクリアト国民ですね。クーベルネによろしく伝えて下さい」

「近い内に姫様とお会いする機会を設けましょう。姫様には、貴方あなたの言葉が必要です」

「ええ。宜よろしくお願いします」

　部屋を出て行く老人の背を見送り、俺は一つだけ訊ききそびれた疑問を思い出した。

　以前、リンドラントが言った『呪い』とは何だったのか。

　多分、それこそリンドラントがクリアトを見限った理由なのだろうが……。

　今からでも追って聞こうとしたが、止やめた。

　あのヒトなら、必要な事ならば自分から教えてくれるだろう。




　最寄の停留所でバスを降りた後、俺は徒歩で帰路についていた。

　ハイン暗殺に調停局の内部捜査、そしてクーベルネの事。問題は山積みだが、今日の夜くらいまではゆっくりしても罰は当たらないだろう。

　俺の家があるエミル通りは、観光地やオフィス街から離れたゴミゴミした場所だ。狭い道路を囲む雑居ビルや集合住宅はどれも年季が入っており、生活音に溢あふれている。数ブロック先には裏社会が仕切っている歓楽街があるので、治安もそんなに良くない。

　ロザントにも、やはり大都市である限りこういう地区は存在する。住んでみればそれほど悪くない場所ではあるのだが。

　ゴミが散らばる道角を曲がると、数日振りの我が家が見えてきた。

　俺の家はかなり特徴的で、車六台が入る大型ガレージを改装した──まあ、ガレージだ。

　前は車両整備店だったのだが、倒産して放置されていた所を去年に俺が購入した。空調や電気設備の解体費用すらままならなかったようで、有難くそのまま利用させてもらっている。キッチンなんて洒落しやれた物は無いが、シャワー室とトイレがあるだけ満足だ。

　今度の報奨金を頼りに引っ越そうかと思ったが、ここを改装するのも悪くない。

　……しばらくは家庭を持つ予定も、相手もないし。

　何だか一気に寂しくなってきた。重たい足取りで家に向かっていると、ジーンズのポケットで携帯が鳴る。見ると、レアードからの着信だった。

「レアードか？　ちょうど良かった。今から呑のみに──」

『何言ってやがる！　それどころじゃねえぞ！』

　焦燥に満ちた雄お叫たけびに鼓膜をぶっ叩たたかれ、俺は携帯を耳から離す。

「何だよ、どうしたんだ？」

『どうしたもこうしたもねえ！　消えちまったんだ！』

「消えたって、何がだ？」

『嬢ちゃんだ！　クーベルネがセーフハウスから消えた！』

　瞬間、緩み切った頭の中が切り替わった。

「おい、何言ってんだよ！　軍が警護に当たっているんだろう、どうしてだ！」

『そりゃこっちの台詞せりふだぜ！　四〇分前、護衛の引き継ぎ中にいなくなっちまったんだ！』

「あ、アンタ達たち、そんな甘い警備をしてたのか！　あの子は襲われたばかりなんだぞ！」

『護衛対象が自分から出て行くなんて誰だれも想定していなかったんだよ！』

「は？　自分からだと？」

『ああ、監視カメラに映像が残っていたそうだ。彼女は自分からセーフハウスを出て行っちまったんだよ。今、軍が捜索している』

　何を考えているんだ、あのドラゴン娘！

　俺おれは自宅へ向かう足を急がせ、同時に思考も走らせる。

　金銭を持っていない彼女が、公共の交通機関を利用するとは考えられない。しかしドラゴンの身体性能を考えると、四十分もあると捜索範囲はかなり広くなってしまう。

「市警に捜査指令は？」

『今回の社会加入の機密性が邪魔していて、まだ許可が下りていない。おまけに内部捜査を受けている俺達は組織として捜査を展開できねえ』

「準備をしたら俺も捜査に加わる。何かあったら連絡してくれ」

　携帯を仕し舞まい、俺は自宅であるガレージのシャッターを開けようとして──。

「あ、馬ば鹿かっ！　俺の馬鹿！　車、ないじゃねえか！」

　いまさら思い出し、俺は脳みそが足りていない頭を抱える事となった。

　吐き気けすら催す焦りを飲み込み、周囲を見回す。この際、民間人から借りるか、違法駐車中の車をもっと違法的に接収するしかない。

　しかし俺の短慮を諌いさめるように、家の向かいに一台のタクシーが停とまっていた。後部座席には先客の姿があったが、構うものか！

　すぐさま飛びつき、俺は驚き顔の運転手にバッジを突き付けた。

「調停局だ！　車を借りるぞ！」

「え、そんな、ちょっといきなり──」

「子供の命が懸かかっているんだ！」

　混乱する運転手にそれだけ言い、俺は後部座席の客に振り返る。

「アンタも、悪いけど降りてくれ。緊急事態な……んだ？」

　一刻どころか一秒を争う状況なのに、俺の語気が弱まっていく。

　固まった俺の視線は、後部座席の客に縫い止とめられていた。

　真まっ赤かな長髪の少女の姿に。

　そいつは俺を見ると目をパチクリさせ、そして気の抜ける笑顔を見せた。

「おう、ライル！　三日振りだな！」

「君は……どうして、ここに？」

「ん？　ほれ、こないだ貰もらったメモ。それをこの者に見せたら連れてきてくれたのだ」

　言いながらゴソゴソとポケットを漁あさり、クーベルネは紙切れを見せつけてくる。

　くしゃくしゃになったそれは、あの日に俺おれがデパートで渡してやったメモだった。

「いやー、不在だったからどうしたものかと思ったが、待っていて正解だったな！　というか、これがライルの住処すみかなのか？　なんだか他ほかの家と違ったから──ライル？」

　最後まで聞けず、俺はタクシーの側面にへばり付きながらズルズルと座り込んでしまう。

　もう怒りも安あん堵どもない。ただ、疲労感だけが一いつ杯ぱいだった。

　それでも、重たい動作で携帯を取り、レアードに電話する。

「……レアード。クーベルネを発見した。俺ん家ちで」

『はあっ？　そりゃどういう事だ？』

　こっちが聞きたいと答える気力もなく、溜ため息いきしか出てこない。

「あのー、このお嬢さんの知り合いですか？　ここで待っていれば代わりに料金を払ってくれるヒトが来るってこのお嬢さんが言っていたんですが」

　仕事に忠実な運転手の遠慮がちな追撃に、俺は長々と鼻息を洩もらした。




「だからな、何の事件性も無かったんだよ。移動手段？　タクシーだよ、タクシー！」

　冷蔵庫からオレンジジュースとビール瓶の首を指に挟んで取り出しつつ、俺は左手で携帯を耳に押し当てていた。

「いや、何でそんなに時間掛かるんだよ……ああ、わかったよ。急いでくれよ。ったく」

　冷蔵庫のドアを足で閉め、ついでに軍部との通信も切る。

　振り返ると、広いが圧倒的に生活感が無い我が家の風景。コンクリ剥むき出だしの壁床に囲まれた室内の中央に、ガラステーブルを挟んで二つのソファが並んでいるだけの光景だ。後は壁際にガンケースや僅わずかな家具があるだけで、ベッドすら存在しない。

　……当然、ここに女を連れ込めた事など今まで無かった。

　栄えある最初の女は、ベッドを兼ねたソファの上にちょこんと座っていた。

「一時間で迎えが来るってさ。相っ変わらず軍部との連携は上う手まくいかないな──ほら」

「おう、ありがとう」

　クーベルネにジュース瓶を投げてやり、俺もビールの栓を抜きながら向かいのソファに腰を下ろす。冷えたビールで喉のどを湿らし、俺は片腕を背せ凭もたれの上に乗せた。

「まったく、こないだ狙われたばかりだってのに勝手に外に出ちゃ危ないだろう？　今いま頃ごろ、リンドラントの爺じいさんは心配し過ぎて倒れているかもしれないぞ」

「ううむ、すまん──よっと」

　栓抜きはテーブルにあるのに、クーベルネは爪で引っ掛けて瓶のキャップを弾はじき飛とばす。人じん化か状態でも、さすがは竜の爪といった所か。

　一口ジュースを飲み、クーベルネは上目遣いで批判的な視線を送ってくる。

「しかし、ライルは言ったではないか。用件は何でもいいから来ていいと」

　そんな事を言われて、誰だれが怒れるだろうか。俺は一時間丸々使う予定だった説教の言葉を一気に消去する羽目となり、ビール瓶と右手を掲げて降参を示すしかなかった。

「ああ、そうだったな。それで、どうしたんだ？」

　クーベルネの長い睫まつ毛げが、碧へき眼がんに影を作る。

　お互いの息遣いが響くように聞こえる程の静けさが、俺おれ達たちを包む。

　隙すき間まに砂利が詰まったかのような、微妙な距離と静寂だ。

「ライルって、強いな」

「は？」

　実働部の中だと俺の戦闘力はかなり低い方なのだが……言われ慣れていない賞賛に、喜びより居心地悪さを感じてしまう。

「まあ、今回の戦いは運が良かったな。アルミスもいたし、装備もそこそこ強力だった」

「でも、凄すごかったぞ。何度も怪け我がをして、吹っ飛ばされて、血を流して、今にも死にそうだったのに、あんな魔物を相手にずっと戦えていた……人間なのに」

　幼い声は、低く押し殺されていた。

「ライルは戦ってた。怖がってなかった。人間は弱い。弱い人間は怯おびえて、逃げ回るものだろう。なのに、どうして戦える？　どうして、そんなに強くなれたのだ？」

　俺を睨にらむクーベルネの顔には、見間違えようのない怒り。

　まるで自分の作品に落書きをされた芸術家のような、本気の怒りに身を震わせていた。

「人間は弱い。そして妾わらわはドラゴンだ。ドラゴンなのに、どうして、あの時──」

　俺はクーベルネが怒っている理由を理解できた。

　今、彼女の中で世界観が崩壊しつつあるのだろう。彼女自身を守っていた世界観が。

　ドラゴンは孤高であり、姫は運命に翻弄される者。そう信じたからこそ、彼女は孤独と理不尽に耐えてこれた。マンティコアに身柄を要求された時も、自らの足で行こうとした。

　彼女にとってドラゴンはドラゴンでなければならず、人間は人間でなければならない。

　しかし、それが否定された。

　人間である俺の奮闘と、敵を前にドラゴンとして戦えなかった自分自身によって。

　そのくらい、彼女を守る世界観は未熟だった。

　俺はビールを呷あおり、空き瓶をテーブルに置く。

　そして胸に吊つるしたバッジからあの写真を取り出し、クーベルネに手渡した。

「この写真を見てくれ。金髪の知的そうな子が俺だ」

「えっ？」

　話題のワープについていけなかったのだろう。クーベルネは疑問の声を上げるが、しかし素直に写真に目を落とす。

「……隣の銀髪のヒトは？」

「俺の二個上の兄貴、ウィルフリット」

　するとクーベルネは恨めしそうな目で俺を非難してくる。

　竜の目は、写真でも見分けが付くらしい。俺は笑って首を振った。

「本当さ。ウィルフリット・アングレーは正真正銘、俺おれの兄貴だよ──魔物だけどな」

「この世界では、魔物と人間の間に子は生まれぬ。人間と魔物の兄弟などいないはずだ」

「ウィルはな、外部魔物の孤児だったんだよ。両親が病気で死んで、故郷の社会加入前に先行して俺の両親が引き取った」

「外部魔物の、孤児」

「とても不幸な境遇とは思えない面つらだろう？　ウィルは、最後までそんな感じだったよ」

　最後、という言葉から事情を汲くみ取とったらしい。クーベルネは慎重な手付きで、写真を俺に返してくれた。

　本当に、いつ見ても小憎たらしい顔をしている。

　そして実際に、ウィルは見た目通りの兄貴だった。

　全まつたく、酷ひどいものだ。魔物の癖くせに人間の俺と取っ組み合いをしたり、狼おおかみや熊が出る野山へ俺を引きずり回したり。あいつのせいで大おお怪け我がをした数は、本人の俺ですら正確な数を覚えていない。それで俺が根を上げると、「つまんねー奴やつ」と呆あきれるのだ。

「……俺が昔いた地区は外部魔物の被害を諸もろに受けた場所でさ、魔物に対して排他的な場所だった。だから町の人間がウィルを見る目も冷たかった。だけどあいつはそんな周囲に怒る事も泣く事もしなかった。ただ、鼻で笑い飛ばすだけだったよ」

　クーベルネは沈黙し、俺の言葉に耳を傾けていた。

「一度、ウィルに訊きいたよ。どうして耐えられるのかってな。そしたらあいつは笑ってこう答えた。『俺は里を救う英雄になるんだ。英雄になる男が、こんなゴミ屑くず並みの障害に負けるかよ』ってな。な？　馬ば鹿かだろう？」

「里を救うとは、どういう意味だ？」

「あいつの故郷はクリアトに排除される寸前だったんだよ。あいつはそれを阻止し、平和的に社会加入させるつもりだったんだ」

　ウィルの故郷、【泉の妖精郷】は【竜りゆう羽ばの里さと】ほど立地的に恵まれてもなく、武力でも劣っていた。あるのは、人魔社会に対する不信感だけだった。

「それだけじゃない。ウィルは本気で世界を救うつもりでいた。そしていつもあいつに引っ張られていた俺も、強制的にその未来を誓わされた。迷惑な兄貴だよ、本当に」

　僅わずかに酒気を帯びた吐息が、俺の口から漏れる。

　ウィルはその未来を待たずに、テロの標的となった【泉の妖精郷】と共に焼失した。

　残ったのは夢を担がされたまま置き去りにされた、哀れな弟だ。

「……ウィルの夢の実現を、俺は調停局に見た。だから指定の士官学校に入った。でもやっぱり軍学校だからな。魔物の生徒も凄すごい奴ばかりでさ。体力系の訓練では敵かなうはずもなく、俺の成績はいつも魔物の生徒達たちより下だった」

　今でも血ち反へ吐どの味が鮮明に思い出せるくらい過酷な訓練だった。しかし魔物の生徒達は悠々とこなし、這はいずる俺を涼しい顔で追い抜いていった。

「調停局には上位成績者じゃないと入れない。なのに体力系の成績は魔物の生徒達に突き放はなされていく一方。周りの人間の同期は、魔物には敵かなわないと次々と諦めていったよ」

「それは当然だろう？　妾わらわと腕相撲したって、ライルが勝てるはずない」

「……男の子として全力で否定したいけど、まあ、両手使っても勝てないだろうな」

　いま思えば、思春期の人間男子の典型だった。初めは人間と魔物の根本的な力の差を認めようとせず、躍起になって頑張る。やがて埋まらない差に気づき、諦めるのだ。

　自分は非力な人間だ。魔物に敵うはずがないのだと。

　ウィルという兄貴がいた分、俺おれがその思考に至るのは他ほかの子供よりも早かったが。

「それである日、テカムシが説明会で学校に来てな、そこでバッサリ言われたよ。今の順位では入局出来ないってな。同期の人間の中ではトップの成績だったのにさ」

「それは、魔物に体力で勝てという事か？　敵うはずがないではないか」

　クーベルネの反発に笑ってしまう。彼女の表情と口調は、ウィルに「つまらねー」と言われた時の俺とそっくりだったからだ。

「だけど、テカムシの言った事は本当だった。ちょっと考えれば分かる事なんだ。人間だからって、魔物の犯罪者が手加減してくれるか？」

　そんなシンプルな言葉に、クーベルネは沈黙する。

「だから俺は死ぬ気で訓練した。魔物には縁遠い技術である魔具を極めようとして、気付いたら代表選手になっていたよ。そして調停局員になれた今でも、次は同僚や犯罪者に負けない為ために訓練は続いている」

　俺は一つ呼吸を置き、無情な、しかし隠しようのない真実を少女に告げた。

「そうだ。この人魔社会の実際的な問題を前にした時、種族の違いなんてゴミ屑くず並みの価値に成り下がる。人間という生まれ持った弱さに胡座あぐらをかく事は許されない。種族という言葉は、弱さの言い訳わけにも、君を守る盾なんかにもなりはしないんだ」

　可か憐れんな唇が、怒りに戦慄おののく。

　俺の言葉は、真正面からクーベルネの世界観を破綻させる物だった。

「な、ならば……」

　青い瞳に怒りと涙を孕はらませ、少女は何度かの失敗を経て、ようやく叫び声を上げた。

「ならば、妾はどうやって耐えればよいのだ！　故郷から引き離され、生まれた時から里の者に恨まれ、身に覚えのない理由で命を狙われる現実に！」

　クーベルネの両手の中で、ジュースの瓶が粉々に砕ける。手も衣服も濡ぬれてしまったが、彼女は構わず叫び続ける。

「ライルには分からない！　母上が最後に言ったのだ、妾はドラゴンだと！　だから、どんな事にも耐えられると！　だから妾は耐えた！　母上が死んでも、父上やリンドラントに会えなくなっても！　一人になっても！　だって、妾は、孤高のドラゴン、だから……」

　炎のような叫びは長く保たず、すぐに萎しおれていった。

　クーベルネは、自分でも無理があったと気づいていたはずだ。彼女は、既に自分自身で自分を守る理屈を否定してしまっている。ドラゴンとして、敵と戦えない臆病さで。

　彼女は、ドラゴンという存在ではない。クーベルネという、十三歳のほんの子供なのだ。

「そうだな、俺おれには君のお母さんがどういう想おもいでその言葉を遺のこしたかは分からない」

　俺はソファから立ち上がり、壁際の棚へと向かう。

「だけど、耐える事と諦める事は別物だという事は知っている」

「だが、だが……分からぬのだ。妾わらわは、今の自分を、どうやって納得していいのか」

「納得する必要なんて、無いさ」

　俯うつむくクーベルネの横に座り、タオルでその小さな手を拭いてやる。それから、俺は彼女の頭の上に片手を置いた。

「君を取り巻く全すべては、間違っている。君を苦しめている約定や環境は、間違いなんだ。それなら立ち向かって、戦って、正さなければならない」

「戦う……？」

　碧へき眼がんに一瞬だけ光が戻り、すぐさま不機嫌の影に隠れた。

「他ひ人と事ごとだから、そんな事を言えるのだ」

　涙声でそんな不満を漏らすクーベルネだったが、俺の手の下からは逃れない。

「社会への復ふく讐しゆう心が為ために妾を憎む里の者達たちを。里には二度と戻れぬというクリアトとの取り決めを。そして、弱い妾自身を。どうやって変えればいい。無理だろう、こんなの」

　掌てのひらの下から、クーベルネは濡ぬれた瞳で恨みがましく見上げてくる。

「今は、な。この国で勉強して、遊んで、考えてみろ。そしたらまた違ってくるさ」

「でも……でも、もし、駄目だったら？」

「駄目って判断するのは難しいぞ？　まあ、死ぬ気で頑張って、老人になってそれでも届かなかったら駄目って言えるだろうけど……その時は、生まれの所せ為いにして最初から何もしないよりも、幾らか気持ちよく納得できるだろうさ。多分」

「適当な奴やつだな、ライルは──わぷっ」

　口を尖とがらせる小生意気な子供を片手で抱き寄せ、俺はこれ以上の反論を封じる。

「大丈夫だ。君が、君の生まれが呼び込む不条理に抗あらがおうというのなら、調停局がいる。人間と魔物が平和を望む限り、俺達は永遠にお前の傍そばにいる」

　少しの沈黙の後、くぐもった声が胸の中から返ってきた。

「……いてくれるのか？　妾の側に。本当か？」

「ああ。いるさ」

　クーベルネは顔を擦こすり付け、俺のシャツで涙を拭ぬぐう。

「一人が、怖かった。里の者達の目が怖かった。母上が死に、父上とリンドラントから離れて暮らさなければならない事が決まった時、本当は凄すごく怖かった」

「だろうな」

「マンティコアの所へ行こうとした時、足が震えた」

「俺もビビっていた」

「ライル達が助けてくれたとき、嬉うれしかった……嬉しかったのだ」

　静かな夜に、くぐもった嗚お咽えつが響く。やがて、産うぶ声ごえのように大きな泣き声となった。

　いや、それはまさしく産声だったのかもしれない。

　孤独に耐える為ために己すら欺き、暗く閉ざしていた彼女の心の産声か。

　無防備に、無責任に、幼い少女はひたすらに泣き続けた。




　所々ヒビ割れ、ゴミが散乱する無人のエミル通りを、俺おれとクーベルネは歩いている。

　夜になると薄暗く危険な通りだが、今夜に限っては歌劇舞台のような情緒を醸かもしていた。

　俺の前をクルクル回りながら歩いている少女のお陰だろう。

　スニーカーが地面を叩たたく音は軽やかで、薄うす闇やみの中で舞う赤髪は炎のように綺き麗れいだった。

「軍部も、家の前にまで迎えにくればいいのにな。こんな夜中に子供を歩かせやがって」

「妾わらわは構わぬぞ。ライルと一緒にいる時間が少しでも増えたのだから」

　くるりと振り返り、クーベルネは赤くした目と鼻で晴れやかな笑顔を咲かせる。

　まあ確かに、こんな場所に軍用車両や高価な公用車が入ってくれば、面倒な奴やつ等らの興味を惹ひいてしまう。肩をすくめ、俺はクーベルネの横に並んだ。

　右手に持った携帯で軍が指定した集合地点を確認していると、いきなりクーベルネが右腕に抱き付いてきて、危うく携帯を落としそうになった。

「おい、危ないって。歩きにくいし、通報されたら言い訳わけが難しい」

「いいのだ、歩きにくくても」













　目を閉じ、クーベルネはクスクスと笑った。

「なあ、ライル。これから妾わらわはどうなるのかな？」

「不安か？」

「ううん。しかし今まで想像もした事がなかったのに、今はとても気になる」

　ビルに隠された狭い夜空を見上げる少女は、遠くの星に思いを馳はせるように言う。

「きっと、やりたい事が沢たく山さんできたからだろうな」

　クーベルネからは、今までのようなどこか諦めに満ちた雰囲気は感じられない。自分の目前に広がる無限の選択肢を前に、胸を躍らせる子供そのものだった。

　そしてクーベルネは俺おれの右腕にトンと頭を当てて体重を預けてくる。

「……それに、妾は孤独ではないと分かったからだろう」

「ああ。どこに行っても、どうなろうと構わない。困ったら、何度でも俺達たちを頼れ」

「うん、ありがとう」

　背後からは雲に隠れがちな月明かりと、死に掛けの外灯が俺達を照らしている。足元の道路では、おぼろげに浮かんだ人間と魔物の影が仲睦むつまじそうに寄り添っていた。

　この先、クーベルネは大変な目に遭うだろう。しかし彼女はもう諦めたりはしない。大きな目標があるのだから。ドラゴンとしてではなく、クーベルネとしての大きな目標が。

　それでも、力や心の強さだけではどうにもならない事があるだろう。

　その時は、俺達がいる。彼女は孤独ではないのだ。

　角を曲がると、やがて袋小路に俺達の目的地が見えてきた。

　明かりがついていない雑居ビルに三方を囲まれた駐車場だ。元は近くのビルの駐車場らしいが、今は一台の車すら見当たらず、端々に粗大ゴミが積み上げられているだけだ。

　そう、一台の車すら見当たらない。

　心こころ許もとない月明かりの中で佇たたずんでいたのは、長身の老人だけだった。

「おお、リンドラント！」

　クーベルネが俺から離れ、老人の元に駆け寄っていく。リンドラントは、腰に抱き付いてくる少女の頭を愛いとおしげに撫なでる。

「心配しましたぞ、姫様」

「いやあ、すまん。大事な用があったのだ」

　雷が落ちると思ったが、彼の顔は穏やかだ。その優しげな目は俺にも向けられる。

「また、ライル殿にご迷惑をお掛けしたようですな」

「いいえ……貴方あなたがクーベルネのお迎えですか？　軍の者は？」

　俺もリンドラントへと歩み寄り──。

　漠然とした違和感が、俺の胸に落ちた。

「軍部に無理を言って、私一人で来たのですよ」

　薄うす闇やみの中で人好きのする笑みを湛たたえた老人の立ち姿に、強烈な既視感を覚える。

　……何なんだ、この感覚は。

　たった一本のビールで酔っ払ったのか。もつれた足が、砂利を鳴らして止とまってしまう。

　リンドラントの手が届く、ギリギリの範囲外で。

　人ひと気けのない駐車場にいるのに、まるで絞首台に立っているような錯覚が俺おれを捕らえる。

　まるで、悲劇の終着点にいるような錯覚が。

　優しい笑顔の老人と、混乱する俺。二人が視線を交錯させる中で、クーベルネだけが楽しそうだった。

「なあ、リンドラント。妾わらわは決めたぞ。色々決めたのだ！」

「おや、いつも以上に上機嫌ですな」

　右手に微細な振動が走り、緊張しきっていた俺の背筋が跳ね上がる。見下ろすと、握りっぱなしだった携帯がアルミスからの着信を知らせていた。

「……少し、失礼します」

　リンドラントに断り、俺は形にならない疑念を振り切るように踵きびすを返して電話に出た。

「アルミス、どうした？」

『ライル！』

　俺の鼓膜を打つ、切迫した叫び声。

『よく聞きなさい！　奴やつ等らはここも監視していた。私はもうすぐ拘束されるわ！』

「拘束？　おい、一体──」

『いいから聞きなさい！』

　アルミスは、連邦警察の分析部にいたはずだ。そんな彼女を、誰だれが拘束する？

『解析結果が出たわ。それはすぐに軍部のデータベースにヒットした。奴等が追っていた──いえ、隠していたハイン殺害犯は、二十九年前に死亡したはずの軍人よ！』

　足場が崩れるような、正体不明の恐怖。

　ありえない。しかし状況が、アルミスの焦りが、俺の中で最悪の予測を組み立てていく。

　そして、アルミスは叫んだ。俺の予測通りの内容を。




『その男の名は【スパルトイ】の隊長。リーグベルン・アーベル。ドラゴンよ！』




　俺は生存本能に従い、身を捻ひねりながら敵と距離を取る為ために跳躍する。

　刹せつ那な、衝撃が右腕に走り、灼しやく熱ねつ感が広がる。血霧と手からすっぽ抜けた携帯が宙を舞い、その向こうに五つの切っ先が煌きらめいていた。

　血を零こぼしながらも、地面に倒れ込んだ勢いを利用して後転し、更に距離を稼ぐ。

　傷は、深い。しかし腕を押さえる事も、戦闘態勢を取る事もできずに俺は硬こう直ちよくしていた。

「ふむ、やはり勘が良い。マンティコアを屠ほふったというのも、偶然ではないようだ」

　商品を批評するかのような目で、リンドラントは自分の右手を見詰めていた。

　俺の血に染まった、短刀の如ごとき獣爪を生やした右手を。

　あの爪に切り裂かれるのは、これで二度目だ。

　混乱に喉のどを絞られ、声が出ない。しかしリンドラントの左腕に抱えられ、ぐったりと身体からだと赤髪を垂らしている少女が視界に入った瞬間、ようやく声を上げられた。

「クーベルネ！」

「安心しなさい。まだ死んではいない。姫様には、役目がある」

　落ちた携帯を踏み潰つぶすリンドラントの顔には、もはや一片の感情すら存在していない。

　何な故ぜ、外部魔物集落の使者である彼がハインを暗殺した？

　何故、目付け役である彼はクーベルネを気絶させた？

　分かっているのは、彼が、俺おれを殺そうとしている事実だけだ。

　しかし理解しているはずなのに、俺は動けなかった。

　リンドラントが俺に向けた右手に、魔法が発生する。砂すな埃ぼこりを巻き上げ、紅ぐ蓮れんが集約されていく。病院の地下駐車場で見た、あの炎の攻撃魔法だ。

「今度は外しません。もう時間は無く、私は選択した。目的の為ために、ここで貴方あなたを殺す」

　躊躇ためらいのない言葉が放はなたれ、魔法は完成する。

　そして何も出来ないまま、俺が骨の髄まで燃やされる。

　その寸前──ザリッという足音を立て、何者かが片かた膝ひざをつく俺の横に立った。

「殺すというのは、物騒ですねえ」

　気楽な足取りで俺の死地に割って入った男は、緊張感の無い声でそう呟つぶやいた。

　見上げると、魔法が生み出す猛風の中でも乱れないくらいに綺き麗れいに撫なで付つけた黒髪と、同色のサングラス。そして場違いにもほどがある、笑み。

「情報総局の、ロイヤー」

　かすれ声で俺が呻うめき、リンドラントが目を険しくする。

「……ここで彼を殺さなければ、後々に厄介になるが？」

「殺した方が厄介ですよ。彼は調停局員なのですから。こんな道端で殺してしまうと、調停局が本腰を入れて捜査を開始してしまいます。今までの準備が無駄になってしまう」

　銀色の瞳が逡しゆん巡じゆんし、やがて駐車場に狂乱する風と紅蓮は消滅した。

「忘れぬ事だ。一人の人間が世界を変えた例など、幾らでも存在する」

「そして一人の少女の死が、世界を変えた例もね」

　前方からの圧力に、俺は危うく後ろに倒れそうになる。リンドラントの表情に異変は無かったが、ドラゴンの怒りは俺を根幹から震え上がらせた。

　しかし、リンドラントは腕の中で眠る少女を見下ろして自嘲し、怒りを仕し舞まい込んだ。

「では、彼の始末は貴様に任せる。私は贄にえを運ぶという役目を遂行しよう」

　バサリと音を立て、リンドラントの背から一対の壁が広がる。

　背後のビルを覆い隠すほどに広がった真紅。それは魔物の王の外がい套とう──ドラゴンの翼。

「待てっ！」

　もう、硬こう直ちよくしている訳わけにはいかなかった。クーベルネが抱えられているので銃撃はできない。俺は左手の【樹じゆ龍りゆう輪りん】に魔力を込めながら走り出す。

　しかし距離を半分まで詰めた所で、竜翼に複雑な文様が輝いた。

　そして、翼が一打ちされる。それだけで砂利や周囲の粗大ゴミが撹かく拌はんされ、竜巻に遭ったかのように巻き上げられた。

　俺おれの両足も地面から離れ、横手のビル璧へと吹き飛ばされる。しかしコンクリ外壁には叩たたき付つけられず、割って入ったロイヤーによって抱き止とめられていた。

「大丈夫ですか？」

　感謝の言葉もなくロイヤーの腕から脱出し、俺は粉ふん塵じんを切り裂くように視線を走らせる。

　豪風に吹き払われた駐車場には、リンドラントもクーベルネも見当たらない。

　夜空を見上げると、朧おぼろ月づきの中に巨大な生物のシルエットが南へ飛んでいく姿があった。

　そしてその姿も、すぐにビルの陰に消えた。

「なんだ……おい、これは……」

　両足から力が消え去り、俺はその場で尻餅をついてしまう。

　今の今まで、俺の隣で笑っていた少女が、消えた。

　俺の手の届かない、混こん沌とんの闇やみへと。

「いやあ、カタパルト無しであの瞬発力。科学が進歩したとはいえ、まだまだ航空戦力の主役はドラゴンですかねぇ」

　ロイヤーが感心した様子で喋しやべりながら傍そばにしゃがみ込み、俺の傷を検分する。

「ふむ、かなり深いですね。すぐに病院の手配を……あ、いえ、貴方あなたの場合はテミスさんに診て貰もらった方が良いかもしれませんね。彼女も支局に向かっている事ですし──」

「てめえっ！」

　左手で喉のどを掴つかみ、俺はロイヤーの背中を地面に叩き付ける。そして馬乗りになりながら、血ち塗まみれの右手で抜いた【グロス一七】を緩い顔に突き付けた。

「お前等らは、あの暗殺者がリンドラントと知っていて隠してやがったな！」

　違う。やるべき事はそうじゃない。とにかく、クーベルネを救わなければ。

「携帯を寄よ越こせ。調停局に……いや、軍に連絡する」

「それは、ちょっと。情報総局はそういう物の管理に厳しくて」

「なら、死体から奪うぞ」

　左手でスライドを引き、これ見よがしに初弾を薬室に送る。

　どんな魔物だろうと、人じん化か状態の時に眼がん窩かから脳を狙われれば致命傷だ。

　そして俺は、それを実行する事を躊躇ためらわない。ロイヤーはリンドラントと繋つながっている。そしてリンドラントがクーベルネを狙った以上、あのマンティコア達たちとも繋がっている。

　あの日に起きた強力な通信妨害は、情報総局だからこそ可能な荒技だ。

「冷静になって下さい。私達が敵だとすれば、ロザント基地の軍も同類だと貴方も分かっているはずでしょう？」

「く、国を守る組織が、クーベルネを、狙うだと？」

　完全固定していたはずの照準がぶれる。しかし俺が見せた決定的な隙すきを突きもせず、ロイヤーは緩く微笑するだけだった。

「国家の為ためだからですよ。さすがに司法省は納得させられないので、貴方あなた達たちの動きを拘束するのには内通者を捏ねつ造ぞうするという絡め手を使わせて頂きましたが」

　俺おれの右腕から流れる血が【グロス一七】の銃身を伝い、ロイヤーの顔に落ちる。そんな事はお構いなしに、ロイヤーは言葉を重ねる。

「無論、リンドラントやあの流れ者のマンティコアなどは国士ではありませんが、我々と利益が重なったので協力しました。そう、利益の為です」

　その言葉を聞いた瞬間、俺は引き金に力を込めた。

　だが撃鉄が起きる前に、人差し指は続くロイヤーの言葉で止とめられた。

「クーベルネさんは生きています。今の所は」

　その真偽を測ろうにも、ロイヤーの双そう眸ぼうはサングラスに隠れている。

「こちらとしては、貴方に死なれては困るのです。ならば全すべてを話して、納得してもらうしか道は無い。どうでしょう？　治療がてら、貴方達の支局でお話ししませんか？」

「ふざけるなよ。どんな理由があっても、納得できるはず無いだろうが！」

「ではどうします？　相手はかのヌアイマーンを捕らえたドラゴンです。単身で勝てる相手ではありません。彼女を救出するにしても、一度支局に戻る必要があるのでは？」

　唇を噛かみ締しめ、俺はもう一度引き金に指を掛ける。だが、引けない。

　力を込めようとしても、人差し指は引き金のバネの力に押し戻されていった。

「……クーベルネは、生きているんだな？」

　歯で磨すり潰つぶしたような俺の声に、ロイヤーは倒れたまま腕時計に視線を遣やった。

「情報局員が言うと真しん実じつ味みに欠けますが……残り四時間と十六分は彼女の命を保証します。私の話を聞き、救おうかどうか判断するには十分な時間のはずです」

「嘘うそだったら、お前を殺してやる」

　己の熱を排出するように息を吐き、俺はロイヤーの上から退どいた。

　むかつくが、ロイヤーの言う通りだ。ここでこいつを殺した所で、俺が仲間に追跡されるだけだ。法執行機関まで敵に回しては、クーベルネを救えない。

　立ち上がったロイヤーはハンカチで頬ほおに掛かった血を拭ぬぐいながら、ホッと溜ため息いきを吐いた。

「若くしてその冷静さは貴重です。さあ、すぐそこに車を停とめてあるので行きましょう」

　先行してロイヤーが駐車場を出て行く。

　その後に続く前に、俺は夜空を見上げた。

　不吉な青黒い空に、あの優しい老人が見せた冷酷な目が重なる。

　俺の目の前は、この空のように真っ暗だった。





六章







　時刻が二十時に差し掛かる頃ころになっても、支局は外から聞こえる程に騒がしかった。

　ロイヤーに先導されて一階のロビーに入ると、そこでは色んな部署の局員達たちが暴徒のように騒ぎ立て、それを数十人の情報局員が入り口前で抑えていた。

「あっ、おい、ライル！」

　群衆の中にいたレアードが俺おれを見付け、近付いてくる。そして俺の右腕に巻かれた血染めの包帯を見て顔を顰しかめ、次に前を歩くロイヤーを睨にらみながら訊きいてきた。

「一体、どうしたんだ？　情報総局の奴やつ等らが入ってきて、俺達を拘束しやがった。司法省の要請で内部捜査権を引き継いだってな。こいつ等、俺達に監視装置まで付けやがった」

　内心で舌打ちする。これで、調停局は組織としてクーベルネを救出できなくなった。

「今は何も言えない」

　ロイヤーが合格と言うように微笑する。その憎たらしい顔を睨みながら、俺はもう一つ付け加えた。

「だけど動く準備をしておいてくれ」

　ロイヤーが一転して呆あきれ顔がおになる。レアードは、小さく顎を引いてから離れていった。

　それからロイヤーは四階まで上がり、作戦室の一つに俺を連れ込んだ。

　その部屋の壁際に、腕を組んで立つアルミスの姿があった。

「……どこまで聞いた？」

「クーベルネの価値。リンドラントの裏切り。そして私達の敗北まで」

　彼女も、連邦警察局から連行されたばかりらしい。

「さて、どこから話しましょうか」

　ロイヤーは椅子に座り、作戦室の中央デスクに組んだ両手を乗せてそう切り出した。アルミスは壁に背を預けたままで、俺は中央デスクの側面の席に座る。

「先まず、彼──本名はリーグベルンですが、あれの正体は怒れる竜だったという事です」

　俺は沈黙し、ロイヤーの言葉を聞いていた。こいつの語る真実の中に、クーベルネを救うチャンスが転がっているかもしれないからだ。

「あれは確かにクリアト国民で、しかも数々の勲章を授与された【スパルトイ】の隊長でした。しかしアメルテア戦争を最後に彼はクリアトを去り、【竜りゆう羽ばの里さと】に流れ着いた」

「亡命の理由は？」

　俺の問いには答えず、代わりにロイヤーは背広の懐を探り、一枚の紙をデスクに広げた。

　二十九年前の新聞のコピー。その隅の記事には赤髪の優しそうな女性と、それに良く似た少女の写真が載っていた。

「クリアト空軍中尉の自宅が何者かに爆破される。リーグベルン・アーベルさんとその妻メアリさん、娘ミレイユさんの死亡が確認。市警は、人類至上主義団体の犯行と断定……」

「ミレイユさんは、十五歳でした」

　──私は知っている。怒りも、過去も、里の者達たちが口を揃そろえて言う本能すらも、守るべき物さえあれば簡単に超越できるという事を。

　そう言ったのはリンドラント本人。

　しかし彼の守るべき物は、とうの昔に失われていたのだ。

「……死んだはずのリーグベルンがどうして生きている？」

「三十年近く前の事件なので全容は掴つかめませんが、彼だけは一命を取り留とめ、どこかに身を潜ひそめていたのでしょう」

「身を潜めていた？」

「ええ。敵から逃れる為ためではなく、経緯を見届ける為に。そして、本当の敵を知る為に」

　ロイヤーが指先で叩たたいたのは、新聞記事の『人類至上主義団体』という文字。

「この事件は人類至上主義の仕業だとされていますが、未いまだに解決されていません。その理由は分かりますか？」

「簡単ね。担当した捜査機関の者が無能だったからよ。遺体の数を数え間違える程にね。そんな事より、さっさと情報を渡し──」

「ちょっと待て、アルミス」

　アルミスの荒立つ声を、俺おれは新聞を見詰めながら遮さえぎる。

　遺体の数を数え間違える？　馬ば鹿かな。二十九年前といえば、アメルテア戦争の真っただ中だ。そんな時期に軍人が狙われたのなら、最初にアメルテアからの報復テロを疑うだろう。間違いなく、国土安全保障省や国防省が捜査に乗り出す。

　その全員が、遺体を数え間違えたというのか？

「……情報総局がリーグベルンの死を隠したのか」

「残念ながら外れです。私達だって【竜りゆう羽ばの里さと】でリーグベルンが生きていた事を知った時は驚いたのですから。情報総局は、この事件の捜査を妨害しただけ。捜査報告書を偽装し、存在しない人類至上主義団体を捏ねつ造ぞうしただけですよ」

　噴き上がった俺達の敵てき愾がい心しんを受け、ロイヤーは慌あわてた様子で両手を上げた。

「あの、落ち着いて下さい。当時の情報総局は大統領府の命令に従っただけですよ？」

「大統領府がアメルテアのテロの危険性を隠しただと？　自分の首を絞めるだけだろうが」

「いやいや、逆ですよ。国民にアメルテアのテロの可能性を認識される方が、当時の国家にとっては損失だったのですから」

　殺意を消すほどの疑問が、俺を呑のみ込む。

「アメルテア戦争への参加はクリアトにとって大失敗だったと言われていますが、実はあれはあれで成功なのですよ。ですからクリアト国内での報復テロが露見し、国民の厭えん戦せんムードが強まると不ま味ずかったのです。もはや日常化している人類至上主義のテロだと言った方が、まだマシだったというわけですよ」

　混乱する俺達を前に、ロイヤーはまるで歴史好きの教師のように語っていく。

「アメルテア戦争を引き金にし、現在の北方諸国では政権を握る魔物と反政府派の人間の戦いが続いています。戦闘面では人間は魔物に劣りますが、相応の武器があればその限りではありません。実際に反政府軍が都市や鉱山の占拠に成功した国も多い」

　首筋の毛が逆立つ。

　凄すさまじい嫌悪感に。俺おれが生まれ育った国の、醜悪な影の気配に。

「相応の武器……武器商人がクリアトから流す中古兵器か。お前は、クリアトが北方大陸を巨大な中古武器市場にする為ためにあの戦争を起こしたと言うのか！」

「勿もち論ろん、ヌアイマーンを捕えて【本能派】を壊滅させる事が第一の目的だったとは思いますがね。他国に戦争を挑むのです。様々な利益の可能性が無ければ、国家は動きませんよ」

　俺が自力で答えを導き出した事が不服なのか、ロイヤーは少し残念そうに言った。

　兵器──中でも魔具は、日進月歩の勢いで発展している。特にヘクトと冷戦中のクリアトではその進化は著しく、五年前と現在の魔具を比較するとその性能差は歴然だ。

　そして北方大陸には莫ばく大だいな地下資源が存在している。中古兵器を反政府軍に売り、その武器を以もつて反政府軍が鉱山や油田を占領すれば、彼等らは顧客として更に成長していく。

　人間と魔物の争いを助長させ、その流血を吸って成長するクリアト。

　何が人魔社会の旗印だ。これでは、貪欲な怪物ではないか。

「馬ば鹿かな……そんな事の為にクリアトは北方大陸を地獄に変え、リンドラントの家族を殺した犯人を見逃したのか？」

「ええ。その事実を知り、リーグベルンは社会を憎んだのでしょう。その復ふく讐しゆうの場を【竜りゆう羽ばの里さと】に求めたのですが──」

「……当主レオアームは、社会加入へと方針転換した。クーベルネの為に」

　俺が後の言葉を引き継ぎ、ロイヤーは頷うなずく。

「実際、リーグベルンは腸はらわたが煮え繰り返る思いだったでしょう。クーデターすら考えていたはずです。そしてそんな時に、彼は目的を同じくする情報総局と再会したのです。いやあ、大変でしたよ？　話を聞いてもらうまでに、六人の情報局員が殺されてしまって──」

　俺はデスクを殴り付け、椅子を蹴って立ち上がっていた。

「お前達たちは、クーベルネを人質にしてレオアームを蜂起させ、戦争を起こすつもりか！」

「それも間違いですね。愛まな娘むすめを人質にした所で、レオアーム自身や貴方あなたがたに救出される可能性が高い。家族を使って彼を蜂起させるなら、もっと確実な方法があります」

　理解し、俺の身体からだがぐらつく。足元の床が歪ゆがんだ気さえした。

　俺の予想を汲くみ取とったロイヤーが、笑顔のまま頷いて言った。

「そう。クリアトの人間に、クーベルネさんを殺させる事です。家族という楔くさびから解き放はなってやれば、レオアームはかつての──いいえ、かつて以上の猛獣となるでしょう。そして周辺の外部魔物集落も同調し、巨大な魔物の軍勢が完成します」

　俺とアルミスは、その言葉に立ち尽くした。

「彼女の処刑役は【血ちの尊そん厳げん社しや】が請け負ってくれました。今いま頃ごろ、彼等は旧リぺリアル空港で準備を進めているでしょう……おっと、口が滑りました」

　白々しく口を押さえるロイヤーのネクタイを掴つかみ、俺おれはその身体からだを立ち上がらせる。

「何な故ぜだ！　情報総局がどうして犯罪者と手を組んでまで、戦争を起こそうとする！」

「先ほど言ったでしょう？　国家の為ためだからですよ」

　俺が間近の顔を殴らなかったのは、ロイヤーの声に真しん摯しな響きがあったからだ。

「白金鉱の話は聞きましたね？　確かに加入が済めば緩かん衝しよう地帯内にある【竜りゆう羽ばの里さと】を国土として主張できます。しかしそこに白金鉱があるとなると、ヘクトを納得させる理由としては弱過ぎる。国連の非難を押し切って、ヘクトは動き出します」

　──百年前、核兵器に代わって新たな世界の秩序となった質量兵器や気象兵器等の戦術魔具は、全すべて白金を中核触しよく媒ばいとしている。

　それほどまでに白金の力は凄すさまじい。ヘクトが諦めるとは、思えない。

　ロイヤーは喉のどを絞める手も振り払わずに、俺が尻込みするほど強く見据えていた。

「ならばレオアームがクリアトを襲えばどうなるか？　ヘクトは不干渉を決め、これ幸いとクリアトに任せます。そしてクリアトは一部の犯罪者のせいでドラゴンと戦う事になり、やがて勝利して【竜羽の里】にまで攻め寄せる。全てが終わった時には、自然と緩衝地帯内に軍を待機させられる。ヘクトを牽けん制せいしつつ、国有の鉱山を得られるのです」

「そんな、そんな物の為に、クーベルネを殺すというのか？」

「場所が悪かったのですよ。あの白金鉱は、扱い一つでクリアトとヘクトの信管に火を灯ともせてしまうのです」

　サングラスを指で押し上げるロイヤーは、あくまで冷静だった。

「……国家の命運を、外部魔物に握られるわけにはいかない。特に、何の疑いも持たずにリーグベルンを愛まな娘むすめの目付け役にするような、間抜けなドラゴンにはね」

　レオアームに対するロイヤーの評価は、あまりにも正しすぎた。

　レオアームは、娘を守る事と過去の戦いによる負債で視野を失い、里の統制すら失っている。国家間戦争を起こす鍵を持つ者としては、最悪な人物だった。

「リーグベルンが計画し、【血ちの尊そん厳げん社しや】がクーベルネを暗殺し、レオアームが戦争を起こす。クリアトに非はなく、どこまでも被害者でいられます。レオアームが起こす災厄で多くのヒトが死ぬでしょうが、大国同士の戦争に比べれば微々たるものです」

「クーベルネの、無む垢くな子供の命を、手前勝手に売り払っていいものか！」

　俺の叫びは、ロイヤーのどこかに届いたらしい。彼の片頬ほおに薄い苦渋の皺しわが浮かんだ。

「貴方あなたの言葉もまた真理です。皮肉抜きでそう思います。しかしこの世は、悪あしき魔物を英雄が討つ物語に飽きている。その程度では、国家の安定を許してはくれないのです」

　一瞬だけ視線を下げたロイヤーは、しかし顔を上げた時には微笑を取り戻していた。

「それに実際問題どうします？　市警も州軍も、軍部も調停局でさえ貴方の味方になりません。マスコミに垂れ込めば計画は頓挫するでしょうが、この国は乱れますよ？」

　そうなのだ。このふざけた計画は、ニュース速報一つで破綻する。

　しかし影響はそれだけでは終わらず、クリアト全体に波及するだろう。

　国家機関が人類至上主義者と共謀し、社会加入を控えた魔物の子を殺そうとした。その情報は国を揺るがし、決定的な亀裂を生みかねない。下手をしたら、人魔両方の国民の心が【邂かい逅こうの日ひ】直後の中世期に逆戻りする可能性だってあった。

　更に巨大な情報の伝でん播ぱの中で、ヘクトから白金鉱の存在を隠し切れるかも賭けになる。

　誰だれもクーベルネを救えない、救わない。

　やがて、ロイヤーは静かに言った。

「国家は、ドラゴンは、世界はクーベルネの死を望んでいる」

　クーベルネは、歪ゆがんだ論理に縋すがってまで、孤独の苦しみに耐えていた。

　クーベルネは、自分の本来あるべき姿を示されただけで、無邪気に喜んでいた。

　そんな子供に、本当に小さな魔物の子供に、正義の御み手ては届かない。

　現実でも、俺おれの右手はロイヤーのネクタイからずり落ちていく。

「そう、貴方あなたは調停局員なのですよ。アングレー君。その本分を守らなければならない」

「そうだ、俺は調停局員だ」

　俯うつむくと、胸元に下がるバッジの聖フランチェスカと目が合った。

　俺の選択に、貴女あなたは怒るだろうか。それとも許してくれるだろうか。

　そしてウィル。アンタは、俺をまだ弟と呼んでくれるだろうか。

　想像し、少しだけ笑ってしまった。その笑みを壁際から盗み見たアルミスが片眉を上げ、そして目を閉じた。

「話は終わりましたね。では二人とも、下に行って監視装置を貰もらって下さい。明日の朝には家に帰れるよう努力します」

　ロイヤーの声色には、どこか退屈そうな響きがあった。

　そしてロイヤーは踵きびすを返し、部屋の出口へと歩き出す。

　その足が止とまったのは、小さな笑声が聞こえたからだ。

　笑っていたのはアルミスだ。軽く握った拳こぶしで口元を隠しながら、クスクスと笑っていた。

「……どうかされました？」

　さすがのロイヤーも気味が悪そうに訊きく。

「いえ、今後の展開を予想したら、余りにも馬ば鹿か馬ば鹿かしくって……」

　訝いぶかしがるロイヤーに、俺が答えを教えてやる。

「つまりな──」

　説明を引き継いだ俺へとロイヤーが振り返り……。

　重い打撃音が作戦室に響く。

　俺の左拳に顎を打ち抜かれたロイヤーは、椅子を巻き込んで騒々しく床に転がった。

「俺が調停局員だって事だよ、糞くそっ垂れ」

　アルミスは呻うめくロイヤーの横に跪ひざまずき、その首筋にポーチから取り出した魔物用鎮静剤を打ち込む。そして、視線に疑問を込めて俺を見上げた。

「……あの子を救えば大規模な国家間戦争が起きかねないけれど、いいのね？」

「俺おれだけで解決する。そして国家が白金鉱を隠いん蔽ぺいして諦めれば、戦争は起きない。単純だ」

　痛む左手を振りながら、俺は吐き捨てるように言う。

「俺は調停局員で、人間と魔物の軋あつ轢れきを排除する事が仕事だ」

　作戦室の時計を確認すると……残り二時間弱。時間が無い。

「後は頼んだぞ、アルミス──痛いってえ！」

　横を過ぎ去ろうとした俺の右腕を、アルミスがいきなり掴つかんできたのだ。

「この馬ば鹿か、何しやがるっ！」

「生憎あいにくと、私も調停局員よ。それに、彼女を守る理由はもう一つあるわ」

　傷口を握り締められる痛みに、治癒魔法の苦痛が上乗せされる。反射的に身をよじってしまうが、アルミスの握力と鋭い視線がそれを許さなかった。

「──私も姉も、外部魔物の出身よ。故郷を捨てた私達たちだけど、後悔はしていない。そして、後悔をさせるわけにはいかないの」

　傷口が完全に閉じると、アルミスは手を放はなした。

　その顔は、力強い、戦いくさ乙女おとめの表情だった。だから、俺も遠慮はしない。

「レアードとイルオレア、タタラに連絡してくれ。通信は使うな、盗聴されているはずだ」

　アルミスは頷うなずき、二人で廊下を走り始める。

　犯罪組織がひしめいていて、何よりドラゴンが待ち構えている。そんな場所に、援護もなく一人の少女を救いに向かう。ほとんどの確率で生きて帰ってこられないだろう。もし帰ってこられても良くてクビ、悪くて逮捕。最悪で情報総局に口封じとして暗殺される。

　それでも、俺達は駆ける事を止やめなかった。




「人類至上主義団体【血ちの尊そん厳げん社しや】は総勢二千人を超える大組織だ」

　俺達が準備を整えている場所は、支局内一階の片隅にある第二資料室──紙媒体の資料や地図に埋め尽くされた部屋だ。

　俺は戦闘インナーに袖を通しながらアルミスに説明していく。

「隠れて集結したという事を考慮すると……今回の数は五十人前後って所かな。財界にも支援者がいるらしく、その資金は潤沢。使用している武器も強力な軍用だ」

「そして主力はドラゴン、と。本来ならばＳ・Ａ・Ｕが総動員する事態ね」

　思わず二人で笑ってしまう。それほどまでに、絶望的だった。

　と、そこにレアードが戻ってきた。その背にはスポーツバッグが背負われていたが、顔色を見る限りあまり良い調子ではなかったらしい。

「駄目だな。武器庫はロックされていて、情報局員が入口を守っていた。持ってこれたのは装甲車に積んでた物と、オフィスに出しっぱなしだったこいつ等らだけだ」

　床に置いたスポーツバッグを開くと、【Ｇ六九】対応弾が詰まった箱と閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だん、そしてサブマシンガン【ＵＳＧ】が姿を見せた。

「やっぱり武器庫は抑えられていたか」

　ドラゴンを振り切るにしては、余りにも貧弱すぎる装備だ。

「警備は二人だけだぜ。そいつ等らの首を一回転させて、扉をぶち破るか？」

「いや、情報総局と戦闘になったら収拾がつかなくなる」

　取り出した【ＵＳＧ】を構え、銃身上にあるダットサイトを覗のぞきながら言うと、レアードはしかめっ面で肩を上下させた。

　最後に銃身下から細長い弾倉を差し込み、俺おれは【ＵＳＧ】をバッグに戻す。

「それに、装備に関しては一つだけ当てがあるんだよ」

「これでサイズが合わなかったら、あの世で永遠にからかってやるわ」

「……どうせ本来なら武器庫に収まっていたはずの物だ。無けりゃ無いでいいさ」

　笑うアルミスと不ふ貞て腐くされる俺をレアードが見比べている内に、もう一つのお使いの為ために実働部オフィスへ出ていたイルオレアも戻ってきた。

「どうやら間違いないみたいにゃ」

「本当か？」

　食い付く俺達たちに向かって、イルオレアは褐色の顔に自信を乗せて頷うなずいた。

「二週間前、ロザント空港の旅客機パイロットが旧リぺリアル空港で人工光を見たと通報してきていたにゃ。外部魔物の可能性もあったから調停局は動こうとしたけど、ロザント基地から演習に使っていたという報告があったから捜査は行われていなかったにゃー」

　ロザント基地司令が自由に出来る土地であり、人目につかない場所。そしてかつての【竜りゆう羽ばの里さと】があった場所。クーベルネを生いけ贄にえに捧ささげる場所として、説得力のある場所だ。

「実際は【血ちの尊そん厳げん社しや】が現場の下見をしていたって事か……くそっ、軍部はまたこんな薄汚い計画に加担していやがるのか」

　元軍人のレアードが悔しげに床を踏み付ける。

　そして俺とアルミスにしても、位置の特定を素直に喜べなかった。

「ロイヤーはどうして私達に本当の場所を教えたのかしら。場所が分かっても私達には何もできないと思ったから？　それとも何か別の意図があるの？」

「さあな。拳こぶしで訊ききたい所だけど時間が無い。罠わなだろうと、行くしかないさ」

　スポーツバッグに弾薬を詰め、右肩に背負う。アルミスも薬品ポーチを腰に巻いていた。

「……お前達ならやれるとすら言えないなんてな」

「心配だにゃー。やっぱり情報局員を倒してでもついていきたいにゃ」

　レアード達は左手首に付けられた監視装置の腕輪を恨めし気げに睨にらんでいた。局員達が付けられた監視装置は、ＧＰＳと脈拍計が内蔵されたタイプだ。一歩でも支局から出れば情報局員に囲まれてしまうし、外しても同じだろう。

　監視装置が付けられていない、俺とアルミスだけでやるしかない。

「よせよ。もし帰ってこれた時、一緒に怒られてくれればいいさ」

　さあ、準備は出来た。後は要いらない物を置いていくだけだ。俺とアルミスは携帯や財布を近くの机に並べていく。

　そして最後に調停局バッジを手に取り、二人でそれを眺めながらしばし沈黙した。

「二年か。短かったな。危ないけど、そんなに悪くない職場だった」

「だけど、ここで引いたら一生を悔いて過ごす事になるわ」

　アルミスの言う通りだ。俺おれは二十でアルミスは二十四。二人とも、子供を見捨てたという後悔を引っ張って過ごすには残りの人生が長すぎる。

　それに俺達たちが夢見た英雄は、決して子供を見捨てたりしない。

　決意は変わらない。俺達は未練を断ち切り、バッジを机に置いた。

「レアード達は玄関ロビーで騒ぎを起こしてくれ。俺達は裏口から出ていく。残る歩ほ哨しようは自分達で倒す。気絶させられればいいんだけどな」

「……この考え無し共が。その程度で情報総局の包囲を突破できると思ってるのか？」

　不機嫌な男の声が出口から聞こえ、俺達は急いで振り返った。

　出口に立っていたのは、火の点ついた煙草たばこを歪ゆがめた口に銜くわえたオーロッド実働部長だった。

「部長！」

　驚くレアード達の間で、俺とアルミスは素早く身構える。

　オーロッドは俺達の反応に詰まらなそうな鼻息だけで応えた。その左手には、一メートルぐらいの細長い革袋が握られている。

　それが武器だと気付いた俺は、顎を引いてオーロッドを睨にらみ付つけた。

「俺達を止とめますか？」

「下らん奴やつ等らだと思っていたが、支局の決定を無視する程に下らないとはな。人事部の採用担当は、入局試験の従順性に対する配点をもっと上げるべきだ」

　ぐちぐちと不満を漏らし、オーロッドが近付いてくる。

　オーロッドの身体からだは太いが小さい。魔物のアルミスなら素手でも簡単に制圧できる。

　しかしその事を誰だれよりも知っているはずのオーロッドは、逆に俺達が驚くほど無頓着に間合いに踏み込み、険のある目で俺を見上げた。

「だが、情報総局如ごときに私の庭を踏み荒あらされる方が我慢できん」

　そして左手に持っていた革袋を、荒々しく俺に投げ渡す。思わず受け取ってしまい、革袋越しに感じたその硬い感触に俺は驚きの声を上げた。

「部長、これは……」

「気休めだ。それと、情報総局が現れた時点でこの場所に信頼できる駒を用意しておいた。奴ならば情報総局の息が掛かっていないと断言できるし、お前達の力になるだろう」

　そう言ってメモも渡してくる。

　唖あ然ぜんとする俺達の前で、オーロッドは吸い殻を詰まらなそうに踏み消していた。

「勘違いするなよ、洟はな垂たれ共。これは死んでこいという私からの有あり難がたい命令だ」

　困惑する俺達を余よ所そに、レアードとイルオレアは顔を見合わせて含み笑いをしていた。

　いつまでも動けないでいる俺達に業を煮やし、オーロッドは眉み間けんをひくつかせた。

「どういうつもりか知らんが、敷地南側の監視がザルだ。さっさと行って死んでこい！」

　渡された革袋を左手で握り締めて、鼻を刺激する感触に耐える。俺おれは深々と頭を下げてから、オーロッドの横を抜けて出口へと急いだ。

「ライル、アルミス！」

　しかしすぐにオーロッドが俺とアルミスを呼び止とめる。二人して振り返ると、それぞれの胸元に金色に輝く物を投げ付けられた。

「紛失は減給物だ。私は覚えておくからな。それと、貸してやったそれの文化的価値はお前達たちの命の百倍はある。死んでも返しにこい」

　……死んでこいとか、死んでも返しにこいとか。無む茶ちやを言うオッサンだ。

　しかし俺は、バッジを持った右手を心臓に当てて返答していた。こういうノリが苦手なアルミスも、いい加減な仕草で俺に倣ならった。

　この世は、決してクーベルネの死を望んでなんかいない。

　俺達は、それを証明しなければならない。





七章







　春の夜でも、旧リぺリアル空港の空気は肌寒い。

　クーベルネは、荒廃した敷地の中央に座らされていた。辺りで散らばり、大地に横たわった飛行機群の残ざん骸がいは、彼女にはドラゴン達の亡なき骸がらに見えた。

　そして傾いた機首の前や、胴体を失った旅客機の翼の上などに立って彼女を包囲する、銃を持った数十人の人間達。

　人間達は何か囁ささやき合ったり、野外照明を設置したりしていたが、視線はクーベルネから離れない。その全すべての目には、血を求める残虐さが灯ともっていた。

　凍える視線の中で、クーベルネはぼんやりと一点を見ていた。

「しかし、分からぬなあ」

　殺意の中に座りながら、クーベルネは数十人の中でただ一人の魔物を──ただ一人の同胞を無む垢くな瞳で見詰めていた。

「妾わらわはお前に何をしてしまったのだ、リンドラント？」

　少女の言葉を受けたのは、背広から黒いコートに着替えたリンドラントの無表情だった。

　生まれた時から教育係として傍そばに立ち、クーベルネに真正面から向き合ってくれた老人。

　老いたドラゴンは峻しゆん厳げんな眼まな差ざしでクーベルネを睨にらんでいたが、彼女の視線は捉とらえていない。腕を組み、無機質な瞳で計画が無事に遂行されるのを見守っているだけだ。

　そして唐突に放はなたれた温度の低い言葉も、やはりクーベルネに向けられてはいなかった。

「調停局の者達たちは、本当に来ないのだな？」

　傍らで部下に指示を飛ばしていた【血ちの尊そん厳げん社しや】のサクリースが、その問いに答えた。

「臆病風に吹かれたか？　安心するがいい。調停局には何もできん。偽善者共も、国家の混乱と比べれば小娘を見捨てるしかない。所しよ詮せん、奴やつ等らもその程度だ」

　ふむ、とクーベルネはサクリースの言葉に小首を傾かしげる。

　サクリースはそんなクーベルネに嘲笑を送り、次にリンドラントを嗤わらった。

「しかし同族の娘すら差し出すとはな。野獣の方が人道という物を心得ている」

「──そろそろ時間だ。早く準備を済ませろ」

　リンドラントの態度にサクリースはこめかみを痙けい攣れんさせ、「下げ賤せんな侵略者が」と吐き捨ててから作業中の部下達に檄げきを飛ばしにいった。

　残されたリンドラントとクーベルネの視線が、静かに合わさる。

「なあ、リンドラント。最後に教えて欲しいのだが。妾わらわの何がお前を裏切らせた？　勉強が駄目駄目だったからか？　それとも、言う事を聞かなかったからか？」

　リンドラントは答えず、そんなクーベルネを見詰めながら後ろの機体に背を預ける。

　しかし、しばらく足元のヒビ割れた地面を眺めた後、彼は静かに口を開いた。

「以前お教えした事ですが、この平原がかつて何と呼ばれていたか、覚えていますか？」

「勿もち論ろんだ。ここは昔の【竜りゆう羽ばの里さと】。前にお前の背に乗って見に来た場所だ」

　リンドラントは、いつものように正解ですと微笑ほほえんではくれない。

「……【竜羽の里】は滅び、初代当主である緑りよく竜りゆう王おうは戦いの中で死んだ。思えば、竜種の呪いはそこから始まったのかもしれませんな」

　老人の溜ため息いき交じりの声に、次第に炎の如ごとき熱がこもっていく。

「この世界が私に平穏も誇りも許さないのであれば、私はいま一度この世に知らしめよう。ドラゴンの力を。魂たましいを。その為ために、貴女あなたには死んでもらうしかないのです」

　その熱は錆さびた鋼鉄のような色の瞳にも表れ、老いた身体からだから憎悪が噴き出る。

「ふむ。殺す為だけに、お前はずっと妾の傍そばにいたのか？　勉強を教えたのか？　……何だか、ご苦労な事だなあ」

　憎悪の炎に焼かれ、絶望の呼気に凍らされ、クーベルネは無邪気に笑った。

「時間だ。その下らない会話が終わったのなら始めよう」

　そんな二人の間にサクリースの不機嫌声が紛まぎれる。

　サクリースは三脚のビデオカメラが設置されたのを確認すると、フェイスマスクを被かぶりながらクーベルネへと歩き出した。

　途中で部下から渡された大型拳銃を手に、サクリースがカメラに振り返った。

「レオアームに告げる！　我等【血の尊厳社】はこれ以上の魔物の横暴を許さない！　故ゆえに貴様の娘の血を以もつて、ここに宣戦布告をする！」

　方々で、人間達たちが銃を振り上げて怒号を上げる。

　狂気の中で、リンドラントだけは彫像のように瞑めい目もくしたままだった。

　クーベルネは動けなかった。動いたとしても、すぐにリンドラントに取り押さえられるだろう。試してみてもよかったが、彼の手に掛かるのはなんだか嫌だった。

　だから、ぼんやりと前を眺めているだけだった。

　それを見止とめたサクリースが、耳元で囁ささやいてくる。

「死ぬのが怖くないか、竜の娘よ。助けを期待しているのならば、諦めろ。この世でお前を助けようと思う者はいない。お前が死ねば、全すべてが丸く収まるからだ」

　そうかなあ……と疑問に思う。

　周囲の怒号の声が遠のく。サクリースは嗤わらい、拳銃を彼女の側頭部に突き付ける。自分の頭を狙う金属の筒は、この世界のように冷たく硬かった。

　しかしクーベルネは、信じていた。

　助けを信じていたわけではない。国家はどうであろうと、彼等らは自分を救おうとしてくれているはずだ。その奮闘はきっと実らないだろうが、彼等が想おもってくれている。

　今際いまわの際きわで、そう心から信じられた事にクーベルネは満足し、微笑ほほえんでいた。今までずっと孤独だと思っていたのだから、これは大進歩といえよう。

　そして、クーベルネは心中で謝罪する事となった。

　星空からの、気配を感じて。

　はっとして顔を上げる。横のサクリースが不審そうに眉を顰ひそめた。

　夜空を見上げても、周囲の照明のせいで星々すら見え辛づらい。彼等には、羽が無い。

　それでも、感じた。

　恐怖の余り幻覚を感じたのか。違う。絶対に。

　何な故ぜなら、人間達から少し離れていたリンドラントも空を見上げていたからだ。

　人間達の歓声が音量を上げていく。薄笑いするサクリースが引き金を絞っていく。その裏で異常な風切り音も大きくなっていく事に彼等は気付かない。

　空気を裂く音。なりふり構わず、ひたすらに急ごうという思いが伝わる音。

「すまないな」

　俯うつむくと、水滴がコンクリートの上にぽたりと零こぼれる。それを見て、クーベルネは自分が泣いている事を知った。

　彼女の呟つぶやきを命乞いと思ったのか、サクリースが笑みを深めて引き金に力を込める。

「お前達の力を、意思を、妾わらわはまた疑ってしまった」

　一発の発砲音が夜の平原に響き渡った。

　クーベルネの白い頬ほおに、赤い液体が飛び散る。

　そして、傍らに大型拳銃がごとりと落ちた。

「う……おおおおっ！」

　穴が空いた右手首を押さえ、サクリースが苦痛を叫ぶ。

　周囲の人間達たちが状況を理解するよりも早く、誰だれよりも早く、夜空から一つの人影がクーベルネの前に落下してきた。

　どれほど高くから落ちてきたのだろう。その者はコンクリ床に二つの足跡を刻んで騒々しく着地し、膝ひざや腰のショックアブソーバーが大きく軋きしんだ。

　そして右手に持った拳銃の床尾でサクリースの顔面を薙なぎ、頬ほお骨ぼねを砕いて吹っ飛ばす。

　黒鎧よろいの騎士は転がるサクリースの行方に目もくれず、左手で【Ｇ六九】を構えていた。

　狙う先は、腕を組んだ老人。周囲の中で、唯一微笑ほほえんでいるリンドラント。

　防弾仕様ＨＭＤバイザー越しに、人間とドラゴンの視線が衝突した。

「──やはり来たか」

　リンドラントの呟つぶやきは、爆裂によって引き千切られた。

　爆炎がリンドラントの胸で炸さく裂れつし、周囲の男達までも地面に倒れ伏す。

　間違いなんかしない。その人間は丸みを帯びた全身鎧で身を固め、体格も一回り大きく見えたが、一目で分かった。

　クーベルネを守るように立ちはだかった騎士は肩越しに彼女を見み遣やり、拳銃とグレネードランチャーを太ふと腿ももホルスターに差し込んでから右手を差し出してくる。

「目を閉じて耳も塞ふさげ！」

　やっぱり、彼は唐突にそんな指示をしてきた。

　だけど、こないだのでもう慣れっこだ。

　クーベルネはその手を取って立ち上がり、彼の胸に飛び込んでから両手で耳を塞いだ。

　彼の鎧は分厚いのに、クーベルネの頬には確かに彼の心音と温ぬくもりが感じられた。

　そしてライルが放り投げた金属筒が戦闘に入ろうとした【血ちの尊そん厳げん社しや】達の足元に落ちた瞬間、爆音を伴った光が空港を白く染め上げた。




　投とう擲てきされた金属筒を認識したバイザーが遮しや光こう防音機能を作動。同時に俺おれはクーベルネを抱いたまま地を蹴って敵陣へと突進した。

　そして金属筒から噴出したマグネシウム混合粉に火が点つき、閃せん光こうと爆音が弾はじけた。

　黒から白へと視界が逆転。網膜を焼かれ鼓膜を打たれた【血の尊厳社】達がよろめく中で、装甲下の金属繊維人工筋肉に魔力と命令が伝達。蹴ったコンクリ床を爆砕させ、俺の身体からだが加速する。

　進路に立っていた不幸な男は、総重量七〇キロの強襲型外骨格アーマーに身を包んだ俺の体当たりを食らい、車に撥はねられたように弾き飛とばされた。

　魔力を動力源とする人工筋肉の力は凄すさまじい。整備室で調整中だったこれを貸してくれたタタラに感謝だ。

　包囲を突破した俺は、横転していたレシプロ機の陰でクーベルネを下ろした。

「クーベルネを救出した」

『了解。回収に都合の良い場所を探すから、少し待って』

　ヘルメット内蔵の無線でアルミスの返答を確認し、俺おれはバイザーを上げた。

「クーベルネ、無事か？　怪け我がは無いな？」

「お、おう。さっきまでは、な……」

　耳を塞ふさいでも閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんの爆音は防ぎきれなかったようで、彼女もくらくらとしている。

「生憎あいにく、あれしか方法が無くてな。後でアルミスの奴やつに診てもらおう」

　笑顔を見せようと思ったが、彼女の両目が赤く腫れている事に気付いて失敗した。

「……すまない。この計画は、クリアトの国家組織が操っているんだ」

「ううん。構わない」

　頭を垂れる俺に対し、クーベルネは優しく首を振った。

「お前達たちは来てくれた。それだけで、嬉うれしい」

　その言葉に俺は救われ、そして打ちのめされた。

　まだだ。こんな当然の事で満足してもらうわけにはいかない。彼女は生きてここから出て、この世界の素晴らしさを知らなければならないのだ。

　周囲が騒がしくなってきた。空港中を徘はい徊かいしている歩ほ哨しようが動き始めたらしい。

　俺はバイザーを下ろしてから背中に回していた【ＵＳＧ】を両手に取った。

『見付けた。そこから三時方向、三〇〇メートル先に開けた場所がある。そこで拾うわ』

「よし、逃げるぞ。走れるな？」

「おう……でも、リンドラントが」

「そいつは後で考える。俺達の安全を確保してからだ」

　飛行機の残ざん骸がいが造る迷宮の中を、俺達はなるべく幅の狭い道を選んで走る。

『十二時方向に待ち伏せ！　敵、三！』

　アルミスの警告。前で横転していたヘリの裏から散弾銃を持った男が飛び出してきた。

　俺は一足飛びで間合いを詰め、左手で散弾銃の銃身を下から掬すくい上あげる。暴発と男の抵抗を左手一本で制し、その腹に【ＵＳＧ】の銃口を押し当てた。

　三発で腹筋と腸をズタズタにされた男が血を吐きながら膝ひざを落とす。その顔面に膝蹴りをぶち込んで倒し、熱源感知したＨＭＤが一二メートル前方に浮彫にした二つの人影にダットサイトの光点を合わせて発砲。人工筋肉で反動を殺した射撃は、奥にいた二人の男の喉のどと胸に小さな穴を穿うがった。

　胸を撃たれた男が死に際にサブマシンガンを連射し、俺の肩や胸の上で火花を散らした。

　慌あわてて被弾した箇か所しよを擦こすってみるが、弾丸はセラミックとアルミの複合装甲に阻まれ、衝撃は人工筋肉で打ち消されていた。

　血霧に戦意を掻かき立たてられ、俺は噎むせ返かえるような血の匂いの中で一つ深呼吸する。

「……なんか、魔物になった気分だな」

　しかし、これでもドラゴンには太刀打ちできないだろう。あの先制攻撃で倒せてなかった場合を考えると急いだ方が良い。一応、オーロッド部長から託された物を背負ってはいるが、これでドラゴンに挑むのは狂気の沙汰だ。

「クーベルネ、当たってないよな？」

　クーベルネは無事だったが、両手を口に当てて固まっていた。

「ライル、本当は英雄だったのか……」

　バイザーの中で苦笑してしまう。最新武装の効果だと言おうとしたが、止やめた。

　英雄にならないと彼女を救えないのなら、英雄になってやる。

　そして終点を旅客機の生首に阻まれた道を右に曲がり、俺おれ達たちは円状に開けた空間に出た。

　その瞬間、ＨＭＤに七つもの人影が横一文字に出現！

「アルミスの馬ば鹿か野郎！」

「いたぞ、あそこだ！」

　叫び声が重なり、すぐさま銃火も重なる。俺は全身に弾丸を浴びながら【ＵＳＧ】をフルオートで連射し、背中でクーベルネの身体からだを通路へと押し戻した。

　幾ら防弾仕様といっても、各種センサーや精密機器を搭載したヘルメットの装甲は薄い。機首の後ろに隠れ、被弾した地面が弾はじけるすぐ横で俺は抗議を叫んだ。

「防衛線が張ってあるじゃねえか！　殺す気か！」

『排除するから、少し堪こらえろ』

　返ってきたのはアルミスの声ではなく、野太い男の声だった。

　堪えろったって、銃口の数が違うのだ。【ＵＳＧ】の弾倉を交換しながら機首の端から顔を出し、俺は悲鳴を漏らした。

　防衛線の真ん中の男が、肩に担いだ長い金属筒をこちらに向けていたのだ。

　幾らこのアーマーでも、対戦車ロケットは防げない！

「クーベルネ、逃げろ！」

　阻止しようと【ＵＳＧ】を構えるが、間に合うかどうか分からない。

　両者の発砲よりも早く、ＨＭＤが頭上八〇メートルで攻撃魔法の感知を知らせた。

　そして空を裂くような轟ごう音おんが木霊こだまし、雷光が視界を焼く。

　空から到来した一条の稲妻がロケットを構えた男の頭頂に直撃、雷撃が弾頭に引火し、成型炸さく薬やくの赤黒い爆発が防衛線を飲み込んだ。

　転がってくる金属片や肉片を見て、それから頭上を見上げると、鳥の形をした魔力の塊かたまりがディスプレイ越しの夜空に表示される。雷を纏まとった巨鳥──テカムシ一等実働官だった。

　テカムシは双翼を広げて俺達の頭上を飛び去り、そして大きく弧を描いて戻ってくる。

『無事か、ライル』

「こっちは平気です。ですが、背中のアルミスは焦げてませんか？」

『……ビリッときたわ』

　声色から察するに、かなりの衝撃だったようだ。

　市警に出向していたテカムシが、情報総局のマーク外で助かった。

　……もしかしたら、オーロッドは情報総局の捜査介入を予想し、もしもの時の為ためにテカムシを他機関に送っていたのではないか？

　悔しい事に、今はその超人的な先見性を疑えなかった。

『今から拾うが、その後はどうする気だ。ロザントに戻れば逮捕されるぞ』

「【竜りゆう羽ばの里さと】へ向かい、レオアームに保護してもらいます。その後でコウカ議員とペンドラゴン財閥に連絡し、このふざけた計画を叩たたき潰つぶしてもらう」

『……なるほど。少しは頭が回るようになったな』

「そりゃあどうも」

　俺おれの苦りきった声に、テカムシは短く笑った。

『しかし問題は軍からの航空戦力の可能性──』

　テカムシが声を切った理由は、すぐにヘルメットのＨＭＤにも表示された。

　俺達たちが来た方向、三〇〇メートルに巨大な魔力凝縮を感知。

　そちらを見み遣やると、飛行機の残ざん骸がいが作るいびつな山の向こうで、ずっと前に沈んだはずの夕焼けが昇ろうとしていた。

　ヘルメットのアラートが鳴り止やまない。クーベルネもただただ夕焼けを眺めている。

　ただ一人、テカムシだけがこの事態の中で動けた。

『狙われている。アルミス、振り落とされるな！』

　上空のテカムシが翼を打って急上昇する。

　そして俺とテカムシの間で、真紅の川が奔走した。

　俺の頭上を凄すさまじい速度で過ぎ去っていくのは、小川ほどの灼しやく熱ねつした炎だった。それは恐るべき熱量で夜空を掻かき乱みだし、焼き焦がし、血色に染め上げて通過していく。

　足元に飛び散った炎の飛沫しぶきが地面を焦がしても、俺はその場から動けなかった。

　斜め上に放はなたれた最高位の攻撃魔法は、唐突に中断。夜を両断した炎の柱は何億もの火の粉に分解され、ゆっくりと空港に舞い降りてくる。

　僅わずか十秒にも満たない放射時間だったが、それでも焼き切られた暗くら闇やみは戻らず、辺りは赤と橙だいだい色いろに染め上げられていた。

「これがドラゴン。本物の、妾わらわ達の力」

　クーベルネが右手を差し伸ばし、火の粉を一つ捕まえる。その青色の両目には、諦てい念ねん。

　橙色の空では、テカムシが翼を広げてなんとか姿勢制御しようとしていた。

『くそ、気流が……！　ライル、回収地点を変更する。すぐにそこから離れろ！』

　その声で、俺の意識が現実に帰還した。

　しかし、どうやら先ほどのブレスで俺の恐怖心も燃え尽きたらしい。自分の物とは信じられないほど冷静な声と思考だった。

「テカムシ、貴方あなたはここを離れて下さい」

『諦めるつもりか？』

「まさか」

　絶対的な死を間近にした者は平静になると聞くが、本当なのかもしれない。

　……俺はまだ死ぬつもりはないが。

「対地攻撃に特化した貴方あなたはドラゴンと相性が悪く、空中戦では分が悪い。それに貴方が死ねば離脱が出来なくなるし、ドラゴンが健在である限り確実に追い付かれます。俺おれが、ここで倒すしかない」

　テカムシが無線の向こうで声を失い、クーベルネが俺に振り返った。

　その愛らしい唇が動く前に、【ＵＳＧ】を肩に担ぎながら言っておく。

「俺はな、諦めないぞ」

　火の粉の中で、クーベルネは口を噤つぐんだ。

　彼女は俺がドラゴンに勝てないと思い込んでいるらしいが、生憎あいにくと俺は一人ではない。

『分かった。一度ここを離れる──アルミス、よせ！』

　そして俺の想像通り、テカムシが罵声を放はなった。

　一瞬後、横の飛行機の上にアルミスが着地し、そこから更に地面へと跳んできた。

　死地に降りた一角獣は、肩に止とまった火の粉を煩わしげに払い落としつつ、第一声。

「乙女の為ためならば、ドラゴンすら殺せる事を証明する良い機会ね」

　アルミスのいかれた言動に、俺は苦笑だけで答えられた。多分、俺もいかれたのだろう。

『……死ぬなよ、新米共』

　そう言い残して旋回し、サンダーバードは空港から離れていった。

　ズシンと、地面から下腹へと振動が伝わる。それは更に連続し、徐々に大きくなってくる。音源は、ブレスの発射方向だ。

　俺はアーマーのポーチから取り出したバッジを、唇に軽く押し当てる。

　──聖フランチェスカよ。どうかお守り下さい。

　──そしてウィル。あれだけ偉そうに兄貴面したんだ。一つくらい、手本を示してくれ。

　手短に祈りを済まし、俺は立ち尽くすクーベルネの胸元にバッジを放り投げた。

「こいつを持って隠れていろ。俺達たちを狙わなかったところを見ると、奴やつは計画を続行したいらしい。君の姿が無ければ、誤射を恐れてブレスを撃たないはずだ」

「奴の手札に精密爆撃が無い事を祈っていて頂戴。それと、お礼はハグでいいわ」

「……お前、本当にブレないのな」

「私のアイデンティティだからね」

　言葉を交わしながら、俺とアルミスは歩き始める。

「ライル、アルミス！」

　そんな俺達の背に、クーベルネの叫び声が届いた。

　彼女は祈るように両手で俺のバッジを握り締め、歪ゆがみそうになる顔で必死に笑っていた。

「妾わらわな、てーまぱーくに行きたいのだ」

「は？」

　二人して訊きき返すと、クーベルネは不満げに唇を尖とがらせた。

「てーまぱーく。ほれ、前に約束しただろう？　これが終わったら、連れてってくれ」

　沈黙し、それから俺達は笑った。そういえば、喫茶店でそんな事を教えた覚えがある。

　恐怖と絶望感の中で、彼女は何とかして俺おれ達たちのノリに付いていこうとしていた。そうして明るい結末を信じ、俺達を激励してくれていた。

「ああ、行こう。アルミスの奢おごりでな」

「うん。だからお願い。死なないで。そして、リンドラントを……お願い」

　そこで笑顔の限界がきたらしい。クーベルネは赤い髪を翻ひるがえし、ごちゃまぜになった飛行機の残ざん骸がいの方へと走っていった。

　クーベルネの背中を見送りながら、アルミスは言う。

「ねえ、前に観みた映画で主人公がヒロインに似た事を言われていたけど、その後──」

「やめろ」

　洒落しやれになっていないアルミスの言葉をすぐに止とめる。

　そして俺達は視線を戻し、凶悪な敵と対たい峙じする。

　英雄のように。




　大地の振動が大きくなっていく。その度たびに地面の小石や鉄片が小刻みに跳ね、虫の鳴き声のような音を立てていた。

　火の粉が乱舞する廃はい墟きよは、まるで地獄の光景だ。

「作戦はあるのでしょうね？」

「いや、初撃で倒していた予定だったんでね。だけど、まだ負けたわけじゃない」

　俺は【Ｇ六九】にグレネード弾を詰めていく。

　魔物の倒し方。圧倒的な戦力差の覆し方。それは士官学校の教官とテカムシに嫌というほど叩たたき込こまれてきた。そして、それを実行する難しさも。

「クーベルネの存在がブレスを封じてくれるなら、勝算はある。物陰が無い所や平原には出るなよ。このアーマーも対攻撃魔法・耐熱処置がされているけど、あれは耐えられない」

　数十トンの重量でコンクリ床を踏み割る音が近付いてくる。

「それは使わないの？」

　アルミスが視線で指したのは、俺が【ＵＳＧ】の隣に背負っている細長い革袋──オーロッドから託された秘密兵器だ。

　俺はその場で軽くジャンプしてそいつを背負い直し、呆あきれ笑いを返した。

「俺の技術と魔力量でも、急所に当たりさえすれば一撃だろうけどな。ちょっと頸くびを刎はねさせてくれって頼んでみるか？　とても使えない」

　アルミスは鼻で笑って同意する。

　大地を砕く足音が大きく、そして間隔を狭めてくる。その余りにも巨大な疾走音に合わせて、俺の心臓も高鳴っていく。

　恐怖の高鳴りではない。戦意の高揚だ。

「とにかく翼を破壊する。飛行不能にしちまえば、後はテカムシに乗って逃げるだけだ」

「生きている限り、何度でも癒いやしてあげるわ。例え貴方あなたが死を懇願してもね」

「心強過ぎて逆に怖いな──来るぞ！」

　正面で横倒しになっていた大型旅客機の横腹が爆砕する。

　金属片と骨組の豪雨の中で、小さなビルほどの体たい躯くを包む黒と赤の鱗うろこが鈍く輝いていた。

　オオオオオオオオオオっ！

　長い両腕と広大な翼を大きく広げ、内なる衝動を解放するようにそいつは絶叫する。

　大地を踏みしめる太く短い二本の足が支えるのは、体高一〇メートルを超える肉体。

　星空と炎の間を玉座として出現したそれは──まさしく魔物の王。

　建物の三階部分ほどの高度から、有角の竜頭に収まった銀色の瞳が地上の俺おれ達たちを捉とらえた。

「リンドラントぉ！」

　雄お叫たけびを放はなち、【Ｇ六九】を発射。四〇ミリグレネード弾が二本の竜角の間で爆裂するが、ドラゴンは長い首を一振りしただけで爆炎を払う。

　猛火から抜け出したのは無傷のドラゴンの頭。銀色の瞳は喜びに煌きらめく。

　それは、矮わい小しような敵を捕捉した残酷な目ではない。

　長く待ち侘わびた親友との再会を喜ぶような目だった。

「調停騎士は、絶滅していないらしい」

　高々と持ち上げた竜の右腕が、大剣のような爪の切っ先に炎を宿して振り下ろされる。左に走る俺達のすぐ横に墜落したドラゴンの掌てのひらは、大地にクレーターを生んだ。

「さあ、始めよう。ドラゴンの戦いを！　悠久の時を超え、数多あまたの記憶に残る鮮烈なる戦いを、我等らの血と魂たましいで辿たどろうぞ！」

　コンクリ片の榴りゆう散さん弾だんから装甲でアルミスを庇かばいつつ、【ＵＳＧ】でフルオート射撃を開始。飛び出した二十五発のＡＰ弾は悉ことごとく竜りゆう鱗りんに弾はじかれていく。

「伏せっ！」

　アルミスの乱暴な言葉と一緒に、空圧が押し寄せてくる。俺達が走行からスライディングに切り替えた瞬間、ドラゴンの尻尾が空気を焼き焦がしながら頭上を通過。霞かすむ速度で放たれた尾は後方で並んでいた軽飛行機を順々に粉砕していった。

　スライディングの勢いをそのまま疾走に戻し、俺達は正面にあった二世代前の軍用輸送機の後方貨物口から内部に飛び込んだ。

「攻撃力もだが、それ以上に防御力が高過ぎる！　あれはもう生物じゃなく兵器だ！」

　俺は【ＵＳＧ】の弾倉を取り換えながら荒い声で叫ぶ。隣で息を整えていたアルミスは、毅き然ぜんと顔を上げた。

「とにかく反撃しましょう。援護しなさい」

「……できるのか？」

　激しい金属音が上から降り注ぎ、機体が揺れる。天井を見上げると、輸送機の軽合金装甲を貫いて五振りの大剣が切っ先を見せていた。

　爪を突き立てたリンドラントが、重量十五トンの軍用輸送機を片手で持ち上げていく。

　議論の暇は無い。俺はアルミスを残して傾斜していく輸送機内から飛び降りた。

　前転で着地衝撃を流してから振り返ると、持ち上げられた機体の上にアルミスの姿があった。

　アルミスが機体の上を駆け、人じん化か解除。一角獣は機体を掴つかむリンドラントの右腕の上を走り、竜の首へと迫る。自ら竜の胃袋へ突っ込むような、無謀な突進だ。

　当然、竜の顎が開かれる。その頬ほおを、横から高性能炸さく薬やくの爆裂が殴り付けた。

「アアアアアアアアっ！」

【Ｇ六九】の援護射撃で生まれた隙すきを突き、吼ほえるアルミスが流星となってリンドラントの喉のど元もとへ跳ぶ。三日月角は竜りゆう鱗りんを突破し、下の肉体へ深々と食い込んだ。

　アルミスは【人化術じゆつ】を発動。角を引き抜く動作をスッ飛ばし、広い竜の胸板を蹴り付けて後方へと跳躍する。栓を失った傷口からは黒血が噴出し、アルミスの跡を追った。

　しかしアルミスの離脱を待たず、空を覆うように広げられたドラゴンの両翼に複雑な呪文が浮かび上がっていた。

　ヘルメットがすぐに魔法式の分析を開始、ＨＭＤが表示した予測は──。

「やばい！」

　叫びながら、タタラに即席で接続してもらった左籠手の【樹じゆ龍りゆう輪りん】を発動。腕輪から射出した蔦つたが空中にいるアルミスの左足に巻き付き、彼女の身体からだを急降下させる。

　落下してきたアルミスを両腕で受け止とめ、包み込むようにして守る。そして多重層装甲の表面に文様が浮かび、アーマーの対攻撃魔法シールドを起動。

　ドラゴンの両翼が空を打ち、魔法発動。

　背面に受けた衝撃は、対魔法シールドで減殺しても高速度の鉄板の感触だった。抱き合う俺おれ達たちは残ざん骸がいと共に空中へ弾はじき飛とばされるが、金属がぶつかる音や悲鳴すら聞こえない。

　衝撃波に翻弄された俺達は、中型ビジネスジェット機の側面に衝突して止まる。寸前で身体を捻ひねってアルミスを守ったが、背中が半分ほど金属製の機体にめり込んだ。

　力無く地面に落ち、四つん這ばいで着地。そしてノイズが交じったＨＭＤバイザーを跳ね上げ、俺は盛大に嘔おう吐とした。床にぶちまけられた反へ吐どは、嫌になるくらい真まっ赤かだった。

　隣で倒れたアルミスは、もっと酷ひどい状態だ。衝撃波で手足の肉が裂け、血で汚よごれていない場所が無い。耳と目、そして鼻からも血が溢あふれていた。

　アルミスが震える両手で身体を起こし、全力で治癒魔法を発動。俺と自身に青炎を纏まとわせ、激痛と再生を与えていく。後遺症や後の事など一切考えない、いま戦う為ための治療だ。

　マンティコアとの戦闘で、俺の精神は苦痛にそこそこの耐性がある事が証明済み。アルミスの治癒魔法が容赦なく俺の肉体を癒いやしていく。

　再生の痛みに耐えながら顔を上げると、数十メートル先で立ちはだかる竜の周りは、あれだけあった残骸が消きえ失うせて大きな広場となっていた。

　五感を取り戻したアルミスもそれの光景を目にし、奥歯を噛かみ締しめる。

「何、あれは？」

「飛行に使う風魔法を攻撃に転用しやがった。あれだけの重量を飛ばすんだ。操る大気量も速度も凄すさまじく、指向性を持たせれば音速を超えて爆風になる」

　これがドラゴンだ。俺おれ達たちが原形を留とどめているのも、対魔法シールドと装甲、何よりリンドラントがクーベルネを巻き込む事を恐れているお陰でしかない。

　しかしアルミスは口元の血を袖で拭ぬぐい、竜の胸元の傷を見て意地悪そうに笑った。

「ともかく一点目ね。極限まで接近すれば、あの巨体はむしろ邪魔になるわ」

「だけど、本当にやるとはな。通っている格闘教室は竜殺しも学ぶのか？」

「あらゆる悪の倒し方を。師匠の五代目バロンは妥協を知らないヒトなの」

「お前、魔候の弟子なのかよ……」

　道理で研究職出身の癖くせに馬ば鹿かみたいな戦闘力なわけだ。

　俺も心が折れていない事を証明するべく【Ｇ六九】に弾を装そう填てんし、バイザーを下ろす。ＨＭＤはアーマーの各所断線を示していたが、同時に戦闘に影響は無しと知らせていた。

　俺とアルミスの負傷も、しばらく死なない程度には治ったはずだ。

　俺達の戦闘続行を知り、治癒を見届けていたリンドラントが銀の瞳を光らせる。

「行くぞ！」

　突撃する俺達へと、リンドラントが右手に持った輸送機を投とう擲てきしてくる。

　巨象の鳴き声のような音を纏まといながら十五トンの巨大質量が俺達へと迫る。その下を潜り、背後の爆音を見捨てて俺と人じん化か解除したアルミスが走る。

「闘志を絶やさぬか。それでこそ勇者！　それでこそ戦いだ！」

　リンドラントは長い両腕を折り曲げて四足の体勢となり、両肩で左右の飛行機を弾はじき飛とばしながら突っ込んでくる。

　迎え撃つのは、足を止とめた俺が放はなつ四〇ミリグレネード弾だ。地を這はう竜頭で爆炎が生まれ、その内に一角獣の健脚が距離を消滅させていく。

　炎の壁を破り、巨大な右前足が大地を掴つかむ。その手首をすれ違い様にアルミスが角で一いつ閃せん。水平に血ち飛沫しぶきを撒ふりまいた。

　そのまま側面を通過しようとするアルミスを狙い、竜の尾先が放たれる。巨人の突きのような一撃を前にアルミスは跳躍と【人化術じゆつ】を同時実行。身体からだを横に捻ひねりつつ竜尾の上を転がり、血霧を飛ばしながらも負傷を最低限にとどめた。

　竜尾からコースアウトしたアルミスが受け身を取って着地。竜りゆう鱗りんに削られた背中は血に塗まみれていたが、すぐさま人化解除して逃走に入る。

　俺は退避を支援すべく再装填した【Ｇ六九】をリンドラントへと向けていた。

　竜の眼めが左右に動き、アルミスに定められる。熱耐性と物理防御力に優れたドラゴンなら、四〇ミリグレネード弾は煙幕程度にしかならないと判断したのだ。

　だが、俺が浪費してきた弾薬は布石だ。

　そしてアルミスの攻撃が功を奏し、俺はノーマークの状態で【Ｇ六九】を発射！

　竜の右翼に着弾した四〇ミリ弾は爆裂を発さず、激しい噴出音と純白の火柱を生んだ。

　俺が放ったのはグレネード弾ではなく、シェルター扉の破壊や魔物の防御力を低下させる事を目的としたテルミット焼しよう夷い弾だんだ。そいつは着弾すると弾頭内のアルミニウムと酸化鉄粉末に着火し、高熱を生みながら酸化鉄を鉄に変える還元を起こす。

　その際に発生する熱は、小範囲ながら二二〇〇度にも達する。

　竜が苦く悶もんの声を上げて翼を打つが、溶けた鉄はへばり付いて離れない。そして熱に強かろうと、竜りゆう鱗りんに守られていない翼膜では二二〇〇度もの高熱に耐えられない。

　ハインを殺したあの日、人じん化か状態で俺おれ達たちと一戦交えたのがリンドラントの敗因だ。あの戦いを踏まえ、俺は高防御力の魔物に対応できる焼夷弾をデスクに出していたのだ。

　空の覇者を主張する巨大な翼膜に、白く縁どられた虫食い穴と、その中から向こう側の景色が見えた事を俺は確認した。

「翼を破壊した、退──」

　その時、竜の怒号が俺達の身体からだを揺さぶった。

　リンドラントが喉のどを反らせて咆ほう哮こうすると、小山のような身体から青い炎が噴き上がった。

　青火はすぐに三つの部位へと集束する。すなわち胸、右手首、そして右の翼膜。

「畜生、マジかよ……」

　愕がく然ぜんとする俺達の前で竜の肉体に刻まれた斬り口がくっ付き、その上を竜鱗が覆っていく。俺が開けた右翼膜の傷も金属と癒着した部位を崩落させた後、周囲から新たな翼膜が伸びて欠損部分を埋めていった。

「一角獣クラスの治癒魔法、か。最強の魔物というのも大げさではないわね」

　アルミスの声にも、空虚な響きがあった。

　最大火力のブレスを封じ、その副産物で地上戦に限定したというのに、この力量差だ。

　ドラゴンを前にすれば、逃げる事すら許されない。

　一〇秒足らずで全すべての傷を癒いやしたリンドラントが新品の翼を広げ、左腕で地面を砕く。そして長い首をもたげ、動けずにいる俺達を見下ろした。

「どうした、勇者達よ。この程度ではないだろう？」

　戦意が欠落し、心に絶望の穴が生まれる。しかしその空白は、すぐに憎悪と怒りに満たされていった。

「てめえっ……それほどの力に恵まれた癖くせに、どうしてその力をクーベルネを殺す事なんかに振るう！　家族を奪われる悲しみを知っていて、レオアームからそれを奪おうとする！　お前の家族を殺したのは、アメルテアであってクーベルネではないだろうが！」

「アメルテア？　……そうか、アメルテアか。情報総局も、昔と変わらないらしい」

　その不審な呟つぶやき声に、隙すきを窺うかがっていた俺達は足を止とめてしまった。

　そしてリンドラントも攻撃に転じる事なく、声を殺して笑っていた。

「私の家族がアメルテアに殺されただと？　そうであれば、どれほど救われた事だろうな」

「何だと？」

　やがて笑いを擦すり切らしたように、ふいごのような溜ため息いきが竜の鼻から流れ出た。

「真相を教えてやろう。私の家族を奪ったのは、クリアト──その大統領府だ」

　言葉の衝撃に貫かれ、俺おれは目を見開く。

　そんな俺達たちに、リンドラントは侮ぶ蔑べつの視線を送った。

「奴やつ等らは、揃そろいも揃って欺かれたのだ。ヌアイマーンのお遊びにな」

　アメルテア戦争の首謀者。そしてリンドラントが率いる特殊部隊【スパルトイ】が逮捕した【本能派】の魔物。

「捕えたヌアイマーンを本隊に引き渡す時、奴は私に言ったのだ。『己が本能に忠実たれ』とな。それだけだ。たったそれだけの言葉が、私への疑いを大統領府に生んだ」

　銀の視線が地面へと落とされ、リンドラントは牙を擦こすらせる。

「思えば、私に傷を与えずに捕まった時からヌアイマーンのお遊びが始まっていたのだろう。【スパルトイ】の中でも私だけが無傷だった事が、疑念に拍車を掛けた。そして私は【本能派】との関係を疑われ、拷問に掛けられたのだ。クリアトの手によってな」

「う、嘘うそだろう。その程度の事で拷問なんて──」

「そう。だからお遊びなのだよ」

　自嘲気味に笑うドラゴンの目は、間違いなくこの事が真実だと語っていた。

　しかし、弱い人間だからこそ、俺は理解できてしまう。

　これほどの強大な生物が反社会組織と通じていたら……国家に対して先手を打ってきたら、どれほどの恐怖か。

　強過ぎるドラゴンだったから、リンドラントは子供じみた理由で拷問を掛けられた。

　これこそが、この想像と疑いこそが、彼が言った竜の呪い。

「それでも私は耐えられた。あの時の私は、クリアトに命を捧ささげる軍人だったからな。だが、ペンドラゴンの助力で釈放されたあの日、私を待っていた家族は──」

　内部の熱に焼かれているかのようにリンドラントは言葉に痛みを乗せ、巨大な右掌てのひらを眼前に掲げる。

「……メアリは勝ち気な女だった。ミレイユは、そんな母によく似ていた。しかし二人は殺された。私への疑いを払拭し切れぬクリアトの暗殺に巻き込まれて、何も知る事も無く」

　掌に聳そびえる竜の爪。

　その中に収め守るべき者は、もう、この世にはいない。

「ヌアイマーンは見抜いていたのかもしれぬな。クリアトとドラゴンの間に、信頼など無かった事を。そして、この私の中に潜ひそんでいた炎を」

　右掌が、理性を握り潰つぶすように閉じられる。

　銀の瞳に力が宿り、牙の間から炎が零こぼれた。

「クリアトが私を畏おそれるのならば、いいだろう。クリアトに、ヌアイマーンに、世界に！　竜の本能を示してやろう！　その為ためならば、最悪の裏切り者になろうが構いはしない！」

　竜の咆ほう哮こうが、猛たけ々だけしく、虚むなしく世界に響き渡る。

　リンドラントは尻尾で地面を打ち、コンクリ床を陥没させた。

「我が本能を否定するならば、古いにしえの英雄と同じく武と勇気を以もつて語るがいい！」

　ドラゴンが両足で地面を蹴り、竜巻のような圧力を纏まとって俺おれ達たちに襲い掛かる。

　逃げる間もなく、乗用車ほど重量と面積を持つ巨竜の右掌てのひらが俺へと落下した。

　ポリマーメタルの筋肉が装甲を押し上げる程に膨張して重量を支えるが、俺の両足首までがコンクリ床に沈む。ＨＭＤに出力限界の警告が表示され、人工筋肉があちこちで弾はじけ、俺自身の筋肉も断裂していった。

　しかし、俺は潰つぶされていなかった。

　咄とつ嗟さに頭上に掲げた両手、そこに握られた長袋が頭上を覆う竜の掌を貫通し、侵攻を止とめていたのだ。

　今までの魔具使用とは比較にならない魔力注入と集中力を要求され、頭が痺しびれる。

「おおらっ！」

　雄お叫たけびを上げながら魔法を発動させると、包んでいた革製長袋が内側から焼き尽くされる。そして俺は、竜の掌を断ち切りながら横へと振り抜いた。

　飛び散る黒血と鱗うろこの中から現れたのは、新雪で造られたような純白の両刃剣。

　自身の負傷とその白刃が放はなつ神秘の輝きを目にし、リンドラントが驚きよう愕がくを叫んだ。

「魔剣【グラム】だと！」

　かつて一つの異界の神に創造され、英雄の手の中で邪竜の兄弟を屠ほふった魔具。

　そしてこの世界でも調停騎士を主あるじに変えて、初代【竜りゆう羽ばの里さと】当主を倒し、以降に調停局ロザント支部実働部のシンボルとして部長室に安置されていた竜殺しの魔剣だ。

　リンドラントが半分まで切断しかかった右掌に治癒魔法を発動させる。しかし青火が傷口に集まろうとした瞬間、拒否されたように霧散した。

「同族によって付加された竜殺しの魔法は健在かっ！」

　リンドラントの呻うめきを聞き、俺は手元の白刃を見み遣やる。

　こいつは竜りゆう鱗りんを裂く威力だけでなく、竜の魔法を打ち消す力があるのか！

「ライル！」

　しくじった。アルミスの声を聞いた時にはもう遅かった。

　半身を引いて回避行動に移った瞬間、猛風を伴った竜爪がすぐ横を過ぎ去る。掠かすめただけで左肩の装甲が砕け、切断された人工筋肉の中でこもった音がした。

　衝撃で転がる身体からだを停止させて立ち上がろうとするが、脱臼した左肩が持ち上がらない。右手の【グラム】を杖としてどうにか身を起こした瞬間、ヘルメットの警告音が鳴った。

「砕けよ！」

　リンドラントが魔法陣を煌きらめかせる両翼を閉じ、勢いよく開いて風魔法を解放。

　駆け寄ろうとしたアルミスと俺、そして周囲の残ざん骸がい。全すべてを木の葉の如ごとく吹き払った。




　戦場のような破壊音がして、叫び声が遠くに聞こえる度たびに、残骸の足元に座ったクーベルネの肩が跳ね上がった。

　怖い。怖くて仕方が無い。ライルから借りたバッジを握り締めても、震えは止まらない。

　そうしている内に、リンドラントの声が殷いん々いんと木霊こだました。

　それは世界を呪う声。ドラゴンの獰どう猛もうな渇望。

　そしてクーベルネは考えた。自分は、どうなのだろう。

　こうして隠れて、全すべてが終わるのを待つしかできないのか。

　これでは、ライル達たちと出会う前と何の変わりもないではないか。

　そう考えた瞬間、高鳴った心音が彼女に語りかけてくる。

　──ねえ、クーベルネ。どうしてこんなところに隠れているの？

「死ぬのが、怖いから……か？」

　呟つぶやいた唇の間から、二本の牙が顔を見せる。

　──でも、貴女あなたは不満そうね？

「だって、ライル達が死ぬのも、嫌だ。大切な、友達だから」

　足元に転がる金属部品を見詰める瞳が、瞳孔を縦長に変えていく。

　──大切な友達なら、どうするの？

「助ける。でも、駄目だ。妾わらわは、役に立たん。戦えん」

　額から角を伸ばしながら、クーベルネは首を振る。

　──あら、そうなの？　だけど、貴女は何者？

「妾は」

　白い肌が、小波のような音を立てて赤に包まれていく。

「妾は……」

　肩甲骨が変形し、赤い翼が外がい套とうのように広がっていく。

　この衝動のままに欲し、求め、動く。苛か烈れつに闘いを求めるリンドラントと同じように。

　赤に包み込まれていく中で、クーベルネは立ち上がる。

　立ち上がるといっても、既に鉤かぎ爪づめを生やした四本足で体重を支えていたが。

「妾は──」

　怖いのは、死ぬ事──違う。

　ライル達を失う事。孤独に戻る事。もう一度、諦めてしまう事。

　長い首を持ち上げ、火の粉に彩られた夜空を見上げる。

　大きくなった全身に灼しやく熱ねつの血を巡らせる為ため、心臓が強く打たれた。

　……私の愛いとしいクーベルネ。その小さな翼に、常に風と誇りがありますように。

　そんな安らかな幻の声を、彼女の耳に与えて。




「ちく、しょう……」

　右手で魔剣を地面に突き立て、身体からだを起こす。吐血と鼻血で汚よごれたバイザーを上げて見回すと、周りには残ざん骸がいばかりでアルミスとリンドラントの姿は無かった。

　かなりの距離を吹き飛ばされたようで、よく生きているものだと我ながら呆あきれる。右手では、自分のお陰だと主張するように【グラム】が刀身を明滅させていた。

　実際、こいつが風魔法を減殺してくれたのだろう。竜の魔法に対しては、属性を問わず反応するらしい。

　この【グラム】は異界の伝説の中で一度圧へし折おれている。それを、竜の鍛冶師が同胞を討つ為ために鍛え直したそうだ。

　どうして数ある神具の中で、【竜りゆう羽ばの里さと】と隣接しているロザントの支局に【グラム】が安置されたか、今更ながら理解できた。

「失敗した。端はなから離脱を考えず、こいつで倒す事だけを考えるべきだった……」

　一〇分前の自分を殺したい衝動を堪こらえ、ともかく俺おれは体力回復の為にその場を離れる。左肩がいかれているし、腹の中では折れた肋ろつ骨こつがゴロゴロと唸うなっていた。

　代わり映えのない飛行機と残ざん骸がいばかりの光景の中で夜空を見て方角を確認し、リンドラントとは逆の方向へと急ぐ。

「まだ生きているか？」

　飛行機の翼を潜りつつ無線で訊きくと、酷ひどい音質の返答がきた。

『……余波を食らって、現在回復中。それよりリンドラントがそちらに向かったわ』

「くそっ、運が悪過ぎる」

　思わず毒突いてしまった。

　どこまでも続くと思われた鉄材の森が、俺の目の前で終了していたのだ。代わりに延々と広がるのは所々を崩壊させた滑走路と、その向こうに広がる平原。

『どうしたの？』

「滑走路に出ちまった」

　アルミスが絶句する。リンドラントが最高火力のブレスを吐いてもクーベルネを巻き込む可能性が無い、開けた空間だ。

　背後では重低音の足音。先に【グラム】を操れる俺を殺しにきたらしい。

　引き返す事もできない。俺は、滑走路の横にあったコンクリ壁の小屋へと近付き、扉を押し開いた。

　中に入ると、そこはどうやら消防用の倉庫だか詰所だかの施設だったらしい。床には放水ホースが死んだ蛇みたいに落ち、棚にはガスマスクやヘルメットが埃ほこりを被かぶっていた。

　体力の限界だ。俺は苔こけむした壁に背中を預け、ずりずりと腰を落としていく。

　僅わずかな休憩時間の中でも、思考は回転する。

　俺達たちに残された手段は【グラム】で即死させる事だけ。しかし人間が近接武器で竜の急所を捉とらえる事など不可能だ。奇襲を成功させない限り。

　苛いら立だち紛まぎれに後頭部を壁にぶつける。

　畜生、どうして緊急回避なんかで切り札を見せちまったんだ。これでリンドラントは俺の接近を警戒するだろう。そしてこれ以上押されたら、ブレスを放はなつ条件が満たされる。

　息を吐き、思考を後悔から引き戻す。

　落ち着け、ライル・アングレー。逮捕の時と同じだ。無抵抗になった犯罪者に手錠を掛ける時こそ注意しなければならない。

　逆に言えば、決着寸前の劣勢にこそ存在する活路がある。勝者の油断という活路が。

　油断、死角……。そして、一つだけ思い付く。

　それは余りにも危険な、作戦以下の作戦だった。

『飛行不能にできないのなら、テカムシに近接航空支援を要請しましょう』

「駄目だ。空中戦に持ち込まれてテカムシが真っ先に殺される。サンダーバードの最大飛行速度は時速三〇〇キロ程度。ヘリで戦闘機と戦うような物だ」

『ではどうするつもり？　このままでは嬲なぶり殺ごろしよ？』

　魔剣を横の壁に立て掛け、右手で左肩を掴つかむ。そして息を吸い、人工筋肉で強化した握力で外れた関節を強引に戻す。

　痺しびれと痛みが肩から広がり、涙が込み上げてくるが、これで左腕が動かせる。

「痛いてぇ……お前、遠隔回復できたよな。軍や、災害救助に使われるやつ」

『え、ええ。接触回復ほどの効果はないけれど』

「それと、生きてる限りは治療してくれるんだろう？　いいか、よく聞けよ──」

　そして最後の作戦を説明していくと、アルミスの評価は最悪だった。

『……生きて帰れたら、脳の検査を受けた方がいいわ』

「お前にそれを言われるとは思わなかった」

　誘爆の恐れがある弾薬や【ＵＳＧ】を投棄しておく。どの道、威力不足だ。

『絶対に届かないし、私の角で仲間を地獄に落とせというの？』

　怒気を露あらわにする相方の声に微笑しながら右手でグラムの柄を掴む。

「【グラム】を叩たたき込こむしか方法は無い。無防備な状態で、的確に、一撃で終わらせるように。アーマーの限界が近い。これ以上の攻防はジリ貧だ」

『でも』

「クーベルネが救えなくなる。それは死ぬより、地獄に突っ込むより堪たえ難がたい。だろう？」

　この一言で、アルミスの反論は止とまった。

　轟ごう音おん。小屋の天井から壁までに五つの大きな傷が入れられ、崩壊していく。

「やるぞ、アルミス！　信じているからな！」

　砕けた壁から突進してくるのは、リンドラントの巨大な顎だ。俺おれは左手でドラゴンの鼻先、左足で下顎を押さえて喰くわれる事を避さけ、背中で逆面の壁を破砕する。

　リンドラントが室内を横断したまま首を持ち上げ、屋根を砕きながら俺の身体からだを上空へと掲げた。

　夜空へと伸びる竜頭の頂点で、俺は右手の【グラム】を振り被かぶる。しかしドラゴンの反射神経に勝てるはずもなく、リンドラントが首を横に振って俺をぶん投げた。

　滑走路に叩たたき付つけられ、俺の身体が跳ね上がる。コンクリ床と胸甲の間で火花を散らしながら、俺は数十メートル滑ってようやく止まった。

　血を吐きながら周囲を確認すると、左は残ざん骸がいの丘陵。右はどこまでも続く夜の平原。そして後方は、三キロまで伸びる滑走路だった。

「勇者よ、これで終わりか？」

　小屋を踏み潰つぶしながら、リンドラントも滑走路へと入ってくる。そして立ち上がれずにいる俺おれを嘲あざけり笑った。

「ならば冥めい府ふで見届けよ、我等らドラゴンの生き様を」

「……糞くそっ垂れ。どいつもこいつも、身勝手な事ばかり言いやがって」

　五〇メートルは離れていたが、俺の声は届いたらしい。竜の進攻が停止した。

「本能？　笑わせるなよ。結局は、自分の自暴自棄を正当化しようとしているだけじゃねえか。世の不幸の全すべてを魔物のせいにする人類至上主義者とアンタは、どれほど違う？」

　肘をつき、上体を起こす。アーマーからは装甲の破片が剥はく落らくし、亀裂から血が零こぼれた。

　そして、左籠手で【霧む氷ひよう掌しよう】の詠唱を開始。

「いや、説教を垂れるつもりはないぞ。俺がアンタの立場でも、同じ選択をしていたかもしれない。人魔の関係は、一ひと皮かわ剥むけば【邂かい逅こうの日ひ】から一歩も進んでいないのだろうな」

　俺の腹の中で渦巻く炎が、言葉になる。

「だけどな、俺はアンタじゃない。俺達たちにも、退ひけない理由がある。クーベルネを守り、人間と魔物が笑って暮らせるこの社会を脅かす者を倒す。それが、俺達だ」

　顔を上げ、俺は意志と魔剣の切っ先をドラゴンへと突き付けた。

「それが──調停局だ」

「貴様等が守る社会は、虚構に過ぎぬ！」

　竜は後ろ脚で大地を踏み締め、前傾姿勢を取って両腕の爪を滑走路に突き立てる。

　巨大な固定砲台となったリンドラントが、口こう腔こうに極大の紅ぐ蓮れんを集約していく。

「盲目の勇者よ！　虚構の殉教者よ！　我が息吹にて、その夢想ごと灰に還かえるがいい！」

　そして【グラム】を手に疾駆する俺の前で、竜の息吹が発動した。

　鮮やかな朱は、正確には炎ではない。土属性と火属性の混合魔法によって創造された一二〇〇度のマグマを莫ばく大だいな質量で、強大な高圧で噴射しているのだ。

　リンドラントは俺を直接狙わず、自身の足元へと斜めにマグマを放射。地面に着弾したマグマは荒あれ狂いながら扇状に展開し、赤の津波となって俺へと押し寄せる。

　回避を許さない攻撃だったが、俺は最初から直線でリンドラントへと走っていた。

　同時に【霧氷掌】を全力発動。身体からだの周囲に奪熱力場を張り巡らせて結界とする。

　マグマの壁が大気と大地を融とかしながら迫ってくる。露出した人工筋肉の表面が、ジリジリと焦げていく。

　恐怖は無い。俺は右手の【グラム】から突進し、バイザーを下ろして叫んだ。

「アルミス！」

　俺の声に呼応する嘶いななき声は、左に並ぶ残ざん骸がいの上から。

　旅客機の上に出現した白馬が棹さお立だちとなり、黄金の角を青く輝かせる。

「ァアアアアアアアアア！」

　アルミスは角から出力限界の火花を発生させながらも遠隔治癒魔法を完成させ、青火を幾重もの風として俺おれへと送り込んだ。

　青火を纏まとい、俺は灼しやく熱ねつの波は涛とうへと突入。

　紅ぐ蓮れんの暴風の中で、正面に構えた【グラム】が竜魔法の中和を開始。結界によって円えん錐すいに削れたマグマの飛沫しぶきが装甲と人工筋肉を掠かすり、瞬時に溶解を開始していく。

　対竜魔法、奪熱魔法、物理装甲の三重防御を以もつてしても、ドラゴンの息吹を完全には防げない。

　沸騰した人工筋肉が身体からだに付着した途端、ズブズブと肉の中に沈み込んでいく。

　激痛に、集中力と魔力注入が遮断された。

　瞬間、全すべての防御魔法が解除され、ドラゴンの息吹が俺に襲い掛かる。

　神経の全てが、痛みだけを叫んだ。

　装甲は圧力に鳴き、人工筋肉が赤熱していく。皮膚が焦げる感触を感じる間も無くバイザーが熱によって亀裂を生み、砕け散った。

　もう、叫ぶ事すらできなかった。炎はすぐに俺の両目を焼きながら鼻孔や口から熱気を侵入させ、喉のどと肺を焦がしたからだ。

　視界が断たれ、呼吸も止とまり、苦痛が他ひ人と事ごとのように遠のいていく。耳元で唸うなっていた轟ごう音おんも途絶え、意識が無くなっていく。

　そして、更なる激痛が俺の意識を引き上げる。

　戻った視力が最初に見たのは、青い炎。

　青火とマグマが肉体で拮きつ抗こうし、俺に生と死を連続で与えていく。

　ぬかるんだ溶岩を右足で踏み、押し流されないように力を込めながら次に左足を出す。右腕がまだあるか分からなかったが、それでも右腕を掲げて【グラム】の対竜魔法を展開。

　結界は押し寄せるマグマに容易たやすく破壊されるが、砕かれるごとに再展開。そして進む。

　何度目か分からない鼓膜と眼球の再生。耳は皮膚が焼ける音と猛風の音しか捉とらえず、目は紅蓮しか見えずに再び沸騰、破裂。そしてまた、次の鼓膜と眼球が再生。

　回復が遅れてきた。筋肉の向こう、骨と内臓が焼け始める。全身の激痛の中で、酸欠の頭痛が大きく響いた。

　畜生、届かない。アルミスの魔力が尽きちまう！

　ついに足が崩れ、沸騰した大地に右みぎ膝ひざがぶつかった。続いて、左膝も。

　負傷を相殺していた治癒魔法がその輝きを弱め、それに合わせて俺の意識も霞かすんでいく。

　その時、鼓膜が苦痛の咆ほう哮こうを聞いた。

　そして前面を押す圧力が消滅し、前に傾けていた身体は焼けた大地に倒れかける。

　マグマの奔流は、リンドラントの頭部の向きに従って夜空へと放はなたれていた。

　両足で立ち上がり、身み悶もだえする巨竜──その首元に人間サイズの赤い幼竜がしがみ付き、巨木の幹のようなリンドラントの首に牙を突き立てていたのだ。

「今度は自分を騙だます為ためではなく！　妾わらわは誇りを持って言う！」

　爪そう牙がを深々と刺して振ふり解ほどかれる事を阻止し、翼で姿勢制御しながら幼竜が叫ぶ。

「妾わらわは、ドラゴンだ！　だから守る、妾の宝を！　命に代えても、守ってみせる！」

　クーベルネの咆ほう哮こうを聞いた時、遠のいた意識を苦痛の稲妻が貫いた。

　強化された治癒魔法が俺おれの神経を振動させ、骨を紡ぎ、肉を再生させていく。マグマに晒さらされる以上の激痛に俺は吼ほえ、背骨が折れんばかりに背中を仰のけ反ぞらせた。

　痛い。苦痛しか感じられない。いっそ、死なせてくれ！

「お……」

　アルミスは治癒魔法を継続している。クーベルネは牙を剥むいて戦っている。リンドラントは、クーベルネを振り払おうともがいている。

　この場の誰だれ一人として、まだ倒れていない。

「おおお……」

　俺は倒れていいのか？　この中で唯一、脆もろい人間だからか？

　クーベルネに偉そうに語っておきながら、まだ俺は人間の弱さに縋すがるのか？

　頸けい動どう脈みやくを噛かみ千切られたリンドラントがブレスを中断し、クーベルネを掴つかんで自分の肉ごと引ひき剥はがす。そして頭上へと持ち上げ、全力で地面に叩たたき付つけた。

　コンクリ片の砂柱が立ち、その中でクーベルネの悲鳴が聞こえた。

　──この程度で、あいつの弟と名乗れはしない！

「おおおおおおおおおおっ！」

　激痛の生理反射で突っ張ろうとする筋肉を、意志の力で無理やり従える。全身でバキバキと致命的な音が鳴ったが、知った事か！

　一際強くなった青火を纏まとい、俺は溶岩の上を疾走する。

　とうに燃え尽きたと思っていたのだろう。竜の間合いに入ったところでリンドラントが俺に気付き、驚きよう愕がくしていた。

　最高威力のブレスを放はなつドラゴンは、そのブレスの中にこそ死角があったのだ。

　俺を見下ろすリンドラントの顎に、再び焔ほのおが集約されていく。形作られていくのは球体。吐息ではなく、発動速度と精度に優れた火炎弾だ。

　しかし、それでも遅い！

　俺の魔法発動と、リンドラントの口こう腔こうから火炎弾が放たれるのは同タイミングだった。

　リンドラントの眼前で出現した【霧む氷ひよう掌しよう】の水璧に、ドラゴンの火炎弾が接触。

　次の瞬間、爆音と衝撃波──そして水蒸気が炸さく裂れつし、火炎弾と竜の顔面を吹き飛ばした。

　マグマに熱せられた水分が、気化膨張による水蒸気爆発を引き起こしたのだ。

　衝撃波で仰け反った竜の首が蒸気を引き裂いて前に戻される。竜りゆう鱗りんこそは破れなかったが、衝撃波に直接晒された口腔内からは血ち反へ吐どが零こぼれ、右目も砕けていた。

　俺は疾走しながら右手で【グラム】の、左手で【樹じゆ龍りゆう輪りん】の準備を開始し、更にアーマーを全力駆動。

　思考が焼き切れるようなストレス負荷に、全身火傷やけどの苦痛が俺を襲う。

　だが、俺おれは足を止とめない。

「ケリをつけるぞ、リンドラント！」

　ドラゴンに残された左の銀眼が俺を捉とらえ、右腕の爪に怒りの焔ほのおが燃え上がる。

　リンドラントもまた、回復でも防御でもなく、攻撃を選んだ。

　竜の右腕が振り上げられ、俺は左腕を右へと薙なぎ払はらう。

【樹じゆ龍りゆう輪りん】から噴出した蔦つたが横に流れ、隻眼となったリンドラントの死角から首に巻き付く。そして我が身を竜頭目掛けて引き寄せた瞬間、飛ひ翔しようした俺の足元を竜爪が過ぎ去って地面に堀を作った。

　蔦を引き寄せる力によって生まれた突進で、俺は竜の喉のどの中心に【グラム】を根本まで突き刺した。

「これで──」

　両逆手で柄を握り締め、俺の体内に残った全すべての魔力を【グラム】へと送る。

「終わりだっ！」

　傷口と刃の間から純白の光が漏れる。刃は光の滝となり、竜に刺さったまま俺ごと落下。

　喉、胸板、腹部を無抵抗で断ち、そして俺の両足が地面に触れる。

　遅れて頭上から鮮血と切断された腸が豪雨となって降り注ぎ、赤熱した装甲をジュッと冷やしていく。その水圧にすら耐える事ができず、俺は後ろに倒れた。

「お……オオ、お」













　喉のどから股間までを裂かれたリンドラントが喀かつ血けつし、左手で傷を抑える。そして治癒魔法を発動するが、【グラム】に与えられた傷は反応しない。

　縦の傷から大量の血を吐き出しながら、リンドラントは俺おれに向かって右腕を掲げる。緩慢な動きだったが、血ち溜だまりの上で倒れる俺を潰つぶすには十分だ。

　霞かすむ両者の視線を遮さえぎったのは、真紅の鱗うろこだった。

「させるものか！」

　右翼が折れていたが、それでもクーベルネが四肢を突っ張らせ、巨竜と向き合う。リンドラントもまた、口から血と炎を垂らしながら幼竜を睨にらんでいた。

　掲げられていた巨竜の右腕が、ゆっくりと下ろされる。

　そして、はっとするクーベルネの前でリンドラントの全身から力が失うせ、轟ごう音おんを鳴らして巨体が倒れていった。




　少しの間、気絶していたらしい。

　目を開くと、人じん化か状態のアルミスが俺の身体からだから歪ゆがんだ装甲を剥はぎ、消毒液をぶん撒まいている所だった。痛みが薄いから、鎮痛剤を投与されたのだろう。

　アルミスが俺の目覚めに気付くと、体内魔力低下で青くした顔を少し緩ませた。

「生きてるわね？　これ以上の治癒はできないから我慢しなさい」

「……アーマー、ぶっ壊し、ちまった。これ、幾ら、するんだ？」

「さあ？　八百万ぐらいだと聞いた事があるけれど」

　火傷やけどで斑まだらになった左腕を上げると、アルミスが掴つかんで俺を立ち上がらせてくれる。

　俺に肩を貸しながら、アルミスは複雑な顔で前方を眺めていた。

　視線の先にあったのは、リンドラントの頭部の前に座る、人化状態のクーベルネだ。

　右翼と一緒に肩の骨が折れたらしく、クーベルネは右腕を垂れ下げながら血の海に沈むリンドラントの顔を見下ろしていた。

　弱々しい喘ぜん鳴めいを繰り返すリンドラントに、意識があるかどうかはわからない。

　ただ、もう助からないだろう。

「妾わらわは、気付くべきだったのだな。お前の苦悩を。お前から色々な物を沢たく山さん教わったのに、お前には何も返してやれなかった」

　クーベルネは左手を持ち上げ、そっとリンドラントの鼻先を撫なでる。

　俺はアルミスに視線で問うと、衛生担当官は無言で首を振った。

　ドラゴン以外の術者による治癒魔法なら【グラム】の呪いは反応しないだろうが、一角獣でも生体情報を知らない重体患者を治療する事は難しい。

　治癒魔法も、万能ではないのだ。

「リンドラント──」

　クーベルネの呟つぶやきは、甲かん高だかい発砲音によって遮られた。

　反射的に俺とアルミスは走り出し、クーベルネの身体を掴んで背後に隠す。

「……畜生っ、リンドラントが倒れれば諦めると思っていたんだけどな」

「しつこい連中ね」

　俺おれ達たちが鋭く見据える先、空港方面の残ざん骸がいの山のふもとに、無数の人影が動いた。

「まだだ、調停局ども！」

　軍列の中央にいたサクリースが、右手から血を零こぼしながら吠ほえる。

「我等らは、これ以上外部魔物の流入を許すわけにはいかぬ！　魔物達に活力を奪われる同胞達の悲劇を、これ以上繰り返すわけにはいかぬのだ！」

　サクリースの信念に共鳴し、人類至上主義者達が自動小銃を構える。

　その数は、三十を超えていた。

「勝手な事を、言いやがって」

　侮ぶ蔑べつの笑みを浮かべてやるが、状況は最悪だ。瀕ひん死しの身体からだを、地面に突き刺した【グラム】で支えるのが限界だった。魔力も弾薬も、残ってはいない。

「……アルミス。通信機は生きているか？　テカムシに救援を頼もう」

「応答が無いわ。それに、あったとしても無意味みたいね」

　左耳からインカムを外したアルミスは背後──平原方向を肩越しに睨にらんでいた。

「軍用ヘリのエンジン音が幾つかと、聞き慣れない魔物の飛ひ翔しよう音が近付いてきているわ。ここを包囲していた軍が動き出したのよ」

「なんか、逆境すぎて笑えてくるな」

　前方からは人類至上主義、後方からは軍隊。

　視界と意識が黒ずんでいく。だが、気絶している場合ではない。

　霞かすみがかった思考でどうにか最善策を練り上げ、俺はアルミスに告げる。

「先まずは前方の包囲を正面突破し、空港内の残骸に隠れて軍の航空戦力をやり過ごすぞ」

「最初の突破が成功しただけでも奇跡ね……了解したわ」

　サクリースが左手を掲げると、軍列が一斉に射撃姿勢を取る。

　俺は地面から【グラム】を引き抜き、アルミスは半身を引いて構えた。

　その時、俺達の間を赤い影が駆け抜けた。

「ラアアアアアアアッ！」

　人じん化か解除したクーベルネが、人類至上主義へと特攻したのだ。

「馬ば鹿かっ、やめろ！」

　俺は追いかけようとしたが、一歩目を踏み出した右足が崩れ落ち、前のめりに倒れてしまった。魔力枯渇を起こしているアルミスも同じだった。

　サクリースの左腕が、無情にも振り下ろされる。

　そして突進するクーベルネを狙った三十もの銃口が一斉に火を噴き、俺達の耳を劈つんざいた。

　発射された弾丸の数は、すぐに五百発を超えただろう。

　しかし、その一発たりともクーベルネに当たる事は無かった。

「リンド……ラント……」

　突如、黒と赤の文様の巨大な壁がクーベルネと人類至上主義の間に割り込んだのだ。

　クーベルネが長首をもたげ、自分の数倍の大きさの竜を見上げる。

　瞬時にクーベルネを庇かばったリンドラントは、回復したわけではなかった。俺おれとアルミスに向けた悪戯いたずらっぽい目は右目が潰つぶれたままだし、腹部の傷口からは腸や内臓が垂れていた。

「竜は裏切った！　殺せ！」

　サクリースの指示により、人類至上主義達たちの射撃が再開される。ロケット弾を持ち出したらしく、敵側に晒さらしたリンドラントの右側面で爆裂が発生し、鱗うろこや血肉が飛び散った。

　魔力低下を起こした竜りゆう鱗りんでは、あの火力に耐えられない！

「よせ、やめろぉ！」

　クーベルネが回り込もうとするが、上から圧し掛かってきたリンドラントの左掌てのひらに押さえ付けられて動きを止とめられる。

　右側面で更なる爆発が起き、リンドラントの口から噴水のように血が零こぼれる。鱗を貫通したロケット弾が体内で炸さく裂れつし、内臓を掻かき回まわしたのだ。

　それでも、クーベルネを抑える巨大な手は動かなかった。

　左手の下で泣なき喚わめくクーベルネに目を向けず、リンドラントは爆裂に身体からだを千切られながらも口こう腔こうに炎を集束させていく。

「オォオオオォオオオオオオオオッ！」

　雄お叫たけびがマグマとなり、人類至上主義の軍列を薙なぎ払はらう。

　赤光の柱は悲鳴すら焼き尽くし、主義者達を跡形もなく消し飛ばす。息吹はそれだけに終わらず、旧リぺリアル空港そのものを薙ぎ払い、真紅に染め上げた。




　地面が煮にえ滾たぎる音と、熱気に掻かき混まぜられた風音の中。

　斜塔のように持ち上がった竜の頭から、老人の低い笑声が響いた。

「無む茶ちやをする。が、私も姫様の事を言えませんな」

　リンドラントはクーベルネから左手を退け、その横にゆっくりと身を伏せた。

　途端に、その場でも血の海が広がっていく。

「何な故ぜ……どうして」

　人じん化か状態に戻ったクーベルネは、倒れ伏した竜に向かって呟つぶやく。

「さて、何故でしょうな。ドラゴンの本能、かもしれません」

　血ち溜だまりの上で横倒しになったリンドラントは、血と笑い声を一緒に吐いた。

「冗談ですよ……ただ、そういう約束だったのです。私が死んだ時はこうなる予定だったのですよ。少し、予定を繰り上げましたがね」

「約束って、誰だれとの約束なのだ、なあ、リンドラント……」

　謎なぞ々のような言葉に立ち尽くすクーベルネに、俺とアルミスが並ぶ。

「お見事でした、ライル殿。アルミス殿」

　リンドラントが柔らかな色の左目を動かし、俺を見据えた。

「ライル殿。貴方あなたの信じる人魔社会は、恐ろしい闇やみを抱えている。それは、貴方自身の目でも垣かい間ま見みたでしょう」

「ああ、そうだな」

「立ち向かえますか？　私に挑んだように。魔物を内包し、複雑化したこの世界の闇に」

　死にゆく竜の口に、言葉はなく、思考もなく、俺おれは頷うなずいていた。

　恐らく、呆ぼう然ぜんとした馬ば鹿か面をしていたと思うが、リンドラントは満足げに頷いた。

「……貴方達たちのようなヒトがいれば、【竜りゆう羽ばの里さと】も安泰でしょう」

　リンドラントは嬉うれしそうに目を細める。

　その瞳から、生気が消えていく。

「さあ、私の薄汚よごれた戦いは、終わった。もうじき、ヘリが貴方達と姫様を救いにきます。竜の掟おきてに従い、我を討った勇者と、真なる竜に祝福を……」

「嫌だ！」

　美しい滴と、甲かん高だかい叫び声が散った。

「嫌だ、リンドラント！　妾わらわはまだお前に何も返していないぞ！　里で一人だった妾の、ずっと傍そばにいてくれた事に、何の報いも返せていないではないか！　なのに、なのに……」

　涙を滂ぼう沱だと流すクーベルネはもう喋しやべる事すらできず、リンドラントの首に抱き付いていた。その身から、魂たましいが抜ける事を止とめるように。

　瞳から意識の色が消きえ失うせたのに、リンドラントは残された力で鼻先を持ち上げ、クーベルネの頬ほおを伝う水滴を拭ぬぐった。

「泣かないで、くれ、ミレイユ……私は、大丈夫、だ……」

　譫うわ言ごとを呟つぶやきながら、それでもリンドラントはクーベルネの腕を地面と挟まないように注意しながら首を横たえた。

「怒りに塗まみれた、生だったが……最後に、友達が出来たのだから。落ち着きがなく、わがままで、でも優しく、私を、癒いややしてくれた、きっとお前とも、友達に、なれる……」

　そして老人の声は途切れ、静寂が訪れた。

　すすり泣く声が、大きな泣き声へと変わる。

　リンドラントは、俺達に負けたのだろうか。

　彼は知っていた。自分の選択が、大きな間違いである事に。だからこそ俺達に反撃の隙すきを与えてしまったのではないだろうか。

　あるいは、彼はこの世界に疲れ果て、死を望んでいたのかもしれない。

　リンドラントは死んだ。真相は、もう誰だれにも分からないだろう。

　リンドラントの名残である火の粉が舞う空から、エンジンの音が近付いてきた。

　彼は、俺達を救出する為ためにヘリが来ると言った。

　その真偽を相談する事なく、俺とアルミスは武装解除し、投降の準備を進めた。

　死の直前、リンドラントは信頼に値する誇り高きドラゴンだったからだ。





エピローグ







　リンドラントとの死闘から、三十日間経過した。

　向かいのビル窓の照り返しはきつくなり、街路樹の葉々も一層に輝いている。

　中央病院の五階の窓から見える景色は、春から初夏へと移り変わろうとしていた。

　数度のクローン生成した内臓と皮膚の移植手術、そして魔法治療を終え、全身に刺された管を引っこ抜かれたのは先週だ。

　──リンドラントの死を見届けた後、俺おれ達たちはヘリから降り立った所属不明の兵士達に救出され、この病院へ搬送された。

　その後どうなったかは分からない。アルミスも、クーベルネも。

　さっきから病室内のテレビを流しているが、あの事件はニュースにもなっていなかった。

　ただ俺達を救出した兵士達に指示を与えた者が何者かは、何となく想像ができていた。

　ようやく初めて見舞い人が来たらしく、病室の前で話し声が聞こえた。そして軍人らしい監視が扉を開け、訪問者を病室へ招き入れた。

「……今度は俺を拷問するのか？」

「そんなまさか。貴方あなた達の治療費を捻ねん出しゆつするのは大変だったのですよ？」

　病室の辛しん気き臭い雰囲気をそんな軽い口調で払ったのは、花束を手に持ったサングラスの男──情報総局のロイヤーだった。

「しかし随分と静かですね。拘束される事を嫌うヒトだと思ったのですが」

「病み上がりでね。ついでにアンタの顔を見たら吐き気がしてきた」

「それは読書のし過ぎだと思うのですが……」

　花束を机に置きながら、ロイヤーはそこで山積みになった新聞に目を遣やっていた。

　動けるようになってから集めた新聞には【竜りゆう羽ばの里さと】の事など一文字も書いていなかったが【血ちの尊そん厳げん社しや】のサクリースが情報総局によって殺されたという記事はあった。

　……無論、情報総局の望むシナリオに脚色された記事だ。

　ロイヤーはベッドの近くにあったパイプ椅子に腰掛け、話を切り出してきた。

「魔力枯渇で同じく入院していたアルミスさんですが、先週に退院しましたよ」

　視線を外して窓を眺める俺だったが、全身の脱力は隠せていなかっただろう。

　しかし、続く言葉で俺はロイヤーを睨にらみ付つける事になった。

「残念な知らせもあります。【竜羽の里】の社会加入は無期限で凍結する事になりました」

「……クーベルネは？」

　俺の殺意を楽しむように微笑ほほえむロイヤー。

　しかし、すぐに相好を崩して言った。

「貴方達の勝利と言っていいでしょう。レオアームと本人の希望で、クーベルネさんはクリアトの永住権を取得しました。【竜羽の里】にある白金鉱は目途が立つまで極秘扱いなので、口外しないようお願いします」

　もう安心感を隠せず、俺おれは起こしていた上体をベッドに倒してしまう。

　そしてしばらく病室の天井を眺めた後、俺は隣の男に訊きいた。

「で、どうしてだ？」

「どうしてとは、どれに対してですか？」

「もう一発殴られておくか？　リンドラントと約束した相手というのはアンタだろう？」

　ジロリと視線を送ると、ロイヤーはおどけた様子で椅子ごと距離を離した。

「まずは【血ちの尊そん厳げん社しや】の消去ですが、リンドラントが死んだ時点で計画の失敗が確定したからですよ。レオアームへの報告役だった彼が死んでしまえば、情報総局の気配が消せませんから。リンドラントが消してくれたので、こちらの手間が省けました」

　意外にも簡単に口を割り始めたロイヤーは、次にニコリと笑った。

「そして貴方あなた達たちを殺さなかった理由は、殺す必要が無いからです。リンドラントは病死として処理されました。貴方ほど賢いヒトなら、いまさら引ひっ掻かき回まわしはしないでしょう？」

　お世辞に見せかけた警告を鼻で笑い飛ばす。

　そして、最後の質問だ。

「それで？　どうして俺達にリンドラントを殺させた？」

「はい？」

　何かの冗談かと訊き返してくるロイヤーだったが、その猿芝居こそ冗談だ。

「俺達に計画の全貌とクーベルネの場所を教え、支局から脱出する道まで用意していただろうが。それに、リンドラントを殺すまで介入してこなかった」

「あれ……やっぱり無理がありましたかね？」

　照れ笑いを浮かべながら、ロイヤーはいそいそと手近にあった机を引き寄せ、その上に鞄かばんから取り出した何枚かの書類とボールペンを置いた。

「先まずはこちらに署名をお願いします。でないと、お話しできない事なので」

　秘密厳守の誓約書らしい。俺は嘆たん息そくしつつ、書類を見もせずにペンを走らせる。その書類を確認し、ロイヤーは口を開いた。

「実はですね、今回の計画を主導したのは我々の工作担当次官なのですが──彼、再来週にはクビになる予定です。当然、ロザント基地指令もね」

「は？」

「その方は無む茶ちやの多いヒトでしてね。今回の計画を見れば分かるでしょう？　軍部に借りまで作って、あんな無茶をして……上司を選べないというのも大変ですよ」

　額に手を当てて上を仰ぎ、ロイヤーがサラリーマンの悲哀を表現する。

「ですから、今回の失敗の責任を取って辞めて貰もらおうと思ったのですよ、私は。公的な辞任の理由は、あの方の今までの不正疑惑が一気に浮上する手て筈はずになっています。そちらの追及の指揮はコウカ議員にお願いしました」

「おい、嘘うそだろう……幾ら俺達を誘導したからって、そんなの運任せだ！　俺達がクーベルネを救出しにいったのも、リンドラントを倒せたのも、確実ではなかった！」

「しーっ！　声が大きいですよ、声が！」

　狼ろう狽ばいする俺おれを、更に狼狽したロイヤーが諌いさめる。

　俺の身体からだをベッドに戻したロイヤーは、溜ため息いきを吐きながらサングラスを指で押し上げた。

「不確実なのは当然じゃないですか。この作戦の失敗は、私一人で仕組んだのですから」

「アンタ一人でって……どうしてだ？」

「だって、貴方あなた達たちの命を賭け金にして、組織の癌がんを取とり除のぞけるのですよ？　もしクーベルネさんの暗殺が成功する結果になっていても、私には何の損害もなかったですし」

「なっ、てめえっ！」

「これが、私の戦い方なのですよ」

　激怒に燃える俺に対して、ロイヤーは氷のように冷ややかだった。

「あれ以上、次官がその席に居座っていれば、クーベルネさんのような犠牲者は更に増えていたでしょう。しかしこの社会に潜ひそむ悪は剣や魔法──ましてや善心だけでは取り除けない物もある。むしろ、そちらの方が多いでしょう」

　ロイヤーは椅子に座り直し、膝ひざの上に組んだ両手を置く。その顔は、無知な子供に世間を語る父親のように優しかった。

「だから私はここにいるのです。理由は貴方と同じです」

　この場で縊くびり殺そうとも考えたが、その殺意はお門違いだと俺は理解していた。

　ロイヤーは、確かにクーベルネを暗殺して戦争を起こそうした悪を単身で潰つぶしたのだ。

　自分は安全な場所に立ち、失敗してもまあいいやぐらいの宝クジ感覚で俺達を利用したロイヤー。これが、孤立無援で国家の闇やみに挑む男の戦い方なのだ。

　怒りの遣やり所を失った俺は、舌打ちしてベッドに倒れ込むしかなかった。

　もう話したくないと俺が全身で示すと、ロイヤーは首を振って席を立った。

「さて、もう行きます。こちらがクーベルネさんに関かかわる事はもう無いので、ご安心を。それと今回の件で貴方にも口止どめ料を用意しておいたので、退院したらご確認下さい」

「金なんて要いらねえよ」

「まあまあ。せっかく用意したのですし。貴方も気に入るはずです」

　そしてロイヤーは部屋の出口へと向かっていく。

　しかし立ち去る前に、こちらに振り向かずに言った。

「……リンドラントですが、今回の情報総局との接触以前から、妻子の死の真相を知っていました。クリアトを脱する前に調べたのだとは思いますが、あの事件の秘密は当時の情報総局と軍部により厳重に守られ、とても個人で追えるものではありませんでした」

「何が言いたい？」

「彼に教えた者が──彼のクリアト離反を後押しした人物がいたのですよ。軍部か情報総局の上層部、あるいは大統領府にね。恐らく、暗殺劇の中から彼を救い出したのも同様の人物かと。更に言えば、大統領府の疑念を増長させた者も」

　ロイヤーの感情の無い声が、病室の気温を下げる。

「かなり昔の事件ですので、その者がまだ現役かは分かりません。またその真意も。しかし覚えておいて下さい。悪意はどこにも潜ひそんでいます。司法省にもね」

「……司法省は血ち腥なまぐさいアンタ達たちと違う」

「お忘れですか？　今回、暗躍していたリンドラント。彼には特別司法警護官が付いていたのですよ？　彼等らの上司の一人は、情報総局の協力者です」

　反論の言葉は、思い浮かばなかった。

　監視兼護衛役の特別司法警護官と共謀していなければ、リンドラントはハインを暗殺する事など出来なかった。

　司法省が最も信頼する警備組織すら、その正体が分からないのだ。

「それともう一つ。私はしばらくロザントに残ります。また何かあれば、お力を貸していただく事になるかもしれません。勿もち論ろん、私は借りを返す事も忘れませんよ？」

「アンタと仲良くするつもりなんかないね」

「私は中々役に立つと思いますがね」

　ロイヤーは肩越しに悲しげな微笑ほほえみを見せた後、「では」と言って病室から消えた。

　窓に視線を戻すと、煌きらめくロザント市街の風景があった。光と闇やみを抱える世界があった。

　そして俺おれは、この国のどこかにいる赤髪の少女に思いを馳はせる。

　どんな環境にいようと、彼女は負けないだろう。裏切られ、傷付き、それでも立ち上がったのだから。そんな彼女の、本能に依よらない尊い選択を守る為ために、俺達は戦い続ける。

　俺も、いつまでも休んでいるわけにはいかない。

　とりあえず、激怒したナースが現れるまでナースコールを連射した。




　一ヶ月振りの実働部オフィスは、いつも通りの表情で俺を迎えてくれた。

「なあ、デスクにあった私物が綺き麗れいに無くなってる気がするんだけど？」

「あー、ミニカーとかか？　こないだ誰だれかが捨ててたぜ」

「マジかよ、もう生産してない物だってあったんだぞ！」

「だってライルの復帰時期が分からなかったし、仕方ないにゃー」

　レアードとイルオレアは各それ々ぞれの仕草で恍とぼけてみせ、自分の仕事に戻っていく。今は二人とも連続殺人事件に当たっているらしく、俺に退院祝いの言葉を贈る時間も無いらしい。他ほかの同僚も似たようなもので「あ、もう退院したんだ」で済ませる奴やつばかりだった。

　半泣きで自分のデスクに座ると、ＰＣに同僚達からのメールが幾つも届いていた。

　ははん、面と向かって再会を喜ぶのが恥ずかしかったんだな、なんて思いつつ、俺はニヤニヤと周りを見てからメールを開く。

　──検視室から報告を聞いて来い。凶器になった魔具の販売元へ聞き込みに行け。今月の宴会積立金が未納だから早く払え。

　そして最後に市警に戻ったテカムシから、ズラリと並んだ前回の戦闘の反省点。タタラからは装備を壊した事に対する恨うらみ辛つらみが送られていた。

「畜生っ、こんな愛の無い職場なんて今すぐ辞めてやる！　止とめても無駄だからな！」

　立ち上がって悲痛な叫びを轟とどろかせるが、方々でヒラヒラと手が振られただけだった。

　復帰パーティを期待していたわけではないが、それでもあんまりな気がする。

「こいつ等ら、本当に俺おれが死んでも三日で忘れるんじゃないか？」

「大丈夫よ。オーロッド部長は忘れずに貴方あなたの帰りを待っていたじゃない」

「……やめろ」

　背中合わせのデスクで笑うアルミスのせいで、足腰の疲労を思い出してしまう。

　久々に出勤……というか、まだ自分が調停局員なのか確認しにきた俺を真っ先に捕まえたのは、やはりオーロッド部長だった。

　そして朝から昼の今まで俺は一ヶ月も勝手に休んだ事、外骨格アーマーを壊した事を、部長のトイレ休憩を挟んで延々と叱られていたのだ。

　そして説教の最後に、部長はクーベルネに渡しておいたはずのバッジを俺に投げ付けてきた。どうやら、俺はまだ調停局員でいられるらしい。

　手の中で調停局バッジを弄いじる俺に、アルミスが溜ため息いきを投げ掛けてきた。

「昼ご飯を奢おごってあげるのだからそれで満足しなさい。後ろで落ち込まれると目障りなの」

「だけど、どうして出前なんだよ。どうせ聞き込みで外出するし、外で食わないか？」

「奢られる立場なのに文句を言わない。それにさっき注文したからもう遅いわ」

　確かにその通りなのだが、奢ると言い出した事を含めてアルミスの様子が変だ。入院中に悟り──というか、自分の色々な過ちに気付いたのだろうか。

「そういえばアルミス。お前、情報総局の口止め料とやらは貰もらったか？　確認しても、口座の額は一ルリも増えてなかったんだけど」

「当然よ、現物支給だったもの。私は気に入ったわ」

「何だそれ。乙女でも貰ったのか？」

　その内に俺達たちの出前が届いたらしい。オフィスの入り口が賑にぎやかになってきた。

　チェックが厳しい支局には出前の者が入れないので、玄関で雑務アルバイトが受け取ってきてくれるのだが、出前のピザを持ってきたのは顔見知りのアルバイト達ではなかった。

　そいつは鮮やかな赤の長髪で、幼い顔に似合わない事務服姿で──

「クーベルネ！」

　周りの同僚がギョッとするほどの大きな声が、俺の口から飛び出していた。

　声に驚いたクーベルネが足元を通っていたケーブルに足を引っ掛けてよろめき、落ちそうになったピザ箱を近くの同僚が慌あわてて支えた。

　そして打ち上げられた魚のように口をパクパクさせる俺と、笑いを噛かみ殺ころすアルミスの傍そばへ、クーベルネは慎重な足取りで近付いてきた。

「おーう、お待たせ。えっと、これがアルミス達のか？」

「ええ、そうよ。ありがとう」

　アルミスがクーベルネからピザ箱を受け取る。混乱しているのは俺おれだけだった。

「どうして、クーベルネがここに？　何しているんだ？」

「何って、えっと、局内のメールや物の配送だろう、掃除だろう、それと……」

　答えになっていない答えを、クーベルネがうんうん唸うなりながら並べていく。代わりにアルミスが笑いながら教えてくれた。

「彼女、永住権を取った先週からここの総務部でアルバイトをしているのよ。それと、観察人が決まり次第、ロザント内の学校に通うそうよ。多分、あいつの仕業でしょうね」

　ロイヤーが言っていた口止どめ料とは、この事だったのか。

　クーベルネも頷うなずき、ポンと手を打った。

「そうだそうだ。先ほど、そのカンサツ人が決まったのだ」

「へえ、どんなヒトなんだ？」

　すると何だかクーベルネは気味悪い笑みを浮かべ、ゴソゴソとポケットを漁あさった。

「じゃーん。はい、これだ！」

　得意げに広げられた書類に、俺は顔を近付ける。

　書類の発行者は移民局。タイトルは外部魔物観察人同意書という堅苦しい物だった。

　外部魔物観察人とは、外部魔物系移民に対する短期の養よう親しんのような存在だ。共に生活して援助と監視をするという重大な役職であり、財産があるだけではその資格を得られない。ウィルを預かる時も、両親がその事で苦労していた記憶がある。

　社会的に人格が保証されている聖人だけが選ばれる物なのだが、書類の下部に書かれていたサインはいかにも適当に書いたような雑な字だった。

　そいつの名前は、ライル・アングレー。二十歳。

「はあ？　なにっ、えええっ！」

　クーベルネの手から書類を奪い取り、目を擦こすり、遠くを眺めてからもう一度再確認する。

「ちょ、何で！　冗談だろっ……こんなの書いた記憶──」

　瞬間、頭の中で閃ひらめいてしまった。

　病院でロイヤーが俺にサインを求めた複数枚の書類。まさか、あれに紛まぎれていたのか。

「ふざけやがって、あのオッサン！　こんなの詐欺だろうが！　俺に子供を養えるほどの余裕はないぞ！　どこ見て審査してんだよ移民局は！　家、ガレージだぞ、ガレージ！」

　書類を握り潰つぶして雄お叫たけびを上げる俺の横で、クーベルネは悲しげに俯うつむいていた。

「……そうか。すまん、ライル。妾わらわは重荷だったのだな」

「ああ、可哀かわい想そうなクーベルネ。まさかこの歳としで男に捨てられるなんて。最低ね、ライル」

　そんなクーベルネの身体からだを抱き締め、アルミスが抗議の目で俺を見上げてくる。

　抱き合う女二人からは演技臭さがありありと感じられたが、どうしても強く出れない。

「いや、お前等ら、そういうの反則じゃないか？　っていうか、アルミス、こういうのはお前が適役なんじゃないか？」

「外部魔物出身者は、移住から二十年経たたないと観察人になれないのよ」

　アルミスは心底悔しそうに唇を歪ゆがめ、クーベルネが持ってきたピザを一つ摘まんだ。

「何にせよ、もう決まった事よ。嫌なら手続きをして自分の手で放り出しなさい」

　真正面からこう言われて、わかった！　なんて言えるはずもなかった。

「……んな事、できる訳わけないだろうが」

　俺おれの敗北宣言に、クーベルネは悲痛な表情を一変させて満面の笑みを咲かせた。

「では、これからよろしくな！」

　……しばらく会っていない間に、クーベルネは完全に女になってやがった。観察人が何い時つまで続くかは不明だが、その成長の速さに気が重くなるばかりだ。

「おーい、頼んでた機器は届いてたー？」

　遠くからそんな声が届き、クーベルネは「ああ、そうだった！」と応えて走り出す。

　しかしすぐに振り返り、ゆっくりと舞う赤髪の中でクーベルネは微笑ほほえんだ。

「ライル、アルミス。妾わらわはここで勉強して、働いて、遊ぶ。そしていつか【竜りゆう羽ばの里さと】をクリアト連邦に加入させる。きっと沢たく山さんの時間が掛かるけど、必ず実現してみせるぞ」

　その微笑みには、未いまだ癒えぬ同胞の裏切りと死の痛み、そしてそれを乗り越えようとする気高さがあった。

「ああ、頑張れ。応援するよ」

「いつでも協力するわ」

「うむ。ではライル、今日は一緒に帰るからなー！」

　ドラゴンの娘は千切れんばかりに手を振って、そして駆けていった。

　大丈夫だ、リンドラント。彼女は確かにドラゴンだ。強く、優しいドラゴンだ。

　喜びを噛かみ締しめる反面、俺は火傷やけどの痛みが蘇よみがえっていくのを感じていた。クローン生成した皮膚を移植したので傷跡すら残っていなかったが、それでも痛かった。

　俺達たちは社会に裏切られ、本能に縋すがった魔物を殺し、暴力で否定しただけに過ぎない。

　どこまでも理不尽で、そこに完璧な正義や救いなんて言葉は存在しなかった。

　だけど、俺は迷わない。後悔なんてしない。

　同僚と楽しそうにおしゃべりしているクーベルネの笑顔。そのどこかウィルに似た笑顔が、灯台となって俺を導いてくれるような気がした。

　感傷を隠し、俺もアルミスのデスクからピザを摘まむ。

「……食ったら、俺達も働くか」

「そうね」

　同じくクーベルネを眺めていたアルミスが短く答える。

　千二百年前の【邂かい逅こうの日ひ】に、理由も知らずに俺達は出会った。

　しかしその奇跡が、互いを憎しみ殺し合うだけの為ためだとは思いたくない。

　思いたくないから、俺達は戦う。この世界に潜ひそむ闇やみと。自己に蟠わだかまる闇と。

　人間が魔物への本能の恐れを抑えるように。

　魔物が人間への本能の怒りを抑えるように。





あとがき







　初めまして、扇おうぎ友ゆう太たと申します。

　今回、幸運にも『自分で考えたお話が本になる』という夢が叶い、興奮と緊張に充ち満ちた毎日を送っています。

　でも、この夢の実現までには大変な苦労がありました。

　私にではなく、主に周囲の人達たちに。

　なので私事ですが、この場で改めて感謝の言葉をお送りしたいと思います。

　行政や国際情勢等の設定に助言をしてくれたＰさんとＴ君。科学や武器の知識を教えてくれて、更に英語の資料を訳してくれたＪ君。反映できていない箇か所しよも多いですが、読みにくい所を指摘してくれたＯ君やＮさん。面白いと言って私を勇気付けてくれたＭさんにＦさん。他ほかにも、平日深夜だというのに誘ったら一緒に遊んでくれた人達。

　直接お礼を言うと「なに真面目ぶってんの、キモッ！」と返されること間違い無しなので、ここでお礼を言わせて下さい。ありがとうございます。これからも全力で頼っていきます。

　次にイラストレーターの天あま野の英はなさんと、担当編集の池いけ本もとさん。

　恐ろしくアバウトな登場人物設定をお送りしてしまったのに、それでもイメージぴったりの絵を描いて下さった天野さんには「プロってすげえ！」と深く感動しました。

　担当の池本さんには……なんかもう謝罪の言葉しか浮かんできません。

　池本さんは、基礎ができていない私の原稿を繰り返し読み、何度も丁寧な指摘をくれました。例え休日でも。深夜でも。

　他にも私は「ページ数減らしてねー」と言われたのに、改稿したらページ数が増えたという超常現象を生み出したりしました。タイトル決めの際には五十以上もボツ案を出し、早朝五時まで及ぶメールのやり取りとかしちゃいました。

　今度、会うなりブン殴られるんじゃなかろうか。ほんと、すんません……。

　と、こんな感じで沢たく山さんの人達に支えられ、私の夢は達成できました。私を選んでくれたＭＦ文庫Ｊ編集部の方々、並びに選考員の先生方、僕の作品を本にしてくれた方達に、この身の限りの感謝を。

　次は、どれだけ長く本を書くというお仕事を続けられるか。

　そして私の本を手に取ってくれた方に『楽しい一、二時間の暇潰つぶし』を提供していければ、最高です。

　未だ手探り状態の私ですが、買って下さった方達や協力してくれた人達が後悔しないような作品を目指し、頑張っていきたいです。









　著者

　扇友太（Ougi Yuta）

　　「人は一人じゃ生きてけないよ」と言って依存を正当化していくスタイル。




　イラスト

　天野 英（Amano Hana）

　　９月25日生まれの長野県出身デザイナー。

　　ゲームを作ったり絵を描いたりなど。




　　http://kunokaku.web.fc2.com/
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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